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埼玉県では、豊かな彩の国の実現を目指して「環境

優先・生活重視」、「埼玉の新しい92(く に)づくり」

を基本理念とし、各種の施策を進めております。

テクノグリーン構想は、「創造性に満ちた活力ある

産業社会づくり」という基本方向に沿って計画された

事業で、自然環境などと調和させながら、先端技術産

業などの導入を軸とした、産業の振興を図るものであ

ります。

行田市野地区に計画された、行田南部工業団地の造

成は、このテクノグリーン構想を積極的に推進すると

ともに、行田市の掲げる「水と緑の快適創造都市」の

実現に向け、工業基盤の整備や工業機能の高度化を図

り、地域の活性化と県上の均衡ある発展に資すること

を目的とした事業であります。

行田市は、古くから足袋の町として栄えてまいりま

したが、現在は被服に限らず、広く商工業の都市とし

て発展を続けております。一方、利根川と荒川の二大

河川に挟まれるという地の利から、周辺には近世の忍

藩を十万石たらしめた、広大な水田地帯が拓けており

ます。

この肥沃な大地の恵みは、市内あまたの文化遺産に

。よって物語られるところでもあります。国宝金錯銘鉄

剣の出土で知られる埼玉古墳群、古代の創建とされる

旧盛徳寺址、万葉集に歌われた小埼沼や埼玉の津、さ

らには忍の浮城として名高い忍城跡など、県名発祥の

地にふさわしく、まさに歴史と文化の宝庫であります。

工業団地造成事業地内も例外ではなく、すでに築道

下遺跡、八ッ島遺跡の所在が確認されておりました。

関係機関では造成工事の実施に先立ち、両遺跡の取り

扱いについて、慎重な協議を重ねてまいりました。そ

の結果、現状での保存が困難となる範囲については、

やむを得ず記録保存のための発掘調査を行なうことと

なりました。当事業団は、埼玉県教育局生涯学習部文

化財保護課の調整により、埼玉県企業局の委託を受け

て、対象となる埋蔵文化財の発掘調査を実施しました。

ここに報告します築道下遺跡ヤk元 荒川に沿った自

然堤防上に営まれた集落遺跡であります。三年間にわ

たる発掘調査により、古墳時代から中世に至るおびた

だしい数の遺構・遺物が発見されました。この集落跡

は、竪穴住居跡約800軒、掘立柱建物跡約240棟からな

り、埼玉県内では最大規模を誇っています。また、規

則的に配置された古代の大型建物跡、中世の墓跡、土

師質土器焼成遺構などの発見は、当地域ばかりでなく、

埼玉県の歴史を考える上で重要であります。

本書は平成 8年度刊行の第 I巻、平成 9年度刊行の

第Ⅱ巻に引き続き、築道下遺跡の調査成果をまとめた

第Ⅲ巻となります。本書が埋蔵文化財の保護、学術研

究の基礎資料として、また、埋蔵文化財保護思想の普

及・啓発、および教育機関の参考資料として広くご活

用いただければ幸いです。

刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力を

いただいた埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課をは

じめ、埼玉県企業局、行田市教育委員会各位に深く感

謝申し上げます。

平成2年 3月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長  荒 井  桂



例 言
1。 本書は、埼玉県行田市に所在する築道下遺跡の発

掘調査報告書 (第Ⅲ巻)である。

なお、築道下遺跡の報告書は、以下のように分割

刊行している。

第 I巻 築道下遺跡A・ B区

事業団報告書第1器集 1997

第Ⅲ巻 築道下遺跡B・ C区

事業団報告書第1"集 1"8

第Ⅲ巻 1築道下遺跡C区  (本書)

事業団報告書第Z5集 2000

第Ⅳ巻 築道下遺跡E～H区

事業団報告書第246集 2000

2。 遺跡のコード番号と、各年度の発掘調査届に記し

た代表地番、およびこれに対する埼玉県教育長の指

示通知は、以下のとおりである。

築道下遺跡 (No。

“

-144)

平成 8年度

行田市大字野字高畑37∞番地 1他

平成 8年 4月 18日付 教文第 2-12号

平成 9年度

行田市野字高畑3Z″罐訓,5他

平成 9年 4月 15日付 教文第 2-14号

3.発掘調査は、行田南部工業団地造成事業に伴う記

録保存のための事前調査であり、埼玉県教育局生涯

学習部文化財保護課が調整し、埼玉県企業局の委託

を受け、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が実

施した。

4。 発掘調査事業は、第 I章-3に示す組織により実

施した。このうち、本書にかかるC区の発掘事業に

ついては、平成 8年 4月 1日から平成 9年 3月 31日

までを製持和夫、赤熊浩一、大屋道則、栗岡潤が担

当し、平成 9年 4月 1日から10月 30日、および12月

15日から平成10年 2月 24日 までを飼1持、西井幸雄、

山本靖、伊藤暁が担当した。

整理報告書作成事業は餌持が担当し、平成10年 4

月 1日から平成12年 3月 24日 まで実施した。

ただし、本書で扱うC区の範囲は、第101・ 105号

溝より南東部、および新幹線脇の追加調査部分であ

る。

5.遺跡の基準点測量と航空写真は株式会社アイシー、

木材、土壌の分析はパリノサーベイ株式会社、須恵

器、ガラス小玉、管玉の分析は佛第四紀地質研究所、

巻頭の遺物カラー写真撮影は小川忠博氏に、それぞ

れ委託した。

6。 掲載した遺構写真は各調査担当者が、遺物写真は

大屋が撮影した。

7.出土品の整理および図版の作成は、兵ゆり子の協

力を得て餌持が行なったが、縄文時代の遺物につい

ては黒坂1禎二が行なった。

8。 本書の執筆は、第 I章-1を埼玉県教育局生涯学

習部文化財保護課が、その他を製持が行った。

9。 本書の編集は、創持が行った。

10。 本書にかかる諸資料は、平成2年度以降、埼玉県

立埋蔵文化財センターが管理・保管する。

11.発掘調査から本書の刊行まで、下記の方々に御教

示、御協力を賜った。記して謝意を表します。(敬

省略)

内山敏行 加藤恭朗 門脇伸一 栗原文蔵

黒済和彦 黒済玉恵 斎藤国夫 酒井清治

塚田良道 中島洋一 堀口萬吉 山崎 武

渡辺 ― 行田市教育委員会
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本書における挿図等の指示は以下のとおりである。

l.全体図および遺構挿図

①Xと Yで示した数値は、国家標準直角座標第Ⅸ系

に基づく各座標値であり、方位を表わす矢印は全

て座標北を示す。

第Ⅸ系の座標原点は北緯36度00分00秒、東経139

度50分00秒で、原点座標値はX=0.000m、 Y=

0。 000mである。CH図4照)
②グリッドは上記の座標に基づき、10m× 10mの方

眼を設定した。各グリッドの呼称は北西隅の杭を

用い、ゴレ らヽ南ヘアルファベット、西から東へ算

用数字で表示している。

③遺構の表記記号は次のとおりである。

P・・・ピット SA…柵列跡 SB…掘立柱建物跡

SD…溝跡 SE…井戸跡 SF…窯跡

SJ・…住居跡 SK…土渡 SX…性格不明遺構

④挿図の縮尺は原則として次のとおりである。例外

的なものについては、個別にスケールを示した。

遺構全測図・溝跡…1/200

住居跡・掘立柱建物跡・柵列跡・井戸跡・土羨・

性格不明遺構・窯跡・溝跡断面・ ピット…1/60

⑤住居跡の主軸は、カマドを備えるものはその付設

された壁と直交する軸線とし、規模は主軸長×こ

れに直交する軸長を記した。また、主軸方向は座

標北を基点に、これの東西に偏する角度を示した。

⑥土層図中のレベル数値は、すべて標高 (単位m)

を表わす。

⑦土層図の説明文に用いた色調表示は、『新版標準

土色申側 1997年版 (農林水産省農林水産技術会議

事務局監修・財団法人日本色彩研究所色標監修)

による。ただし、現地調査でこれを用いなかった

ものについては、土色番号が記されていない。

2.遺物挿図

①挿図の縮尺は原則として次のとおりである。例外

的なものについては、個別にスケールを示した。

土器・木製品…1/4 縄文土器拓影図…1/3

土製品・鉄製品・石製品…1/2 玉類・…1/1

②土器実測図の網かけは、赤色塗彩 (20%)、 およ

び黒色処理 (40%)の範囲を示す。

③土器実測図の断面は、須恵器を塗りつぶし、その

他は白抜きで表現した。

3.遺物観察表

①口径・器高・底径の計測値の単位はmである。

( )を付した数値は、日径・底径については推

定値、器高については残存高を示す。

②月台土は土器に特徴的に含まれる物質、およびその

粒度を表示した。含有物質は次の略号で表わし、

粒度は微・細・粗・礫の4段階に分けた。

W…石英や長石など、白色ないし光沢を有する透

明なもの。

B…角閃石など、光沢を有する黒色のもの。

C…チャートなど、W、 B以外の光沢を有する多

色のもの。

R…・土器の細粒状で、‐粉質な赤色のもの。

F…鉄分など、黒色しみ状のもの。

片…緑泥片岩をはじめとする、片岩類:

針…白色針状物質

③焼成は焼きしまりの程度により、次の3段階に分

けた。ただし、多分に感覚的なものである。

良…硬質 普…普通 劣…軟質

④色調は遺構の土層観察と同様、『新版標準土色中側

に拠った。照合は器表面の平均的な部位で行なっ

た。

⑤残存率は5%刻みで表示したが、あくまで目安と

しての大まかな目測である。
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I 発掘調査の概要
1。 調査に至るまでの経過
埼玉県では、「環境優先・生活重視」、「埼玉の新し

いくにづくり」を基本理念として、豊かな彩のくにづ

くりを推進するため、種々の施策を講じている。工業

の振興では、都心からおおむね50m以遠の県北地域を

対象圏域として、豊かな自然環境との調和を図りなが

ら、付加価値の高い工業団地の整備を進め、地域産業

の技術の高度化や先端技術産業などの導入を進めるテ

クノグリーン構想を推進している。

その一環として埼玉県企業局では、工業誘致と適切

な工場配置を行うために、行田市大字野地内に行田工

業団地の造成を計画した。県教育局生涯学習部文化財

保護課ではこのような開発事業に対応するため、開発

関係部局と事前協議を行い、文化財の保護について遺

漏のないように調整を進めてきたところである。

行田工業団地の造成計画にあたり平成 6年 2月 1日

付け企局土二第280号で、企業局土地造成課長から教

育局生涯学習部文化財保護課長あて、行田工業団地造

成予定地における「埋蔵文化財の有無及び取 り扱いに

ついて」の照会があった。

工業団地予定地内には、古墳時代から平安時代にあ

たる集落跡である築道下遺跡及び八ツ島遺跡の二遺跡

がすでに周知の埋蔵文化財包蔵地として登録されてい

たが、それぞれの範囲については不明であった。遺跡

の範囲を明らかにすることは、開発事業との円滑な調

整を図る意味でも重要なことであった。照会を受けて

文化財保護課では平成 7年 3月 6日～ 9日の 4日間に

わたって、造成予定地内の遺跡範囲確認調査を実施し

オ島 範囲確認調査の結果、築道下遺跡の立地する元荒

川の左岸の自然堤防上には、ほぼ例外なく古墳時代か

ら平安時代にわたる集落跡が存在することが判明し、

周知の包蔵地の範囲が西から南東側に大きく広がるこ

とが明らかになった。

この結果を踏まえて平成 7年 3月 15日付け教文第

125-1号をもって、文化財保護課から企業局土地開

発第二課長あて次のように通知した。

1 埋蔵文化財の所在

工業団地用地内には築道下遺跡 (68-144)、 八ツ島

遺跡(68-146)が所在する。

2取 り扱い

上記の埋蔵文化財包蔵地は現状保存することが望ま

しいが、事業計画上やむを得ず現状を変更する地区に

ついては、事前に記録保存のための発掘調査を実施す

ること。

なお、発掘調査の実施については当課と協議するこ

と。

その後の協議により、緑地や公園として現状保存の

図られる場所を除き、記録保存のための発掘調査もや

むを得ないとの結論に至った。発掘調査は平成 7年 4

月 1日から平成10年 3月 31日までの3か年にわたっテ島

発掘調査にかかわる通知は以下のとおりである。

(平成 7年度)

平成 7年 4月 28日付 教文第 2-23号

(平成 8年度)

平成 8年 4月 18日付 教文第 2-12号

(平成 9年度)

平成 9年 4月 15日付 教文第 2-14号

(文化財保護課)

-1-



2。 調査の経過

(1)発掘

行田南部工業団地造成に伴う築道下遺跡の発掘調査

は、平成 7年 4月から平成10年 3月 まで、 3年間にわ

たって実施した。本書で扱うC区のうち、報告対象と

なるのは、平成 8・ 9年度の調査部分である。既に第

Ⅱ巻で報告済みの範囲も含むが、以下にその経過を記

す。また、併行して実施したE・ F・ G・ H各区の調

査経過については、第Ⅳ巻に譲る。

E平成 8年 4月 ]前年度からの継続作業となる、第60

号溝南側の遺構精査を開始する。同時に、重機による

未着手部分の表土除去を再開し、順次、遺構確認を実

施する。

また、現場事務所では発掘作業の迅速化を図るた

め、各種図面の整合作業等、記録類の整理を進める。

E5月 ]井戸跡などの深い遺構の排水や、大雨による

調査区の水没に備え、各種の排水用ポンプを導入す

る。第1巧号住居跡まで終了。

[6月 ]降雨による出水があったため、1重機で調査区

外周に排水溝を設ける。 8日、埋蔵文化財センターと

の共催で遺跡見学会を開催。650名以上の参加を得る。

上旬には表土除去を終える。

[7月 ]第77号溝までの遺構精査を終了し、4日に航

空写真撮影を行なう。24日、前年度に調査した土師質

土器焼成窯の切り取り作業を実施。第192号住居跡ま

で終了。

[8月 ]晴れて暑い日が続く。第38・ 85号溝に沿った

一角の調査を進め、第228号住居跡までを終了する。

E9月 ]18日 、企業局の視察。前半は天候に恵まれて

順調に進んだが、週末の台風で24日 は全面水没してし

まう。直ちに排水を行ない、第254号住居跡まで終了。

[10月 ]第85号溝の南西部を中心に遺構精査。降雨に

よる出水や作業中止日もほとんどなく、第296号住居

跡まで終える。

Ell月 ]第101・ 105号溝周辺の遺構精査。排上の搬出

を考慮し、先に千間堀に沿った北東部分を調査する。

第344号住居跡まで終了。

[12月 ]前月に引き続き、第101・ 105号溝の南西部を

中心に遺構精査する。第106・ 110号溝、第389号住居

跡までの調査を終了する。

[平成 9年 1月 ]第106号溝の東側部分の精査を進め

る。2日、降雪。第415号住居跡まで終了する。

E2月 ]4日、季節風が吹き荒れ、作業困難となる。

その後も寒く風の強い日が続く。第440号住居跡まで

終了し、26日 に航空写真撮影を行なう。

[3月 ]第85号溝以北の図面作成、および第453号住

居跡までの精査と写真撮影を完了。精査中の遺構の

シート養生、調査区の安全確保を行ない、機材撤収。

平成 8年度の調査を終了する。

E4月 ]未完了の調査範囲に応じ、事業規模を縮小す

る。調査担当者の変更もあったが、そのまま前年度の

継続調査に着手する。第460号住居跡まで終了。30日 、

企業局の視察。

[5月 ]第 113・ 114号溝以北の遺構精査を実施。500

番台はじめの住居跡は30軒以上が密集重複し、相互関

係の把握に困難を極める。第494号住居跡まで終了。

[6月 ]500番台の重複住居跡群の精査続行。同時に

第113号溝以南の遺構精査を開始する。20日、台風の

直撃を受け、調査区が完全に水没する。翌週なかばま

で排水作業に追われるが、第523号住居跡まで終了、

ないし着手する。なお、下旬にはG区の調査開始に伴

い、調査員と補助員の一部がそちらへ移動する。

E7月 ]4日 に気温37度を記録するなど、猛暑が続く

中、調査区端まで一気に手をつける。土木作業員を投

入し、斜面部を画す大型の第124号溝の掘削を行なう

が、常時の出水と排土量の多さに難航する。

[8月 ]第124号溝もようやく目途がつき、調査区端

までの遺構精査を進める。第550号住居跡まで着手、

ないしは終了する。

[9月 ]台風19・ 20号の連続接近、その影響による秋
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雨前線の活発化。このため、10日以降は肌寒い日が多

く、調査区も水没を繰り返す。そのような中、排土搬

出のため最後になった、第124号溝北端部周辺の精査

を行なう。

[10月 ]8日 までに第567号住居跡など、大半の遺構

精査を終え、調査員・補助員ともに、順次F区の調査

へ赴く。14日に航空写真撮影を実施し、30日 までに図

面の作成など、C区すべての調査を終了する。

[11月 ]F区の調査L

(2)整理・ 報告書作成

本書で対象となるC区の整理・報告書作成作業は、

平成10年 4月 1日 より平成12年 3月以日まで実施しチ島

[平成10年 4月～]出土遺物、および各種記録類の搬

入後、遺物の洗浄と註記、遺構図面・写真の整理に着

手する。註記の終了した遺物は遺構単位で接合・復元

を行ない、遺構図面は二次原図を作成する。

E5月 ～]接合・復元の済んだ遺物は順次、人手のほ

か三次元測定機などを用いて実測を行なう。二次原図

はこれを複写し、切り取って挿図用の仮版組みを進め

る。

[7月 ～]遺物の註記を終え、以後は遺物の接合・復

元、実測、仮版組みを重点的に行なう。

[10月～]仮版組みを行なった遺構については、個別

にカードを作成し、規模などのデータを記入しはじめ

る。

年内にはほぼ二次原図の仮版組みを終える。

[12月 ]11日、企業局と緊急会議。造成に伴う千間堀

悪水路の改修工事に伴い、新たに発掘調査の必要が生

じる。直ちに調整を取り、15日から調査を開始する。

[平成10年 1月 ]15日 までに三度の大雪。除雪や排水

の繰り返しで、作業効率は低下する。

E2月 ]実質 lヶ月間ほどであったが、24日 までにか

かる調査を終了する。その後F区へ復帰し、 3月いっ

ばいを持って、予定された築道下遺跡すべての調査を

完了する。

[平成11年 1月～]仮版組みした遺構図はカードとと

もに確認の後、版下用のトレースを開始する。 3月中

旬、遺物の接合・復元をほぼ終了する。須恵器の一部

に胎土分析を実施する。

E4月～]引き続き遺物の実測、遺構関係の版下用 ト

レースを行なう。併せて遺物実測図のトレース、一部

原稿執筆も開始する。

[7月～]実測の終了した遺物に、写真撮影用の補修

と着色を施す。遺構個別のトレースを終え、網掛けや

文字記入等を行なう。同時に遺跡全体図や遺構分布図

等を作成する。

[9月～]遺物の写真撮影、版組みを開始するととも

に、原稿執筆を進める。その後、害」り付けと編集作業

を行なう。

[平成2年 1月～]1月に入札を行ない、 3回の校正

作業を経て、 3月に本書の刊行となる。
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3。 調査の組織

主体者 財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1)発掘事業 (平成 8・ 9年度 )

平成8年度 平成 9年度

理

=FiI口EIU

専

常務理事兼管理部長

理事兼調査部 長

管 理 部

可
]覇
磁査員詳稲観覇呆艮

調 査 部

調 査 部 副 部 長

調 査 第 四 課 長

査

調 査 員

調 査 員

調 査 員

調 査 員

主 任 調 査 員

主 任 調 査 員

調   査   員

調   査   員

荒 井  桂

富 田 真 也

音 川 國 男

稲 葉 文 夫

小 川 良 砧

関 野

江 田

福 田

腰 塚

依 田

西 沢

長 滝

菊 池

栄 一

和 美

昭 美

雄 二

透

信 行

美智子

久

高 橋 一 夫

酒 井 清 治

常務理事兼管理部長

理事兼調査部長

管 理 部

専F嚇礎ぴ鎌軽理課長

調 査 部

調 査 部 副 部 長

調 査 第 二 課 長

長

長

事

事

理

事

理

務

理

副

専

長

長

事

事

理

事

理

務

任

任

任

長

査

任

任

課務

主

主

主

庶

主

主

主

任

任

任

長

査

任

事

課務

主

主

主

庶

主

主

主

査

査

査

調

調

調

査

任

任

任

主

主

主

調

宏

司

夫

一

譲

靖

則

潤

一

倉

和

浩

　

　

道

　

浩

井

村

持

熊

瀬

本

屋

岡

澤

今

中

鯉

赤

岩

山

大

栗

松

任

任

任

任

主

主

主

主

主
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井

田

野

葉

沢

荒

富

塩

稲

梅

桂

也

博

夫

真

　

　

文

太久夫

関 野

江 田

福 田

菊 池

依 田

西 沢

長 滝

腰 塚

栄 一

和 美

昭 美

久

透

信 行

美智子

雄 二

員

員

員

員

今 泉

杉 崎

餌 持

西 井

山 本

伊 藤

泰 之

茂 樹

和 夫

幸 雄

靖

暁



(2)整理・ 報告書作成事業 (平成 10・ 11年度 )

平成10年度

理   事   長

副 理 事 長

常務理事兼管理部長

管 理 部

専門調査員兼経理課長

桂

進

誠一郎

井

塚

木

荒

飯

鈴

平成11年度

理   事   長

副 理 事 長

常務理事兼管理部長

管 理 部

管理部副部長兼経理課長

荒 井  桂

飯 塚 誠一郎

広 木  卓

関 野 栄 一

高 橋 一 夫

石 岡 憲 雄

大 和  修

鯉 持 和 夫

山 本  靖

田

塚

池

子

中

田

滝

福

腰

菊

金

田

江

長

任

任

任

長

査

任

任

課務

主

主

主

庶

主

主

主

任

任

任

長

査

任

任

課務

主

主

主

庶

主

主

主

関 野

江 田

福 田

菊 池

金 子

田 中

長 滝

腰 塚

栄 一

和 美

昭 美

久

隆

裕 二

美智子

雄 二

昭 美

美智子

二
　
久

隆
　
一
一　
美

雄
　
　
　
　
裕

和

資 料 部 資 料 部

資 料 部 長

専門調査員兼資料部副部長

資 料 部 長

主幹兼資料部副部長

専門調査員兼資料整理第一課長

統 括 調 査 員

主 任 調 査 員

増 田 逸 朗

小久保   徹

坂 野 和 信

叙 持 和 夫

山 本  靖

員

員

員

査

査

査

調

調

調

門

括

任

専

統

主
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II 遺跡の立地と環境
忍之地沃野遼闊

荒河続方南

刀水横於北

富峯之雪映於筑波之霞

浅嶽之煙接於日光之雲

これは天保六年 (1835)、 忍藩の佐竹香斎が藩主松平

忠尭の命により撰した、『忍名所図会』の序文努頭を飾

る一節である。意訳するならば、おおよそ次のように

解されよう。

1.沃野忍の地

築道下遺跡は、埼玉県行田市大字野字築道下、およ

び字高畑に所在する大規模な集落遺跡である。JR高

崎線北鴻巣駅の北東約1.4h、 上越新幹線と国道17号

(熊谷バイパス)の交差部西側に展開している。地形図

上での位置は、およそゴ蹄章36度 05分51秒、東経139度

29分15秒で、標高は約16mを測る。

野地区は行田市南端の一画を占め、東は北埼玉郡川

里村、西は北足立郡吹上町、南は鴻巣市、それぞれに

第 1図 埼玉県の地形

忍という土地は地味の肥えた平地が遥か遠くまで広

がっている。荒川の大きく湾曲した流れが南の方を包

むように巡 り、利根川の沿々たる奔流が北に横たわ

る。富士山を覆う白い雪は筑波山にかかる霞に映えて

美しく輝き、浅間山より上がる噴煙は日光連山に湧き

立つ雲につながって溶け合う。

ここに言う「忍の地」とは、現在の埼玉県行田市を中

心とする地域のことである。この雄大にして幽玄な景

観は、如何なる自然環境の下に望まれ、また、望んだ

人々は如何なる足跡を印してきたのであろうか。

接している。

気候はいわゆる内陸性で、冬は乾燥して晴天が多

い。日中は北西の季節風が強く吹き、夜間の冷え込み

は厳しい。夏は南西の季節風が弱く、日中の最高気温

は非常に高くなる。同様に湿度も高く、蒸し暑く夕方

に雷雨が多い。

遺跡は鴻巣市と境をなす元荒川の左岸、河流に沿っ

て形成された自然堤防上に立地する。もっとも、調査

,39050'OO'

晰
日

L:」

妻沼低地

加須低地

山 地   凹 地  丘 陵  台 地  低 地
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前の築道下遺跡を含めた「忍の地」は、傾斜 3度未満と

いう平坦な水田地帯であり、現状で微地形を観察する

ことは極めて困難である。つまり、冒頭に掲げた『忍

名所図会』序文は、低平広大な土地なればこその風景

描写なのである。今日、謳われたほどの絶勝は望むべ

くもない。ただ冬の晴天時、霜野の彼方に富士、浅

間、日光、筑波の山々を拝し、佐竹香斎の心清を偲ぶ

のみである。

もちろん、こうした平板な地勢が古来不変のもので

あった訳ではない。

埼玉県東部は、残丘状の洪積ローム台地である大宮

台地を取 り囲むように、広く沖積低地が発達してい

る。広義には北西の妻沼低地、北東の加須低地、東の

中川低地、西から南の荒川低地に分類されている。築

道下遺跡は妻沼、加須、荒川の三低地の分割点付近に

位置することになるが、さらに細分された『土地分類

基本調査 熊谷』(埼玉県 1974)、『同 鴻巣』(同
1975)の地形区分に従えば、それは笠原低地というこ

とになる。

笠原低地は、元荒川と星川によって形成された沖積

低地で、北側は加須低地、西側はヲ割|1低地に接してい

る。三者はいずれも谷底平野に分類され、表層は河道

や氾濫原を示す砂泥堆積物が広く覆っている。北西は

荒川によって形成された熊谷低地である。これは行田

市街地を扇端とする、いわゆる熊谷扇状地のことで、

表層は後背湿地を示す砂質礫堆積物に覆われている。

ただし、各低地間の境界は明瞭なものではない。

第 2図は明治17・ 18年 (1884・ 1885)に測量された第

一軍官地方迅速測図(旧参謀本部陸軍部測量局)に、現

行の地形図、前掲『土地分類基本調査』の地形分類図、

周辺遺跡の発掘調査成果等を加味し、微地形の復元を

試みたものである。

図に示したように、自然堤防は行田市北部の星川、

中心部の忍川(現忍川は昭和初期の付け替えであるが、

古くにも同様の流路があったと思われる。以下、この

流路を忍川として扱う。)、 南部の元荒川、各流路に

沿って発達しており、表層はいずれも砂質泥堆積物か

らなっている。これらの自然堤防は直線的に延び、下

流は分断されて島状となっている。築道下遺跡の立地

する自然堤防も狭長な島状であり、忍川から元荒川沿

いに連なる一群に含まれる。

ローム台地はこの笠原低地内の自然堤防群を挟み、

東側が騎西台地群、西側が大宮台地の主台となってい

る。騎西台地群は、河川の浸食で島状に取り残された

低台地群である。自然堤防群に並行して連なり、最も

大きいものには埼玉古墳群が乗っている。低地との境

界は不明瞭ながら、北端は利根川河畔にまで達してい

るようである。

大宮台地の主台は鴻巣市箕田付近を頂点に、埼玉県

南部の浦和市、鳩ヶ谷市まで続く平坦な台地である。

南端部では低地との比高差を8mほど有するものの、

北端部ではこれも境界が不明瞭である。

県北東部に展開する加須低地は、関東造盆地運動

(構造盆地)の中心であり、今なお地盤の沈降が続いて

いる。騎西台地群と大宮台地の主台(よ り以前はこれ

らと群馬県側の館林台地も)は、本来地続きのもので

あり、利根川と荒川も台地の西側を南流していた。そ

れが造盆地運動により、大官台地北部から館林台地南

部が沈降し、利根川と荒川は合流して台地を横切り、

東の中川低地へと流れ込むようになった。その後も台

地は浸食を受け、ついには分断され孤立化した。流路

変化に伴う侵食と土砂の堆積はさらに進行し、造盆地

運動と相侯って、台地は次第に埋没していったのであ

る。同様に、自然堤防も形成と流失、あるいは埋没を

経てきたものと思われる。

このように、現在見られるような地勢となるまで、

利根川と荒川は一時として同じ表情は覗かせなかった

に違いない。本流ばかりでなく、支流も複雑に絡み合

い、侵食と土砂の堆積を繰り返した。結果的に諸河川

の運んだ土砂は、複雑に刻み込まれた地形を厚く覆い

隠したのである。

いうなれば、沃野「忍の地」の形成には、河川の存在

を無視することができないのである。今日の荒川本流

は、遺跡から最も近い部分でも3h以上離れている。
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それは寛永六年 (1629)、 代官頭の伊奈忠治によって行

なわれた瀬替え、つまり流路の変更工事があって以降

のことである。それまでの本流はその名が示すとお

り、築道下遺跡の岸を洗う元荒川であった。遺跡から

望む元荒川は、流幅約10mの ごく緩やかな流れであ

る。とはいえ、雷雨や台風など短時間での降水量が多

ければ、水嵩も流速も一気に増す。その様子はかつ

て、荒ぶる川と畏れられたことを彿彿とさせる。

瀬替えの主たる目的は明らかとなっていないが、少

なくとも原因は荒川、それも当地域の乱流・氾濫に

あったと見て大)量なかろう。遺跡から上流の吹上町に

かけては、今も元荒川の蛇行は顕著であり、舌L流の名

残をよくとどめている。また、河流から取り残された

2。 忍の地に印された人々の足跡

築道下遺跡周辺の遺跡分布を見ると、いずれも自然

堤防、ないしは洪積台地(埋没台地を含む)の上に乗っ

ているのが分かる。しかし、「忍の地」に起居したであ

ろう人々は、前節で力虫れたような地勢の変化に従い、

その時々の足跡を印してきたはずである。とすれば、

現在知られる遺跡の分布は結果的なものであり、既に

あるものは地下深く埋もれてしまい、またあるものは

跡形もなく流されてしまったとは考えられまいか。は

たして、『忍名所図会』序文のごとき沃野たりつづけた

のであろうか。いわんや、安住を約束された土地だっ

たのであろうか。少なからぬ疑間を覚える。

然るに、「忍の地」は遺跡をはじめとする文化遺産を

あまた擁し、歴史の宝庫というに躊躇するところがな

い。歴史上きわめて重要な位置を占めるがゆえに、県

(1)1日石器時代

行田市内では、かつて長野中学校校内遺跡と称され

た馬場裏遺跡で、削器と細石刃石核の採集が報告され

ているにすぎない(栗原1963)。 鴻巣市では中三谷遺跡

(富田・細田1989)、 新屋敷遺跡 (金子・大谷1996、 昼

間・大谷1998)な どで、岩宿Ⅱ期に属するナイフ形石

器を主体とする石器群や、礫群が検出されている。周

辺では他に調査例がないため、当該期の様相は明らか

ように、市内には近年まで多くの池沼が見られた。

一方、利根川も徳川家康の江戸入府後、流域の新田

開発などを目的とし、直ちに瀬替えが画策された。文

禄二年 (1593)には伊奈忠次(忠治の父)が、本流であっ

た会の川を羽生市新郷で締め切り、加須方面への東流

化に着手している。

こうした瀬替えが継続して行なわれた結果、中川流

域の沖積低地は全面的に開発が可能となり、新田や村

落は増加していった。

「忍の地」は大地の運動や自然の営力、さらには人為

的な改修が加えられたことによって、はじめて、『忍

名所図会』に沃野と記されることとなるのである。

名発祥の地を誇っているのである。このことは、人々

がこの地に綿々と住まいをなし、しかも豊かな恩恵を

蒙ってきたことの証にはかならない。

激しい環境変化と歴史の宝庫:この一見矛盾するか

のような状況も、利根川や荒川といった河川の存在の

大きさを、象徴的に示すものとして理解できる。いず

れにせよ、河川を無視してこの地域の歴史を訪ねるこ

とはできない。そこで、“水"とのかかわりという視点

から、周辺の遺跡を眺めてみたい。

なお、利根川と荒川の河道変遷や加須低地の形成

(関東造盆地運動)については、主に『荒川 自然』(埼

玉県1987)、 および『中川水系 総論・ 自然』(埼玉県
1"3)の内容に拠った。

となっていない。

立地的には馬場裏遺跡が騎西台地群、中三谷遺跡が

大宮台地主台である。両台地はともに、関東造盆地運

動による地盤の沈降と、これに伴う河川の侵食・堆積

作用により、分断され埋没した低台地である。先述の

ように両者は本来同一の洪積台地で、造盆地運動の始

まる以前は、利根川を超えた館林台地とも陸続きで
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あった。この大宮・館林台地は、東側の中川谷を渡良

瀬川や思川、西側の荒川谷を利根川や荒川がそれぞれ

南流し、下総台地と武蔵野台地に対峙していた。

上記の三遺跡の立地は、その西縁部に復元できるも

のと思われる。中三谷遺跡や新屋敷遺跡の位置を考え

ると、後に元荒川の流下する開析谷は、北西に向かっ

(2)縄文時代

旧石器時代に引き続き、低地内での報告例は少な

い。その中で馬場裏遺跡は唯一、長期間にわたって形

成された集落跡である可能性を指摘されている。22次

におよぶ発掘調査では、前期 3軒、中期と後期各 1軒

の住居跡をはじめ、早期から後期の遺構や遺物が検出

されている(斎藤1980他)。 また、中三谷遺跡は後期、

川里村赤城遺跡(新屋19田)は後期から晩期、それぞれ

を中心とする、大規模な環状集落であることが明らか

となっている。この他では原遺跡(栗原他19田 )、 船原

・内郷通遺跡 (中島1990他 )、 稲荷通遺跡(中島1989)、

瓦塚古墳 (中島1988)、 下埼玉通遺跡 (同)な どを挙げる

ことができる。

中三谷遺跡以外はいずれも騎西台地群に乗り、特に

埼玉古墳群周辺に集中する傾向が窺える。遺跡の多く

は中期から後期の遺構や遺物が主体であるが、集落と

しての規模や内容、遺跡相互の関係といった点はいま

だ不明確である。

反面、佐間古墳群の調査では、自然堤防の表層をな

す二次堆積ローム層の下に、前期の遺物包含層が形成

され、さらにその下に、本来の洪積ローム層の存在す

て開口していたのかもしれない。大宮・館林台地がこ

うした開析谷の多く走る、起伏に富んだ地形であった

とすれば、現在の大官台地や館林台地の南部同様、行

田市周辺にも旧石器時代の人々の足跡が多く印されて

いるはずである。地中深くに、未知の遺跡が埋没して

いることは充分に予想されねばならない。

ることが観察されている(中島1991)。 二次堆積ローム

層は、佐間古墳群から武良内遺跡、石田堤遺跡 (中島

1996)、 築道下遺跡へと連なる自然堤防上の遺跡に認

められる。築道下遺跡(E区)でも厚さ2m以上にわた

り、黄褐色ロームと黒色腐植上の互層らしき層序が観

察できた。しかし各層ともに、遺物の包含は一切認め

られなかった。土壌の科学分析でも、腐植土と思しき

層を含め、すべてが立川ロームに由来する二次堆積

ロームであるとの結果を得ている。このため、一様に

評価することは叶わないが、現在、自然堤防となって

いる部分にも埋没したローム台地が残存し、縄文時代

以前の遺構や遺物が埋蔵されている可能性は充分にあ

る。

縄文時代前期の海進は、中川谷を栗橋付近、荒川谷

を川越付近まで達した。依然、大宮・館林台地は陸続

きで、海の中へ突出した半島状の台地であったと推定

されている。中期になると海退が始まり、後期には河

川の堆積作用で自然堤防と後背湿地を形成し、河成平

野へと変化していった。それでもなお、中川谷への利

根川の流入はほとんどなく、熊谷近辺で荒川と合流、

周辺の遺跡

1.須加城  2。 葛浜氏館  3。 漆原館  4。 真名板氏館 5.麻 績氏館  6。 白鳥田遺跡  7。 鞘戸耕地館

8。 小針北遺跡  9。 柳坪遺跡 10。 馬場裏遺跡 11。 林遺跡 12。 神明遺跡 13.鎌 田氏館 14。 1日盛徳寺址

15。 下埼玉通遺跡 16.小針遺跡 17。 赤城遺跡 18。 百塚通遺跡 19.稲荷通遺跡 20.陣馬遺跡 21。 原遺跡

22.内郷遺跡 23。 船原・内郷通遺跡 24.渡柳氏館 25。 満願寺館 26。 池守遺跡 27.小敷田遺跡 28。 皿尾城

29.忍城跡 30.行 田氏館 31。 忍三郎館 32.野合遺跡 33。 高畑遺跡 34。 武良内遺跡 35。 鴻池遺跡

36。 下忍 。向遺跡 37.石田堤遺跡 38。 袋・台遺跡 39。 角戸館 40。 袋遺跡 41.築道下遺跡 42.八ツ島遺跡

43.中三谷遺跡 44.箕田館

a.酒巻古墳群 b.大 塚古墳群  c。 斉条古墳群 d.大 稲荷古墳群 e.新 郷古墳群 fe小松神社古墳群

g.真名板高山古墳 he小 見古墳群  i.若小玉古墳群  j.白 山古墳群 k.埼 玉古墳群  1。 若王子古墳群

m.佐間古墳群 n.愛 宕神社古墳 o.宝 養寺古墳 p.三 島神社古墳 q.箕 田古墳群 r.舟塚古墳

s.安養寺古墳群
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南下したものとされている。

したがって、中期までは荒川谷やその支谷に面した

台地上に営まれていた上掲の遺跡群も、縁辺のものは

河成平野となる過程で浸食を受けたり、流失したロー

ムに被覆されたりしたものと思われる。故に、台地奥

(3)弥生時代

周辺地域に限らず、埼玉県全体でも前期から中期前

葉の遺跡は少なく、しかも確実な集落遺跡は未見であ

る。中期中葉になると、遺跡は妻沼低地内の自然堤防

上に数多く認められるようになる。中でも、行田市か

ら熊谷市にかけて広がる池上遺跡(中島他1984)、 池上

西遺跡(官1983)、 小敷田遺跡(吉田1991)は、本格的な

農耕集落の嗜矢として著名である。

一者は一連の遺跡群であり、須和田式期の濠を備え

る住居跡群や、並列する3基の方形周溝墓が調査され

ている。集落には継続して営まれた様子がなく、ごく

短期間で廃絶してしまったようである。立地は熊谷扇

状地の扇端部、蛇行する埋没河川に接する微高地上で

ある。北西から南東へ向かってやや傾斜する地形を考

えると、遺跡内の河川も大きく蛇行しながら、南東へ

流れていたものと思われる。

その後周辺低地内では、中期後葉の住居跡が検出さ

れた袋・台遺跡(高橋他1982)力玖口られる程度で、後期

についてもほとんど不明である。

弥生時代以降、関東造盆地運動による加須低地の沈

降は進行し、台地と低地の比高差は小さくなった。や

(4)古墳時代
a.集落

弥生時代も末頃になると、袋・台遺跡の方形周溝墓

群や船原・内郷通遺跡(中島19∞他)な ど、低地内に遺

構や遺物の検出が認められるようになる。そして古墳

時代前期(五領式期)には小敷田遺跡、小針遺跡 (斎藤

1980他 )、 鴻池遺跡、武良内遺跡、高畑遺跡 (以上は栗

原・田部井他1977)、 陣場遺跡 (栗原・駒宮1990他 )、

白鳥田遺跡 (木戸1985)、 柳坪遺跡 (中島1993)、 下忍・

向遺跡(高橋19田 )など、遺跡数はにわかに増加する。

多くの遺跡では集落や墓域の存在が明らかとなり、
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部にあたる埼玉古墳群周辺には、前期の遺跡が見られ

ないのではなかろうか。それが中期以降の上砂の堆積

に伴い、次第に古墳群周辺へ占地を移していったので

あろう。

がて、南流していた利根川や荒川は流向を東へ転じ、

加須地域の中川谷へ流れ込むようになる。両河の運ん

だ土砂は、沈降した大宮・館林台地を次第に覆い、台

地群は分断され孤立化していったとされている。

今のところ明快な答えは出されていないが、利根川

と荒川の流路変化が、いつの時点で起こったかは重要

な問題である。周辺では弥生時代後期の遺跡が見られ

ず、終末から古噴時代前期になって急増する。また、

加須や羽生地域においては、現利根川沿いの自然堤防

から後期の土器が出土している。こうした傾向を考慮

すると、利根川の分流は既に弥生時代後期には加須低

地へと流入しており、それが古墳時代前期になって急

速に本流化していった。ということにはなるまいか。

その過程で行田市付近の低地化は急速に進行し、可耕

地も広く形成されたのであろう。埋没してしまった可

能性は否定できないものの、池上遺跡群のような中期

の遺跡は、台地を分断した現利根川沿いに発見されて

いない。やや強引だが、その時期はいまだ利根川の東

流はなく、農耕に適した環境にはなっていなかったも

のと解釈したい。

これより東海系のS字状口縁甕など、多くの外来系土

器の出土をみている。立地はいずれも低台地上、ない

し自然堤防上である。

中期(和泉式期)では鴻池遺跡、武良内遺跡、高畑遺

跡のような継続するものに加え、神明遺跡 (塩野

1969)、 小針北遺跡 (斎藤1981)、 石田堤遺跡などでも

集落の一部が調査されている。

後期(鬼高式期)は埼玉古墳群の築造に歩を合わせる

がごとくに、小針遺跡、陣場遺跡、馬場裏遺跡、高畑

遺跡、神明遺跡、船原・内郷通遺跡、築道下遺跡など



〓
〓

で集落が営まれる。特に小針遺跡は築道下遺跡ととも

に、該期の大規模集落跡として看過できない。調査面

積の関係上、検出数では築道下遺跡に及ばないなが

ら、住居跡の密集度としては遜色のあるものではない。

埼玉古墳群を中心とすれば、小針遺跡はその東方約

2h、『万葉集』に謡われた「埼玉の津」が推定される低

台川 豚 に、築道1下遺跡は同じく南方約 3賦 元剤 ||

左岸の自然堤防上に、それぞれ占地している。両者は

ともに河川に面した大規模遺跡であり、内容や立地も

よく似ている。おそらくは埼玉古墳群勢力とのかかわ

りの中、水上交通の要衝として営まれた集落であると

考えられる。古墳群の周囲には、こうした拠点的集落

が河川ごとに形成されていたのかもしれない。

前段では、利根川本流の東遷によって土砂が堆積

し、可耕地が拡大した結果、古墳時代前期になって遺

跡数が増加したのではないかとした。また、高畑遺跡

で検出された五領末から和泉初頭の方形周溝墓は、一

辺が26mを超える規模を有し、祭祀関係遺物を含む土

器の出土も多いことから、豪族の居宅跡ではないかと

の指摘を受けている(金子1"8)。

ところが、この仮定上問題なのは、袋・台遺跡の古

墳が和泉Ⅲ式期と報告されている以外、周辺に前・中

期の古墳が見られないことである。 5世紀第Ⅳ四半期

に突如、全長120mの前方後円墳として稲荷山古墳が

出現することを考えると、現状では、ここに埼玉古墳

群成立の経済的基盤を認証することは、かなり難しい

と言わざるを得ない。やはり、より広い範囲を視野に

入れねばなるまい。

b.古墳

埼玉古墳群は、国宝の金錯名鉄剣を出土した稲荷山

古墳から、 6世紀第Ⅳ四半期とされる中の山古墳ま

で、およそ100年間にわたり築造の続いた関東地方有

数の大古墳群である。古墳群と“水"と のかかわりで興

味深いのは、中の山古墳から出土した須恵質の埴輪壷

の搬入ルートである。埴輪壷は須恵質の製品で、末野

窯で生産されたことが窯跡の調査で明らかとなってい

る(福田1998)。 末野窯跡は大里郡寄居町、荒川の左岸

段丘上に位置することから、製品の埴輪壷は船で運ば

れてきたものと思われる。そのルートは、まず窯跡付

近で船積みされて荒川を下り、利根川に合流する前に

支流に入る(あるいは、人工的な運河などが開削され

ていたかもしれない)。 そして小針遺跡や築道下遺跡

などの川辺の集落で荷揚げされた後、陸路を中の山古

墳までということになろう。

埼玉古墳群の周囲には、数多くの古墳群が分布して

いる。」レ らヽ東へかけては酒巻、斉条、犬塚、小見、

若子玉、若王子の各古墳群が騎西台地群の低台地上に

並び、その東には大稲荷、新郷、真名板の三古墳群、

西には佐間、武良内の両古墳群が自然堤防上に存在す

る。一方、築道下遺跡の西方には袋・台遺跡の古墳

群、および群としては認識されていないが、墳丘の残

る宝養寺、愛宕神社、三島神社の三古墳が分布してい

る。さらに、埼玉古墳群へ埴輪を供給した工人集団の

墳墓とされる、新屋敷・生出塚古墳群が大宮台地主台

の北縁に展開している。

上記の古墳群は未調査や部分的な調査が多いうえ、

酒巻古墳群や斉条古墳群のように、地下へ埋没してし

まったものも少なくない。そのため構成する古墳の数

や群の範囲、内容などは不明な点も多い。これまでの

知見では、大半の古墳群は 5世紀後半から6世紀代を

中心に築造され、埼玉古墳群の動向と軌を一にするも

のとされている。ただし、埼玉古墳群が築造を終えて

後、北方の古墳群に以下のごとき特異な古墳が出現す

る点は注意される。

若王子古墳群の八幡山古墳は、関東の石舞台と称さ

れる複室構造の横穴式石室を有し、漆塗りの木棺片や

その金具、銅鋭|などを出土している。 7世紀中葉から

後葉の築造で、武蔵国造に任命された聖徳太子の舎

人、物部連兄麻呂の奥津城ではないかとの指摘もあ

る。同古墳群の地蔵塚古墳は、 7世紀後葉から8世紀

初頭の築造とされる。石室には武人、船に乗り悼さす

人、水鳥、馬などの線刻壁画が描かれ、ここにも“水"

との深い結びつきを見ることができる。また、小見古

墳群の真観寺古墳は、 7世紀中葉に位置付けられる
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112mの大型前方後円墳で、圭頭太刀や脚付有蓋銅銃

などが出土している。

こうした点のほか、周辺古墳群には墳形や規模など

構成上の差もあり、埼玉古墳群との関係の中で一律に

等視することはできない。古墳群を築造した集団の集

落は明らかでないが、各々が自立した集団であるなら

ば、古墳群の近辺には独自の耕地を有していたはずで

ある。

荒川を合流した利根川の奔流は、この地に土砂の堆

(5)古墳時代末～奈良・ 平安時代
7世紀後半以降の遺跡としては、馬場裏遺跡、原遺

跡、小針遺跡、愛宕通遺跡 (滝瀬1985)、 下埼玉通遺

跡、陣場遺跡、内郷遺跡(斎藤1982他)、 柳坪遺跡、野

合遺跡(斎藤19η )、 八ッ島遺跡(山本1998)、 白鳥田遺

跡、池」凱水 小敷田遺跡、下忍・向遺跡などが挙げ

られる。いずれも集落遺跡で、 8～ 9世紀代を中心と

している。

このうち、律令初期にあたる7世紀後半から8世紀

初頭のものは、築道下遺跡を含め、小針遺跡、柳坪遺

助Iヽ 池土進糊R小敷田遺跡など数少ない。小敷田遺跡
では書簡文、呪符、出挙にかかわる木簡が出土してお

り、ミヤケや国郡(評)里の公的施設、ないしは在地首

長の経営による私的施設であった可能性を指摘されて

いる(宮瀧1"1)。 小針遺跡は前代に引き続き、拠点的

な大規模集落であったようで、大型建物群の検出され

た築道下遺跡とともに、この地における性格上の位置

付けが問題となってくる。

前項の繰り返しになるが、小針遺跡の北側はかつて

小針沼と呼ばれた低地になっており、『万葉集』に「埼

玉の津に居る船の風をいたみ綱は絶ゆとも言な絶えそ

ね」と謡われた、埼玉の津があった場所に比定されて

いる。遺跡の南側には同じく、「埼玉の小埼の沼に鴨

ぞ羽根きる己が尾にふり置ける霜を払うとにあらし」

とある小埼沼も伝承されている。場所の比定はともか

く、埼玉の地に港湾施設のある河川や、池沼が描写さ

れている点は見逃せない。

寺院としては、1日盛徳寺址が小針遺跡の南西に所在
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積を促進させた。そこに灌漑技術の発達が相倹って、

次第に耕地は拡大したものと思われる。ただ、いまだ

全体的な湿潤地化はなく、台地と低地の比高差は大き

かったのであろう。真名板高山古墳は現地表から3m

も:埋没しているが、こ̀れは築i豊後に1造盆地運動わが激化

したためとされている。この実例からしても、当時、

集落や古墳は乾燥した高台に築かれ、耕地は台地間や

自然堤防間の浅田を主体としたに違いない。

している。寺伝では大同年間(806～ 809)の創建とさ

れ、12世紀に平重盛の心願により再建されたという。

採集された瓦は、平安時代から鎌倉時代まで数時期あ

る(行田市1963他)。 円形の柱座を作り出した礎石が境

内に散在するほか、現在の堂宇にも転用され、20個以

上が遺存している。大きさに個体差があることから、

かつては大小さまざまの建物があったと考えられてい

る。なお、小針遺跡から愛宕通遺跡にかけては、 9～

10世紀の集落跡が広がっており、隣接する旧盛徳寺址

との深い関連性が窺われる。

小針遺跡の北側からは「矢作私印」、あるいは「矢作

能印」と鋳出された銅印(いわゆる大和古印)の出土も

ある。こうしたことから、近辺には旧盛徳寺址を氏寺

とする有力氏族が存在し、一帯は埼玉郡埼玉郷の中心

地だったと考えられている。しかし、埼玉古墳群の築

造終了から旧盛徳寺址の創建までは、約200年の開き

があるため、これを同一氏族の動きの中で捉えること

には無理があろう。

また、遺構を伴わないので寺院跡との確証は得られ

ないが、馬場裏遺跡では瓦堂の破片が出土している

(大谷1999)。 遺跡内には 8世紀後半から9世紀前半の

住居跡群が所在しており、付近に「仏堂」的施設のあっ

た可能性が指摘されている。

旧盛徳寺址の近辺に想定される有力氏族の存在は、

古社からも窺うことができる。それは埼玉古墳群中

の、浅間山古墳墳頂に鎮座する前玉神社である。同社

の創祀ははっきりせず、斎庭としてもふさわしくない



やに思われるが、『延喜式』神明帳登載の「前玉神社二

座」として異論がない。現在の祭神は前玉命と木之花

開耶姫命の二柱である。これは後世、浅間信仰の影響

を受けて変化したもので、本来は埼(前)玉の地主の神

である、サキタマヒコとサキタマヒメの男女神とされ

る。創始の時期や場所は不明ながら、延喜式が延長五

年(927)の撰進なので、それまでには旧盛徳寺址にか

かわった氏族の手で、氏神として奉斎されていたので

はなかろうか。

律令期、行田市域は埼玉郡埼玉郷に含まれていたと

考えられる。『和名抄』に記された埼玉郡は、太田・笠

原・埼玉・萱原・余戸の 5郷からなる下郡であった。

このうち埼玉郷は、上述のように小針遺跡や旧盛徳寺

址を中心とする地域、笠原郷は鴻巣市の笠原地区を中

心とする元荒川左岸地域で、諸説は概ね一致してい

る。さらに後世の資料ではあるが、応安元年 (1368)、

足利氏満の鶴岡八幡宮社領寄進状には、「武蔵国足立

郡箕田郷地頭職内河面村」とある。河面村は鴻巣市川

面のことで、築道下遺跡とは元荒川を挟んだ対岸にあ

たる。元荒川の左岸に埼玉郡の笠原郷、右岸に足立郡

の箕田郷となれば、当然、郡境をなしたのは元荒川で

ある。したがって、築道下遺跡は郡境に位置する集落

で、その所属は埼玉郡であったことになる。余戸郷で

なかったとできれミ 場所的には埼玉郷がふさわしし、

埼玉郡の郡衛所在地は不明である。とはいえ、これ

まで述べてきたように、埼玉郷には他郷に優越する状

況を認めざるを得ない。それは、大規模集落の小針遺

跡や築道下遺跡、古代寺院の旧盛徳寺址の存在であ

り、大和古印の出土、港湾施設である埼玉の津の伝

承、式内社である前玉神社の鎮座、そして、ここから

想定される有力氏族の存在などである。しかもこれら

は一定の範囲に集中しており、郷は無論のこと、郡の

中心地と言っても決して過言ではない。

このほか、古代の埼玉郡に関しては、次の出来事や

人物が良く知られている。『続日本紀』の天平五年

(器3)六月条には、「武蔵ノ国埼玉ノ郡新羅人徳師等男

女五十三人ヲ請二依テ金ノ姓 卜為ス。」とある。彼らが

埼玉郡のいずこに居住していたか不明であるが、新羅

(新座)郡の建郡が天平宝字三年 (759)であるので、そ

れ以前に埼玉郡に渡来人の入植があった点は等閑視で

きない。

一方、埼玉郡出身者には、第二代天台座主となった

円澄がいる。円澄は宝亀三年 (772)の生まれで、俗姓

は壬生氏である。18歳で鑑真の高弟の道忠に従って受

戒し、延暦十七年 (798)には叡山に登って最澄の門に

入る。やがて最澄から天台宗の奥旨を授けられ、天長

十年 (833)には座主に補せられた。彼の瞳目すべき歩

みを考えると、壬生氏は郡内でも屈指の氏族であった

に相違ない。といって、これを直ちに旧盛徳寺址にか

かわる氏族と結びつけるのは性急かもしれない。

以上述べてきたように、 7世紀後半以降はこの地に

新たな展開のあったことが窺える。木簡に示された出

挙の実施や渡来人の入植は、耕地のより拡大された姿

を、津の整備は水上交通の要衝であることを、川辺の

大型建物群は公的施設の設置を、それぞれ想起させる。

また郡境が元荒川であれば、既に荒川の本流は利根

川に合流せず、現状に近い流路となっていたのであろ

う。加須低地の沈降が進むにつれて利根川の氾濫は拡

大し、侵食と堆積で新たな可耕地を形成するととも

に、小埼沼のような池沼も多く出現させていった。

「忍の地」の低平・湿潤化は、この頃から漸次進行して

いったのではあるまいか。

反面、大里条里の範囲を注視すると、低平・湿潤化

も「忍の地」全体とは言いきれないことに気がつく。

『江南町史』資料編 2に示された大里条里は、荒川をま

たいで大里郡大里村まで広がり、その東限は忍川付近

に想定されている(江南町1999)。 9～ 10世紀には施行

されていたとされ、この時期、新たな低地部の大開発

があったこと力数日られる。同書の復元のように、忍川

を条里の東辺とすると、築道下遺跡や埼玉古墳群方面

は含まれないことになる。理由は明示されていない

が、この点は条里の設定原理を考察する上にも、重要

な意味合いを持ってこよう。もし、条里が未開拓の沖

積地を中心に企図されたものであるならば、忍川以東
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は低台地や自然堤防、河川が複雑に入り組む起伏に富

んだ地であったがゆえに、その範囲外に置かれたとも

考えられる。あるいは、そこが前代からの居住域や墓

域として、強く意識されたからなのであろうか。これ

までの地勢の変化より類推するならば、案外、この頃

までの台地部と低地部は、人々が容易に識別し得るも

のだったのかも知れない。いずれにせよ、沖積低地の

開発は条里制施行によって一段と進展し、以降は「忍

の地」に多くの武士団の台頭を促すのである。

ここで、埼玉県北部の遺跡に特徴的な地震の痕跡t

いわゆる噴砂について触れておきたい。噴砂は地盤の

液状化により、裂け目から砂が地表に噴き出す現象の

ことである。震度V以上の地震で起こると言われ、行

(6)中近世

武蔵国では平安時代の末期になると、武蔵七党に代

表される多くの武士団の幡鋸力数日られるようになる。

特に埼玉県の北部では分布が濃密で、行田市周辺に

限っても、久下・忍・河原・長野・行田・麻績・渡柳

・広田・野・津之戸・笠原・真名板等々、氏の名は枚

挙にいとまがない。これらの氏名は現在も地名として

よく残っているほか、拠点となった館跡の伝えられる

ものも多い。

内郷遺跡では構堀らしき溝が検出され、東西約140

m、 南北約100mの館跡が復元されるという。この館

跡は地名や伝承などから、渡柳氏一族のものと推定さ

れている。神明遺跡でも二重に堀を巡らせた屋敷跡が

調査され、外堀から500枚を超える柿経の出土を見て

いる。

また百塚)己遺跡(中島1991)では、寺院に関係すると

思われる溝や墓羨などが調査されている。築道下遺跡

でも既に報告済みのB区では、方形に区画された13～

14世紀代の墓跡を検出している。

戦国期の遺跡としては、忍城跡があまりにも有名で

ある。忍城は関東七名城の一つに数えられ、その侍ま

いから「忍の浮城」と称された。築城は15世紀後半頃と

され、16世紀末までは成田氏の居城であった。

永正六年(1509)十月、連歌師の宗長は忍城に成田親
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田市では築道下遺助ヽ 柳坪遺跡、酒巻古墳群で観察さ

れている。築道下遺跡では 6～ 7世紀の住居跡の覆

土、 6世紀末の築造とされる酒巻14号墳では周堀の覆

土を噴き抜けている。柳坪遺跡では9世紀中頃の住居

跡の床面を噴き上がり、覆上の中ほどで止まっている。

これらの噴砂は、古記録から弘仁九年 (818)、 ない

し元慶二年 (878)の地震に起源を求められている(堀口

1985)。 柳坪遺跡の住居跡例から推せば、噴砂は元慶

年の地震痕跡である可能性が高い。なお、築道下遺

跡では砂の噴出はないものの、遺構を分断する地盤の

亀裂も見られた。やはり、同一の地震による地割れで

あろう。

泰を訪ね、催された千句興行で第一発句を務めてい

る。彼の著わした紀行文膨印客の津登』には、その折の

忍城の様子が次のように記されている。

「水郷也。舘のめぐり四方沼水幾重ともなく産の霜

がれ。廿(丹)餘町四方へかけて。水鳥おほく見えわた

りたるさまなるべし。」

この描写から、当時の「忍の地」は水郷と称されるほ

どの沼沢地で、城も広く水鳥の群れる池沼に囲まれて

いまここと力`た)かる。

その後、天正十八年 (1590)には豊臣秀吉の北条氏征

討に伴い、忍城は石田三成によって水攻めにされてい

る。この時に築かれた土堤は、現在も「石田堤」の名で

一部が残されている。石田堤は利根川と荒川を弧状に

結ぶように築かれ、総延長は14kmにも達したという。

築堤の後、荒川を堰き止めて水を引き込んだが、築道

下遺跡の西方、堤根と袋の中間地点が大雨による増水

で決壊した。このため、川面付近に陣を敷いていた寄

せ手は、270余人が溺死したと言われている。決壊が

もたらした洪水の痕は特定できなかったが、築道下遺

跡では15世紀以降、度重なる洪水による氾濫土が厚く

堆積していた。

中世、多くの武士がこの地に割拠した事実は、彼ら

を領地の獲得と安堵に奔走させ得る、豊かな土地で



あったことの証左となろう。低地の沈降と河川の堆積

はさらに進み、平坦化は一層増したようである。池沼

が発達した湿潤地であったことは、宗長の紀行文や三

成の水攻めに如実に示されている。反面、築道下遺跡

の氾濫の痕跡などは、人々が御し難い乱流に翻弄され

る姿を想像させてあまりがある。

家康の入府後、一帯は忍藩領となって幕藩体制の中

に組み入れられる。そこでは利根川や荒川の瀬替え、

用排水路の整備、新田開発が積極的に推し進められ、

領知高十万石を誇る一大穀倉地帯に発展した。生産さ

れた「忍米」をはじめとする農産物は、舟肪によって江

戸へ運ばれる(主に利根川)など、河川交通も盛んで

あった。

ここに、佐竹香斎の称えた沃野「忍の地」は、ようや

くにして成ったのである。

以上、細駁ながら「忍の地」の変貌と人々の活動の跡

を辿ってみた。この地に住まう人々は、時々の環境に

即応しつつ、常に“水"と不離のかかわりを持ち続け、

川の流れのごとき不断の足跡を印してきたのである。

河川の運ぶ土砂の堆積にも似たその重畳こそが、「忍

の地」を歴史の宝庫たらしめているのである。
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『白鳥田遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第54集

『行田市史』上巻

『古代の行田』行田市郷土文化会

『原遺跡発掘調査報告書』埼玉県遺跡調査会報告第34集 埼玉県遺跡調査会

「行田市陣馬遺跡の調査」『調査研究報告』第 3号 埼玉県立さきたま資料館

『江南町史』資料編 2 古代・中世

『荒川』自然 荒川総合調査報告書 I

『中川水系』総論・ 自然 中川水系総合調査報告書 I

『野合遺跡・原第Ⅲ遺跡発掘調査報告書』行田市文化財調査報告書第 5集 行田市教育委員会

『長野中学校校内遺跡発掘調査報告書』行田市文化財調査報告書第 9集 行田市教育委員会

『小針遺跡発掘調査報告書一B地区一』行田市文化財調査報告書第10集 行田市教育委員会

『小針北遺跡』行田市遺跡調査会報告書第 1集 行田市遺跡調査会・東京電力(株)埼玉支店

『さきたま古墳群周辺遺跡群発掘調査報告書』行田市文化財調査報告書第13集 行田市教育委員会

『小針遺跡―第 3次調査報告書一』行田市遺跡調査会報告書第 2集 行田市遺跡発掘調査会

「埼玉県行田市長野神明遺跡」『考古学雑誌』第55巻第 4号 学生社

『袋・台遺跡』吹上町埋蔵文化財調査報告書 吹上町教育委員会

『下忍・向遺跡』吹上町埋蔵文化財調査報告書 吹上町教育委員会

『愛宕通遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第51集
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田部井功他1977

塚田良道他1988

富田和夫他1989

中島 宏他1984

中島洋- 1989

中島洋- 1990

中島洋- 1991

中島洋- 1992

中島洋- 1993

中島洋- 1996

昼間孝志他1998

福田 聖 1998

松丸国照他1974

松丸国照他1975

官瀧 交二1991

官 昌之 1983

山本 靖 1998

吉田 稔他1991

『鴻池・武良内・高畑』埼玉県遺跡発掘調査報告書第11集 埼玉県教育委員会

『瓦塚古墳・下埼玉通遺跡』行田市文化財調査報告書第19集 行田市教育委員会

『中三谷遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第76集

『池守・池上』埼玉県教育委員会

『酒巻15号墳・稲荷通遺跡』行田市文化財調査報告書第21集 行田市教育委員会

『さきたま古墳群周辺遺跡発掘調査報告書』行田市文化財調査報告書第23集 行田市教育委員会

『行田市市内遺跡発掘調査報告書』行田市文化財調査報告書第24集 行田市教育委員会

『陣馬遺跡(5次 )発掘調査報告書』行田市文化財調査報告書第26集 行田市教育委員会

『行田市市内遺跡発掘調査報告書Ⅲ』行田市文化財調査報告書第28集 行田市教育委員会

『石田堤遺跡発掘調査報告書』行田市文化財調査報告書第32集 行田市教育委員会

『新屋敷遺跡 D区』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第194集

『末野遺跡 I』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第196集

『土地分類基本調査』熊谷 埼玉県

『土地分類基本調査』鴻巣 埼玉県

「小敷田遺跡出土木簡について」『小敷田遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第95集

『池上西』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第21集

『八ッ島遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第219集

『小敷田遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第95集
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III遺跡の概要
築道下遺跡における調査のうち、本書で扱う範囲は

C区の第101・ 105号溝跡より南東と、新幹線脇の悪水

路工事にかかる調査部分である。F区との区分は現道

を以って行なったが、その後これも調査対象となった

ため、第125号溝跡以南をF区とした。但し、第240号

井戸跡はC区で扱う(第14図4照)。

これより検出された遺構は、古周珈聞後期から奈良

時代の住居跡228軒、奈良時代～中世の掘立柱建物跡

28棟、柵列跡 5基、古墳時代から中世の三L疲167基、

井戸跡111井、溝跡35条、中世の土師質土器焼成窯跡

1基、墓跡(性格不明遺構)1基等である。

築道下遺跡の概要については、刊行した 2冊の報告

書において既に触れている。但し、刊行時には発掘調

査が継続中であったため、内容はそれぞれの報告対象

範囲に限定している。そこで、以下ではまとめの意味

も含め、遺跡全体を総括的に述べてみることとする。

そして、本書の対象となる上記の各遺構については、

次章の遺構項目ごとに概略を記していく。

a)立地と範囲

築道下遺跡は、元荒川左岸に形成された自然堤防上

に営まれている。この自然堤防は、忍川沿いに行田市

街地から南へ連続するもので、元荒川と合流後は北西

から南東へと直線的に延びていく。遺跡は合流点の東

方下流約300mか ら始まり、南東端部のF区で二筋に

第1表 行田南部工業団地関連遺跡調査行程

分岐する。南の堤防は瘤状の張 り出しとなって収東

し、北の堤防は国道17号 (熊谷バイパス)を境に八ツ島

遺跡まで連続する。両者の間には沖積地が湾入し、一

段低い窪地となっていた。

前章の地形復元図では、これより下流にも自然堤防

の存在を不しているが、ここからは遺構や遺物の検出

は一切なかった。おそらくは中世以降、新たに形成さ

れたものであろう。よって元荒川左岸、自然堤防上の

遺跡は築道下、八ツ島の両遺跡で一旦途切れることに

なる。現在のところ、下流の遺跡は鴻巣市の安養寺古

墳群となり、その間約2.5hには遺跡の存在が知られ

ていない。ただ右岸については、F区突出部の対岸に

鴻巣市の集落が広がっているので、そちら側に続いて

いる可能性は充分にある。この集落は周囲よりも一段

高まっており、自然堤防に乗っていることは明らかで

ある。あるいは、F区から連続していた自然堤防が、

元荒川の流路変更によって分断されたのであろうか。

また、築道下遺跡と平行する対岸部にも自然堤防の

形成を復元したが、後述のように、遺跡側に旧河道の

肩部が検出され、遺構の分布のないことからすれば、

一つの自然堤防が中央部で等分されているとは思えな

い。やはり、これも新しい自然堤防で、遺跡は形成さ

れていないものと推測できる。

自然堤防上という立地の特性から、1遺跡の範囲は長

面 積(m2) 平成 7年度 平成 8年度 平成 9年度 平成10年度 平成11年度 報   告   書

築 道 下 A区 5,300 鶉
第188集『築道下遺跡 I』 1997

築 道 下 D区 1,200
％
多〃 十BoC区 の一部

築道下B・ C区 25,250 第199集『築道下遺跡Ⅱ』1998

第245集 『築道下遺跡Ⅱ』2000

築 道 下 E区 6,300

第246集『築道下遺跡Ⅲ』2000
築 道 下 F区 23,150

築 道 下 G区 2,600 魏
築 道 下 H区 500

み
ん
ψ
グ

八  ッ 島 51,000 第219集 『八ッ島遺跡』1998
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第 4図 調査区全体図
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さ約800m、 幅80～250mと 極めて狭長である。標高は

約16m、 周囲はほぼ平坦で、調査前は全面が水田と

なっていた。遺跡の北側には、幅500m程の沖積低地

が埼玉古墳群まで延びている。比高差は lm程有する

ものの、ごく緩やかな傾斜であるため、ほとんど実感

することができない。

b)調査区と調査工程

発掘調査は平成 7～ 9年度の三ヵ年にわたって実施

した。狭長な遺跡であるうえ、中央部を上越新幹線や

悪水路が縦断していることもあり、調査はA～Hの 8

区に分割して行なった(第 4図 )。 但し、これはあくま

で便宜上の区分であり、遺構の分布状況や地形の相違

を考慮したものではない。

調査対象面積は64,300イ で、ほぼ遺跡の全域におよ

んでいる。各区の調査時期と面積、各報告書の掲載対

象は第 1表に記すとおりである。

c)基本層序と地形

遺跡の基本層序を第 5図に示す。遺跡は厚さlm以

上の氾濫土に覆われ、その下に腐植土からなる黒色土

が30cm程堆積し、次いで遺構確認面となる黄褐色土と

なっている。

氾濫土は流水を物語る砂の薄層を何枚も挟んでいる

第5図 調査区基本土層

基本土層 (西壁 )

I.10YR4/2灰 黄 褐 色 土
Ⅱ.10YR4/3 にぶい黄褐色土
Ⅲ.10YR4/3 にぶい黄褐色土
Ⅳ.10YR4/3 にぶい黄褐色土
V.10YR3/4暗 褐 色 土
Ⅵ.10YR4/3 にぶい黄褐色土
Ⅶ.10YR3/4暗 褐 色 土
Ⅷ。 10YR3/3暗 褐 色 土
Ⅸ.10YR2/3黒 褐 色 土
X.10YR2/3黒 褐 色 土
Ⅲ.10YR4/4 褐  色  土

ので、洪水は幾度も起こっていたことがよく分かる。

黒色土は古墳～平安時代の遺物を包含し、遺構もこの

層から掘り込まれている。最上部は氾濫土との境界が

明瞭で、中世の地表面となっている。

『築道下遺跡Ⅲ』で報告した中世墓跡では、最も新し

い板石塔婆は明徳三年 (1392)の ものであり、15世紀以

降の遺物はまったく出土していない。これらは氾濫土

にパックされた状態になっており、洪水によって廃絶

したことは明らかである。ゆえに、元荒川の氾濫は15

世紀初頭頃初めて起こり、以後は頻繁に発生したもの

と理解される。

氾濫土中に人々の足跡は認められない。天正十八年

(1590)の忍城水攻めに際し、石田堤の決壊で洪水と

なったことも前章で触れたとおりである。水田として

開発されるのは、耕作土中の遺物から見て17世紀中頃

以降と思われる。

遺構確認面は河川堆積性のシルト～砂質で、粘性に

優れている。ところが、乾燥すると硬く締まり、亀裂

を多く生じてしまう。確認面と上層の黒色土、すなわ

ち遺跡形成時の自然堤防は、元荒川の流れに沿って南

東へわずかに傾斜するほか、北側の低地へ向けごく緩

やかに落ち込んでいく。南側は元荒川の浸食を受ける

m

浅間A軽石を多量に含む。水田耕作土。
I層 との境はFeo Mnの 集中で明瞭。浅間A軽石多いしまり強い床土。
暗色土帯。河川 (元荒川)氾濫堆積土。
シル ト状。氾濫土。黄色味強。

シル ト状ではあるが、河川性堆積の砂層。氾濫土。

Ⅳ層と同様黄色味強。砂のブロックが多 く含む。氾濫土。

Ⅵ層に近似。より砂っぼく色調暗い。

Ⅸ層基本。Ⅶ層が混合。ほぼ14世紀代までの地表面。腐植土。

焼土粒子・炭化物微量含む。本層直下から遺構が掘 り込まれる。腐植土。

Ⅸ層に近似。Ⅸ層の堆積前に上層は幾分流失したと思われる。腐植土。

ほぼ砂質地山。 X層 ブロック混有、漸移層的。

SJ546
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ものの、部分的に旧河道の肩部を確認している。ただ

し、傾斜部の黒色土は堆積が薄くなっている。

遺構確認面より下層約 2mは、厚い黄褐色土と薄い

暗褐色上の互層となる。遺物を含まないとはいえ、観

察された二枚の暗褐色土は旧表土状であるため、下に

は縄文時代ないし弥生時代の遺構が存在するのではな

いかと思われた。そこで、E区の工事用掘削面から土

壌を採取し、鉱物分析等を行なった。その結果、これ

らの土壌はいずれも洪水性の堆積物で、立川ローム層

に相当することが明確となった。

すなわち、築道下遺跡の乗る自然堤防の基層は、侵

食を受けて流出した周辺台地上の立川ローム層が、洪

水により二次堆積したもので形成されているのである。

d)検出遺構

3年間の調査で検出した遺構の総数は、第 2表のと

おりである。これらの遺構は調査区、すなわち自然堤

防全体に分布し、かつ、密度は非常に高い。こうした

遺跡の在り方は、自然堤防という立地上の制約を受け

たためとも思われるが、それにも増して、この地が重

要な位置を占めていたことを物語るのではなかろう力、

遺構の時期は古墳時代後期から平安時代前期、中世

にまでおよんでいる。遺跡内での占地には、特に時期

的な偏在を認めることはできないが、古墳時代後期の

ものはB・ C区に、奈良・平安時代のものはE・ F区

に、より集中する傾向を窺見できる。中世の遺構は遺

跡全体に広がり、溝によって方形の区画がなされてい

るようである。

住居跡は、元荒川沿いのB・ C・ F区で濃密な分布

第 2表 検出遺構数一覧表

を示し、遺構間の重複も極めて激しい。逆に自然堤防

北辺のA・ D・ E区、および最も幅の狭まるC区とF

区の境日付近は密度が低い。その境界はB区の西半部

に見られるごとく、自然堤防の中心線、つまり尾根筋

のようである。

これらの住居跡は単独で検出されることが稀で、多

くの場合数軒から十数軒、最も激しいところでは30軒

以上が重複していた。このため、ごく一部しか残存し

ないものや、1日住居の覆土中に構築されたものも数多

い。時期的には古墳時代後期から、奈良時代が主体で

ある。

掘立柱建物跡は遺物の出土が少なく、時期的には不

明確な点もあるが、おおよそ 7世紀後半から中世に構

築されたものと考えられる。中世の建物跡は少数で、

しかも規模や柱穴の掘り方が小さい。

古代の建物跡は遺跡全域に分布し、B区の中央部、

C区の北西部、D区、F区の中央部に大きなまとまり

が認められる。梁行 1～ 2間、桁行 2～ 3間規模の側

柱・総柱の建物跡が大半ながら、桁行 6間以上となる

大型のものも少なくない。中でも、C区第63号掘立柱

建物跡は県内屈指と言ってよく、その規模は梁行 3

間、桁行11間以上という長大なものである。

周囲にも大型の建物跡が並んでおり、規則的に配置

された様子も窺える。この一般集落に見られない姿

は、官衛などの公的施設の存在、あるいは私的施設と

しても有力首長層のそれを強く意識させる。

土疲と井戸跡は特に集中することもなく、調査区内

にくまなく分布する。遺物の出土は少ないが、古墳時

A区 BOC区 D区 E区 F区 G区 H区 合 計

住居跡 (SJ) 565 196 20 789

掘立柱建物跡 (SB) 120 89 241

溝跡 (SD) 44 119 13 53 137 49 14 429

土墳 (SK) 82 475 24 39 543 69 22 1254

井戸跡 (SE) 36 245 13 20 244 16 583

柵列 (SA) 12 30

荼毘跡 (ST)
20

墓跡

土器焼成窯 (SF)
周溝状遺構 (SZ)
性格不明遺構 (SX) 10 20
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第 6図 調査区全測図 (1)
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第 7図 調査区全測図 (2)
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第 8図 調査区全測図 (3)
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第10図 調査区全測図 (5)
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第14図 調査区全測図 (9)
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代から中世にまでおよんでいる。井戸跡は、大別する

と直径50m前後で細長い小型のもの、 1～1.5m程で

円筒状の中型のもの、 2m以上の大型のものとなる。

小型のものは古墳時代から奈良時代、中・大型のもの

は中世が多い。

性格不明遺構はC区、とりわけ大型の掘立柱建物跡

周辺に分布する。時期的にも同様で、関連性が窺われ

る。形状は不整な円形で、深さはまちまちである。覆

土中には多量の焼土・炭化物からなる層があり、土器

を集中して出土するものも見られた。

ただし、第15号性格不明遺構はこれらと異なり、方

形の周溝遺構で、中心部に長方形の土羨を有する。お

そらく、中世の墳墓と思われる。

溝跡は遺跡内を方形に区画する直線的なもの、自然

堤防の縁辺を巡るような曲線的なものの三者がある。

前者は中世に属し、等間隔に開撃されるなど、規格性

を有している。後者は奈良～平安時代に属し、一部の

例外(第38号溝跡などの)を除き、居住地と低地を分け

るような位置に構築されている。いずれも通水の様子

はなく、地境や浸水時の防水的性格のものであろう。

ピットは柱痕跡の観察できたものと、浅く単一覆土

のものが混在する。前者には竪穴住居跡や掘立柱建物

跡に伴うものもあると思われるが、それらの遺構とし

て認識できなかったため、一括して扱った。

このほか、中世の遺構では土器焼成窯跡、および既

報告の墓跡などの検出が特記される。このうち、『築

道下遺跡Ⅲ』において報告した墓跡は、溝で方形に区

画されたもので、内部には礫で区画した埋葬施設群 3

区、茶毘跡 2基が存在した。埋葬施設群からは板石塔

婆22基、五輪塔 3基以上、蔵骨器 6個、埋納焼骨23基

等を検出している。墓跡の造営期間は、板石塔婆に刻

まれた記年銘や蔵骨器の年代から推して、13世紀後半

から14世紀末頃までである。造墓の施主は特定し得な

いが、おそらくは在地領主である武士の一族と考えら

れる。
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IV遺構と遺物
1。 住居跡

今回、報告対象となるのは、第345号住居跡から第

579号住居跡である。但し、『築道下遺跡Ⅲ』(1998)で

報告した第193・ 198・ 209号住居跡については、その

後C区北端部で追加調査を行なったため、これに新規

検出分を加えて再録する。また、第377号住居跡は同

書において、「実測可能な遺物は、検出できなかっ

た。」と報告したが、遺物は今次の整理分に混入してい

たので、これを本書に掲載する。なお、第384・ 390・

422・ 423・ 424・ 453・ 504号は欠番である。

C区の住居跡分布は、F区寄りでやや稀薄となるも

ののきわめて濃密で、位置的、ないしは時期的に集中

する傾向は特に認められない。その密集度の高さは、

単独での検出は稀であり、数軒から十数軒の重複が大

半であったことからも窺えよう。重複の形態には、入

れ籠状となって拡張・縮小のあったことを想定させる

もの、1日住居を埋め戻して(あるいは埋没途中)床を貼

るものなどが見られた。住居跡の方向は、概ね自然堤

防の肩部ラインに一致している。

基本的に、住居跡は一辺 5m前後の方形で、壁は直

線的である。内部には 4本の主柱穴とカマド、壁溝と

貯蔵穴を備える。

平面は長方形となるもののほか、隅丸や四辺がわず

かに膨らむものも少なくない。また特殊な例として、

台形に突出する入り口状の施設を備えた、第456・ 512

号住居跡を挙げることができる。

覆土は自然堆積、および故意の埋め戻しが観察され

た。後者は上述のように、新住居の構築に伴う場合に

認められ、床面には地山の黄褐色土を貼っていた。

カマドは、四辺いずれかの壁中央部に付設されるの

を基本とし、一方の隅部へ偏在するものも多い。袖は

地山の黄褐色土を主な構築材とし、壁に造り付けられ

ている。袖全体を削り出したものはごく稀で、焚き口

には甕を芯材として用いたものもある。両袖はほぼ平

行して壁より垂下するもの、「ハ」の字状に湾曲して開

-36-

くものなどが見られる。故に、燃焼部も方形や長方

形、楕円形や卵形などバラエティーに富んでいる。

貯蔵穴はカマド側の一方の隅部に備わるものが多

く、カマドが偏在する場合は、寄った側の隅部に設け

られる傾向がある。但し、カマドのすぐ脇や、対面す

る隅部、あるいは 2基備えるものもある。形態的には

方形、長方形、円形、楕円形とさまざまで、深さも一

定しない。また、突堤などが巡らされたものは未見で

ある。

主柱穴は 4本が方形に配置されるが、一辺が 9mを

超えるような大型の住居跡では、これが 8本となる場

合もある。

遺物はカマドや貯蔵穴を中心に出土する割合が高

い。しかし、大半は覆土中からの破片としての出土で

あり、 1軒当りの出土量も決して多いとは言えない。

第193号住居跡 (第 7・ 15図 )

X-18グ リッドに位置する。既に『築道下遺跡Ⅱ』に

おいて報告しているが、平成 9年度の調査で新たに住

居跡北半部を検出したため、ここにこれを補って再録

する。

住居跡間の重複はないものの、ゴ躙呂は第574・ 565号

―L羨、第77・ 147号溝跡に切られている。平面は軸長

4.56m× 4。 40mの方形で、面積は25。 50ピを測る。主軸

方向はS-42° 一Wを指す。

床までの深さは最大で 5 cm、 部分的に観察された覆

土は、自然堆積を示していた。壁はやや緩やかに立ち

上がり、床面は北西から南東へやや傾斜する。壁溝は

検出範囲で全周し、幅は15～20m、 深さは約 7mであ

る。

カマドは北東壁のほぼ中央部に構築される。燃焼部

は91m× 53cmで、床面からの深さは5mを測る。中央

部には土製支脚が据えられていた。

柱穴は東隅寄りに2本を検出した。いずれかが主柱



第15図 第 193号住居跡
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第193号 住居跡 土層説明
1.10YR3/2 黒 褐 色 土 褐色土ブロック少量含む。
2.10YR4/3 にぶい黄褐色土 褐色土ブロック多 く含む。

第193号 住居跡 P-1土 層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 褐色土粒 。少量の炭化粒含む。
2.10YR3/4 暗褐色土 褐色土ブロック含む。
3.10YR2/3 黒褐色土

第193号 住居跡 P-2土 層説明
1.10YR3/3 暗 褐 色 土 褐色土ブロック含む。
2.10YR4/3 にぶい黄褐色土

c.5YR5/8 明 赤 褐 色 土

第193号 住居跡

a.5YR2/4
b.7.5YR4/3

d.10YR2/1
e.5YR4/4

カマ ド土層説明

極 暗赤褐 色土

褐  色  土

黒 褐 色 土

にぶい赤褐色土

焼土粒多く含む。

地山粒 。焼土粒 。炭化物粒

若干含む。

焼土粒・ブロック主体。

天丼崩落土。

焼土粒・炭化物粒・灰含む。

地山が比熱し焼土化。

煙道先端部。

炭化物粒、若干の焼土粒

焼土ブロック含む。

炭化物粒、若干の焼土粒

含む。灰層。

SDフ7 f.5YR5/4 にぶい赤褐色土

黒 褐 色 土Ｅ
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鶉錢 颯躙

穴になるものと思われるが、ともに柱痕は観察でな

かった。Plは径40cm、 深さ15m、 P2は径24釧、深さ

30cmである。

貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は既報告分を除き、土師器の小片を微量検出し

たのみで、今回は図示するには至らなかった。

第198号住居跡 (第 7・ 17図 )

Y-19グ リッドを中心に位置する。これも既に報告

済みであるが、新たに住居跡北側を検出したため、こ

れを補足して再録する。

東辺で第571号住居跡を切り、逆に西壁中央部を第

m

313号土羨に切断される。平面は軸長4.15m× 3。 46m

の方形で、面積は14.36イを測る。主軸方向はN-25°

―Wを指す。

覆土は自然堆積を示し、床までの深さは15cm程であ

る。壁はやや緩やかに立ち上がり、床面は東から西へ

やや傾斜する。壁溝は検出範囲で全周し、幅10～20

m、 深さ約15cmを測る。

カマドは北東壁のやや南寄りに設けられるが、一部

は撹乱坑により破壊されていた。煙道は長さ29m、 幅

37cmで緩やかに立ち上がり、燃焼部は96釧×5&mが想

定される。火床面はほぼ平坦である。

柱穴は 1本のみが検出された。大きさは径26cm、 深

さは36cmである。

貯蔵穴は検出されなかった。

今次の調査で出土した遺物は、土師器の不が 1点の

みである。

SJ193
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第16図 第 198号住居跡出土遺物
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第 3表 第 198号住居跡出土遺物観察表
番 号 器   種 口 径 器  高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

不 (13.9) (4.5) 細 (B,R) 良 25 内面黒色処理

Sκ313

第17図 第 198号住居跡

SJ571

撹乱

第198号住居跡 土層説明
1.10YR5/4 にぶい黄褐色土

10YR4/2灰 黄 褐 色 土

10YR4/5灰 黄 褐 色 土

10YR6/4 にぶい黄褐色土

10YR5/4 にぶい黄褐色土

地山粒 。ブロック、

若干の焼土粒・炭化

物粒含む。

地山粒 。プロック

多い。張 り床。

地山粒・炭化物粒

含む。

地山粒・ブロック

含む。

2層 に近似。地山

粒・ブロック多い。

張 り床。

排水側溝

SK310

撹乱

撹乱

●
卜
●
∽

SJ200
第 198号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR3/4暗 褐 色 土
b。 10YR3/4 暗 褐 色 土 焼土プロックの層。
c.10YR4/3 にぶい黄褐色土

B _16.ooom

第209号住居跡 (第 7・ 19図 )

Z-20グ リッドを中心に位置する。やはり、既に報

告した住居跡であるが、新たに東壁部分を検出したた

め、これを補足して再録する。

中央部を第210号住居跡、第62・ 79・ 80号掘立柱建

物跡、東隅を第261号井戸跡に大きく切られ、遺存状

態は良くない。平面は軸長5。 10m× 5。 00mの方形を呈

し、面積は26.00ピ を測る。長軸方向はN-45° ―Wを

指す。

床までの深さは約10cm、 覆土は自然堆積を示す。壁

第18図 第209号住居跡出土遺物

第 4表 第 209号住居跡出土遺物観察表

m

は緩やかに立ち上がり、床面はほぼ平坦である。幅約

20cm、 深さ6～10cmの壁溝は、南西壁で途切れる。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径80m× 2側の楕

円形を呈し、深さは約30cmである。

カマドと柱穴は検出されなかった。

土師器の細片を少量検出したが、図示できたのは 1

点のみである。

第337号住居跡出土遺物 (第20図 )

報告済みの住居跡ではあるが、先述のように遺物が

今次の整理分に混入していたため、あらためてこれを

掲載する。これらの遺物は住居跡の北西隅部、貯蔵穴

およびその周辺の床面上より出土している。

なお、遺構図は『築道下遺跡Ⅱ』を4照されたい。
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番 号 器   種 口  径 器  高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

杯 (14.5) (5.0) 細 (W,B,R) 良 橙 30

-38-



第19図 第209号住居跡
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第20図 第337号住居跡出土遺物
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第209号住居跡 土層説明
1.10YR5/3 にぶい黄褐色土 焼土 。地山含む。

′
′
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排水側溝
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第 5表 第 349号住居跡出土遺物観察表

第345・ 350号住居跡 (第 8・ 21図 )

AF-21グ リッドを中心に位置する。 2軒は入れ籠

状に重複しており、拡張、乃至は縮小の関係にあると

第21図 第3450350号住居跡
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第345号 住居跡 土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 地山・炭化物・焼土含む。

第350号住居跡 土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山多 く含む。

SJ345

第3450350号 住居跡 柱穴土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 地山・炭化物・焼土含む。構成粒子は全体に不均一。

2.10YR2/3 黒褐色± 1層 より地山多い。
3.10YR2/3 黒褐色± 1層 より地山少量。炭化物・焼土含む。

4.10YR2/3 黒褐色土 炭化物・焼土含む。

SK393

sJ326

SD101

sJ325

SJ350

〃至ヽ
グ`P4

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備    考

1

2

3

4

5

不

不

鉢

鉢

甕

(12.9)

12.1

19.0

(19。8)

18。 1

3.4

3.7

(11.2)

(11■ )

(28.6)

細 (W,B)
細 (W,B)
細 (W,B,R)
粗 (W,R)
粗 (W,R)

良

良

良

良

橙

に ぶ い 橙

明 赤 褐
明 赤 褐
橙

40

90

35

25

70

SK402

-40-

2m

も思われる。しかし、床面での検出であるため、その

いずれとも判断はつかなかった。また、住居内を横断

する第101号溝跡との関係も不明である。
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第345号住居跡で軸長を測れるのは一方向のみであ

り、それはおよそ6。 98mと なる。第350号住居跡は軸

長6.mm× 6。 50mの方形で、面積は43.55イを測る。長

軸方向はおよそN-7° ―Wを指す。

壁溝は検出範囲で全周し、幅約10cm、 深さ約 6mを

測る。なお、第350号住居跡の壁溝からは、間仕切り

状の溝が 3ヵ所で派生している。

柱穴は 3本検出した。位置的に見て主柱穴と思われ

るが、どちらの住居跡に伴うものかは明確とし得な

かっテ島 大きさは径37～4■m、 深さは4～鮨cmである。

第22図  第3460349号住居跡

カマドと貯蔵穴、1遺物は検出されなかった。

第346号住居跡 (第 9・ 22図 )

AF-21グ リッドを中心に位置する。大半を第

106・ 107号溝跡に切られるほか、西北部には第349号

住居跡が乗っている。平面は軸長3。 10m× 4.25mの長

方形に復元され、面積はおよそ13。 18ピ となる。長軸

方向はN-42° ―Eを指す。

覆土は第349号住居跡構築の際の埋め戻しであり、

床までの深さは約 7mを測る。壁はやや緩やかに立ち

上がり、床面はほぼ平坦である。壁溝は幅約10cm、 深

SK447

SD107

第346号住居跡 土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山少量含む。
2.10YR3/1 黒褐色土 地山少量含む。

第349号住居跡 土層説明 (柱穴含む)
1.10YR3/1 黒褐色土 地山少量含む。
2.10YR3/1 黒褐色土 地山多、焼土少量含む。
3.10YR3/1 黒褐色土 地山多 く含む。
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さ約1∝mで、検出範囲内においても部分的に途切れる。

カマド●柱穴・貯蔵穴、および遺物は検出されな

かっまこ。

第347号住居跡 (第 8・ 23図 )

AF-21グ リッドを中心に位置する。床を第409号

土羨、第199号井戸跡に掘 り抜かれる。東側で重複す

るであろう第348号住居跡、第585号土羨との関係は不

明である。遺構は壁溝と床面の遺存により、南西部分

が確認されたに過ぎず、全体の規模や形状等は明らか

とし得ない。

壁溝は検出範囲で幅約10cm、 深さ約 6mを測る。部

分的に観察し得た覆土は、自然堆積と思われる。

カマドは、北壁に残存する燃焼部のみを確認した。

約73cm×田cmの楕円形で、深さは12cm程である。

柱穴と貯蔵穴は検出されなかった。

覆土中より3点の土師器片を出土したが、いずれも

細片で図示するには至らなかった。

第348号住居跡 (第 9・ 24図 )

AF-22グ リッドを中心に位置する。南側1/3程を

第106・ 107号溝跡に切断されている。第347・ 353号住

第23図 第347号住居跡

居跡、第585号土娠、第199号井戸跡との重複関係は不

明である。柱穴の位置から想定される規模は、軸長お

よそ5.10m× 5。 40m、 面積約27.54ど となる。長軸方向

はおよそN-5ぴ ―Wを指す。

床までの深さは5m以下で、覆土は自然堆積と思わ

れる。壁溝は検出範囲内で全周し、幅は12～20m、 深

さは 5～ 7 cmを測る。床面はおおよそ平坦である。

柱穴は 3本を検出した。位置的に見て主柱穴と考え

られる。径37～54cm、 深さ約18cmである。

カマドと貯蔵穴は検出されなかった。

覆土中より上師器の甕などを出土したが、いずれも

細片のため図示できなかった。

第349号住居跡 (第 9・ 22図 )

AF-21グ リッドを中心に位置する。東隅部は第

346号住居跡を埋め戻して床としている。平面は方形

となるようだが、南東壁を第106・ 107号溝跡に切られ

るため、軸長は一辺が5.34mを測れるのみである。長

軸方向はおよそN-53° 一Wを指す。

床までの深さは 2m程度、覆土は自然堆積であろ

う。壁溝は検出範囲で全周し、幅10～ 20cm、 深さ約10

第347号住居跡 土層説明
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土
焼土粒 。地山粒・ブロック含む。

第347号住居跡 カマ ド土層説明
a。 10YR3/4 暗褐色土

焼土粒 。地山粒 。ブロックやや

多 く含む。

b.10YR3/4 暗褐色土
焼土粒 。地山粒・ブロックやや

多 く含む。
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Eを指す。

床までの深さは約鍮3面程で、覆土は自然堆積を示す。

壁は概ね垂直に立ち上がり、床面はほぼ平坦である。

壁溝はほぼ全周し、幅11～22m、 深さ約10cmを測る。

カマドは北東壁の東寄りに付設される。煙道は長さ

40m、 幅30mの ごく浅いものである。燃焼部は約

“

釧

×43cmの楕円形で、床面からの深さはおよそ 3mであ

る。火床面は平坦で、厚く灰層が形成されていた。

主柱穴と考えられる柱穴は確認されなかった。

貯蔵穴は北東壁の北寄りに備わる。上面は径40cm×

43cmの方形を呈し、深さ約 6mと極めて浅い。

遺物の多くは住居跡の北半部、床面から10cm前後浮

第26図 第 351・ 3520353号住居跡
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第351号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR6/4 にぶい黄橙色土 地山粒・焼土粒若干含む。

第351号住居跡
1.10YR3/3
2.10YR3/3
3.10YR2/3
4.10YR5/4
5.10YR4/6

土層説明

黒 褐 色 土

暗 褐 色 土

黒 褐 色 土

にぶい黄褐色土

褐  色  土

地山粒・炭化物粒含む。

地山粒・地山ブロック、微量の焼土粒・炭化物粒含む。

焼土粒・炭化物粒混在。地山粒含む。

地山粒 。ブロック含む。壁崩落土。

地山粒多 く含む。壁崩落土。

6.10YR4/6 暗 褐 色 土 地山粒 。ブロック多く含む。
7.10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山粒・ブロックやや多 く含む。
8.10YR4/4 暗 褐 色 土 粘土ブロック混在。
9.10YR3/3 暗 褐 色 土 焼土粒・炭化物粒、地山粒 。ブロック含む。

ぜ
▲:鈍金 ⌒。も
多熙
ぃ 0係 °6
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いた状態で出土した。また、カマドからは土師器の甕

2個体と甑、右袖の脇からは椀が出土している。この

第27図 第351号住居跡カマ ド

A t6.ooom

カマ ド土層説明

灰 黄 褐 色 土 地山粒・微量の炭化物粒含む。
にぶい黄褐色土 地山粒・焼土粒・焼土ブロック含む。
明 赤 褐 色 土 焼土層。
明 黄 褐 色 土 地山ブロック。
にぶい黄褐色土 地山ブロック・粘土粒主体。

焼土主体。天丼崩落土。

灰に焼土塊含む。

灰に粘土粒含む。

第352号住居跡 (第 8・ 26図 )

AE-22グ リッドを中心に位置する。北側は2/3程

を第101号溝跡に切られ、さらに、残存部も第351号住

居跡に大きく掘り抜かれている。このため、検出はご

く一部に限られ、全体の形状や規模は明らかでない。

なお、第353号住居跡との重複関係は不明である。残

存部から窺える東西の軸長は、およそ5。 16mである。

長軸方向はN-26° 一Wを指す。

覆土を観察することは叶わなかったが、床までの深

さは約 8mであった。壁の立ち上がりは緩やかで、壁

溝は見られなかった。

柱穴は 2本検出された。径30～34m、 深さ46～53m

を測り、ともに主柱穴と判断される。

カマド、貯蔵穴、遺物は検出されなかった。

第353号住居跡 (第 8・ 26図 )

AE-22グ リッドに位置する。南辺部を第106・ 107

号溝に切断されるが、床面での検出であるため、第

351・ 352号住居跡との重複関係は不明である。主柱穴

の位置から想定される軸長は、およそ6.06m× 5.22m

ほかの遺物では、日玉(第424図 1)、 土錘(第424図 9)

などがある。

m

第351号住居跡

a。 10YR4/2

b.10YR4/3
c.2.5YR5/8
d.10YR6/6
e.10YR6/4
f.5YR6/6
g.7.5YR4/1
h.7.5YR3/1

褐

色

褐

色

色

黄

　

黄

明

橙

明

褐

橙

ｉ

ｊ

ｋ

ｌ

ｍ

ｎ

ｏ

ｐ

土

土

土

色

色

色

灰

褐

橙

褐

黒

7.5YR2/1 黒  色  土
10YR7/6明 黄 褐 色 土

灰・炭化物含む。灰層。

粘土ブロック含む。

粘土プロック主体。

きめの粗い粘土主体。

地山粒・プロック主体。

焼土粒・焼土プロック・炭化物粒含む。

焼土化したカマ ド側壁。

地山粒・粘土粒 。ブロック含む。

10YR6/6
2.5YR6/6

10YR6/6
10YR4/4
5YR6/6

色 土

土

色 土

土

土

10YR6/4 にぶい黄橙色土

で、面積は31.63イ となる。長軸方向はおよそN-30°

―Wを指し、全体は方形を呈すものと思われる。

壁溝は東・西辺で部分的に確認された。幅11～23

m、 深さ約 8釧である。

主柱穴は 3本が検出された。径46～76m、 深さ32～

70cmである。

カマド●貯蔵穴、および遺物は検出されなかった。

第354号住居跡 (第 9・ 31図 )

AI-21グ リッドを中心に位置する。中央部で重複

する第108号掘立柱建物跡との新旧関係は、これを確

認できなかった。平面は軸長3。 68m× 4.20mの方形を

呈し、面積は15.46イを測る。主軸方向はおよそN一

21° 一Wを指す。

床までの深さは約 4釧で、覆土は自然堆積と思われ

る。壁溝はほぼ全周し、幅約15cm、 深さは約 2mであ

る。床面は概ね平坦ながら、さほど硬く締まってはい

なかった。

カマドは北西壁の中央部、やや西寄りに位置する。

燃焼部は約7艶m× 50mの楕円形で、床面からの深さは

-45-



第28図 第351号住居跡出土遺物 (1)

14

10

＼
＼

11

12

17

~T上
竃

｀｀
、  |¬ ―
＼JI
董蕎糞/~T_К 一三´

/｀

＼《

/~

15

-46-

16

18

'il t t-

マ

/:_

||
ノ/

_ヽ_ン

0          10cm
L=====± =====」



第29図 第351号住居跡出土遺物 (2)

19
２ｏ
　

　

ｍ

第 7表 第 351号住居跡出土遺物観察表

2.生mとわずかに窪む。

貯蔵穴は北隅部に備わる。上面は径49cmの円形で、

深さは約12cmである。

第30図 第354号住居跡出土遺物

21

柱穴は検出されなかった。

遺物は貯蔵穴中より、土師器の杯 2点などが出土し

ている。

｀
下0

＼

＼
＼

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

不

杯

不

不

不

不

杯

不

不

椀

霊:

:=:

霊:

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甑

13.5

(13.8)

14。0

(13.4)

(16.4)

(13.4)

(17.0)

(16.5)

15。8

14.0

(17.4)

22.8

(14.0)

14.7

(18。7)

21。 0

19.8

(18。9)

(17.8)

21.8

4.1

(4■ )

4.2

(3.6)

(3.9)

4。3

(5。 2)

(4.9)

5.4

6.7

20.5

29.4

(3■ )

(7.0)

23.2

33.4

(10.2)

(8.2)

(11.8)

(11.5)

(18.4)

3.3

7.6

8.3

(6.4)

7.1

7.2

粗 (W,C,R)

粗 (W,R)

粗 (W,R)

細 (W,B,R)

細 (W)

細 (W,B)

細 (W,B,R)

粗 (W,B)

粗 (W,B,R)

粗 (W)

粗 (B,C)

粗 (W,C,片 )

微 (W,B)

礫 (W,C,R,片 )

粗 (W,C,R,片 )

粗 (W,C)

粗 (W,B,C,R)

粗 (W,B)

粗 (W)

(W)

粗 (W,R)

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

黒   褐
赤   褐
黒   褐
に ぶ い 橙

にぶい赤褐

橙

橙

橙

明 赤 褐
赤   褐
にぶい黄橙

に ぶ い 橙

橙

橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 褐

に ぶ い 橙

に ぶ い 褐

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

橙

50

破片

60

20

25

70

破片

30

95

100

60

80

破片

破片

80

90

破片

破片

破片

破片

50

比企型 赤彩
赤彩

赤彩

全面赤彩

赤彩

黒斑

m

-47-



番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

不

不

甕

甕

11.0

10.6

(2■ 0)

(21.6)

3.6

3.1

(5.3)

(9.8)

細 (W,B,R)
細 (W,B)
細 (W,B)
(W,B,R)

良

橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

70

100

破片

破片

第 8表 第 354号住居跡出土遺物観察表

第31図 第354号住居跡

第354号住居跡 土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 地山多 く含む。
2.10YR3/2 黒褐色±  1層 より地山粒多 く含む。

第354号住居跡 カマ ド土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 地山・焼土少量含む。

第354号住居跡 貯蔵穴土層説明
1。 10YR3/2 黒褐色土 地山・焼土少量含む。

m

B t6.ooom c l6.ooom D _t6.000-

颯錢魏 魏颯釉
第32図 第355号住居跡出土遺物
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第355号住居跡 (第 9・ 33図 )

AI-20グ リッドを中心に位置する。第357号住居

跡の大部分を掘り抜き、中央部を第111号掘立柱建物

跡に切られる。第107号掘立柱建物跡、153号井戸跡と

の重複関係は不明である。平面は軸長4.mm× 4.91m

第9表 第355号住居跡出土遺物観察表

第33図  第 355。 357号住居跡

の方形で、面積は23。 08イを測る。主軸方向はおよそ

S-4グ ーEを指す。

覆土は自然堆積を示し、深さは20～25cm程である。

壁はほぼ垂直に立ち上がり床面は概ね平坦である。壁

溝は幅10～ 20cm、 深さ4～10mできれいに全周する。

SJ356

SBlll

地山・焼土微量含む。

1層 より地山・焼土大きく多 く含む。
1層 より更に地山大きく多い。焼土少ない。

焼土 。炭化物多 く含む。

2層 よりやや炭化物多 く含む。
4層 より炭化物・焼土多い。

地山質土主体ブロック。

卜
り
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「
∽
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〇
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第355号住居跡

1.10YR3/1
2.10YR3/1
3.10YR3/1
4。 10YR2/1

5。 10YR3/1

6.10YR2/1
7.10YR5/6

土層説明

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒 色 土

黒褐色土

黒 色 土

黄褐色土

第355号住居跡

a.黒茶色土
b.黒 茶色土
c.黒茶色土
d.黒 茶色土

e.黒 茶色土
f.黒茶色土

第357号住居跡 土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山多少含む。
2.10YR3/1 黒褐色±  1層 より地山多い。
3.註記欠。

カマ ド土層説明 (土色観察欠落 )

地山少量含む。設置された甕の中に流入した覆土。

地山少量・焼土微量含む。周辺からの流入土。

2層 より地山やや多 く。焼土かなり多い。流入土。

2層 より地山・焼土大粒で多い。

カマ ド天丼十袖の崩壊流入。

2層 より地山少なく、焼土大粒で更に多い。流入土。

2層 に同じ。炭化物やや含む。煙道からの流入土。

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

不

不

霊1

=E

(12.8)

13.0

(4.2)

5。5

(26。2)

(23.8)

(7.4)

(7.8)

粗 (W,

細 (R)

粗 (W,

粗 (W.

C, R)

B,C,片 )

B.Co R片 )

良

良

に ぶ い 橙

橙

にぶい黄橙

橙

25

75

破片

70

赤彩

〓
扇
∽

貯蔵穴

SJ355

-49-
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カマドは南西壁のかなり南寄りに位置する。燃焼部

は約mcm× 36cmの長方形を呈し、火床面は床面よりわ

ずかに低い。

貯蔵穴はカマドの左脇、住居跡の南隅部に備わる。

上面は雀郵|たm× 48cmの楕円形で、深さは約4■mを測る。

柱穴は検出されなかった。

遺物はカマド中より、土師器の壷や杯が出土してい

る。

第356号住居跡 (第 9・ 34図 )

AI-20グ リッドを中心に位置する。北東隅部で第

357号住居跡を掘り抜く。中央部には地震による亀裂

が南北に走っており、床面は軟化したうえ、20cm前後

の段差を生じている。平面は軸長3.50m× 3.Ъ mの方

形で、面積は13。 13イを測る。主軸方向はN-23° 一W

第34図 第356号住居跡

V

SJ355

SJ365

? 
- 

ts.goo-

第 10表 第 356号住居跡出土遺物観察表

3.10YR5/3
4.10YR5/6
5,10YR4/4
6.10YR4/4
7.10YR4/4
8.5YR4/3

第356号住居跡 カマ ド土層説明
a.2.5YR5/6 明赤褐色土 焼土粒
b.2.5YR3/2 暗赤褐色土 焼土粒
c.7.5YR4/3 褐 色 土 地山粒
d.10YR6/6 明黄褐色土 地山粒SJ357

SJ357

○

SJ356

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考
不

甑

12.1

(21。0)

3.6

(24.9) (5.2)

細 (W,B)
粗 (W,C)

普 にぶい黄橙

にぶい黄橙

80

40

-50-

m

を指す。

床までの深さは亀裂の西側で約10m、 東側で30cm程

である。覆土は自然堆積と考えられるが、地震の影響

からか、いくぶん乱れていた。壁はほぼ垂直に立ち上

がる。ただし、西壁は地震で崩壊したようで、地山と

の境界が不明瞭であった。壁溝はほぼ全周し、幅15～

20cm、 深さ6～10cmを測る。

カマドは北西壁の西寄りに位置する。燃焼部と煙道

の区別はつけづらく、火床面から緩やかに立ち上がっ

ていく。全体は溝状を呈し、長さ約190cm× 幅69mを

測る。火床面は床からlm程低い。

柱穴と貯蔵穴は検出されなかった。

遺物はカマドの覆土より、土師器の杯と甕が出土し

ている。

c ls.9oom c'

珍幾鯰
鰊颯 魏

劣辟浙蟷
魏鰊鰊 聰

E  15.αЮm

第356号住居跡 土層説明
1.10YR4/4褐 色 土

2.10YR5/4 にぶい黄褐色土

地山粒・焼土粒・炭化

物粒少量。地割れ覆土。

地山土・粒多 く含む。

地割れ覆土。

焼土粒・炭化物粒含む。

地山粒 。ブロック含む。

粘土ブロック・焼土粒含む。

地山粒含む。

焼土粒・地山粒若干含む。

多量の焼土粒・炭化物粒
・地山粒含む。

炭化物 。炭化物粒 。焼土

粒含む。

地山粒 。ブロック含む。

にぶい黄褐色土

黄 褐 色 土

褐 色 土
褐 色 土
褐 色 土
にぶい赤褐色土

9.7.5YR3/1黒 褐 色 土

10.10YR5/3 にぶい黄褐色土

プロック多 く、地山粒・ブロック少量。

地山粒含む。

ブロックやや多い。カマ ド底面貼 り床。

ブロック、砂質土含む。天丼崩落土か。



第35図 第356号住居跡出土遺物

第357号住居跡 (第 9033図 )

AI-20グ リッドを中心に位置する。大半を第

355・ 356号住居跡に掘り抜かれるほか、南西壁に沿っ

て地震による亀裂が走っている。このため、全体の規

模や形状、施設等については明らかとし得ない。軸長

を想定しうるのは一方向のみであり、それはおよそ

4.∞ mと なる。北を指準とした時の軸方向は、およそ

N一 m°一Wを指す。

床までの深さは25m前後で、覆土は第355号住居跡

構築時の埋め戻しと考えられる。壁の遺存はわずか

で、壁溝は確認できなかった。床面はほぼ平坦である。

遺物は土師器の細片1点と、図示した須恵器の蓋破

片のみで、ともに覆土中からの出上である。

第36図 第357号住居跡出土遺物

第358号住居跡 (第 9・ 37図 )

AF-22グ リッドを中心に位置する。第101号掘立

柱建物跡、第149号井戸跡と重複するが、その新旧関

係は確認できなかった。平面は四辺がいくぶん膨らむ

方形を呈し、軸長4.30m× 4。 40m、 面積18.92ピを測

る。主軸方向はおよそS-23° 一Eを指す。

床までの深さは 5～ 10cm、 覆土は自然堆積である。

壁の立ち上がりは急で、床面は西から東へやや傾斜す

る。壁溝はほぼ全周し、幅は約15cm、 深さは 4 cm程で

ある。

カマドは西壁中央部、わずかに南寄りに備わる。燃

焼部は約84cm× 49側の長方形で、火床面には灰層が形

成されていた。床面からの深さは約 3mを測り、中央

部には地山の黄褐色土を用いた、支脚が造り付けられ

ていた。

貯蔵穴は南隅部に穿たれる。上面は径57cm× 66側の

円形を呈し、深さ5%mを測る。

この他、入り口状の施設を南壁中央部で検出した。

この施設は床面に地山土を貼り付け、U字状に突堤を

巡らせたもので、ビット4本を伴う。突堤は外径120

m× 103m、 幅10～23m、 高さ5～ 10mで、内部は床

面よりも柔らかい。また、ビットは 3本が内部、 1本

が外部に穿たれている。直径は23～29錮、深さは10～

30cmである。

遺物は東壁寄りの床面上より、土師器の甕と甑が、

またカマドとその南側の覆土より、高不や甕などが出

土lしている。

第 11表 第 357号住居跡出土遺物観察表

-51-

番号 1 器   種 口 径 器 高 底 径 色  調 残存率 備 考

11須 恵 器 蓋 20.0 (2.8) 粗 W ) 1良 灰 白 破 片

0          10cm
L=====士 =====」



貯蔵穴

第37図 第358号住居跡
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第 12表 第 358号住居跡出土遺物観察表

第359号住居跡 (第 9・ 39図 )

AF-22グ リッドに位置する。第106号溝跡、第

100・ 101・ 102号掘立柱建物跡、419号土羨、148号井戸

跡と重複するものの、壁溝での確認であったため、こ

れらとの新旧関係は明らかとし得なかった。その壁溝

も部分的な検出であり、軸長の判明するのは東西の

3。 90mに限られる。長軸方向はおよそN-18° ―Wを

SE149

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備    考
1

2

3

4

5

6

7

8

不

昌

局

局

局

不

不

不

不

甕

甕

甑

(12.0)

17.4

(17.0)

(16。7)

(22.8)

(5■ )

(6.9)

(2.8)

(■7)

(6.3)

(8。 0)

(15。7)

26.0

(8.0)

(10.9)

8.5

粗 (W,B,R,片 )

粗 (W,B,R,片 )

粗 (W,B,R,片 )

細 (W,B)

粗 (W,片 )

細 (W,B)

粗 (W,B,C,R)

粗 (W,B,C)

良

良

良

良

良

良

明 赤 褐
明 赤 褐
橙

浅 黄 橙
に ぶ い 橙

黒   褐
にぶい黄褐

にぶい黄橙

40

脚音Б60

破片

破片

脚音660

破片

30

70

赤彩

赤彩

赤彩

赤彩

-52-
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第358号住居跡 土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 焼土粒む。
2.10YR3/1 黒褐色土 黄褐色砂質土プロック多い。
3.10YR4/4 褐 色 土 黄褐色砂質土ブロックと

黒褐色土による盛土。

第358号住居跡 カマ ド土層説明
a。 5YR4/8 赤褐色土 焼土。
b.10YR4/1 褐灰色土 灰層。
c。 10YR3/3 暗褐色土 焼土粒多 く含む。

第358号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山粒含む。
2.10YR4/4 褐 色 土 地山粒多く含む。
3.10YR3/2 褐 色 土 地山粒多 く含む。
4.10YR3/4 暗褐色土 地山ブロック多 く含む。
5。 10YR4/6 褐 色 土 地山ブロック多 く含む。

指す。

検出した壁溝は幅12～ 22cm、 深さ4～ 6mを測る。

床面も表土掘削時に、削平してしまったものと思われ

る。

カマド●柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

壁溝中より上師器の破片を少量出土したが、いずれ

も微小であるため、図示することは叶わなかった。
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第38図 第358号住居跡出土遺物

第39図 第359号住居跡

4

第350号 住居跡 土層説明
1.10YR5/4 にぶい黄褐色土 地山粒含む。
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第40図 第36003610362号住居跡
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第362号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/3 暗 褐 色 土 焼土粒多 く含む。
2.10YR3/1 黒黄褐色土 炭化物・粘土粒含む。

SJ304

貯蔵穴

E t5.9oo-

地山粒・粘土粒多く含む。

地山粒多く含む。

焼土粒・地山粒多 く含む。

地山粒多く含む。

地山ブロック多く含む。

地山土やや多 く含む。
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第360号住居跡 土層説明
1.10YR4/2 灰黄褐色土 地山粒含む。

第360号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR4/4 褐  色  土 焼土粒・粘土粒含む。
2.10YR4/3 にぶい黄褐色土 焼土粒・粘土粒含む。

第361号住居跡 土層説明
1.10YR4/2 灰黄褐色土 地山粒含む。

第362号住居跡 土層説明
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土 焼土粒微量・地山粒含む。

第362号住居跡

1.10YR3/2
2.10YR3/1
3.10YR3/2
4.10YR3/4
5.10YR4/4
6.10YR5/4

柱穴土層説明

黒 褐 色 土

黒 褐 色 土

黒 褐 色 土

暗 褐 色 土

褐  色  土
にぶい黄褐色土

SE143

SJ360

Ｆ
ヽ
ハ
´
一
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するかとも思われるが、燃焼部などはまったく検出で

きなかった。

柱穴は主柱穴 4本が検出されている。径36～66cm、

深さ42～59mである。うち、 2本では柱痕が観察され

た。

貯蔵穴は北東隅部に備わる。上面は径70釧×∞側の

方形を呈し、深さは38cmを測る。

遺物は貯蔵穴の覆土中より、土師器の甕が出土して

いる。

第41図 第362号住居跡出土遺物

第360・ 361号住居跡 (第 9・ 40図 )

AF-20グ リッドを中心に位置する。第361号住居

跡は、第360号住居跡の拡張とも考えられるが、両住

居跡ともに壁溝での検出であったため、その関係は明

らかとし得ない。また、第414号土羨に切られること

は確認できたものの、第362号住居跡、第101号掘立柱

建物跡、第106号溝跡、第415・ 416・ 417号土羨、第143

号井戸跡との重複関係は不明である。軸長を測れるの

は第360号住居跡の一方向のみであり、それはおよそ

4。 42mとなる。平面は第360号住居跡が方形、第361号

住居跡が長方形を呈するのではなかろうか。長軸方向

は、ともにN-36° 一Wをほク薄旨す。

検出された両住居跡の壁溝は、幅約1%m、 深さ約 4

cmである。床面は削平してしまったものと思われる。

柱穴は 1本検出された。径40m、 深さ40cmで、第

360号住居跡の主柱穴と考えられる。

いずれの住居跡とも、カマド●貯蔵穴、および遺物

の検出はなかった。

第362号住居跡 (第 9・ 40図 )

AF-22グ リッドを中心に位置する。第364号住居

跡、第145号井戸跡に切られるが、壁溝での部分的な

確認であるため、第360・ 361号住居跡、第101号掘立

柱建物跡、第106号溝跡、第415・ 416・ 417号土羨、第

143号井戸跡との重複関係は明確とし得なかった。柱

穴の位置から見て、全体は方形を呈するものと思われ

る。また、想定される軸長は、およそ6.18m× 6.16m

で、面積は38.07ピ となる。長軸方向はほぼN一 Sを

指す。

壁溝は検出範囲で幅12～ 25cm、 深さ約 7 cmを測る。

カマドは北壁の中央部、壁溝の途切れる部分に位置

第13表 第 362号住居跡出土遺物観察表

第363号住居跡 (第 9・ 42図 )

AF-23グ リッドを中心に位置する。東側は調査区

外となるため、全体の規模は不明である。西壁から中

央部を第364号住居跡、第146・ 147・ 152号井戸跡に大

Ocm

きく切られる。軸長を測れるのは南北の一方向のみ

で、およそ6。 85mである。平面は隅丸方形のようであ

る。長軸方向はおよそN―プ ーWを指す。

壁溝での検出であったため、覆土や床面は観察でき

「
ノ
　
一
一

一　
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一
一
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た
　
⊂

種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

不

甑

(12■ )

(18.4)

(4.8)

33.4

細 (W,B,R)

粗 (W)

にぶ い 橙

にぶ い 橙

２０

４０

-55-



なかった。壁溝は検出範囲で全周し、幅約20釧、深さ

7～12cmを没jる。

柱穴は 1本検出された。径3%m、 深さ35cmである。

貯蔵穴は北西隅部に備わる。上面は径53釧×Юcmの

長方形を呈し、深さは35cmを測る。

カマド、および遺物は検出されなかった。

第364号住居跡 (第 9・ 42図 )

AF-23グ リッドに位置する。西隅部で第362号住

居跡を、東半部で第363号住居跡をそれぞれ切る。逆

に、北東壁を第147号井戸跡、南東壁を第146号井戸跡

第42図 第3630364号住居跡

にそれぞれ切断される。柱穴の位置から想定できる軸

長は、およそ4.03m× 3.83mで、面積は15.43ど とな

る。全体は方形を呈し、長軸方向はおよそN-39° ―

Wを指す。

やはり、壁溝での検出であったため、覆土や床面は

観察できなかった。壁溝は検出範囲で全周し、幅約18

cm、 深さ約10cmを測る。

柱穴は主柱穴 4本が検出された。径23～32釧、深さ

19～52cmである。

カマド●貯蔵穴、および遺物は検出されなかった。
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第363号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 焼土粒多く含む。
2.10YR3/3 暗褐色土 地山ブロック多く含む。

SE147

SE147
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貯蔵穴

第43図 第365号住居跡

調査区外
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SJ365

土層説明

黒褐色土 地山 。焼土・炭化物少量含む。
黒褐色±  1層 より地山少ない。
黒褐色±  1層 より地山多 く含む。
黒褐色±  1層 より地山多く含む。
暗褐色±  1層 に地山ブロック多 く含む。壁に崩落土。
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⌒

第365号住居跡

1.10YR3/1
2.10YR3/1
3.10YR3/1
4.10YR3/1
5。 10YR3/1

第365号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR2/3 黒褐色土 地山少量、焼土多く含む。天丼の崩落土。
b.10YR2/3 黒褐色土 a層 より地山・焼土多 く含む。a層の二次堆積。
c.10YR2/3 黒褐色土 a層 より地山多 く、炭水化物含む。

使用面上の灰層含む煙道からの流入。

第365号住居跡 貯蔵穴土層説明
1。 10YR3/1 黒褐色土 地山・焼土少量含む。
2.10YR3/1 黒褐色土 地山多 く。焼土少量含む。

第365号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR6/8 明黄褐色土 地山主体。黒褐色土 。焼土少量含む。
2.10YR3/1 黒 褐 色 土 地山多・焼土多少含む。
3.10YR6/8 明黄褐色土 地山主体。
4。 10YR6/2 灰黄褐色±  3層 よりやや明るく粘土質。
5。 10YR3/1 黒 褐 色 ±  2層 より地山微粒多 く含む。

-57-
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第365号住居跡 (第 9・ 43図 )

AI-20グ リッドを中心に位置し、東壁の一部は第

369号住居跡を切る。西側は調査区外となり、全体の

規模は明らかとし得ないが、南北の軸長約9。 00mを測

る大型の住居跡である。平面は主柱穴の位置からし

て、ほぼ方形を呈すものと考えられる。主軸方向はお

よそN-23° 一Wを指す。

床までの深さは25～40cm程で、覆土はきれいな自然

堆積を示す。壁はほぼ垂直に立ち上がるものの、東壁

の北側は地震の影響で大きく崩壊していた。この部分

第44図 第365号住居跡出土遺物
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16

では覆土も乱れ、壁との境界も不明瞭であった。床面

はほぼ平坦ながら、やはり地震のために軟化し、砂質

となっていた。壁溝は検出範囲でほぼ全周し、幅10～

"cm、

深さ約 9 cmを沢」る。

カマドは北壁に設けられる。方形の住居跡と想定で

きれば、その位置はやや東寄りということになる。燃

焼部は煙道と明確な区分がつかず、緩やかに立ち上っ

ていく。火床面も床面とほぼ同一高で、特に赤焼した

部分も観察できなかった。全体は167m× 43cmの溝状

となり、確認面からの深さは約27cmを測る。
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検出された 2本の柱穴は、位置的に見て主柱穴と思

われる。径82～98cm、 深さZ～85cmである。

貯蔵穴は北東隅部に備わる。上面は径∞cmの円形を

呈し、深さは20cmを測る。

第14表 第 365号住居跡出土遺物観察表

第366号住居跡 (第 9・ 45・ 46図 )

AJ-21グ リッドを中心に位置する。南西部で第

401号住居跡を切るが、第402号住居跡、第111号掘立

第45図 第366号住居跡カマ ド・貯蔵穴

遺物はカマド中、およびその前面より土師器の甕、

貯蔵穴より不などが出上している。いずれも床面から

は、わずかに浮いた状態であった。

柱建物跡との重複関係は不明である。また、住居跡の

西側には、地震の亀裂が走り、床面に段差を生じさせ

ている。平面は軸長7.98m× 8.10mの方形を呈し、面

0
も

第366号住居跡 カマ ド袖土層説明
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土 焼土粒・ブロック含む。
2.10YR5/4 にぶい黄褐色土 焼土粒・炭化物含む。
3.10YR5/4 明 黄 褐 色 土 焼土粒・地山ブロック含む。
4.5YR3/5 暗 赤 褐 色 土 比熱による焼土化。

⑪

こ3

≧ゝ

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備    考
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

甕

甕

甕

甕

甕

甕

昌 不

9.5

(12.8)

13。0

12。0

10.8

10。0

10.3

10.5

10。3

(12.2)

(28.0)

(15.0)

(12.4)

22.4

3.1

(4.7)

(5■ )

4。0

4.2

(3.8)

(3.8)

(3.6)

3.8

4。0

(4.4)

(12.3)

(9。 2)

(11■ )

(7.8)

(20.3)

(11.8)

(7.5)

(5。 7)

細 (W,B,C,R)

粗 (W,B,C)

細 (C,F)

細 (W,B)

細 (W,B,C,F)

微 (W,B)

微 (W,B)

細 (W,B)

微 (W,B)

微 (W,B)

粗 (C)

細 (W,B,R)

細 (W,B,F)

微 (W,B,R)

細 (B)

微 (B)

細 (W,B)

良

良

良

良

良

良

良

良

良

に ぶ い 橙

にぶい黄橙

に ぶ い 褐

橙

に ぶ い 橙

灰

,表

灰

浅

灰

明

黄

黄

褐

橙

白

橙

白

褐

橙

橙

橙

橙

黄

赤

に ぶ い

に ぶ い

に ぶ い

に ぶ い

橙

に ぶ い 褐

100

50

30

70

90

70

55

75

100

50

破片

破片

破片

破片

辺部

30

破片

口 90

比企型 赤彩
赤彩

赤彩

内外黒色処理

内外黒色処理

内外黒色処理

内外黒色処理

内外黒色処理

内外黒色処理

赤彩

A_rs.9oo-

ぐ電Lノ
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第46図 第366号住居跡

SJ434

SJ401

sJ402

A  15000m

B 15ⅨЮm

貯蔵穴

SJ401
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c _ts.9oom

E  15.0007n

F _ ts.goom

第366号住居跡 土層説明
1.10YR4/4 褐  色  土
2.10YR4/3 にぶい黄褐色土
3.10YR4/2灰 黄 褐 色 土
4.10YR5/4 にぶい黄褐色土

第366号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/3暗 褐 色 土
2.10YR3/4暗 褐 色 土
3.10YR2/2暗 褐 色 土
4.10YR4/4 褐  色  土
5.10YR5/4 にぶい黄褐色土
6.10YR3/3暗 褐 色 土
7.10YR5/4 にぶい黄褐色土
8.10YR6/4 にぶい黄褐色土

焼土粒・炭化物粒含む。

焼土粒やや多 く含む。

炭化物・炭化物粒多く含む、焼土粒含む。

焼土粒 。ブロック多く含む。

地山土主体。焼土・炭化物粒含む。

第 1に近似。焼土粒・炭化物粒含む。

地山粒含む。

地山粒 。ブロック含む。

焼土粒

焼土粒

焼土粒

地山粒

炭化物粒・粘土ブロック・少量の地山粒含む。

焼土ブロックやや多 く、地山粒含む。

炭化物粒含む。

ブロック多く含む。貼 り床状。

H _ts.goom

第366号住居跡 貯蔵穴土層説明
1。 10YR4/2 灰 黄 褐 色 土 焼土粒 。炭化物粒混在。
2.10YR3/2 暗 褐 色 土 炭化物粒・灰 。焼土粒含む。
3.10YR4/2 褐  色  土 砂質地山土混入。焼土粒若干含む。
4.10YR5/4 にぶい黄褐色土 第 3層 より砂質の地山土主体。
5.10YR5/3 にぶい黄褐色土 粘性のある地山土に焼土粒含む。

第366号住居跡 カマ ド土層説明
a.5YR5/6 明 赤 褐 色 土 焼土粒・焼土ブロック主体。
b.5YR4/6 赤 褐 色 土 焼土粒主体。
c.5YR3/1 黒 褐 色 土 炭化物・灰主体。
d。 10YR5/4 にぶい黄褐色土 地山粒多 く含む。
e.10YR5/3 にぶい黄褐色土 地山粒主体。
f。 5YR5/4 にぶい黄褐色土 焼土粒やや多 く含む。

カマドは北西壁中央、やや北寄りに備わる。燃焼部

は178釧 ×54mの楕円形で、わずかに煙道が遺存して

いた。火床面は床より7 cm程低く。貝占り床は施されな

い。

柱穴は 6本検出された。Pl・ P2・ P5● P6の径は

82～ 100m、 深さ89～ 108cm、 P3● P4の径は60～82m、

深さ26～36釧である。P3● P4は柱痕が観察できず、

住居拡張前(P6はP4を切り込んでいる。)の主柱穴と

m
|

~|~

積は64.64ピ を測る。主軸方向はおよそN-39° ―Wを

指す。

覆土は自然堆積で、床までの深さは50cm程である。

しかし、床は地震のため東から西へ傾斜し、亀裂を境

に20cm程高まる。西半部の貼り床は軟化し、床面は乱

れていた。壁は垂直に立ち上がり、壁溝は南西壁以外

でほぼ全周する。その幅は15～30m、 深さは 6～ 10釧

である。床面には貼り床が施されている。
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第47図 第366号住居跡出土遺物 (1)

2

ヒ___」一――-7
＼:≡ 一尽十一一爾夕 21

/一:璽|≡:≡|[|」
|」1讐!堕□■|ヒ、

6

9

22

10

11111111111111111111111111111サ

;||;|

‐ ν‐`` ‐‐‐~‐―――――‐‐‐―́   15
11

16

17

乙⑮ や
~1｀~」 ′i琶電

13

26

23

25

27

28

-62-

29

30

m

型 ″

― _|

、_」

‐

‐

Ｉ

Ｌ



第48図 第366号住居跡出土遺物 (2)

なアロ ` ′′ 31   、9,イ

35

も思われるが、埋め戻しや貼り床で覆ったような様子

は観察できなかった。

貯蔵穴は北隅部に備わる。上面は径77cm× 105mの

方形様を呈し、深さは41mを測る。

遺物は床面より、土師器の不・鉢・甕、手捏ね(第

426図10・ 11・ 13)、 日玉0自424図 2～ 4)、 鉄製の刀子

第 15表 第 366号住居跡出土遺物観察表 (1)

33

36

(第428図26)が、主柱穴のP6からは馬形と思しき滑石

製の模造品(第425図 13)が、それぞれ出土している。

また、覆土中位からは蓋・杯・高台付杯など、いずれ

も破片ではあるが、湖西産をはじめとする須恵器が多

く検出されている。

34

0

番号 器   種 口 径 器 高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備    考
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

不

不

不

不

杯

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

10.0

10.5

(11.0)

(10。7)

(13.8)

(9.8)

(9。 8)

10.2

(10。4)

(10.2)

10.4

(11.6)

(10.6)

11.0

(10.4)

(10.6)

11.4

3.3

3.5

(2■ )

4。0

(4.5)

3.1

2.9

2.8

(2.9)

2.9

3.6

(3■ )

(2.2)

3.2

(3.0)

(3.2)

3.5

粗 (W,R,F)

粗 (B,C,R)

細 (W,R,F)

粗 (W,B,C,R)

細 (W,B)

微 (W,B)

粗 (W,B,C)

細 (W,B)

粗 (W,B)

細 (W,B,F)

微 (W,B)

細 (W,B,C)

粗 (W,B,R)

微 (W,B)

微 (W,B)

細 (W,B)

微 (W,B)

良

良

良

良

良

橙

明 赤 褐
に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

灰   白
橙

に ぶ い 橙

橙

に ぶ い 橙

橙

橙

橙

橙

灰   白
灰   白
橙

に ぶ い 橙

95

75

25

35

破片

80

75

95

25

50

100

30

破片

100

30

30

90

比企型 赤彩
比企型 赤彩
内外赤彩

比企型

内外黒色処理

内外黒色処理

-63-



第 16表 第 366号住居跡出土遺物観察表 (2)

第367号住居跡 (第 9・ 49図 )

AG-23グ リッドを中心に位置する。ほぼ床面での

検出であったため、住居跡内に掘り込まれた第151号

井戸跡との新旧関係は明らかとし得なかった。平面は

第49図  第367号住居跡

軸長3.94m× 4.25mの方形で、面積は約16.75ピであ

る。長軸方向はおよそN-59° 一Eを指す。

壁溝はほぼ全周し、幅約15cm、 深さ約 7 cmを測る。

床面はほぼ平坦である。

(

⑤Pl ○

E
8

第367号住居跡 土層説明
1.2.5YR4/8 赤褐色土 焼土含む。

第367号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 焼土ブロック・炭化物含む。
2.10YR3/3 暗褐色土 地山粒多 く含む。

SJ367

/(ヽ
ヽ
′`
ノ

撹乱

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備    考

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

須恵器高台付不

須恵器高台付不

須恵器高台付不

須 恵 器 不

須 恵 器 不

須恵器高台付不?

須 恵 器 不

須 恵 器 蓋

須 恵 器 壺

霊 I

甕

甕

甕

須 恵 器 甕

須 恵 器 甕

須 恵 器 甕

須 恵 器 甕

鉢

鉢

(9。 4)

(11.8)

15。 1

(10.0)

(10.2)

(13.8)

(9。 8)

(10.0)

(9.6)

20。0

20.3

21.0

(14.6)

(22■ )

(21■ )

(1.2)

(1.7)

3.3

(3.2)

(3.2)

(2.8)

(1.9)

(2.0)

(1.9)

(6.6)

38.5

37.0

(20.8)

(5■ )

(10.5)

(13.7)

(6.4)

9。0

(12.0)

10.5

6.8

5.2

(7.0)

微 (W)

微 (W)

細 (F)

微 (W,F)

細 (W)

微 (W,F)

細 (W)

微 (W)

微 (W)

粗 (C,R)

細 (W,B,R)

細 (W,B,C,R)

粗 (W,R,F)

粗 (W)

細 (W,B,F)

細 (W,B,F)

細 (W)

細 (W,C,R)

粗 (W,B,C,F,片 )

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

赤   褐
橙

に ぶ い 橙

橙

灰

灰   白
灰   白
灰

橙

に ぶ い 橙

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

白

白

白

白

白

破片

破片

70

破片

破片

破片

破片

破片

破片

40

80

90

65

破片

20

破片

破片

55

20

秋間

秋間

湖西 胎土分析 m21
末野

末野

秋間

末野

湖西 自然釉 (裏面)
湖西

末野 蓋とセットか
秋間 ? 33と 同一個体
秋間 ? 32と 同一個体
末野

A 15.800m
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柱穴は 3本検出された。位置的に見て、ともに主柱

穴であると思われる。径24～31m、 深さ16～49cmであ

る。

カマドは確認できなかったものの、東壁中央部にわ

ずかに観察された覆土は焼土を含んでいた。さらにこ

こは周囲の床よりもやや窪まっていたことから、燃麟:

部の存在が考慮される。

貯蔵穴は北隅部に備わる。上面は径62cm× 55cmの円

形様を呈し、深さは42cmを測る。

遺物は土師器の椀が 1点、貯蔵穴の中位より出上し

ている。

第17表 第367号住居跡出土遺物観察表

第50図 第367号住居跡出土遺物

m

番号 器   種 口 径 器  高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

椀 11.1 5.8 粗 (C,R) 良 橙 95 赤彩

第368号住居跡 (第 9・ 51図 )

AG-22グ リッドを中心に位置する。ほとんど床面

での検出であったため、第150号井戸跡との重複関係

は明らかでない。平面は方形を呈するものと思われる

が、軸長は南北が3.43mと測れるのみで、全体の規模

は不明である。長軸方向はおよそN-2ず 一Wを指す。

東側は削平してしまったが、産面はほぼ平坦であ

る。壁溝は幅 8～1%m、 深さ約 8 cmを測る。

カマドは北壁中央より北東寄りに位置するものと思

われる。残存する燃焼部は、83cm× Z錮の不整な円形

で、確認面からの深さ18cmを測る。

柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

図示し得る遺物の出土はなかった。

第369号住居跡 (第 9・ 52図 )

AJ-20グ リッドに位置する。第370号住居跡を

切って構築されているが、大半を第365号住居跡に掘

り抜かれる他、南西部は調査区外となっている。この

ため、南東壁の一部を検出したに過ぎず、全体の規模

や形状、施設等についてはまったく不明である。

床までの深さは20cm程で、覆土は自然堆積を示す。

壁は垂直に立ち上がり、床面はほぼ平坦である。検出

した壁溝は幅15～ 25cm、 深さ約10mを測る。

遺物は床よりやや浮いた状態で、須恵器の提瓶片、

土師器片が出土している。

第51図 第368号住居跡

| 
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? 
-rs.goo-

c ts.9oom c'

第368号住居跡 カマ ド土層説明
a.2.5YR3/6 暗赤褐色土 焼土ブロック多 く
b.10YR3/1 黒 褐 色 土 地山ブロック多く

掘 り方。
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第52図 第3690370号住居跡

SJ434

SJ365

A_ts.9oom

B_t5.9oom

SJ●60 SJ3,0

SJ365

c_t5.9oom

第369号住居跡 土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山・焼土・炭化物少量含む。
2.10YR3/1 黒褐色±  1層 より地山未風化。
3.10YR3/1 黒褐色±  1層 より地山未風化。

第370号住居跡 土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 地山・焼土・炭化物少量含む。
2.10YR3/2 黒褐色±  1層 より地山多い。
3.10YR3/2 黒褐色±  1層 に焼土 。炭化物少量加わったもの。
4.10YR3/2 黒褐色±  3層に地山ブロックが加わったもの。
5。 10YR3/2 黒褐色±  1層に地山プロック少量加わったもの。

第370号住居跡 カマ ド土層説明
a。 10YR2/2 黒褐色土 地山少量・焼土多く含む。
b。 10YR2/2 黒褐色土 a層 より焼土多い。
c.10YR3/1 黒褐色土 灰と炭化物の混合。

第370号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 焼土多 く、炭化物少量含む。
2.2.5YR5/6 黄褐色土 地山主体。焼土微量含む。
3.2.5YR5/6 黄褐色±  2層 より地山多い。
4。 2.5YR5/6 黄褐色±  2層 よりやや暗色。

第370号住居跡 貯蔵穴土層説明
1。 10YR3/1 黒褐色土 地山少量含む。
2.10YR3/1 黒褐色土 地山多 く、焼土少量含む。
3.10YR3/1 黒褐色土 地山・焼土少量含む。

sJ401

調査 区外

D 
_ls.goom

E _l5.9oo-

蒻能靱蒻
魏鰊鰊 鰊

m

|

や
|

|

|

貯蔵穴
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第 18表 第 369号住居跡出土遺物観察表
番 号 器   種 口 径 器  高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

須 恵 器 提 瓶 (6.6) (7.1) 糸田 良 灰 白 破 片

第53図 第369号住居跡出土遺物
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第54図 第370号住居跡出土遺物
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第 19表 第 370号住居跡出土遺物観察表

第370号住居跡 (第 9・ 52図 )

AJ-20グ リッドを中心に位置する。北西壁を第

369号住居跡に切られる他、南西部は調査区外となる

ため、全体の規i模は明らかでない。軸長は南北でおよ

そ7。 85mを測り、平面は方形を呈すものと思われる。

長軸方向はおよそN-58° 一Eを指す。

床までの深さは20cm前後で、覆土は故意の埋め戻し

である。壁の立ち上がりは急で、床面は南東から北西

へやや傾斜する。壁溝は検出範囲でほぼ全周し、幅約

1&m、 深さ約 8mを測る。

カマドは北東壁中央部に付設される。燃焼部は113

m× 38cmの長楕円形で、火床面は床よりいくぶん高く

なっている。中央には高杯を逆位に据え、これに甕の

底部 2個を重ねて支脚としていた。

柱穴は 2本検出され、位置的に見て主柱穴と考えら

れる。径57～86m、 深さ58～63mで、明確な柱痕は観

察されなかった。

貯蔵穴は東隅部、主柱穴のすぐ脇に穿たれる。上面

番号 器   種 口 径 器 高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備    考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

不

不

不

杯

不

不

不

不

不

不

椀

須 恵 器 不

高    不
高    不
高    不
高    不
短  頸  壺
甕

甕

甕

甕

甕

甕

EEI

(11.6)

11.5

(12.8)

(11.8)

(11.2)

(14.0)

13.8

(15.6)

(15。0)

(12.6)

11.1

(13.2)

(17.8)

16.9

(10。0)

(17.0)

(19.0)

(3.9)

(4.3)

(4■ )

(3.9)

(3.7)

(4■ )

(4.8)

(4.3)

(5。 6)

(4.2)

4.9

(4.9)

(3.9)

(7.9)

(7.8)

(5。 7)

(6.0)

30.1

(8.6)

(6.7)

(5■ )

(4.8)

(3.9)

5。 1

11.9

(5.8)

8.2

(7.7)

6.4

(5.4)

7.7

粗 (W,R)

細 (W,B,C)

細 (W,B)

細 (W,B,F)

微 (W,B)

微 (W,B)

礫 (W,B)

細 (W,B,C,R)

粗 (W,R,F)

細 (W,B)

粗 (W)

粗 (W)

粗 (F)

礫 (W,C,R,F)

微 (W,B)

細 (W,B,C)

粗 (W,B,C)

細 (W,B)

粗 (W,B,片 )

粗 (W,F,片 )

細 (W)

礫 (W,片 )

粗 (W,R,F)

細 (W,B)

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

にぶい赤褐

明 赤 褐
灰   褐
褐   灰
にぶい赤褐

に ぶ い 橙

にぶい黄橙

赤   橙
明   褐
に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

褐   灰
に ぶ い 橙

橙

橙

橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

橙

にぶい黄橙

に ぶ い 橙

破片

70

20

破片

破片

30

70

20

65

50

95

25

破片

75

脚部 70

脚音580

破片

破片

75

破片

破片

破片

破片

破片

赤彩

赤彩

内外黒色処理

内外黒色処理

内外黒色処理

外面赤彩

赤彩

赤彩

赤彩

-68-

は径7■mの円形を呈し、深さは33cmを測る。

遺物は床面よりやや浮き、破片となって検出された

ものが多い。

第371号住居跡 (第 9・ 55図 )

AG-21グ リッドを中心に位置する。南西壁を第

106号溝跡に切られており、全体の規模は明らかとし

得ない。ただし、計測可能な軸の長さが約2.75mであ

ることから、非常に小型の住居跡と言うことができ

る。おそらく平面は方形で、長軸方向はおよそN-50
°
―Eとなる。

ほとんど壁溝での確認であったため、覆土や床面は

観察できなかった。壁溝は検出範囲で全周し、幅約19

m、 深さ約 7mを測る。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径50mの円形状を

呈し、深さは57cmを測る。

カマド●柱穴は検出されなかった。

遺物は貯蔵穴より、土師器の外や甕が出上している。



第55図 第371号住居跡・貯蔵穴

SD106

B _ t5.9oom

第371号住居跡 土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山ブロック含む。

第371号住居跡 貯蔵穴土層説明
1。 10YR3/1 黒褐色土 地山粒多 く含む。
2.10YR3/1 黒褐色土 地山プロック含む。
3.10YR3/3 暗褐色土 地山ブロック多 く含む。
4.10YR4/1 褐灰色土 地山砂質土粒・焼土粒含む。

Ｅ
８
０
ぶ
「
―

↑

第56図 第371号住居跡出土遺物

_」

第 20表 第 371号住居跡出土遺物観察表

第372号住居跡 (第 9・ 57図 )

AG-21グ リッドに位置する。北西から南西にかけ

て大きく第106号溝跡に切られ、全体の規模や形状、

施設等については明らかとし得ない。第373号住居跡

との重複関係も不明である。

壁溝の遺存による確認であったため覆土と床はまっ

たく観察できなかった。壁溝は検出範囲で全周し、幅

約10m、 深さ約 3錮を測る。

遺物は小穴中より、土師器の椀を出土している。但

し、この小穴が本跡に伴うか否かは判然としない。

――
＝
Ｕ

器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

l

2

3

不

甕

甕

(12.5)

18。0

5.8

(23.3)

30.2

(6.8)

7.6

粗 (W,B,R)
粗 (W,C)
細 (W,B)

良

良

橙

橙

橙

55

50

85

-69-
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＼
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第57図 第3720373号住居跡
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第58図 第372号住居跡出土遺物

第 21表 第 372号住居跡出土遺物観察表

m

第373号住居跡 (第 9・ 57図 )

AG-21グ リッドに位置する。その大部分を第106

号溝跡に切られ、1東隅のごく一部を確認したにすぎな

い。故に、全体の規模や形状、施設等については一切

不明である。第372号住居跡よりもいくぶん深く構築

されるが、新旧関係は明らかとし得なかった。

遺物はまったく出土していない。

SJ373

番 号 器   種 口  径 器 高 底径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

椀 (13.3) 8。3 6.0 イ敗 (W,B) 良 に ぶ い 橙 75

第374号住居跡 (第 9・ 59図 )

AH-23グ リッドを中心に位置する。西半部は撹乱

坑により、大きく破壊されている。平面は軸長2.95m

×3.24mの方形で、面積は約9.56イ を測る。長軸方向

はおよそN―器
°
―Wを指す。

覆土は自然堆積で、床までの深さは 5～ 10cm程であ

る。

壁はやや緩やかに立ち上がり、床面は中央部がわず

かに高まる。壁溝は検出範囲で全周し、幅15cm、 深さ

5 cmttu後である。

カマド●柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は覆土中より、土師器の不や甕が少量出土して

いる。いずれも小片であるため、図示できたものは甕

1点のみである。

-70-
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第 22表 第 374号住居跡出土遺物観察表
番 号 器   種 口 径 器  高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

甕 (22.0) (6.5) 礫 (W,B,C,R) 明 赤  褐 45

第59図 第374号住居跡

撹 乱

| 
- 

ts.aoo-

第374号 住居跡 土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 地山ブロック・焼土粒含む。
2。 10YR3/4 暗褐色土 地山粒多 く含む。

m

第375号住居跡 (第 9・ 62図 )

AG-24グ リッドを中心に位置する。北東の壁溝と

貯蔵穴、および主柱穴が検出できたにとどまる。壁溝

と柱穴の位置から想定し得る軸長は、およそ4.36m×

4。 63mで、面積は約20.19ど となる。全体は方形を呈

すものと思われるが東隅は丸みが強い。長軸方向はお

よそN-50° ―Wを指す。

壁溝は幅約13cm、 深さ3～ 7 cmを測る。

床部分には多くのビットが検出された。しかし、確

実に伴うものは 4本の主柱穴のみであり他はいずれも

小型で浅い。主柱穴は径39～49m、 深さ13～66cmであ

る。柱痕は観察されなかった。

第 23表 第 376号住居跡出土遺物観察表

第60図 第374号住居跡出土遺物

貯蔵穴は」躙呂部に備わる。上面は径
"釧
×60mの不

整形で、深さは30cmを測る。

カマド、遺物は検出されなかった。

第376号住居跡 (第 9・ 63図 )

AG-19グ リッドを中心に位置する。南西壁で第

282号住居跡を切るが、第297号住居跡との重複関係は

確認できなかった。北西側は第101号溝跡に大きく掘

り抜かれているため、全体の規模は明らかとし得な

い。軸長はおよそ4。 10mで、平面は方形を呈すものと

思われる。長軸方向はおよそN-34° 一Wを指す。

床までの深さは10cm前後で、覆土は自然堆積を示

す。壁はやや緩やかに立ち上がり、床面は中央部がや

や高まる。壁溝は検出範囲で全周し、幅13～ 25cm、 深

さ8～13cmを測る。

柱穴は径45cm、 深さ1%mの ものが 1本検出された。

位置的・規模的に見て、主柱穴とは断定しかねる。

カマド●貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は覆土中より、土師器の杯や甕が少量出上して

いる。いずれも微細な破片であるため、図示し得たの

は 1点のみである。

第61図 第376号住居跡出土遺物

SJ374
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番 号 器   種 口  径 器 高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

杯 (12.8) (4.0) 糸田 (W,B,片 ) 良 に ぶ い 橙 25 赤彩



第62図 第375号住居跡
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第63図 第376号住居跡
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第377号住居跡 (第 9・ 64図 )

AG-19グ リッドを中心に位置する。西隅部を第

284号住居跡として調査したが、その後、同一の住居

跡であることが判明した。『築道下遺跡Ⅲ』の一部(P

238～241、 P514の遺構図と本文)では第284号住居跡の

SJ297

-72-

第375号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 焼土粒・地山粒・ブロック

多 く含む。

2.10YR3/1 黒褐色土 炭化物粒・地山粒多い。

第375号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 焼土粒・地山ブロック少量。
2.10YR3/4 黒褐色土 地山ブロック多く含む。
3.10YR4/4 褐 色 土 地山粒含む。
4.10YR3/1 黒褐色土 地山ブロック多 く含む。

P`

第376号住居跡 土層説明
1.10YR4/2灰 黄 褐 色 土

焼土粒 。炭化物粒含む。

2.10YR5/4 にぶい黄褐色土
地山粒・焼土粒含む。

3.10YR6/6明 黄 褐 色 土
地山粒・ブロック含む。

4.10YR5/4 にぶい黄褐色土
炭化物粒・地山粒含む。

ままになっているが、これを第377号住居跡に改め、

前番号は欠番として頂きたい。また、第280号住居跡

についても、欠番とされたい。

南隅部は第3つ号住居跡を切り、北西壁を第281号住

居跡、南西壁を第106号掘立柱建物跡、それぞれに切

○
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第64図 第377号住居跡
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SD101

第377号 住居跡 土層説明 (P-5含 む)
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土 焼土粒・炭化物粒微量含む。
2.10YR4/4 褐  色  土 地山粒含む。
3.10YR4/6 褐  色  土 地山粒やや多 く含む。充填土。
4.10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山粒混入。
5。 10YR5/4 にぶい黄褐色土 地山粒・ブロック多く含む。
6.10YR4/2 灰 黄 褐 色 土 地山粒含む。柱痕。
7.10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山粒混入。

SJ39フ

ヽ
ノ
〆
―
ヽ

σ

り
０
一
ｍ
∽

SB'06

土 灰・炭化物主体。灰層。
土 焼土・地山土主体。床。
土 粘土ブロック・地山粒含む。
袖崩落土。

?' !- rs.soo'"

E

「 |

! _t s.soo-

第377号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR4/4 褐  色  土 地山粒均一に多く含む。
2.10YR5/3 にぶい黄褐色土 第 1層 に比べ、地山ブロック混在。
3.10YR6/6 明 黄 褐 色 土 きめ細かい地山粒含む。
4.10YR4/6 褐  色  土 砂質の地山土含む。

第377号住居跡 カマ ド土層説明
a.5YR4/3 にぶい赤褐色土 焼土粒・地山粒含む。
b.2.5YR5/6 明 赤 褐 色 土 焼土粒・ブロック主体。天丼焼土。

蒻̈
c.5YR3/1
d.5YR4/6
e,7.5YR5/6

色

色

色

褐

褐

褐

黒

赤

明

-73-
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第65図 第377号住居跡出土遺物

ヽ

ン́ヽ

~、

ヽヽ  ~｀
｀`
■ヽ■~

＼＼ヽヽ  ` 、、  ヽヽヽ
ヽ``
｀
、、＼ヽ

|、、
｀
、へ｀`
|ヽ｀`Aヽ   ＼

で ｀
、ヽヽ

4

、―
―
ゾ

｀
、 ＼

＼＼
＼ ＼
＼ ＼

第 24表 第 377号住居跡出土遺物観察表

|
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cm

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

[臣

堡ⅡI

霊 :

甕

甕

甑

甑

(17.5)

16.2

(19。5)

(24.5)

17.1

6.8

(12.7)

(7.9)

(20.0)

(33.9)

(17.8)

12.6 4.7

8。 1

5。9

微 (W,B)

粗 (W,B,R,片 )

礫 (W,B,片 )

粗 (W,B,C,R)

粗 (W,B,C,R)

細 (W,B,R,F)

細 (W,B,R)

良

良

良

良

良

に ぶ い 橙

にぶい黄橙

に ぶ い 橙

にぶい黄橙

橙

にぶい黄橙

に ぶ い 橙

破片

破片

破片

60

60

40

70
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られる。さらに、中央部を第101号溝跡が縦断し、住

居跡を大きく二つに分断している。平面は軸長7.04m

×6.55mの方形を呈し、面積は46.11イを測る。主軸

方向はおよそN-60° ―Eを指す。

床までの深さは 5～1■mで、覆土は自然堆積を示し

ていた。

壁の立ち上がりは緩やかで、床面はほぼ平坦であ

る。壁溝は幅約25cm、 深さ約 6mを測る。北西および

南東の壁からは、間仕切り状の浅い溝が平行して掘ら

れている。

カマドは北東壁の東寄 りに備わる。燃焼部は123m

×4■mの楕円形で、火床面は床面とほぼ同一高である。

柱穴は主柱穴 4本検出された。径25～51cm、 深さ30

第66図 第378号住居跡

SJ380・ 301

SJ378

～60mである。この他、南隅にも柱穴が 1本検出さた

が、本跡を掘り込むもののようである。

貯蔵穴は東隅部に穿たれる。上面は径63m× 81釧の

隅丸方形で、深さは31mを測る。

遺物は東隅部の床面上を中心に、土師器の壷・甕・

甑・ ミニチュアの甑OF426図 3)などが出土している。

第378号住居跡 (第 9・ 66図 )

AH-19グ リッドを中心に位置する。北半部は第

3つ号住居跡を掘り抜き、南東部は第110号溝跡に切断

される。第3∞号住居跡、第429号土羨との重複関係は

明らかにできなかった。柱穴の位置から想定できる軸

長は、およそ4.50m× 4.60mで、面積は約20.Юピとな

る。全体は方形を呈し、主軸方向はおよそN-30° 一

第378号 住居跡 土層説明
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土 焼土粒・炭化物粒微量。

地山粒混入。

2.10YR5/4 にぶい黄褐色土 地山粒 。地山ブロック
含む。

3.10YR4/2 灰 黄 褐 色 土 炭化物粒やや多く含む。

第378号 住居跡 カマ ド土層説明
1.5YR6/8 橙 色 土 焼土ブロック主体。

天丼崩落土。

2.5YR4/1 褐 灰 色 土 灰混在。
3.5YR6/8 橙 色 土 焼土プロック主体。

天丼崩落土。

4。 5YR4/1 褐 灰 色 土 灰主体。灰層。
5。 7.5YR5/6 明褐灰色土 地山土主体。焼土粒含む。

ヽ
＝Ｊ
〆炊
ヽ ⑩

SK429

SDl10

SJ379

″=ヽ
｀多/P3

第378号 住居跡

1.10YR3/3

2.10YR5/3

3.10YR3/2
4.10YR5/6

5.10YR5/4

貯蔵穴土層説明

暗 褐 色 土 焼土粒 。炭化物粒少量。
粘質地山土混入。

にぶい黄褐色±  1層 と比べやや明るく、
地山粒 。ブロック含む。

黒 褐 色 ±  1層 と比べやや暗い。
黄 褐 色 土 砂質地山土多く含む。

2層混入。

にぶい黄褐色土 砂質地山ブロック。

|_

‥
∽
恣
ぶ

B _ t5.9oom

SK429   SDl10

0

c r5.9oom

P2
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Wを指す。

床までの深さは20～25mで、覆土は自然堆積であ

る。壁は垂直に立ち上がり、床面はほぼ平坦である。

壁溝は検出範囲で全周し、幅約18cm、 深さ12～ 14釧を

沢」る。

カマドは北西壁のほぼ中央に設けられる。火床面は

床面よりわずかに窪み、中央に地山の黄褐色土で支脚

が造り付けられる。袖は両側ともに検出できなかっテ亀

3本検出された柱穴は、位置的に見て主柱穴と思わ

れる。東部に予想されるP4は、第429号土羨と重複す

るため検出できなかった。 3本は径23～32cm、 深さ23

～32cmである。

貯蔵穴は北隅部に備わる。上面は径53cm× 58cmの隅

丸方形を呈し、深さは13cmを測る。

遺物はカマドや貯蔵穴周辺より、土師器の不や甕、

鉄製の鎌0自427図 1)が出土している。

第67図 第378号住居跡カマ ド・貯蔵穴

| _ts.aoo-

f三=ミヽ

@烙浙
B 15.7∞ m

0//

第68図 第378号住居跡出土遺物
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第 25表 第 378号住居跡出土遺物観察表

第69図 第379号住居跡

調査区外
○

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎 土 焼成 色  調 残存率 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

不

杯

不

不

=El

甕

甕

局 不

10。 1

(12.2)

14.0

(13.0)

(21.8)

22.0

3.0

(4.8)

5.0

5.0

(6■ )

(5.8)

(15。9)

40.3

5.2

(4.0)

粗 (W,B,C)

細 (W,B)

粗 (W,B,C,F)

細 (W,B)

細 (W,B,C,R,片 )

礫 (W,B,C,R)

細 (W)

粗 (W,C,R)

良

良

良

良

赤   橙
橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

橙

100

30

90

破片

脚音650

破片

30

80

赤彩

赤彩

赤彩

Q
SJ380

B _ts.9oo-
SJ380・ 381

第379号住居跡 土層説明
1.10YR4/3 にぶい赤褐色土 焼土粒・地山粒微量含む。
2.10YR4/4 褐  色  土 地山粒 。ブロック含む。

第379号住居跡 (第 9・ 69図 )

AH-19グ リッドに位置する。北側を第377号住居

跡、南側を第378号住居跡に切られる。また、西側も

第380・ 381号住居跡と重複するが、新旧関係は確認で

きなかった。このように、他遺構との重複が広範であ

るため、規模や形状については明確とし得なかった。

第 26表 第 379号住居跡出土遺物観察表

第70図  第379号住居跡出土遺物

2m

m
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番号 器   種 口 径 器 高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

甕 (17.0) (6.7) 細 (W,B) 橙 破 片



床までの深さは 7～1%m程で、壁下に幅39～57cmの

低い段が巡る。 2軒の重複かとも思われたが、土層断

面にそのような様子は観察できなかった。覆土はほと

んど地山質であることから、故意の埋め戻しと考えら

れる。

壁溝●カマド●柱穴・貯蔵穴罰ま検出されなかっテ島

第71図 第3800381号住居跡

調査区外

SJ381

SJ380

SJ378

遺物は覆土中より、土師器の破片が少量出土したの

みである。

第380・ 381号住居跡 (第 9・ 71図 )

AH-19グ リッドを中心に位置する。壁溝の遺存に

よる検出であったため、相互の重複関係は不明であ

る。 2軒は第106号掘立柱建物跡に切られるが、第3器

・ 379号住居跡との重複関係は確認できなかった。ま

た、西側は大きく調査区外に出ており、全体の規模や

形状は明らかとし得ない。検出状況から想定される軸

長は、第380号住居跡が約5.80m、 第381号住居跡は約

4。

"mで
ある。長軸方向はともにN一器

°
一Wを指す。

壁溝は幅15～ 20cm、 深さ約10cmを測る。

柱穴は第380号住居跡で 1本が検出された。径47cm、

深さ45cmで、主柱穴と考えられる。

カマド●貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は第381号住居跡の壁溝より、土師器の甕破片

1点が出土したのみである。

第72図  第381号住居跡出土遺物
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第 27表 第 381号住居跡出土遺物観察表

一
０
お
∽

番 号 器   種 口  径 器  高 底径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

甕 (15。2) (12.9) 細 (W,B) に ぶ い 橙 20

第382号住居跡 (第 9・ 74図 )

AG-20グ リッドを中心に位置する。南東壁で第

386号住居跡を切り、南東部を第383号住居跡、中央部

を第104号掘立柱建物跡と第110号溝助ヽ カマド脇を第

426号土疲、北東壁を第154号井戸跡にそれぞれ切られ

る。全体は軸長7.95m× 8。 05mの方形で、面積は64.00

ピを測る大型の住居跡である。主軸方向はおよそN一

30° 一Wを指す。

床までの深さは20～40cmで、覆土は自然堆積を示

す。床は掘り方に黄褐色土を貼って床面としており、

わずかに東から西へ傾斜する。壁溝は検出範囲で全周

し、幅15～ 25cm、 深さ約10cmを測る。

-78-



カマドは北西壁中央よりやや北寄りに備わる。燃焼

部はηcm× 43mを測る円形の掘り込みで、火床面の床

面からの深さは約10mである。燃焼部のやや奥には、

黄褐色土を用いた造り付けの支脚が転倒していた。

柱穴は 4本の主柱穴が検出された。径33～62cm、 深

さ32～70cmである。

貯蔵穴は北隅部に設けられる。上面は径73cm× 100

第73図 第382号住居跡出土遺物

第 28表 第 382号住居跡出土遺物観察表

第383号住居跡 (第 9・ 76図 )

AH-20グ リッドを中心に位置する。住居全体で第

382・ 386号住居跡を切り、逆に北西部を第110号溝跡、

床を第104号掘立柱建物跡に切られる。平面は軸長

5。 44m× 5。
"mの
方形で、面積は29。 92ピを測る。主軸

方向はおよそN-61° ―Eを指す。

覆土は自然堆積を示すものの、地震の亀裂がこれを

分断してズンを生じさせている。床までの深さは20～

35cm程であるが、やはり、亀裂を境に大きく段差を生

じている。床面は掘り込んだ第385号住居跡の覆土に、

cmの隅丸方形を呈し、深さ47cmを測る。

遺物は住居跡中央部、床面よりわずかに浮いた状態

で出土している。いずれも破片で、土師器の不や壷、

須恵器の蓋や外、日玉(第425図 5～ 7)な どがある。

また貯蔵穴からは、 ミニチュアの壷(第426図 7)が見

出されている。

地山の黄褐色土を貼ったものである。地震の床面への

影響は、段差の他、北東から南西への全体的な傾斜を

もたらしている。壁は垂直に立ち上がり、壁溝は幅10

～25cm、 深さ8～18cmでほぼ全周する。

カマドヤ測ヒ東壁の中央部、やや東寄りに付設される。

燃焼部は
"m×
54cmで、床からの深さは約10cmを測る。

中央には、地山を用いた支脚が造り付けられていた。

柱穴は主柱穴が 3本検出された。径34～56mの円形

で、深さは30～36cmである。本来は 4本になるものと

思われるが、 1本は第104号掘立柱建物跡の柱穴に掘

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

不

不

杯

不

不

不

杯

椀

昌 不

(14.0)

(15.0)

16.2

(15.0)

(16.3)

(15。9)

16.6

(11■ )

(15.6)

4.0

(4。 0)

(3.9)

(4.8)

(5.5)

(3.5)

(4.2)

5.0

(4。 2)

細 (W,B)

微 (W,B)

粗 (W,B,R)

礫 (W,B,C,R)

微 (W,B)

微 (W,B)

細 (W,B)

礫 (W,C,片 )

粗 (W,B,C,R)

良

良

良

良

良

良

橙

に ぶ い 橙

橙

赤   褐
にぶい黄橙

に ぶ い 橙

灰   褐
に ぶ い 橙

橙

75

破片

30

20

35

40

55

60

破片

赤彩

内外黒色処理

やや歪む
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第74図 第382号住居跡
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E _t6.ooo-

F 
_t6.ooom G _t6.ooom

第382号 住居跡 土層説明
1.10YR4/2 灰 黄 褐 色 土 焼土粒と炭化物粒若干含む。地山粒混入。
2.10YR5/4 にぶい黄褐色±  1層 に比べ焼土粒・炭化物粒やや多い。
3.10YR6/6 明 黄 褐 色 土 地山粒・地山ブロック混入。貼 り床。
4.10YR6/6 明 黄 褐 色 土 地山粒・地山ブロック含む。炭化物粒 。焼土粒若干混入。

m

第382号住居跡

a.10YR4/3
b.2.5YR5/6
c.10YR3/2
d.10YR3/2
e。 10YR4/2

カマ ド土層説明

にぶい黄褐色土

明 赤 褐 色 土

黒 褐 色 土

黒 褐 色 土

灰 黄 褐 色 土

地山粒・焼土粒含む。

焼土ブロック・粒主体。

焼土粒・炭化物粒含む。

c層 に近似。しまりややもつ。

地山粒含む。

第382号 住居跡 貯蔵穴土層説明
1.7.5YR4/2灰 褐 色 土
2.7.5YR3/2黒 褐 色 土
3.7.5YR5/8明 褐 色 土
4.7.5YR4/1褐 灰 色 土
5.10YR5/4 にぶい黄褐色土

焼土粒・炭化物粒含む。

焼土粒・炭化物粒均一にやや多く含む。

焼土粒・焼土ブロック主体。

灰・炭化物・炭化物粒主体。

地山粒 。地山土に焼土粒混入。

第382号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/4 暗褐色土 小型未溶化地山ブロックで主構成。充墳土。
2.10YR3/3 暗褐色土 未溶化地山・焼土・炭化物各粒少量含む。柱痕。
3.10YR3/4 暗褐色土 砂質地山ブロック主体。

第75図 第383号住居跡出土遺物
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り抜かれたようである。

貯蔵穴は西隅部に穿たれる。上面は径約60cm×∞釧

の楕円形で、深さは22cmを測る。

10 12

m

遺物は覆土中より上師器の杯・高外、須恵器の長頸、

瓶や蓋のほか、手捏ね (第426図 14)などが出土してい

る。
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第76図 第383号住居跡

SDl10

SDl10

土層説明

黒褐色土 未溶化地山粒・焼土粒・炭化物粒少量含む。
黒褐色±  1層 基本。焼土粒・ブロック多 く含む。
暗褐色土 溶化進行した地山ブロックに 4層 が入る。
黒褐色± 1層基本。溶化進行地山粒 。ブロック・焼土粒含む。
黒褐色土 ほとんど 1層 と同。粘性増。
黒褐色± 4層土に極似、地山は細粒化。
褐 色 土 ほとんど溶化、均一化した地山。底の溶軟化土。
褐 色 土 未溶化地山ブロック主体。貼 り床。

SE154

SJ382

? re.ooo-

I 
-re.ooo-

? _re.ooo-

SB104

第383号住居跡

1.10YR2/3
2.10YR2/3
3.10YR3/4
4.10YR2/3
5.10YR2/3
6.10YR2/3
7.10YR5/4
8.10YR6/6

SB104

第383号住居跡

a。 10YR4/3

b.10YR5/6
c.10YR3/2
d.10YR3/2
e.10YR4/2
f。 10YR3/2

第383号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/4 暗 褐 色 土 地山粒・炭化物粒・焼土粒含む。
2.10YR5/4 にぶい黄褐色土 地山粒多 く含む。
3.10YR5/6 黄 褐 色 土 地山粒・ブロック含む。

一一∩
―ヽ＼

SB104
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SJ386

SJ385

E_t6.ooom

SJ386

f 
-te.ooo-

カマ ド土層説明

暗褐色土 地山粒 。ブロック・焼土粒含む。天丼構築土。
褐 色 土 粘質地山ブロック。天丼構築土。
暗褐色土 b層 の地山粒・焼土粒、 d層の灰含む。
黒褐色土 焼土ブロック若干含む。灰層。
暗褐色土 褐色粘質土ブロック。支脚の根固め補強。
暗褐色土 底・壁の溶軟化土。
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第383号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR4/4 褐  色  土
2.10YR4/3 にぶい黄褐色土
3.10YR5/4 にぶい黄褐色土
4.10YR5/6黄 褐 色 土

地山粒含む。

炭化物粒やや多 く含む。

地山粒 。ブロック含む。

地山粒 。ブロックやや多 く含む。
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器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

l

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

不

不

不

不

不

不

椀

須 恵 器 不

須 恵 器 蓋

須 恵 器 蓋

須 恵 器 壺

須 恵 器 魅

13.0

(13.2)

(14.8)

(15.3)

(16.0)

(14.2)

(12.4)

(15.4)

(3.4)

(3.4)

(4.2)

(3.9)

(3.8)

(4.7)

(3.8)

(2.5)

(1.7)

(1■ )

(13.3)

(1.7)

(6.8)

(19.0)

(9.4)

(15.0)

粗 (W,B)
細 (W,B)
粗 (W,B,R)
粗 (W,C)
細 (W,B,F)
細 (W,B)
粗 (W,片 )
粗 (針 )

粗

粗

粗

粗

良
」ビ2

良

良

良

良

良

良

橙

に ぶ い 橙

浅 黄 橙
橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

灰

灰

灰

黄   灰
灰

95

50

25

60

破片

20

破片

30

破片

破片

月同部 90

破片

赤彩

南比企

秋間

末野

南比企

不明

第 29表 第 383号住居跡出土遺物観察表

第384号住居跡 欠番

第385号住居跡 (第 9・ 77図 )

AH-20グ リッドを中心に位置する。南西壁で第

388号住居跡と第430号土娠を切 り、北部を第386号住

居跡、南隅部を第387号住居跡、東隅部を第471号土羨

にそれぞれ切られる。さらに、北半部には地震の亀裂

が多く走 り、壁や床を破壊している。第107・ 108・

109号掘立柱建物跡との重複関係は確認できなかった。

平面は軸長6.40m× 6。 37mの方形で、面積は約40.7ピ

を測る。長軸方向はおよそN-49° 一Eを指す。

床までの深さは30～40cm程で、覆土は壁際に自然堆

積が認められるものの、大半は人為的埋め戻しであ

る。壁の立ち上がりは概ね垂直ながら、北東壁は地震

のため崩落している。壁溝は幅10～ 25釧、深さ8～ 18

釧で、やはり北東辺は亀裂のため破壊されている。北

第30表 第 385号住居跡出土遺物観察表

西壁には 1条、間仕切り状の溝が派生する。床は黄褐

色の地山土で貼り床が施されるが、これも地震の影響

で凹凸を生じている。

柱穴は 4本の主柱穴が検出された。径63～7%m、 深

さ40～60mを測る。柱痕はいずれも観察されず、一部

には第386号住居跡の貼 り床が見られた。このことか

ら、柱は抜き取られた可能性が高い。

カマド●貯蔵穴は検出されなかった。地震による破

壊や遺存する壁溝の状態から推せば、カマドは北東壁

に付設されていたと思われる。

遺物は床面上およびPl中 より土師器の杯・椀・

壷・甕・手捏ね (第426図 6)、 日玉 (第424図 8)、 鎌

(第427図 4)な どが出土している。また、剣形模造品

(第425図 1・ 2)を図示したが、その帰属は本跡なの

か、第387号住居跡なのか明らかにできなかった。

器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

‐１

‐２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

不

杯

不

不

不

不

杯

不

椀

椀

鉢

[II

霊I

甕

甕

甕

甕

甕

甕

(12.9)

(12.6)

(12■ )

(13.0)

15。4

(15。2)

(15.0)

(12.3)

(10.0)

(12.4)

(23.4)

(21.4)

(16.8)

(18.6)

19.4

(19。8)

(18.2)

(5。 2)

(4.3)

(4.7)

(4.6)

4.8

(3.5)

(5。 8)

(5.0)

(4.5)

(6.9)

(11.5)

(7.9)

(4。 0)

(17■ )

(13.0)

(8.8)

(9。 0)

(9.6)

(4.0)

10。0

(8.4)

細 (W,

細 (W,

粗 (W,

細 (W,

粗 (F)

粗 (W,

粗 (W,

微 (W)

微 (W,

礫 (W,

粗 (W,

礫 (W,

礫 (W,

微 (W,

粗 (W,

礫 (W,

粗 (W,

粗 (W,

礫 (W,

B,R)

B)

B,R)

B,R)

B,R)

B,R)

B)

C,片 )

R,F)

R,片 )

R,片 )

B,片 )

R)

C,片 )

B,R,F)

B)

R,片 )

良

良

良

良

良

良

良

浅 黄 橙
橙

橙

橙

橙

灰   褐
橙

橙

浅 黄 橙
にぶい黄橙

灰   白
橙

にぶい黄橙

に ぶ い 橙

橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

橙

55

70

50

30

95

破片

50

40

破片

40

70

破片

破片

30

30

破片

破片

破片

破片

赤彩

赤彩

13と 同一個体

12と 同一個体

-83-



第77図 第3850387号住居跡 0カ マ ド
｀ここ〕郵ノ I     SK471

SJ303

SJ388

B _ t6.ooom

c _ to.ooo''.

SJ388

第385号 住居跡 土層説明
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土
2.10YR4/2灰 黄 褐 色 土
3.10YR3/4暗 褐 色 土

SJ386

sB108・ :09

SJ389

SJ386

地山粒 。白色土粒含む。

焼土粒・炭化物粒含む。

地山粒多く、焼土粒 。炭化物粒含む。

人為的埋め戻し。

焼土粒・炭化物粒多く含む。

地山粒多 く含む。

3層 に比べ暗い。地山粒・焼土粒含む。

地山ブロック含む。やや暗い。

地山粒・地山ブロック、若干の焼土粒含む。貝占り床。

地山土主体。

地山粒含む。壁の土止め痕か。

Q≧b

SJ385

4.10YR4/4
5.10YR4/4
6.10YR5/4
7.10YR4/4
8.10YR5/6
9。 10YR5/6
10.10YR3/3

褐  色  土
褐  色  土
にぶい黄褐色土

褐  色  土
黄 褐 色 土

黄 褐 色 土

暗 褐 色 土

〆

＼

-84-

”
卜
で
Ｙ
∽

一
一
０
「
∽

SB107

m

第385号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR5/4 にぶい黄褐色土 地山粒 。ブロックやや多 く含む。SJ386貼 り床

一音5か。

2.10YR4/3 にぶい黄褐色土 焼土ブロック・焼土粒・炭化物粒含む。
3.10YR5/6 黄 褐 色 土 地山土多 く含む。
4.10YR5/6 黄 褐 色 土 地山土多く含む。

第387号住居跡 土層説明
1.10YR4/4 褐 色 土 焼土粒 。炭化物粒含む。
2.10YR5/6 黄褐色土 地山土主体。貼 り床。
3.10YR3/3 暗褐色±  1層に近似。地山粒溶混進行し、焼土粒 。炭化物含む。
4.10YR4/6 褐 色 土 ほとんど地山。壁の溶軟化土層。

第387号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/4 暗 褐 色 土 溶化進行した地山粒・焼土・炭化物粒含む。
2.10YR4/3 にぶい黄褐色土 全体に地山溶混。
3.10YR4/6 褐  色  土 ほとんど地山。壁の溶軟化土層。
4.10YR3/3 暗 褐 色 ±  1層に近似。地山粒溶混進行。焼土・炭化物含む。

Ｅ
９
‘

０
一
　

く

F 160∞ m

Ｋ
慢
上



襲

第386号住居跡 (第 9・ 80図 )

AH-20グ リッドを中心に位置する。南隅部で第

385号住居跡を切 り、北西部を第382・ 383号住居跡、

第104号掘立柱建物跡に切られる。東隅部に重複する

第108・ 109号掘立柱建物跡との新旧関係は確認できな

かった。平面は軸長8。 00m× 8.00mの方形で、面積は

約64。 00どを測る。主軸方向はおよそN-50° 一Eを指

す。

中央付近を地震の亀裂が幾筋も横切り、これを境に

床は段差を生じている。このため、床までの深さは15

～45cmと一定しない。覆土は地山の黄褐色土を主体と

するが、埋め戻された様子は特に窺えなかった。壁は

ほぼ垂直に立ち上がり、壁溝は検出範囲で全周し、幅

15～30m、 深さ8～10mを測る。床面は概ね平坦で

あったようだが、上述のように、地震により東から西

m

第387号住居跡 カマ ド土層説明
a.5YR4/6 赤 褐 色 土 焼土粒・焼土ブロック多く含む。
b.5YR4/4 にぶい赤褐色土 焼土プロック若干含む。灰混在する。
c.5YR4/3 にぶい赤褐色土 b層 よりやや暗い。焼土粒 。ブロック含む。
d.10YR3/4 暗 褐 色 土 地山粒含む。

B 

-t 
s.8oo-

m

へ徐々に下がっている。

カマドは北東壁の中央部、わずかに東寄りに設けら

れる。燃焼部は84釧×4■mの楕円形で、奥部は一段高

い煙道が取り付く。

柱穴は 4本の主柱穴が検出された。径35～55cm、 深

さ24～71mである。

貯蔵穴は北西の壁際、カマドを挟んで対象位置に 2

基備わっている。南の貯蔵穴Aはカマドと:剌隅部の中

間に位置し、径82cm× 100cm、 深さ58mを測る。貯蔵

穴Bはカマドと北隅部の中間に位置し、径84釧×120

m、 深さmcmを測る。

遺物は北隅部に不、 2点の甑が集中して見出された

ほか、覆土より、外・高杯・壷・甑・甕、土製丸玉

(第423図 1)な どが出土している。

D_t6.ooom

E t6.ooom

④

-85-
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第79図 第386号住居跡出土遺物
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第80図  第386号住居跡・貯蔵穴 B

S1302

SJ385
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ｍ
Ｋ
摂
畿

８

Ｔ
８

〓

∽

第386号住居跡
1。 10YR3/4

10YR3/4
10YR4/3
10YR5/6
10YR3/4

土層説明

暗 褐 色 土

暗 褐 色 土

にぶい黄褐色土

黄 褐 色 土
暗 褐 色 土

第386号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土
2.10YR4/4 褐  色  土
3.10YR5/4 にぶい黄褐色土
4.10YR5/6黄 褐 色 土
5.10YR3/3暗 褐 色 土

6.10YR3/3暗 褐 色 土

溶化進行した、地山粒 。小型ブロック・焼土

粒若干含む。

1層基本。地山粒・焼土粒かなり多い。

地山粒・ブロック主体。焼土粒微量。

砂質未溶化地山ブロック主体。貼 り床。

地山粒・ブロック主体。焼土粒微量。

焼土粒 。炭化物粒若干・地山粒含む。

1層 に比べ地山粒 。ブロック多く含む。

地山粒 。ブロック均一に含む。充墳土。

地山土多 く含む。充墳土。

溶化進行粘質地山ブロック多 く含む。

充墳土。

5層 に準ずるがより大型のブロック。

充墳土。

溶化地山ブロック主体。充墳土。

地山粒・焼土粒微量含む。柱痕。

7.10YR3/4 暗
8.10YR2/3 黒

色

色

褐

褐

土

土

一
∞
０
■
∽

ど

第386号住居跡 貯蔵穴B 土層説明
10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山粒・焼土粒若干含む。
10YR4/2 灰 黄 褐 色 土 腐葉土粒・炭化物粒多 く含む。

第386号住居跡 貯蔵穴A土層説明
1.10YR4/4 褐  色  土 焼土粒 。地山粒含む。
2.10YR5/4 にぶい黄褐色土 焼土粒・地山ブロック多 く含む。
3.10YR4/4 褐  色  土 地山ブロック多 く含む。
4.10YR4/3 にぶい黄褐色土 褐色土に地山ブロック混在。

第386号住居跡 カマ ド土層説明
a。 10YR4/4 褐  色  土 粘質地山ブロック。天丼崩落土。
b.10YR3/3 暗 褐 色 土 a層 +焼土ブロック。天丼崩落土。
c.10YR3/2 黒 褐 色 土 焼土ブロックに炭化物少量。灰層。
d.10YR3/4 暗 褐 色 土 溶化進行地山粒・小型ブロック・

焼土粒若干含む。

e.10YR4/3 にぶい黄褐色土 架没されていた甕内の堆積土。
灰黄色単質粘土。

f.10YR3/4 暗 褐 色 土 溶化進行地山粒・小型ブロック・
焼土粒若干含む。

g。 10YR4/6 褐  色  土 h層の支脚が焼土化 し崩れた物。
h.10YR5/2 灰 黄 褐 色 土 灰色粘土。周囲は焼土化。

造 りつけの支脚。

0  10000m

A  10000m

Ｅ
２
３
．一
Ｆ　

　

０

10YR5/2 灰 黄
10YR6/6 明 黄
10YR6/6 明 黄

焼土粒・炭化物混入。灰主体。

地山粒 。ブロック含む。

砂質地山土主体。

土

土

土

色

色

色

褐

褐

褐

-89-
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第 31表 第 386号住居跡出土遺物観察表

第387号住居跡 (第 9・ 77図 )

AI-20グ リッドを中心に位置する。ほとんどが第

385号住居跡の覆土を切り込んで構築されていたため、

床面の大半は、これを調査時に掘り抜いてしまった。

また、西隅部は第388号住居跡を、南隅部は第107号掘

立柱建物跡と第430号土羨を、それぞれ切る。土層断

面の観察知見を援用すれば、全体は軸長3.57m× 3。 50

mの方形で、面積は約12.50ピ となる。主軸方向はお

よそN-50° ―Eを指す。

床までの深さは20m前後、覆土は故意の埋め戻しの

ようである。壁は垂直に立ち上がり、壁溝が部分的に

巡る。床面はほぼ平坦で、地山黄褐色土を用いた貼り

第 32表 第 387号住居跡出土遺物観察表

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

杯

不

不

不

不

杯

不

局

局

局

局

不

不

不

不

甕

=Ⅱ

l

甑

甑

甑

(15.8)

(15.0)

(15。2)

(16.4)

(16.2)

(16.9)

(16.5)

(18.8)

(16.5)

(20.2)

(24.9)

(23.7)

(5.4)

(5。 4)

(5.3)

(6.0)

(5■ )

(5。 7)

(3.3)

(9■ )

(4.7)

(12■ )

(11.1)

(6.6)

(11.8)

(19.0)

(25.6)

(29。5)

(1■0)

7,7

7。2

5。2

(9。 5)

(9■ )

粗 (W,C,R)

粗 (W,R)

粗 (W,B,C,R)

粗 (W,B,C)

粗 (W,R)

粗 (W,B,C,R)

粗 (W,B,C,R)

細 (W,B)

礫 (W,B,C,R)

微 (W,B)

粗 (W,C,R)

粗 (W,B,R,F)

礫 (W,B,C,R)

粗 (W,C)

粗 (W,B,R,F)

粗 (W,B,R)

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

橙

橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

橙

橙

橙

橙

橙

に ぶ い 橙

橙

に ぶ い 橙

橙

に ぶ い 橙

橙

に ぶ い 橙

65

35

50

95

20

50

40

80

不部 75

65

40

破片

破片

90

30

25

赤彩

赤彩

赤彩

赤彩

赤彩

赤彩

赤彩

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備 考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ю

Ｈ

ｌ２

１３

１４

１５

１６

１７

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

須 恵 器 不

鉢

須 恵 器 遼

高    不
甕

甕

甑

(12.0)

11.6

12.3

11.5

(11.6)

(12.5)

(11.5)

(11。0)

12.6

(11.5)

(14。3)

19.6

15。2

19。6

(4.5)

3.7

3.8

4.1

4.1

(3.8)

4.0

(4.2)

5.0

(4.3)

(3.5)

7.5

(7.9)

(14.4)

20。8

37.7

(20.0)

(8.9)

8。9

(13.9)

8。9

5.0

10。3

粗 (W,B,C)

礫 (W,B,C)

細 (W,B,R)

粗 (W,C)

粗 (W,C,F)

礫 (W,C)

粗 (W,B,C)

粗 (R)

微 (W,B)

粗 (W,B,F)

粗

微 (W,B)

微 (W)

粗 (W,B,C,F)

粗 (W,B,R)

粗 (W,C)

粗 (W,C,R)

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

に ぶ い 橙

橙

にぶい黄橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

にぶい黄橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

にぶい黄橙

赤   橙
灰

灰

橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

浅 黄 橙

50

100

100

95

75

30

40

45

95

55

30

100

35

脚部

90

85

45

95

赤彩

赤彩

赤彩

赤彩

赤彩

赤彩

赤彩

末野

群馬 ?
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床が施される。

カマドは北東壁中央よりやや東寄りに位置する。短

く造り付けられた袖は「ハ」字状に開き、両端部には甕

が逆位に据えられる。燃焼部は42釧×41cmの楕円状

で、火床面は床面とほぼ同一高である。奥寄りには高

杯の脚部を転用した支脚が置かれていた。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径48cm× 60cmの不

整円形を呈し、深さは85cmを測る。

柱穴は検出されなかった。

遺物はカマド中から土師器の不や甕、その周囲の床

から杯・鉢・甕・甑などが出上している。また、ゴ躙呂

部の覆土中からは、不や石製紡錘車(第421図 1～ 3)、



第81図 第387号住居跡出土遺物

13

14

日玉(第424図 9～ 11)な どがまとまって検出された。

なお、砥石を 1点図示した(第420図 2)が、第388号住

居跡と一括で取り上げたため、その帰属は明らかでな

い。

第388号住居跡 (第 9・ 82図 )

AI-20グ リッドを中心に位置する。第389号住居

跡を人為的に埋め戻し、ほぼ同一方向に完全に覆って

構築される。第389号住居跡の覆土が単一で、主柱穴

に柱痕の観察されなかったことを勘案すれば、拡張の

行なわれた結果と見て大過ないと思われる。東隅部は

第387号住居跡に、北西壁は第110号溝跡に切られる。

第427号土羨との重複関係は明らかとし得なかった。

平面は軸長7。 55m× 7。 40mの方形で、面積は約55.87ピ

を測る。床までの深さは10mEU後で、主軸方向はおよ

そN-49° ―Eを指す。

床までの深さは10cm前後で、覆土は自然堆積を示

す。壁溝は検出範囲では南隅部以外で見られ、幅12～

2■m、 深さ約 7 cmを測る。床は砂質の地山ブロックを

10

11

16

12

15
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第82図 第 388・ 389号住居跡
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第388号 住居跡 土層説明
1.10YR3/4 暗褐色土 砂質地山粒・焼土粒多く含む。
2.10YR3/3 暗褐色±  1層 に準ずるが色調暗く、混有物は微細で極少。
3.10YR4/4 褐 色 土 砂質地山の小型ブロック主体。貝占り床。
4.10YR4/6 褐 色 土 ほとんど地山。壁・床の溶軟化土。

第388号 住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR3/4 暗褐色土 被加熱地山粒・焼土粒多く含む (下層の影響 )。
b.10YR3/4 暗褐色土 焼土粒・焼土ブロック多く含む。天丼崩落土。
c.10YR3/3 暗褐色土 焼土粒・炭化物微量含む。灰層。

第388号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR4/1 褐灰色土 灰・砂質地山ブロック含む。焼土粒 。地山粒若干混入。
2.10YR3/2 黒褐色土 焼土塊・炭化物粒 。灰 。地山粒含む。
3.10YR5/6 黄褐色土 地山土多く混入。

第389号住居跡 土層説明
1.10YR3/4 暗褐色土 砂質地山粒 。ブロック多く、焼土・炭化物粒微量含む。

SJ386構築時の埋め戻し。

2.10YR4/6 褐 色 土 ほとんど地山。床の溶軟化土。

第389号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山粒・ブロック、焼土粒含む。
2.10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山粒・ブロック含む。 1層 に近似。
3.10YR5/4 にぶい黄褐色土 地山砂質地山ブロック多く含む。

第389号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 粘質地山粒 。ブロック含む。
2.10YR4/4 褐 色 ±  1層 に比べやや明るい。

第389号住居跡 カマ ド土層説明
a.5YR4/2 灰褐色土 焼土粒 。炭含む。
b.5YR4/6 赤褐色土 焼土ブロック主体。
c.5YR3/1 黒褐色土 灰主体。

第388号 住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土
2.10YR4/4 褐  色  土
3.10YR5/4 にぶい黄褐色土
4.10YR6/6明 黄 褐 色 土
5.10YR6/6明 黄 褐 色 土
6.10YR4/4 褐  色  土
7.10YR5/4 にぶい黄褐色土
8.10YR4/4 褐  色  土
9。 10YR5/4 にぶい黄褐色土

地山粒やや多く、焼土粒微量含む。

地山粒・ブロック 1層 より多く含む。

粘質土多く含む。

地山土に地山粒混入。

地山粒 。焼土粒混入。

地山粒混入。焼土粒若干含む。

地山土多く含む。

水性の粘土混入。

7層 に比べ地山ブロック大きい。

主体とする貼り床で、西から東へわずかに傾斜する。

カマドは北東壁のほぼ中央に設けられる。燃焼部は

187cm× 59cmで、煙道と一体となって立ち上がる。

柱穴は主柱穴 4本が検出された。径39～60m、 深さ

47～55mである。このうち、P2は地震の亀裂で壊さ

れていた。

第33表 第 388号住居跡出土遺物観察表

貯蔵穴は東隅部に穿たれる。やはり地震のために壁

が崩落したようで、極めて不整な形状であった。上面

は径182m× Юcm、 深さ約30～50cmを測る。

遺物は土師器の高不・甕のほか、日玉(第424図 12)、

滑石製の竪櫛形模造品 ?(第425図 9)、 有孔円板 (第

425図 10)などが出土している。

番号 器   種 口 径 器 高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備 考

高    杯
台  付  甕
甕

甕

19。2

(18.8)

20.0

(10.0)

(5.5)

(16.0)

(28.3)

(10。7)

粗 (W,B,C)
粗 (W,C)
礫 (R,片 )

礫 (R,片 )

良 明 赤 褐
赤   橙
にぶい黄橙

橙

75

脚部 75

破片

35

赤彩
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第389号住居跡 (第 9・ 82図 )

AI-20グ リッドを中心に位置する。第388号住居

跡は、本跡を埋め戻しての構築である。カマドの位置

は180°異なっているが、上述のように、本跡を拡張し

たものが第388号住居跡と考えられる。平面は軸長

5。 mm× 5.62mの方形で、面積は30.03どを測る。主軸

方向はおよそS-50° ―Wを指す。

覆土はほとんど人為的な埋め戻しで、第388号住居

跡の床が乗っている。幅10～20m、 深さ約 5 cmで巡る

壁溝は、部分的に途切れる。床面は西から東へわずか

に傾斜する。

カマドは不明確ながら、南西壁の中央に、焼土を多

く含む掘り込みを検出した。袖は遺存しなかったが、

燃焼部と考えられる。全体は134錮×38錮の溝状で、

火床面は凹凸が激しい。

柱穴は 4本の主柱穴が検出された。径33～4■m、 深

第84図  第389号住居跡出土遺物
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第 34表 第 389号住居跡出土遺物観察表

さ17～ 28cmで、柱痕は観察されなかった。おそらく

は、第388号住居跡構築時、抜き取られたものと思わ

れる。

貯蔵穴は北隅部に備わる。上面は径∞cmの円形で、

深さ■cmを測る。

遺物はカマドより上師器の1不、小穴中より増型壷、

主柱穴より甑などを出土している。

第390号住居跡 欠番

第391号住居跡 (第 9・ 85図 )

AG-24グ リッドを中心に位置する。検出したのは

西壁部のみであり、大半は東側の調査区外となる。こ

のため、全体の規模や形状、施設等については明らか

とし得ない。軸長は、南北がおよそ4.50mである。

ほぼ床面での検出であったため、覆土は観察できな

かった。壁溝は幅約20cm、 深さ約10cmを測る。床面は

ほぼ平坦である。

遺物は古墳時代後期の上師器がわずかに出土したに

すぎない。いずれも微細な破片であるため、図示する

には至らなかった。

第392・ 393・ 394号住居跡 (第 9・ 86図 )

AH-23グ リッドを中心に位置する。 3軒は遺存す

る壁溝により、その南側が確認されたのみである。故

に、各々の規模や形状、施設等は明らかでない。ま

た、第396号住居跡、第105号掘立柱建物跡との重複関

係も不明である。西側は大きく撹乱されている。

3軒は同一方向に、しかも入れ籠状となっているこ

とから、拡張乃至、縮小の関係にあるとも考えられ

る。第393・ 394号住居跡間の新旧関係は把握できない

が、第392号住居跡の壁溝は第393・ 394号住居跡の壁

溝、および主柱穴を切っていることが観察された。

軸長はいずれも東西のみが測れるに過ぎず、第392

号住居跡は約4。 78m、 第393号住居跡は約5。 73m、 第

第85図 第391号住居跡

調査区外

○

2m

394号住居跡は約6。 40mである。長軸方向は 3軒とも

におよそN-2プ ーWとなる。

壁溝は検出範囲で全周し、幅は15～25m、 深さは 5

～10cmである。第393号住居跡のそれは、他の 2軒に

比していくぶん幅が広い。

柱穴は 2本検出された。位置的に見て第393・ 394号

住居跡の主柱穴と思われるが、いずれの住居跡に属す

るかは明らかとし得なかった。大きさは径48～54cm、

深さ47～5髄mである。

カマド●貯蔵穴は、 3軒ともに検出されなかった。

遺物はすべて壁溝中からの出土である。図示したも

のの他は、各住居跡とも微細な破片が数点のみであっ

た。

―
筵
巡
恙
恙

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備    考

1

2

3

4

椀

壺  (対 )

甕

甑

(14.0)

9。3

(27.6)

(5.0)

14.5

(8.7)

29.6

6.3

9。0

粗 (W,B,R)

粗 (W)

礫 (W,片 )

礫 (W,R,片 )

良

良

橙

橙

橙

橙

20

100

破片

45

赤彩
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第395号住居跡 (第 9・ 87図 )

AH-24グ リッドを中心に位置する。北辺を第105

号掘立柱建物跡に切られるが、床面での検出であった

ため、北西で重複する第393・ 394号住居跡との関係は

明らかでない。平面は軸長3。 87m× 3.mmの方形で、

面積は14.32イを測る。主軸方向はおよそN-20° 二W

第392号 住居跡 土層説明
1 10YR3/1 黒褐色土 黄色地山粒多。

第393号 住居跡 土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 黄色地山粒多。

第394号 住居跡 土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 黄色地山粒多。

第393・ 394号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 黄色地山粒多。
2.10YR3/3 暗褐色土 黄色地山粒多。
3.10YR3/2 黒褐色土 黄色地山粒含。

m

を指す。

床面はほぼ平坦で、壁溝は幅約1■m、 深さ3～ 5m

である。

カマドは北西壁の中央部、わずかに東寄りに付設さ

れる。燃焼部は83cm× 48cmの楕円形で、深さ約12cmを

測る。袖は検出できなかった。

B ts.8oo'''

c_t5.8oo-
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第87図 第395号住居跡
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貯蔵穴は東隅部に備わる。直径50cm程の円形で、深

さは約12cmである。

柱穴は検出されなかった。

遺物は壁溝中より古墳時代後期の土師器片 3点を出

土したが、細片のため図示できなかった。

第396号住居跡 (第 9・ 86図 )

AH-23グ リッドに位置する。大半を撹乱坑により

破壊されており、検出し得たのは北東・北西隅のごく

一部のみである。このため、方形の住居跡であったこ

とは想定できるものの、全体の規模や施設等について

はまったく不明である。軸長は残存した二つの隅部か

ら、東西およそ3.54mが推測できる。

遺物の出土は認められなかった。

第397・ 398号住居跡 (第 9・ 88図 )

AI-19グ リッドに位置する。 2軒は入れ籠状に重

複する住居跡で、覆土の観察からは、縮小がなされた

ものと判断できる。第581号土疲に切られるが、第427

号土娠との重複関係は確認できなかった。南西部は大

半が調査区外となるため、全体の規模や形状、施設等

については不明である。軸長を測れるのは第397号住

居跡の一方向のみであり、それはおよそ4.65mを測

る。長軸方向はともに、ほぼN-30° ―Wを指す。

床までの深さは10～20cm程である。第398号住居跡

の覆土は構築の際の埋め戻し、第397号住居跡のそれ

第397号住居跡 土層説明
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土

焼土粒・炭化物粒含む。

2.10YR5/4 にぶい黄褐色土
地山粒・ブロック混入。

3.10YR3/2 黒褐色土
地山土微量、焼土粒・

炭化物粒若干含む。

4.10YR6/6 明黄褐色土
地山土主体。

第398号住居跡 土層説明
1.10YR5/4 にぶい黄褐色土

焼土粒 。地山粒含む。

s31o5

D/π｀
・―|(貯蔵穴サ|

ヽノ

SJ395

,rヽ＼    ⌒
V  にノ

第395号 住居跡 土層説明
a.註記欠落
1.10YR3/1 黒褐色土

地山ブロック

多く含む。

m

SK427

SK581SJ397

A l5.8oom

排水側溝
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は自然堆積を示す。

両住居跡ともに、壁溝は部分的に途切れる。第397

号住居跡では幅約15m、 深さ約 3mを測る。第398号

住居跡では幅約20cm、 深さ約 5mを測る。第397号住

居跡の床面ヤよ 地震の影響で段差や凹凸を生じている。

遺物は覆土中からの出土で、土製模造品(臼 ?第426

図 4)、 日玉(第424図 13)な どがある。但し、いずれの

住居跡に伴うものかは明確にし得なかった。

第399号住居跡 (第 9・ 89図 )

AI-23グ リッドを中心に位置する。ほとんど床面

での検出であったため、第393・ 394号住居跡、第432

号土羨、第162号井戸跡との重複関係は確認できな

かった。平面は軸長3.46m× 3.67mの方形で、面積は

12.Юイを測る。主軸方向はおよそS-6ヂーWを指す。

床までの深さは 5 cm程で、わずかに遺存した覆土は

自然堆積を示す。壁溝は検出範囲で全周し、幅約15

cm、 深さ約 5 cmを測る。床面はほぼ平坦で、一部が火

を受け焼土化していた。

カマドは南西壁の中央部、ごくわずか南寄りに設け

られる。燃焼部はη錮×30mの楕円形となり、火床面

はほぼ床面と同一高である。

貯蔵穴は南隅部に備わる。上面は径60m× 50mの円

形で、深さ路cmを測る。

柱穴は検出されなかった。

遺物は、カマド右袖の床より土師器の杯 2点、貯蔵

穴底部より甕をそれぞれ出土している。

第400号住居跡 (第 9・ 91図 )

AI-24グ リッドを中心に位置する。北東隅部を第

419号住居跡、第431号土疲に掘り抜かれる。ほとんど

床面での検出であったため、第414号住居跡、第432号

土羨、第158・ 159・ 160・ 161・ 164号井戸跡との重複関

第 35表 第 3990400号住居跡出土遺物観察表

＼

SJ393

m

第399号住居跡 土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 焼土・炭化物多く含む。

第399号住居跡 貯蔵穴土層説明
1。 10YR3/1 黒褐色土 炭化物少量含む。
2.10YR3/4 暗褐色土 炭化物・黄色地山粒多く含む。

係は確認できなかった。平面は軸長4。 26m× 4.65mの

方形を呈し、面積は19.81イを測る。長軸方向はほぼ

N一 Sを指す。

壁溝は幅約12m、 深さ2～ 3mでほぼ全周する。床

第89図 第399号住居跡

SK432

貯蔵穴

の

SJ399

０
２

SE162 ―
―
―
′
た

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

不

不

甕

不

不

不

(17■ )

13.7

(20。7)

(14.7)

15。2

(13.6)

5。0

4.9

34.6

(4■ )

4.3

4.6

5.5

粗 (W,R)

微 (W,B)

粗 (W,B,R)

微 (W,B)

粗 (W,B)

微 (Wo B)

良

良

良

良

良

にぶい黄橙

褐   灰
にぶい赤褐

明 赤 褐
浅 黄 橙
明 赤 褐

55

100

40

25

75

70
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第90図 第3990400号住居跡出土遺物

SJ399

第91図 第400号住居跡

SJ400

~｀
運ヽ
~

//

|

面は概ね平坦である。

貯蔵穴は北東隅部に備わる。上面は径35cm× 4艶mの

楕円形で、深さ38cmを測る。

SJ419

第400号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/4 暗褐色土
焼土粒 。地山ブロック多く含む。

2.10YR3/1 黒褐色土
地山ブロック含む。

m

カマドと柱穴は検出されなかった。

遺物は貯蔵穴の肩部より、土師器の杯を出土してい

る。

SK432

SK431

ダ
SJ400

sJ414

SE164
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第401号住居跡 (第 9・ 92図 )

AJ-21グ リッドを中心に位置する。東側を第366

号住居跡、南壁を第402号住居跡に大きく切られる。

さらに、中央部には地震による亀裂が走り、床に段差

を生じている。平面は軸長6。 40m× 6.50mの方形を呈

し、面積は41。 60イを測る。長軸方向はおよそN-25°

―Wを指す。

床までの深さは25cm程で、覆土は人為的な埋め戻し

第92図 第401号住居跡

SJ370

である。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は南から北

へわずかに傾斜する。壁溝は検出範囲でほぼ全周し、

幅15～加m、 深さ5～12cmを測る。

検出された 2本の柱穴は、位置的に見て主柱穴と考

えられる。径33～50cm、 深さ35～40cmである。

カマド●貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は少量ながら、床面上より上師器の高杯や鉢な

どを出土している。

SJ366

ピ

SJ434

イー

SJ402

B _t s.9oom

第401号住居跡 土層説明 (柱穴含む)
1.10YR3/1 黒褐色土 地山多 く、焼土少量含む。やや砂質。
2.10YR3/1 黒褐色±  1層 に地山粒多く含む。
3.10YR3/1 黒褐色±  2層 より更に地山多く含む。掘 り方充填土。

10YR3/1 黒褐色±  3層 よりやや地山多く含む。
2.5YR3/2 黒褐色±  1層 より地山多い。
2.5YR3/2 黒褐色±  1層 より更に地山多い。

、 β

ヽ
多
ん
ヽ

,9

◎

SJ401

幅を紹

D
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第93図 第401号住居跡出土遺物

第 36表 第 401号住居跡出土遺物観察表

第402号住居跡 (第 9・ 10・ 95図 )

AK-21グ リッドを中心に位置する。第406号住居

跡埋没後の構築で、北西部でも第401号住居跡を切る。

床や壁の一部は第404・ 405・ 445号土羨に切られるが、

第366・ 418・ 440号住居跡、第484・ 486号土羨、第172

号井戸跡との重複関係は明らかとし得なかった。ま

た、中央部には第111号溝跡が縦断する。重複が激し

く、軸長は一辺で約7.00mが測れるのみである。主軸

方向はおよそS-51° ―Wを指す。

床までの深さは20cm程で、覆土は自然堆積と思われ

る。壁の立ち上がりは急で、床面はほぼ平坦である。

西側に検出された壁溝は、幅約20cm、 深さ約10cmを測

る。

カマドは南西壁の南寄りに設けられる。燃焼部は円

釧×40cmで、火床面は床からわずかに立ち上る。

第 37表 第 402号住居跡出土遺物観察表

第403号住居跡 (第 9・ 96図 )

AI-23グ リッドを中心に位置する。平面は方形を

呈するものと思われるが、南側のみの検出であるた

め、全体の規模や施設等は明らかとし得ない。西側で

重複する第404号住居跡との関係も、これを確認する

ことはできなかった。軸長は東西が約3。 10mで、深さ

は 2～ 10m程である。軸方向はおよそN-30° 一Wを

指す。

ノ
、ヽ、_」

0

第94図 第402号住居跡出土遺物

柱穴と貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は覆土中より、土師器の外のほか、鉄製の不明

製品(第428図m)などが出土している。

覆土は自然堆積を示し、壁溝は見られない。床面は

北へ向かって浅くなり、途中で確認面となってしまう。

カマド●柱穴・貯蔵穴、および遺物は検出されな

かっまこ。

第404号住居跡 (第 9・ 98図 )

AH-22グ リッドを中心に位置する。第403・ 405・

420号住居跡と重複するものの、それぞれの新旧関係

は確認できなかった。全体は軸長3.18m× 3.80mの隅

器   種 口 径 器  高 底 径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備 考

局

甑

不

鉢
? (25.0)

(5■ )

(8.1)

(4.9)

粗 (W,C,片 )
粗 (W,B,R)
粗 (W,R)

良

良

橙

橙

橙

破片

30

破片

赤彩

‐
■/年
~~

=一 r■
=■

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

不

不

(18,0)

(14.0)

(4.5)

5。7

微 (W,B)
微 (W,B) 良

白

褐赤

灰

明

２５

∞

小針型
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SK404 k

SE172

SJ402

第95図 第4020406号住居跡

SJ440

SJ446

SDlll

SJ401

SJ401

SJ418

SJ366

”
一
一
●
∽

SJ417 SJ416

B ts.goom

SDlll__ SJ401

″顆蒻颯靱
笏鶉錮晰晰錮魏晰錮錮笏
1箋聰鍮茫なり,多

第402号住居跡 土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山・焼土・炭化物少量含む。
2.10YR3/1 黒褐色土 地山・焼土・炭化物やや多く含む。
3.10YR3/1 黒褐色±  1層 より地山粒未風化。

第402号 住居跡 カマ ド土層説明
a。 10YR3/1 黒褐色土 地山少量 。焼土多 く含む。カマ ド内法入土。
b.10YR3/1 黒褐色土 地山多く、焼土少量含む。カマ ド煙道、周辺の法入土。
c.10YR3/1 黒褐色土 地山 。焼土少量含む。

第406号住居跡 土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山多く含む。
2.10YR3/1 黒褐色±  1層 に炭化物多く含む層。

m

丸長方形を呈し、面積は約12.08どを測る。主軸方向

はおよそN-21° ―Wである。

床までの深さは 5 cm程で、覆土は自然堆積を示す。

壁はやや緩やかに立ち上がり、壁溝は見られない。床

面は南西から北東へわずかに傾斜する。

カマドは北西壁の中央に備わる。燃焼部は68cm× 53

cmの円形で、火床面はほぼ平坦である。

柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

遺物はカマドとその周辺より、土師器の不や甕片が

出土している。図示したもの以外は、いずれも細片で

あった。
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第96図 第403号住居跡

SJ403

? 
-rs.goo-

第403号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山ブロック少量含む。
2.10YR4/4 褐 色 土 地山ブロック多く含む。

第 38表 第 404号住居跡出土遺物観察表

第98図 第404号住居跡

SJ405
SJ420

第97図  第404号住居跡出土遺物

]ヨ

＼
　
ヽ

Ｅ
８
６
６
”
　

く

_ヽ」_
/ 、ヽJ＼

第405号住居跡 (第 9・ 99図 )

AH-22グ リッドを中心に位置する。部分的な壁溝

の検出であり、第404・ 420号住居跡との重複関係は明

らかでない。全体は方形を呈すものと思われ、東西の

軸長は約4。 05m、 軸方向はおよそN-25° ―Wを測る。

3

10cm

c _ts.9oo-

第404号 住居跡 土層説明
1.10YR5/4 にぶい黄褐色土 地山粒・焼土粒 。

炭化物粒含。

2.10YR4/2 灰 黄 褐 色 ±  1層 と比べ地山ブ
ロック・粒少量。

3.10YR5/4 にぶい黄褐色土 地山粒やや多。

第404号 住居跡 カマ ド土層説明
a.註記欠落
b.註記欠落
c.註記欠落
d.10YR3/3 暗褐色土 地山ブロック多い。

m

検出範囲で全周する壁溝は、幅20～30m、 深さ約 4

cmである。

カマド●柱穴・貯蔵穴、および遺物は検出されな

かった。

m

SJ403

器   種 口 径 器 高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

1

2

3

甕

甕

甕

(12.9)

(18.0)

(22.0)

(7.8)

(3.2)

(6■ )

細 (W,B)

細 (W,B)

粗 (W,B,R,F)

良 明 赤 褐
橙

橙

破片

破片

破片
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第99図 第405号住居跡

SJ404

ハ  15000rn

B _ts.goom

第405号住居跡 土層説明
1.10YR5/4 にぶい黄褐色土 地山粒やや多く含む。

第406号住居跡 (第 9・ 10・ 95図 )

AK-21グ リッドに位置する。第402号住居跡、第

445号土羨に切られ、中央部を第111号溝跡が切断す

る。また、地震の影響からか、亀裂の東側は壁の検出

が叶わなかった。このように、遺存状態は極めて悪

く、全体の規模や形状は明らかとし得なかった。但

し、平面は方形を呈すものと思われ、深さは20cm程で

ある。軸方向はおよそN―∞
°
―Eが測れる。

床までの深さは最大20cm程で、覆土は自然堆積を示

す。壁溝は見られず、床面はほぼ平坦である。

カマド●柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は土師器の小片を数点出土したのみで、図示す

るには至らなかった。

第 39表 第 408号住居跡出土遺物観察表

第407・ 408号住居跡 (第 9・ 101図 )

AI-24グ リッドを中心に位置する。東側は半分ほ

どが調査区外となり、検出部には第112号掘立柱建物

跡が大きく切 りこんでいる。 2軒は入れ籠状に重複

し、南東壁は共有する。このことから推して、第408

号住居跡は、第407号住居跡を拡張したものと考える

ことができる。南東壁をそのまま利用し、壁溝の深さ

も変わりがないことからすれば、床もそのまま利用さ

れたようである。故に、第407号住居跡は壁溝のみの

検出となった。

南北方向の軸長は第407号住居跡が約5。 10m、 第408

号住居跡が約5。 90mである。平面はいずれも方形を呈

するようで、長軸方向はおよそN-30° ―Wを指す。

第408号住居跡は、床までの深さが 8錮前後で、覆

土は自然堆積と思われる。壁溝は第408号住居跡の北

西壁を除いて見られ、幅約18cm、 深さ約 5mを測る。

床面はほぼ平坦である。

柱穴は共に 2本が検出された。第407号住居跡では

径約42m、 深さ28～ 53cm、 第408号住居跡では径約45

m、 深さ約20cmである。

カマドヤ測ヒ西壁で、袖の一部を検出したにとどまる。

貯蔵穴はいずれの住居跡からも検出されなかった。

遺物は第408号住居跡覆土中より、土師器の外破片

が 5点出土したのみである。いずれも細片のため図示

し得たのは 1点にすぎない。

第100図 第408号住居跡出土遺物

m

SJ405

「

ヽVO

番 号 器   種 口  径 器  高 底径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

不 (16.0) (4。 1) 粗 (W,C,R) 橙 破 片
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第101図 第4070408号住居跡

調査区外

SJ“フP,

SJ419

第409号住居跡 (第 9・ 102図 )

AH-22グ リッドを中心に位置する。西側で第415

号住居跡を広範に掘り抜き、南西部を第410号住居跡、

中央部を106号溝跡に大きく切断される。軸長を測れ

るのは一方向のみで、それはおよそ5.23mを測る。平

面は(長)方形を呈すものと思われ、主軸方向はおよそ

N-65° ―Eを指す。

床までの深さは15～ 20cm程で、覆土は自然堆積を示

す。壁はやや緩やかに立ち上がり、床面はほぼ平坦で

ある。部分的に確認された壁溝は、幅約20cm、 深さ約

4 cmである。

カマドは北東壁(中央 ?)に設けられる。燃焼部はZ

m× 4艶mの長方形で、火床面は床面とほぼ同一高であ

る。

柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

第407号住居跡 土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山ブロック多く含む。

第407号住居跡 柱穴土層説明
B'1.10YR3/1 黒褐色土 粘性、しまりあり。
2.10YR3/1 黒褐色土 地山ブロック・粒多く含む。
3。 10YR3/4 暗褐色土 地山ブロック・粒含む。

第408号住居跡 土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 焼土粒・地山粒含む。
2.10YR3/3 暗褐色土 地山粒多く含む。

第408号住居跡 柱穴土層説明
^′
1.10YR3/1 黒褐色土 粘性、しまりあり。

一 T 2.10YR3/3 暗褐色土 地山ブロック多く含む。
3。 10YR3/4 褐 色 土 地山ブロック多く含む。

m

遺物はカマド、および覆土中より少量が出上してい

るが、いずれも小片であり、図示するには至らなかっ

た。土師器と須恵器の不や甕が見られる。

第410号住居跡 (第 9・ 104図 )

AH-22グ リッドを中心に位置する。北西辺で第

409・ 415号住居跡、南東辺で第411号住居跡を切 り、

北隅部を第106号溝跡、南隅部を第433号土羨に切られ

る。平面は軸長5。 22m× 6。 17mの長方形で、面積は

32。 21ピを測る。主軸方向はおよそN-25° ―Wを指す。

床までの深さは約25cm、 覆土は自然堆積を示す。壁

の立ち上がりはほぼ垂直である。床は 2枚検出され

た。住居自体の拡張や縮小は認められず、床のみが嵩

上げされている。壁溝は検出範囲で全周し、幅約16

cm、 深さ10～ 12cmを測る。

カマドは北西壁の中央、やや西寄りに設けられる。

SJ40フ P:

SJ408
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第102図 第4090415号住居跡
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第415号住居跡 土層説明
1.10YR4/4 褐色土 地山粒 。ブロック多 c

SJ410

第409号住居跡 土層説明
1 10YR4/4 褐色土 地山粒
2.10YR5/4 にぶい黄褐色土
3.10YR5/3 にぶい黄褐色土
4.10YR5/4 にぶい黄褐色土
5.註記欠落

ブロック多く含む。

地山粒 。ブロック・地山土多く含む^_

地山プロック含む。

きめ細かく、地山粒・地山粒含む。

第409号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR2/3 黒褐色土 被加熱地山粒・焼土粒よく含む。
b.10YR3/4 暗褐色土 砂質被加熱地山ブロック主体。天丼崩落土 [
c.10YR3/4 暗褐色土 焼土ブロック・灰層よりなる。

m

第103図 第410号住居跡出土遺物

2
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第 40表 第 410号住居跡出土遺物観察表

SJ“ 9

′́ヽ バヽ ｀

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

1

2

3

4

5

6

不

杯

不

須 恵 器 不

須 恵 器 蓋

須 恵 器 蓋

(13.8)

(14。0)

(13.8)

(3.5)

(2.9)

(3.4)

(2.6)

(3■ )

(1.3)

(11.8)

(15。2)

(19。4)

微

粗

粗

粗

粗

粗

(W,

(W,

(W,

(W)

(F)

(F)

B)

B,F)
B,C) 良

良

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

明 赤 褐
灰

灰

灰

破片

破片

破片

破片

40

破片

赤彩

末野

湖西

末野
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第104図 第410号住居跡

SJ415

SK433

B t6.ooom

c 
_to.ooom

第410号 住居跡 土層説明
1。 10YR3/4 暗褐色土
2.10YR3/4 暗褐色土

SJ409 SD106

SJ41:

溶化進行した地山粒少量・焼土粒微含む。

未溶化小型地山ブロック多 く。焼土粒少量含む。

故意の埋め戻し、ないしは他遺構掘削時の俳土だろう。

溶化進行地山粒・小型少量含む。

地山ブロック主体。 2次住居床。

暗褐色土単一。 2次住居床。
カマ ド灰かき出し後充墳。 5層土に溶化進行地山ブロック含む。

カマ ド灰かき出し後充墳。 5層基本。粘質地山ブロック含む。

D r6.ooom

SD106

m

8.10YR3/4 暗褐色土 カマ ド灰かき出し後充墳。 6層基本。
褐色土ブロックよりなる。

9.10YR3/4 暗褐色土 溶化進行地山粒含む。 2次住覆土。
10.10YR4/6 褐 色 土 ほとんど地山。壁の溶軟化。 2次住覆土。

第410号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR3/3 暗褐色土 加熱地山ブロック・焼土ブロック含む。天丼崩落土。
b.10YR3/1 黒褐色土 純灰層。焼土少量・炭化物含む。
c.2.5YR4/8 赤褐色土 焼土粒・焼土ブロックからなる。天丼・壁の崩落塊。

魏明
ク多%多多η%%%%

10YR2/3

10YR4/4
10YR2/3

10YR2/3

10YR3/3

黒褐色土

褐 色 土

黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土
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当初の燃焼部には床と同様、黄褐色土を貼って嵩上げ

している。後次の燃焼部と煙道は明確な区別がなく、

163cm× 57cmの溝状となる。火床面は床面より5mほ

ど窪み、緩やかに立ち上がっていく。袖は両側ともに

短い。

柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

遺物はいずれも破片で、土師器の外、須恵器の不や

蓋が少量出土している。

第411号住居跡 (第 9・ 105図 )

AI-22グ リッドを中心に位置する。北西辺を第

410号住居跡、南部を第114号掘立柱建物跡に切られ

る。第434号土羨との重複関係は不明である。軸長を

測れるのは一方向のみであるが、もう一方を柱穴の位

置から想定すれば、それは約4。
"m×

3。 75m、 面積お

第105図 第411号住居跡

⊂
=⊃

ヽ

P=

SJ411

Ql

よそ18.00イ となる。全体は長方形で、長軸方向はお

よそN-30° ―Wを指す。

床までの深さは約10cm、 覆土は自然堆積のようであ

る。床面はほぼ平坦ながら、南東辺はベッド状に一段

高まっている。壁溝は検出範囲でほぼ全周し、幅10～

20cm、 深さ約 5mを測る。

3本検出された柱穴は、位置的に見て主柱穴と思わ

れる。大きさは径29～38cm、 深さ18～ 36釧で、柱痕が

観察された。

カマド●貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は掲載した須恵器のパの他、土師器の甕などが

出土している。いずれも微細な破片であり、図示し得

なかった。

第411号住居跡 土層説明
註記欠落

‐

‐

‐

‐

‐

‐ ＳＪ

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

―

―

―

―

、

○ ●

一
”
ｍ
∽

第411号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/3暗 褐 色 土
2.10YR4/3 にぶい黄褐色土
3.10YR3/3暗 褐 色 土
4.10YR3/4暗 褐 色 土

溶化進行地山粒・焼土粒含む。

溶化地山ブロック主体。

溶化地山粒若干含む。単一的。

柱痕。

SJ410
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第 41表 第 411号住居跡出土遺物観察表
番 号 器   種 口  径 器  高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

須 恵 器 杯 (13.4) (3.7) (7.4) (針 ) 良 灰 30 南比企

第106図 第411号住居跡出土遺物

第412・ 413号住居跡 (第 10・ 107図 )

AJ-23グ リッドを中心に位置する。北隅部を第

414号住居跡に切られ、第175号井戸跡を切る。 2軒の

第107図 第4120413号住居跡

重複として処理したが、ほぼ同一規模のまま、床を嵩

上げしただけの住居と考えられる。改築は、四壁をわ

ずかに狭め、壁溝が埋められたにとどまる。改築後の

第412号住居跡は、平面が台形状となり、軸長は4.25

m× 4.38m、 面積は18。 62イを測る。第413号住居跡は

やや広く、軸長4。 40m× 4.38m、 面積は19。 27ど であ

る。主軸方向はおよそS-61° 一Wを指す。

床までの深さは第413号住居跡で約 8 cm、 第412号住

第412号住居跡 土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 焼土粒含む。
2.10YR3/3 暗褐色土 地山粒多く含む。

第413号 住居跡 土層説明
1.10YR4/4 褐色土 地山ブロック・黒褐色土

ブロック多く含む。

2.10YR4/4 褐色土 地山粒多く含む。

第412号 。413号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR3/1 黒褐色土 焼土ブロック含む。
b.10YR2/1 黒 色 土 灰 。炭を含む。
c.10YR3/1 黒褐色土 +10YR4/4 褐色土

袖の構築土。

第412号 。413号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山粒含む。
2.10YR3/3 暗褐色土 地山粒 。ブロック多く含む。
3.10YR3/1 黒褐色土 地山粒多く含む。
4.10YR3/1 黒褐色土 地山粒少量含む。

m

第413号 住居跡

1.10YR4/3
2.10YR3/3
3.10YR4/4
4.10YR5/4
5.10YR5/6

柱穴土層説明

にぶい黄褐色土

暗 褐 色 土
褐  色  土
にぶい黄褐色土

黄 褐 色 土

地山粒・ブロック含む。

地山粒含む。

地山ブロック混入。

地山粒・ブロック混入。

地山土多く含む。

SJ413
|
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第108図 第412号住居跡出土遺物

10

′ノヽ
~~ヽ  、ヽ
_3が ,´

♪́||

11

／　

一

~~1~¬ ~

到
、＼

ヽ

ヽ
′

―_」

15

12

14

＼

| |

1 1~

|ノ ′~/
／
行

一＼
＼

召

ク
Jク

~、 t~
|―

」

/

、ゴ

ヾ

．

＼

-110-

/

｀｀
ヽ

く1勢

16

17



番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備    考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

不

不

不

不

不

不

脚  付  椀
壺  (堆 )

椀

甕

甕

甕

甕

甕

甑

=EI

=II

14.5

14。3

15。4

(16。4)

16.8

(18.0)

13.5

10,5

12.3

(16.7)

(18.8)

(17.0)

(19.0)

24。 9

(20.6)

4.8

4.6

4.1

4.4

5.0

(5.2)

14.2

15.3

6.7

(5.6)

(6.2)

(15。6)

(14.0)

(12.9)

26.6

(32.4)

(26.8)

6.0

8.0

8。0

8.0

粗 (W,C)

粗 (C)

微 (W)

細 (W)

粗 (W,B,R)

微 (W,B)

礫 (W,B,R,F)

礫 (W,片 )

細 (W,B,R,F)

粗 (W,B)

礫 (W,片 )

粗 (W)

粗 (W,B,R)

粗 (W,片 )

粗 (片 )

礫 (W,片 )

礫 (W,F,片 )

良

良

良

良

良

良

良

良

良

灰 黄 褐
明 褐 灰
明 赤 褐
浅 黄 橙
にぶい黄橙

浅 黄 橙
に ぶ い 橙

橙

浅 黄 橙
に ぶ い 橙

橙

橙

橙

に ぶ い 橙

橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

85

100

70

55

100

40

75

100

100

破片

破片

破片

破片

破片

95

60

65

赤彩

赤彩

内外黒色処理

小針型

転用支脚

13と 同一か

10と 同一か

第 42表 第 412号住居跡出土遺物観察表

居跡はここに約 4 cm厚の混合土力瀬占られる。床面はと

もにはぼ平坦で、第412号住居跡の覆土は自然堆積の

ようである。壁溝はほぼ全周し、幅10～ 20cm、 深さ7

～ 8 cmを測る。

カマドは南西壁ほぼ中央に付設される。燃焼部は87

m× 38cmの楕円形で、火床面に嵩上げされた様子は窺

えない。中央部には高杯を逆位に据え、これを支脚と

している。

柱穴は 4本の主柱穴が検出された。径23～65cm、 深

さ26～32cmである。

貯蔵穴は南隅部に備わる。上面は径52cm× 66mの楕

円形を呈し、深さは64cmを測る。

おそらく、カマド●主柱 (穴)・ 貯蔵穴は、第413号

住居跡のものをそのまま利用したと考えられる。

遺物は住居跡の南半部、特にカマドや貯蔵穴周辺か

らの出土が多い。大半は床面上に押しつぶされた状態

で、土師器の杯・脚付椀・増型の壷・甕・甑などが見

出された。

第414号住居跡 (第 9・ 10・ 109図 )

AI-24グ リッドを中心に位置する。南壁部で第

412・ 413号住居跡を切るものの、第437号住居跡、第

158・ 165号井戸跡との重複関係は確認できなかった。

平面はいくぶん四辺の張る方形で、軸長5.25m× 5.22

m、 面積27.41イ を測る。主軸方向はおよそN-52° 一

Eを指す。

床までの深さは 5 cm程で、覆土は薄いながらも自然

堆積である。床面はほぼ平坦であり、上が張られたよ

うな様子は窺えなかった。全周する壁溝は幅約20m、

深さ6 cm前後である。

カマドは北東壁の東寄りに設けられる。燃焼部は%

cm× 43cmで、火床面は床から5 cm程窪む。両袖には芯

材として、甕の上半部が伏せられていた。

柱穴は 3本の主柱穴が検出された。径40～62cm、 深

さ20～50cmである。また、カマドの右袖脇には、長胴

甕を埋設したピット状の掘り込みが検出されている。

径25m、 深さ42cmである。長胴甕の口には小型甕が

乗っていた。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径54cm× 4艶mの楕

円形で、深さは30mを測る。

遺物はカマドから貯蔵穴にかけ、集中して出土し

た。 4と 5は両袖の芯材となっていた甕、 3は右袖脇

の小穴に埋置されていた長胴甕、 2はその上に乗る小

型甕である。
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貯蔵穴

P`

第109図 第414号住居跡

B_t5.9oom

" _tS.9firm
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第 43表 第 414号住居跡出土遺物観察表

SJ43フ
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第414号住居跡 土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 地山ブロック多 く
2.10YR3/4 暗褐色土 地山ブロック多く

第414号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR4/4 褐 色 土 焼土粒多く含む。
b.10YR5/1 褐灰色土 灰 。炭多く含む。

第414号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 焼土粒多 く含む。
2.10YR3/2 黒褐色土 地山ブロック含む。

第414号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR5/6 黄褐色土 地山ブロック混入。
2.10YR4/4 褐 色 土 地山粒混入。
3.10YR4/6 褐 色 土 地山粒含む。
4.10YR5/6 黄褐色土 地山土主体。

む

む

含

含

m

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備 考

1

2

3

4

5

局 不

甕

甕

甕

甕

(12.0)

21.5

(16.6)

20.3

(2.9)

(14.3)

43.2

(10.7)

(10.2)

4.5

細 (W,B)

礫 (W,F)

微 (W,B)

細 (W,B)

粗 (W,B,C,R)

良

良

良

灰 黄 褐
に ぶ い 橙

橙

浅 黄 橙
浅 黄 橙

破片

70

85

破片

破片
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第110図 第414号住居跡出土遺物

第415号住居跡 (第 9・ 102図 )

AH-22グ リッドを中心に位置する。ほぼ床面での

確認である上、遺構の大部分は第409・ 410号住居跡、

第106号溝跡に掘り抜かれる。検出したのは西隅部と

カマドの一部のみであり、全体の規模や形状、施設等

については明らかとし得ない。壁とカマドから推せ

ば、主軸方向はおよそN-25° ―Wとなる。

床面はほぼ平坦で、壁溝は見られない。

カマドはごく部分的ではあるが、北西壁に燃焼部が

検出された。袖などは確認できなかった。

第 44表 第 415号住居跡出土遺物観察表

第111図 第415号住居跡出土遺物

3

10cm

遺物はカマド付近の床面より、甕の破片が出土して

いる。

＼こだ―
一ヽノー

に_

_｀＼ 1

番号 器   種 口  径 器  高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

甕 (21.8) (9。 5) 糸田 (W,B) にぶ い 黄 橙 破 片

第416号住居跡 (第 9・ 112図 )

AJ-21グ リッドを中心に位置する。東南の大部分

は、第417号住居跡の覆土を掘り込んで構築される。

また、そこを第111号溝跡に切られるため、平面での

確認は困難であった。全体は長方形となるようで、断

面観察で得られた主軸の長さおよそ3.45mである。主

軸方向はおよそN-38° ―Wを指す。

床までの深さは 5 cm程で、覆土は自然堆積である。

壁はやや緩やかに立ち上がり、壁溝は見られない。床

面はほぼ平坦で、構築に際し、特に第417号住居跡を

-113-



貯蔵穴

第112図 第416号住居跡
9-ts.soo- ?-rs.soo-

颯颯 魏餞
I B′ 第416号住居跡 土層説明

1.10YR3/2 黒褐色土 地山多 く、焼土少量含む。

第416号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR3/2 黒褐色土 地山多く、焼土少量含む。

煙道からの流入層。

b。 10YR3/2 黒褐色土 a層 より焼土多い。内法の流入層。
c.10YR3/2 黒褐色土 a層 より焼土・地山少量。

煙道からの流入層。

第416号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山多く、焼土少量含む。
2.10YR3/1 黒褐色±  1層 より地山少なく、焼土多く含む。

第416号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山・焼土少量含む。
2.10YR3/1 黒褐色±  1層 より焼土少ない。
3.10YR3/1 黒褐色±  1層 より地山多く含む。

一‐

SJ417

SD"1
一
一
”
●
∽

Ｅ
８
需
”―
↑

ヽ

B  15 8Ю Om
P=

sJ417

埋め戻したり、床が貼られた様子は窺えない。

カマドは北西壁の中央部、やや東寄りに位置するよ

うである。燃焼部は74cm× 38cmの楕円形を呈し、火床

面は床面とほぼ同一高である。

柱穴は 1本のみ検出された。主柱穴と考えて良く、

径27cm、 深さ43cmである。

貯蔵穴は北隅部に備わる。上面は径44cm× 53mの隅

丸長方形で、深さは17cmを測る。

遺物の出土は見られなかった。

第417号住居跡 (第 9・ 10・ 114図 )

AK-22グ リッドを中心に位置する。東側を第

416・ 418・ 421号住居跡に切られ、北西辺の床は第111

号溝跡に掘り抜かれる。平面は軸長7。 25m× 7。 00mの

方形を呈し、面積は50。 75ピを測る。長軸方向はおよ

そN-41° 一Wを指す。

床までの深さは15cm前後、覆土は自然堆積を示す。

第 45表 第 417号住居跡出土遺物観察表

壁の立ち上がりは急で、床面は南から北へわずかに傾

斜する。壁溝は北東から北西壁にかけて備わり、幅10

～2■m、 深さ約 5mを測る。

検出された 2本の柱穴は、位置的に見て主柱穴と考

えられる。径22～26cm、 深さ14～ 21cmで、柱痕は観察

されなかった。

カマド●貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は砥石 (第420図 7)のほか、土師器の甕や杯の

破片が少量出土している。

第113図 第417号住居跡出土遺物

2

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

1

2

不

甕

(13.0) (3.8)

(6.0) (6.8)
片

Ｂ

Ｒ
。

Ⅳ

正

０

０

微

礫

普

良

橙

にぶい黄橙

破片

破片

-114-
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第114図 第417号住居跡

t   l
V

S●416

SJ418

SJ421

B 
_t5.8oom

S●421

c_ ts.8oo'''

SJ421

第417号 住居跡 土層説明                  3
1.10YR3/2 黒褐色土 地山多 く、焼土少量含む。      4
2.10YR3/2 黒褐色±  1層 より地山多 く大きい。風化進行。 5

S0111

¨
”
一
●
∽

ご

○

SJ4:7

ハ
ビ`グP4

―

―

‐
Ｔ
Ｉ

1層 より地山多 く大きい。やや未風化。

1層 より更に地山多 く大きい。やや風化。

1層 より最も地山多 く大きい。未風化。

●:

第417号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土

地山・焼土少量含む。

ヽ /¬ ⌒
しノV

10YR3/2 黒褐色土
10YR3/2 黒褐色土
10YR3/2 黒褐色土

第418号住居跡 (第 10・ 115図 )

AK-21グ リッドを中心に位置する。東・西で第

417・ 446号住居跡をそれぞれ切 り、中央部は第421号

住居跡に掘 り抜かれる。さらに、北西壁の一部は第

440号住居跡のカマドに切られる。平面は軸長5。 85m

×5。 73mの方形を呈し、面積は33.52どを測る。主軸

方向はおよそN-4r一 Eを指す。

床までの深さは30cm程で、覆土は自然堆積を示す。

SJ418
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SE445

壁はほぼ垂直に立ち上がる。住居跡の内部には第421

号住居跡が完全に重なっているため、床の多くは失わ

れている。残存部を見る限り、張り床は施されず、ほ

ぼ平坦であった。全周する壁溝は幅15～ 20cm、 深さ約

4 cmを測る。

カマドは北東壁の東寄りに付設される。燃焼部は∞

錮×46cmの長方形で、火床面は床面とほぼ同一高であ

第115図 第418号住居跡

②
6

SJ418

SJ446

口 :5.000m

SJ416

第418号 住居跡 土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山多く、焼土少量含む。
2.10YR3/1 黒褐色土 地山・焼土多 く含む。
3.10YR3/1 黒褐色土 地山多く、焼土少量含む。
4.10YR3/1 黒褐色土 地山・焼土少量含む。
5.10YR3/1 黒褐色土 地山多く含む。

る。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は4コ15cmの円形を呈

し、深さは
"釧
を測る。

柱穴は検出されなかった。

遺物はカマドと貯蔵穴を中心に、土師器の杯・甕・

甑、須恵器の杯蓋、碧玉製の管玉(第422図 1)な どが

まとまって出土している。

貯蔵穴

０

‐２

だ
ヽ

ｓＪ５２３

蒻鯰硼讚
翡 %`:多錮〃1輪笏晰多| | | | | ‐〃

第419号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR3/1 黒褐色土 地山・焼土・炭化物少量含む。周辺からの流入。
b.10YR3/1 黒褐色土 a層 より焼土多く含む。内法の流入。
c.10YR3/1 黒褐色土 a層 より地山やや多く含む。周辺と内法の流入。
d.10YR3/1 黒褐色土 黒色灰主体。

第418号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山・焼土・炭化物多く含む。
2.10YR3/1 黒褐色土 地山・焼土少量含む。
3.10YR3/1 黒褐色±  2層 より焼土少ない含む。
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第116図 第418号住居跡出土遺物
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番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備    考
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

不

不

不

不

不

不

不

不

杯

須 恵 器 不 蓋

須 恵 器 不 蓋

甕

鉢

甑

甑

甕

甕

甕

12.6

12.7

13.0

(13.0)

13.0

13.4

14.0

(15.0)

15。3

13.7

14.2

9.8

12.2

21.5

18.0

16.4

17.9

19。0

4。 1

4.0

4.2

4.0

4.1

4.2

3.9

(4.2)

4.7

4.0

4.0

13.6

9.5

29.6

16.3

37.0

34.6

34。 3

7.4

6.4

8.3

4.0

5。0

5.6

5.8

微 (W,B)
細 (W,B)
粗 (C,R)

細 (W,R)
粗 (C,針 )

糸田 (WV,B)

微 (W,B)
粗 (W,C)
粗 (C,F)

粗 (F)

細 (F)

細 (W,R)
粗 (W)

礫 (W,B,R)
礫 (W)

糸田 (R,F)

粗 (W)

粗 (W)

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

に ぶ い 橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

橙

にぶい黄橙

橙

に ぶ い 橙

浅 黄 橙
に ぶ い 橙

灰

灰

浅 黄 橙
に ぶ い 橙

浅 黄 橙
橙

橙

橙

橙

100

100

100

30

90

100

95

40

100

100

100

95

70

95

90

95

95

90

内外黒色処理

内外黒色処理

内外黒色処理

内外黒色処理

群馬

秋 間

第 46表 第 418号住居跡出土遺物観察表

第419号住居跡 (第 9・ 119図 )

AI-24グ リッドを中心に位置する。西隅部で第

400号住居跡を切り、第436号土羨に切られる。第431

号土羨、第163号井戸跡との重複関係は不明である。

平面は軸長4。 20m× 4。 30mの方形を呈し、面積は18。 06

イを測る。主軸方向はおよそN-30° 一Wを指す。

床までの深さは 5～ 15cm、 覆土は自然堆積である。

壁はやや緩やかに立ち上がり、床面は東側が深くな

る。壁溝は北隅部から北東壁にかけて備わり、幅約20

cm、 深さ約 4 cmを測る。

カマドは北西壁の中央部、わずかに北寄りに付設さ

れる。燃焼部は75cm× 39mの長方形で、火床面は床よ

り6 cm程深い。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径19～3■m、 深さ

30～53cmである。

貯蔵穴は検出されなかった。

遺物はいずれも覆土中からの出土で、土師器のパや

甕、須恵器の不などがある。図示したものを含め、小

さな破片ばかりである。

第47表 第419号住居跡出土遺物観察表

第117図 第419号住居跡出土遺物

第118図 第420号住居跡

SJ405

SJ420

SJ404

〇

E

晏

B :5.000m

m

器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 色 調 残存率 備 考
1

2

3

不

不

須 恵 器 蓋

10.0

11.6

(12.0)

3.1

3.0

(4.8)

細 (W,B)
細 (W,B)
細 (F) 良

橙

橙

灰

100

65

25 湖 西
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SK436

第119図 第419号住居跡

くい C
⌒ /グヽ
_ヽノ 磋ノ P2

′

SJ400

C  15000m

SJ419

ヽ

'3

第420号住居跡 (第 9・ 118図 )

AH-22グ リッドを中心に位置する。壁溝の一部が

検出されたに過ぎず、全体の形状や規模、また第

404・ 405号住居跡との重複関係は明らかとし得ない。

壁溝は幅15～20cm、 深さ約 5mを測る。

カマド●柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

第 48表 第 420号住居跡出土遺物観察表

第419号住居跡 土層説明
1.10YR4/4 褐 色 土 地山ブロック・黒褐色土粒多く含む。
2.10YR3/1 黒褐色土 地山粒含む。

第419号住居跡 カマ ド土層説明
a。 10YR4/6 褐 色 土 焼土粒多く含む。
b.10YR3/3 暗褐色土 焼土粒 。灰含む。

第419号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山粒多く含む。
2.10YR3/1 黒褐色土 地山ブロック多く含む。
3.10YR4/4 褐 色 土 地山ブロック多く含む。
4.10YR3/4 暗褐色土 地山ブロック含む。

遺物はわずかに残る床面上より、須恵器の蓋片を 1

点出土したにすぎない。

第120図 第420号住居跡出土遺物

-119-

番 号 器   種 口  径 器  高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

須 恵 器 蓋 17.2) (2.2) 糸田 (F) 灰 白 破 片 ,胡フ雪



第421号住居跡 (第 10・ 121図 )

AK-21グ リッドを中心に位置する。第417・ 418・

446号住居跡を切る。西壁に沿うようにして地震に伴

う亀裂が走る。平面は覆土中の構築である上、地震の

ためにいくぶん乱れるが、軸長およそ4.20m× 4。 10m

の方形を呈し、面積は17。 22イを測る。長軸方向はお

よそN-2r―Wを指す。

確認面から床までの深さは25～40cm程で、覆土は自

然堆積を示す。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面はほ

ぼ平坦である。壁溝は見られない。

第121図 第421号住居跡

第 49表 第 421号住居跡出土遺物観察表

柱穴は4本の主柱穴が検出された。径38～61cm、 深

さ16～26mである。柱穴間はかなり狭く、他住居跡に

比して異質な印象である。

貯蔵穴は北壁沿いの西寄り、円形に穿たれた掘り込

みが該当すると思われるが、貯蔵穴にしては隅部から

離れすぎた感がある。掘り込みの上面は径50m、 深さ

は20cmである。

カマドは検出されなかった。

遺物は覆土中より、土師器の杯・壷・甕・甑などが

出土している。

:1澳

SJ418

ド

m

第421号住居跡 土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山・焼土少量含む。
2.10YR3/1 黒褐色土 地山・焼土多く含む。
3.10YR3/1 黒褐色土 地山未風化で多く、焼土やや少ない。

第421号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山多く、焼土 。炭化物少量含む。
2.10YR3/1 黒褐色±  1層 より地山少ない。

第421号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR2/2 黒褐色土 地山多少・焼土少量含む。
2.10YR2/2 黒褐色±  1層 に炭化物多少含まれる。

2o∂
SJ421

″:η
フ`妬P4ひ♂

G

?>L

“

P02

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

不

不

不

不

甕

甕

甑

霊I

12.9

12.6

13.5

(15.4)

13.5

15.4

(22.7)

(3.5)

3.8

4.0

4。9

15.8

(20.8)

23.9

(15■ )

6.0

(9.2)

(9.6)

粗 (W,C)
粗 (W,B)
微 (W,B)
微 (W,B)
細 (W,F)
礫 (C,R)

粗 (W,C)
粗 (W,C)

良

良

良

にぶい黄橙

橙

灰   白
橙

橙

橙

橙

に ぶ い 橙

70

80

60

70

90

80

45

破片

比企型 赤彩
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第122図 第421号住居跡出土遺物
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第123図 第425号住居跡出土遺物

第 50表 第 425号住居跡出土遺物観察表

3

4

m

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

不

不

不

須 恵 器 不

須 恵 器 壺

19。7

(19。6)

(14.4)

(13.0)

4.1

(3.2)

(3.7)

(3.7)

(8.7)

(6.4)

(7.6)

細 (W,B)
細 (W,B)
粗 (W,B,R)
(針 )

糸田 (F)

良

良

良

橙

橙

橙

灰

灰

白

白

80

30

30

30

破片

南比企

秋間か湖西 胎土分析ヽ 12
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第124図 第425号住居跡

SK440

B t5.9oo-

c ts.9fl)m

第425号住居跡 土層説明 (土色観察欠落)
1.焼土粒・炭化物粒若干混在。
2.地 山粒・砂質粒含み、地山ブロック混入。
貼り床。

3.粘 質土と地山ブロック含む。
4.3層 に比べ地山粒均一に含む。
5.地 山粒・地山ブロック混入。
6.地 山土主体。

0

SJ425

θ

P2

第425号住居跡 カマド土層説明
1.5YR5/6 明 赤 褐 色 土 焼土粒 。ブロック・灰含。

天丼・壁崩落土。

2 5YR5/4 にぶい赤褐色土 焼土粒・灰含む。灰層。
3.5YR4/3 にぶい赤褐色土 焼土粒 。灰若干 。地山粒含む。3掘 り方。

第425号住居跡 柱穴土層説明
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山粒・焼土粒少量含む。
2.10YR4/4 褐  色  ± 1層 に比べ、地山粒やや多い。
3.10YR5/3 にぶい黄褐色土 きめやや細かく、地山粒含む。
4.10YR6/6 明 黄 褐 色 土 地山粒 。ブロック含む。

第425号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR2/2 黒褐色土 地山粒・粘土ブロック少量。
2.10YR3/3 暗褐色± 1層に近似、やや明るい。
3.10YR5/4 にぶい黄褐色土 地山粒多く含む。
4.10YR3/4 暗褐色± 3層 に近似するが、暗い。
5。 10YR6/4 にぶい黄褐色土 地山粒 。粘土プロック

含む。
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第422～424号住居跡 欠番

第425号住居跡 (第 9・ 124図 )

AI-22グ リッドを中心に位置する。東隅部で第

427・ 428・ 429号住居跡を切り、北隅部を第426号住居

跡、第440号土娠に切られる。西隅部の第110・ 114号

掘立柱建物跡、床面上の第1つ・ 1∞号井戸跡との重複

関係は確認できなかった。軸長8。 16m× 8。 50m、 面積

69.36イを測る大型の住居跡である。主軸方向はおよ

そN-61° ―Eを指す。

床までの深さは 5～15cm程で、覆土は自然堆積と思

われる。床は前面に貝占り床が施され、中央部がやや高

まる。壁溝は西隅部を除いて全周し、幅15～ 30cm、 深

さ約10mを測る。

カマドは北東壁のやや東寄りに設けられる。燃焼部

は∞cm× 49mの長方形で、火床部はやはり地山上が貼

られている。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径2～95cm、 深さ

40～Zcmである。上部の覆土が乱れていることから、

柱は抜き取られたものと考えられる。

第125図 第426号住居跡

貯蔵穴はカマドと東隅部の中間に備わる。上面は径

74cm× 70cmの不整形で、深さは29cmを測る。

遺物は土師器の外や須恵器の不・壷のほか、鉄製の

棒状品しぼ428図21)な どが出土している。

第426号住居跡 (9・ 125図 )

AI-23グ リッドに位置する。西辺部で第425号住

居跡を切り、第441号土羨に切られる。ほとんど末面

での検出であったため、第439・ 440号土羨との重複関

係や、北東部の壁溝は確認できなかった。平面は軸長

3。 認m× 5.00mの長方形で、面積は19。 10ピ となる。主

軸方向はおよそN-8° ―Wを指す。

わずかに観察し得た覆土は、特に埋め戻された様子

などは窺えなかった。壁溝は幅15～ 30cm、 深さ約10cm

を測る。床面は南から北へわずかに傾斜する。

南壁中央部に検出された楕円形の掘 り込みは、当

初、カマドの燃焼部かとも思われたが、焼土や炭化物

も少なく、底面もまったく焼けていなかった。

柱穴・貯蔵穴、および遺物は検出されなかった。

第426号住居跡 土層説明
1.10YR5/4 にぶい黄褐色土

炭化物粒・焼土粒・地山粒含む。

2.10YR6/6明 黄 褐 色 土
地山粒 。ブロック含む。

3.10YR5/4 にぶい黄褐色土
地山粒含む。
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第427号住居跡 土層説明
1.10YR4/2 灰黄褐色土 地山粒 。ブロック混在。
2 10YR4/6 褐 色 土 地山土主体。

第428号住居跡 土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 地山粒含む。

第428号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR3/3 暗 褐 色 土 きめやや細かく、焼土粒若干含む。
b.10YR4/4 褐 色 土 焼土粒含む。地山粒混入。
c.10YR6/6 明黄褐色土 地山土混入。

第428号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土
2.10YR4/4 褐  色  土
3.10YR5/3 にぶい黄褐色土
4.10YR5/4 にぶい黄褐色土
5.10YR6/6明 黄 褐 色 土

地山粒、若干の焼土・炭化物粒含む。

1層 に比べ地山粒多く含む。

地山土多く含む。

2層 より地山ブロック多く含む。

地山ブロック多く含む。

第427・ 428・ 429号住居跡 (第 9・ 10・ 126図 )

AJ-23グ リッドを中心に位置する。 3軒はきれい

な入れ籠状となって検出された。覆土の観察からは、

第427号住居跡→第428号住居跡→第429号住居跡へと、

順次拡張されたものと理解される。南隅を第430号住

居跡に切られる他、床を第181・ 191号井戸跡に掘り抜

かれる。

第427号住居跡は軸長4。 30m× 5。 10m、 面積21。 93イ、

第428号住居跡は軸長5。 50m× 5.80m、 面積31.90ど、

第429号住居跡は軸長6.50m× 6.40m、 面積41。 60ピを

それぞれ測る。主軸方向はともにN―∞
°
―Eを指す。

床までの深さは、最も新しい第429号住居跡が約20

cmである。第427・ 428号住居跡の覆土は新住居構築の

際の埋め戻しで、第429号住居跡のそれは自然堆積で

ある。

壁溝は第427・ 428号住居跡の南西壁を除き、いずれ

もほぼ全周する。幅は15～ 20cm、 深さは 4～ 8mであ

る。第429号住居跡の床は貼り床で、概ね平坦である。

第427・ 428号住居跡の床もほぼ平坦ながら、拡張の際

に掘り下げられた可能性がある。

地山粒多く、焼土粒・炭化物粒含む。

焼土・炭化物粒含む。

1層 に近似するが、やや明るい。

地山土をやや多く含む。

カマドは第428号住居跡の北東壁、ほぼ中央に検出

された。先端部は第429号住居跡の壁溝に切られるが、

壁までは達していなかったと考えられる。残存する燃

焼部は73錮×65cmで、火床面は床面よりやや高まる。

他の2軒からは、カマド自体の検出はなかった。しか

しながら、第427号住居跡の壁溝は北東壁の中央が途

切れており、ここにカマドが位置した可能性がある。

また、第429号住居跡のカマドは壁溝の状況から推し

て、第430号住居跡に切られた南西壁に位置したと思

われる。

主柱穴は第427号住居跡で 2本 (径17～42m、 深さ8

～14cm)、 第428号住居跡では 3本 (径40～53cm、 深さ30

～60cm)、 第429号住居跡は 2本 (径34～42cm、 深さ32～

50m)検出された。

貯蔵穴は第429号住居跡の北隅部で検出された。上

面は径7∝m× 60cmの楕円形を呈し、深さは%mを測る。

遺物の大半は、第429号住居跡の覆土中から出土し

た。土師器の外・高杯・甕・甑、滑石製の剣形模造品

?(第425図 4)な どが図示できた。また、第427号住居

跡からも杯や甕が出土している。

SJ430

第429号住居跡 土層説明
1.10YR4/4 褐  色  土
2.10YR4/2灰 黄 褐 色 土
3.10YR6/6明 黄 褐 色 土
4.10YR5/4 にぶい黄褐色土

第429号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土
2.10YR4/2灰 黄 褐 色 土
3.10YR3/3暗 褐 色 土
4.10YR4/3 にぶい黄褐色土
5.2.5YR4/6 オリーブ褐色土
6.2.5YR6/6明 黄 褐 色 土

第429号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土
2.10YR4/4 褐  色  土
3.10YR3/3暗 褐 色 土
4.10YR5/4 にぶい黄褐色土

SE181

地山粒 。地山ブロック・焼土粒含む。

1層 に比べ暗い。

地山粒 。地山ブロック多く含む。貼 り床。

焼土粒含み、地山粒混入。

焼土粒・炭化物粒含む。

焼土粒・炭化物粒・粘土ブロック含む。

2層 に比べ、地山粒が少ない。

2層 に比べ、地山粒多く含む。

4層 に比べ、粘土ブロック含む。

粘土ブロックを含む。
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第127図 第427号住居跡出土遺物

第 51表 第 427号住居跡出土遺物観察表

第128図 第429号住居跡出土遺物

＼

｀`
｀
|｀ ヽ _

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備 考

不

不

不

不

椀

甕

甕

13。0

(14.8)

13.9

15.0

(14.0)

4.3

(4.6)

4。3

4.4

(5.2)

(5.3)

(16.1)

7.2

5.3

粗

糸田

微

微

微

微

粗

(C)

(W)

(W,

(W,

(W,

(W)
(片 )

B)

B)

B)

良

良

明 赤 褐
に ぶ い 橙

橙

橙

明 赤 褐
にぶい黄橙

に ぶ い 橙

65

破片

80

30

25

底部片

45

比企型 赤彩
赤彩

底部木葉痕
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第 52表 第 429号住居跡出土遺物観察表

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備 考

不

甕

甑

甑

局

局

不

不

15。8

(14.6)

17.0

15。6

(24.0)

(21.9)

3.2

(10.5)

12.1

(11.2)

(8.8)

29。 7

(10.0)

10.1

(9。 7)

細 (W,B,R)
粗 (C,F)

微 (W,B)
粗 (C,F)

細 (W,B)
粗 (W,R)

良
]巨

良

明 赤 褐
橙

明 赤 褐
橙

浅 黄 橙
橙

90

60

90

破片

破片

20

赤彩

赤彩
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第430号住居跡 (第 10・ 130図 )

AJ-23グ リッドを中心に位置する。北隅部で第

427・ 428・ 429号住居跡を、南隅部で第431号住居跡を

それぞれ切る。逆に床の一部は、第181号井戸跡に掘

り抜かれる。全体は軸長5.60m× 5.65mの方形で、面

積は31。 64ピを測る。主軸方向はおよそ S-62° 一Wを

指す。

床までの深さは30～40m、 覆土は自然堆積を示す。

壁は垂直に立ち上がり、床面はおおよそ平坦である。

壁溝は全周し、幅約2■m、 深さ約10cmを測る。

カマドは南西壁のやや南寄りに設けられる。煙道は

長さ82cm、 幅18cmの トンネル状に掘り抜かれ、端部は

ビット状の立ち上がりとなる。燃焼部は80m× 6■mの

第129図 第430号住居跡出土遺物

4

楕円形で、焚き口部は足場状の窪みとなる。火床面は

これより4 cm程低く、灰が厚く堆積していた。

柱穴は 3本検出されており、位置的に見て主柱穴と

思われる。径30～6■m、 深さ26～45mである。なお、

東部に予想されるP3は、第181号井戸跡に破壊されて

しまったようである。

貯蔵穴はカマド右袖に隣接して備わる。上面は径37

m×∞cmの長方形を呈し、深さは46cmを測る。

遺物はカマドの袖の上や、煙道の底面などから、土

師器の不や甕、須恵器の蓋不、鉄製の不明製品(第428

図23・ 30)な どが出土している。いずれも小さな破片

であり、図示できたものは少ない。
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第 53表 第 430号住居跡出土遺物観察表

|、

1 11

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎 土 焼成 色  調 残存率 備 考
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

‐１

‐２

杯

須 恵 器 不

須 恵 器 不

須 恵 器 蓋

須 恵 器 蓋

須 恵 器 蓋

須 恵 器 壺

須 恵 器 壺

甕

甕

甕

甕

(11.7)

(15。9)

(12.0)

(17.9)

(14.6)

(11.8)

(1■6)

(21■ )

(20.4)

(3.4)

(4■ )

(3.2)

(2.7)

(1.9)

(1.2)

(■6)

(3.0)

(2.5)

(3.0)

(5。 3)

(12.9)

(10.0)

(6.2)

(7.0)

粗 (W,B)
糸田 (F)

微 (F,針 )

粗 (F)

微 (F)

細 (F)

細 (W,F)
粗 (F)

礫 (R)

粗 (W,R)
礫 (W,B,R)
粗 (W,R)

良

良

良

良

良

良

良

良

]E

に ぶ い 橙

灰

灰   白
灰   白
灰   白
灰

灰   白
灰   白
に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

にぶい黄橙

破片

破片

破片

25

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

南比企

胎土分析 ヽ 13

内外面自然釉付着
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第130図 第430号住居跡
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第430号 住居跡 土層説明 (柱穴含む)
1.10YR4/2 灰 黄 褐 色 土 焼土粒・炭化物粒含み、均一に地山粒混入。
2.10YR5/6 黄 褐 色 ±  1層 より地山粒多 く、地山ブロック混入。
3 10YR4/6 暗 褐 色 ±  2層 に準ずるが、地山粒 。ブロック少なく間層的。
4.10YR3/4 暗 褐 色 土 より地山少ない。焼土粒微量含む。
5.10YR3/2 黒 褐 色 土 地山粒 。地山ブロック含む。
6.10YR3/3 暗 褐 色 ± 2層 と 5層 の中間。地山粒・ブロック若干含む。
7.10YR6/8 明 黄 褐 色 土 地山土主体。
8.10YR3/3 暗 褐 色 ±  5層 に近似するが、やや暗い。
9.10YR4/4 褐  色  土 ほとんど地山。壁・底の容軟化。崩落土層。
10.10YR4/4 黄 褐 色 土 地山粒・焼土粒含む。
11.10YR3/4 暗 褐 色 土 地山粒混入c焼土・炭化物粒含む。
12.10YR5/4 にぶい黄褐色土 砂質地山土混入。
13.2.5YR5/6明 赤 褐 色 土 焼土塊主体cカ マ ド焼土壁混入。
14.10YR5/4 にぶい黄褐色土 砂質地山混入。

第430号住居跡 _カ マ_ド土層説明

a.10YR4/4 褐 色 土 砂質地山ブロック主体。容化未進行。
b.10YR4/4 褐 色 土 起源はaと 同じ。ブロックやや小さく焼土粒微量含む。
c.10YR3/3 暗褐色土 焼土粒・炭化物微量含む。自然堆積。
d.10YR3/3 暗褐色土 c層 に似る。焼土若干含むが単一的。
e.2.5YR4/6赤 褐色土 焼土・被加熱地山ブロック主体。天丼・壁の崩落土。
f.10YR4/1 褐灰色土 焼土ブロック若干含むがほとんどが単純灰層。〔二次的)
g.10YR3/1 黒褐色土 炭化物多く含む灰層。 (一次的)

第430号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/1 黒 褐 色 土 焼土粒・砂質地山ブロック含む。
2.10YR6/4 にぶい黄橙色土 砂質地山主体。
3.5YR5/6 明 赤 褐 色 土 焼土塊 。焼土粒 。炭化物粒主体。
4.10YR6/4 にぶい黄橙色±  2層に近似。砂質土主体。
5。 10YR6/4 にぶい黄褐色±  4層 より砂質土のしまり強い。

SJ42,
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第131図 第431号住居跡
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第431号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土

焼土粒・炭化物粒含む。

2.10YR3/3暗 褐 色 土
地山粒含む。

3 10YR4/2灰 黄 褐 色 土
粘質ブロック含む。

カマ ド土層説明

赤褐色土 被加熱地山・焼土ブロック主体。
天丼崩落土。

暗褐色土 焼土粒多く含む。天丼崩落前の流入土。
黒褐色土 炭化物若干含む。灰層。
暗褐色土 焼土粒・灰若干含む粘質土。

支脚固定充填土。

柱穴土層説明

褐 色 土 焼土粒若干含む。
褐 色 土 地山粒混入。
暗褐色土 地山粒・ブロック含む。
暗褐色土 焼土粒混入。
黒褐色土 焼土ブロック含む。

第431号住居跡 土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 砂質未容化地山粒 。ブロック多く、

焼土粒・灰若干含む。

2.10YR4/6 褐 色 土 焼土粒・粘質ブロック多く含む。
3.10YR3/3 暗褐色±  1層 基本。焼土粒多く含む。
4.10YR3/3 暗褐色±  1層 基本。カマ ド天丼崩壊焼土

ブロック多く含む。

c′
第431号住居跡

~・ a.2.5YR4/6

b.10YR3/4
c.10YR3/1
d.10YR3/3

第431号住居跡

1.10YR4/4
2.10YR4/6
3.10YR3/3
4.10YR3/3
5.10YR3/2

第431号住居跡 (第 10・ 131図 )

AK-24グ リッドを中心に位置する。北隅部を第

430号住居跡、貯蔵穴と主柱穴の一部を第lZ号井戸跡

に切られる。第222・ 223号井戸跡との重複関係は確認

できなかった。全体は軸長5.40m× 5.08mの方形で、

面積は27.43ピ を測る。主軸方向はおよそN-68° ―E

を指す。

床までの深さは15mttu後、覆土は自然堆積を示すよ

うである。

壁の立ち上がりは急で、床面は中央部が微かに窪

む。壁溝は東西の隅部を除いて全周する。幅は約15

m、 深さは約 4mである。

カマドは北東壁の中央、やや東寄りに付設される。

燃焼部は107cm× 40cmの楕円形で、火床面は床より2。 4

厄 ミ |||||バヽ
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第132図 第431号住居跡出土遺物
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第 54表 第 431号住居跡出土遺物観察表

cm深い。その中心部には、地山を用いた支脚が造り付

けられていた。

検出された 3本の柱穴は、その配置から見て主柱穴

と考えられる。径48～59m、 深さ22～40cmである。主

柱穴としては浅いため、北部に予想されるPlは、第

430号住居跡に切られてしまったようである。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径60mの円形を呈

し、深さは5生mを測る。

遺物はカマドの前面部を主体に、土師器の杯・高杯

・甕などが出土している。いずれも床からは浮いた状

10cm
11

態で、細かい破片となって見出された。

第432・ 433号住居跡 (第 10・ 133図 )

AJ-25グ リッドに位置する。東側は調査区外とな

るため、ともに全体の規模や施設については明らかで

ない。両住居跡は一辺を共有する入れ籠状の重複で、

第433号住居跡の覆土は人為的な埋め戻しと判断され

る。このことから2軒は、第433号→第432号と拡張が

行なわれた住居跡と考えられる。南北の軸長は第432

号住居跡が約5.40m、 第433号住居跡が5。 00mである。

ともに全体は方形を呈するものと思われ、主軸方向は

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

不

不

不

不

椀

甕

甕

甕

甕

甑

局 不

(15。2)

16.0

(17.0)

(17.6)

(12.0)

14.2

(15。6)

(21.0)

(18.6)

(23.6)

(5■ )

5。 1

(5。 2)

4.9

(6.3)

8.2

(8.8)

(8.9)

(7.4)

(6■ )

(10。 1)

(8.2)

6.0

粗 (W,R)
微 (W,B)
微 (W,B)
微 (W,B)
粗 (片 )

微 (W,B)
粗 (B,R)

粗 (W,片 )
礫 (W,片 )
礫 (W,R,片 )
粗 (W,R,片 )

ia

普

ia

iι

iは

iし

橙

浅 黄 橙
浅 黄 橙
浅 黄 橙
橙

浅 黄 橙
橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 褐

に ぶ い 橙

にぶい黄橙

25

80

50

40

25

90

破片

破片

破片

破片

破片

小針型

小針型

小針型

小針型
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SJ433

第133図 第 432・ 433号住居跡
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第42号住居跡 土層説明 (カマドを含む)
E′ 1.10YR3/1 黒 褐 色 土 地山ブロック多。
2.10YR″ 6 褐  色  土 焼土粒多。
3.10YR″ 3 にぶい黄褐色土 焼土粒・灰含。

第4"号住居跡 土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 地山ブロック・粒多い。

第侶2号住居跡 貯蔵穴土層説明  第〔B号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色±     1.10YR3/1 黒褐色土 地山粒・焼土粒含む。

焼土粒多い。    2.10YR3/4 暗褐色土 地山ブロック多い。
2.10YR3/3 暗褐色土

地山ブロック多い。

m

第 55表 第 432号住居跡出土遺物観察表
番 号 器   種 口  径 器 高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

杯 (14.8) (3.5) 粗 (W,B,R) 普 にぶい黄橙 破 片

およそN-24° 一Wを指す。

第432号住居跡の床までの深さは 6 cm程で、覆土は

自然堆積である。 2軒の床は同一面に検出されたが、

拡張時に掘 り下げが行なわれたか否かは明らかでな

い。確認した床面は、住居中央がやや高まる。壁溝は

第432号住居跡で幅約15cm、 深さ約 5m、 第433号住居

跡で幅約25cm、 深さ約10cmを測る。

カマドは北東壁に設けられる。燃焼部は∞cm× 49cm

の楕円形で、床面より約 8mの深さに火床面が形成さ

れる。第433号住居跡のカマドは不明である。

第432号住居跡の貯蔵穴は、東隅部で第433号住居跡

の壁溝を切り込んでいた。上面は径5髄m× 82mの楕円

形を呈し、深さは44mを測る。第433号住居跡の貯蔵

穴は不明である。

柱穴はいずれの住居跡からも検出されなかった。

遺物は第432号住居跡の覆土より、土師器の杯 1点

が出土したにすぎない。

第134図 第432号住居跡出土遺物

第434号住居跡 (第 9・ 135図 )

AJ-20グ リッドに位置する。第356・ 365号住居跡

との重複関係は確認できなかった。平面は軸長3。 23m

×3.18mの方形で、面積は10.27ピを測る。長軸方向

はおよそN-33° ―Wを指す。

床までの深さは 6 cm程度で、覆土は自然堆積のよう

である。壁溝は見られず、床面は南東から北西へわず

かに傾斜する。

柱穴は 2本検出された。主柱穴のようだが、壁に寄

り過ぎる感がある。径約36cm、 深さ約35cmである。

カマド●貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は覆土中より、須恵器壷の破片 1点を検出した

のみである。
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第133図 第 432・ 433号住居跡
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SJ431

第慇2号住居跡 土層説明 (カ マドを含む)
E・ 1.10YR3/1 黒 褐 色 土 地山ブロック多。

１
ョ
９
１
↑

2.10YRグ 6 褐  色  土 焼土粒多。
3.10YR″ 3 にぶい黄褐色土 焼土粒・灰含。

第4"号住居跡 土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 地山ブロック・粒多い。

第432号住居跡 貯蔵穴土層説明  第4"号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色±     1.10YR3/1 黒褐色土 地山粒・焼土粒含む。

焼土粒多い。    2.10YR3/4 暗褐色土 地山ブロック多い。
2.10YR3/3 暗褐色土

地山ブロック多い。

m

第 55表 第 432号住居跡出土遺物観察表
番 号 器   種 口  径 器  高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

不 (14.8) (3.5) 粗 (W,B,R) にぶい黄橙 破 片

およそN一 Z° ―Wを指す。

第432号住居跡の床までの深さは 6錮程で、覆土は

自然堆積である。 2軒の床は同一面に検出されたが、

拡張時に掘 り下げが行なわれたか否かは明らかでな

い。確認した床面は、住居中央がやや高まる。壁溝は

第432号住居跡で幅約15cm、 深さ約 5m、 第433号住居

跡で幅約25cm、 深さ約10cmを測る。

カマドは北東壁に設けられる。燃焼部は80cm× 49cm

の楕円形で、床面より約 8 cmの深さに火床面が形成さ

れる。第433号住居跡のカマドは不明である。

第432号住居跡の貯蔵穴は、東隅部で第433号住居跡

の壁溝を切り込んでいた。上面は径56cm× 82錮の楕円

形を呈し、深さは44cmを測る。第433号住居跡の貯蔵

穴は不明である。

柱穴はいずれの住居跡からも検出されなかった。

遺物は第432号住居跡の覆土より、土師器の杯 1点

が出土したにすぎない。

第134図 第432号住居跡出土遺物

第434号住居跡 (第 9・ 135図 )

AJ-20グ リッドに位置する。第356・ 365号住居跡

との重複関係は確認できなかった。平面は軸長3.23m

×3.18mの方形で、面積は10.27イを測る。長軸方向

はおよそN-33° ―Wを指す。

床までの深さは 6 cm程度で、覆土は自然堆積のよう

である。壁溝は見られず、床面は南東から北西へわず

かに傾斜する。

柱穴は 2本検出された。主柱穴のようだが、壁に寄

り過ぎる感がある。径約36cm、 深さ約35cmである。

カマド●貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は覆土中より、須恵器壷の破片 1点を検出した

のみである。
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第135図 第434号住居跡

P3

第 56表 第 434号住居跡出土遺物観察表

A l5.9oom

B _ t5.9oom

9 t5.9oom

第434号住居跡 土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山多 く、焼土少量含む。

第434号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山 。焼土少量。
2.10YR3/1 黒褐色土 地山少量含む。
3.10YR3/1 黒褐色土 地山多 く含む。

SJ365

“

こゝ
鼈夕 Pl

SJ434

SJ365

番 号 器   種 口 径 器  高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

須 恵 器 壺 (9.0) 微 (R,F) 灰 破 片

第136図 第434号住居跡出土遺物

10cm

第435号住居跡 (第 10・ 137図 )

AJ-24グ リッドを中心に位置する。ほとんど壁溝

での確認であったため、第414・ 436・ 437号住居跡と

の重複関係は明らかとし得なかった。しかも、北東壁

の一部が検出できたに過ぎず、全体の規模や形状、施

設等についてはまったく不明である。

壁溝は幅約15cm、 深さ約 6mを測る。

遺物は壁溝中より少量出土した。古墳時代後期の上

師器片である力ヽ 微細な破片のため図示できなかっテ島

第436号住居跡 (第 10・ 137図 )

AJ-24グ リッドに位置する。南西部で第442号住

居跡を掘り抜くが、東南壁を第439号住居跡、床の一

部を第442号土羨や第169号井戸跡に切られる。北隅部

で重複する第435号住居跡との関係は確認できなかっ

た。全体は軸長4.95m× 5。 37mの方形で、面積は26.58

イを測る。主軸方向はおよそN-29° 一Wを指す。

床までの深さは15cm前後、覆土は人為的な埋め戻し

である。床面は概ね平坦ながら、北東辺は全体的に一

段低くなる。壁溝は一部を除いて全周する。幅約20

cm、 深さ約 8 cmである。

カマドは北西壁のほぼ中央に設けられる。燃焼部は

154cm× 50cmで、煙道と一体となっている。火床面は

平坦で、薄く灰が堆積する。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径37～60cm、 深さ

20～60mである。Plはかなり浅いが、 4本ともに柱

痕が観察された。

貯蔵穴は検出されなかった。北隅部に図示した落ち

込みは、きわめて浅い皿状の窪みである。

遺物は床面上に散らばって出上した。いずれも破片

で、土師器の外・鉢・甕などが見られる。
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第137図 第4350436号住居跡

SJ412・ 413

○

SJ414
SJ43フ

SJ435

SJ439

第436号住居跡 土層説明 (柱穴含む)
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土 焼土粒・炭化物粒若干含む。
2.10YR5/4 にぶい黄褐色土 きめの細かい地山粒多 く含む。
3.10YR3/1 黒 褐 色 土 地山粒・炭化物含む。柱根。
4.10YR3/4 暗 褐 色 土 地山ブロック多 く含む。充填土。
5。 10YR4/4 褐  色  土 地山ブロック多 く含む。充填土。

一■

劇
尋
つ
∽

B 10000m

C  16.000rn

第435号住居跡 土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 地山粒 。ブロック含む。

第436号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR3/4 暗褐色土 焼土粒・ブロック多く含む。
b.10YR3/1 黒褐色土 灰・炭含む。
c.10YR3/3 暗褐色土 地山ブロック含む。

〃笏琥軋笏
杉:′

`〃

笏Z多:‐11'1杉多‐′イ多,'
'1′

ラクク
`′

/:イク
`‐

‐
||`′|||″ク||:インク

`夕

′
`

レ′/ / ア//′ ′1/`,‐‐|||||′ ′́
`

D  10000m
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第138図 第436号住居跡出土遺物

2

第 57表 第 436号住居跡出土遺物観察表

第437号住居跡 (第 10・ 139図 )

AI-24グ リッドを中心に位置する。ほぼ床面での

検出であり、第414・ 419号住居跡、第136・ 158号井戸

跡との重複関係は把握できなかった。軸長の測れるの

は一方向のみであるが、柱穴の位置からもう一方を想

定すると、:全′体は約5。 30m× 5.30m、 面積およそ28.09

どの方形となる。長軸方向はおよそN-24° 一Wを指

す。

床面は中央部が窪む他、北東から南西へも傾斜す

る。壁溝は幅12～40cm、 深さ約 7 cmを測る。

柱穴は主柱穴 4本が検出された。径50～63cm、 深さ

24～36cmである。P2以外は柱痕が観察された。

カマドと貯蔵穴は検出されなかった。

遺物はすべて壁溝中からの出土で、内面に暗文の施

された土師器の外・甕など5点である。但し、いずれ

も微細な破片であるため、図示するには至らなかっテ島

このほか、鉄製の鎌 (第427図 5)が 1点検出されてい

る。

第438号住居跡 (第 10・ 140図 )

AI-25グ リッドを中心に位置する。大半は東側の

調査区外になり、南西の一辺が検出できたにとどま

る。故に、全体は方形と推測されるものの、規模や施

設等については明らかでない。南西の軸長はおよそ

4.00mで、軸方向はN-25° ―Wを指す。

ほとんど床面での検出であったため、覆土は観察で

きなかった。その床面は、南から北へわずかに傾斜す

4

10

ヽ ＼
＼

＼

11

m
9

番号 器   種 口 径 )局 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

杯

不

不

杯

不

杯

不

不

鉢

甑

甕

11.5

(11.5)

11.6

12.9

(13.8)

(13.2)

(17.5)

(19.0)

(25。4)

(24.0)

3.2

3.3

3.7

4。 1

(3.9)

(3.2)

2.9

(2.9)

(5。 3)

(6.6)

(13.5) (5。 2)

粗

粗

微

細

微

微

礫

微

礫

糸田

微

(C,

(W,

(W)

(W,

(W,

(W,

(C)

(W,

(W,

(W,

(W,

R)

C,R)

B)

B)

B)

B)

R,片 )

B)

B)

良

良

良

良

浅 黄 橙
橙

に ぶ い 橙

橙

橙

橙

に ぶ い 橙

橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

橙

95

50

55

60

30

破片

破片

破片

破片

破片

破片

比企型 赤彩
比企型 赤彩
内外黒色処理

-134-
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第139図 第437号住居跡
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第140図 第438号住居跡

調査区外

SJ437

°

i SE136
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る。壁溝は検出範囲でほぼ全周し、幅約15cm、 深さ約

5mを測る。

古墳時代後期の不 4片が壁溝中より出土したが、微

細な破片のため図示し得なかった。

第437号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 焼土粒含む。柱根。
2.10YR3/1 黒褐色土 地山ブロック多く含む。
3.10YR3/4 暗褐色土 地山ブロック・粒多く含む。

m

第439号住居跡 (第 10・ 141図 )

AJ-24グ リッドを中心に位置する。北西壁で第

436号住居跡を切る他、第442号住居跡を広範に掘り抜

く。反対に、南側は第443号住居跡に大きく切り取ら

れる。第445号住居跡との重複関係は確認できなかっ

た。東隅部が床面での検出であったため、主軸長は不

明である。いま、これを柱穴の位置から推定するなら

ば、住居跡の規模は約4。 20m× 5.24m、 面積およそ

22。 01ピ となる。主軸方向はほぼN-40° ―Wを指す。

床までの深さは 5～ 15cm、 覆土は人為的な埋め戻し

である。第443号住居跡の構築に伴うものと考えられ

る。壁の立ち上がりは緩やかで、床面は南西から北東

に向けてやや傾斜する。壁溝は北西壁の一部に検出さ

れた。幅約23cm、 深さ約 8 cmを測る。

sBl13

-135-

SJ438



カマドは北西壁中央、やや北寄りに営まれる。煙道

は長さ71cm、 幅4&mで、底面は燃焼部から緩やかに立

ち上がる。燃焼部は70cm× 62錮の方形で、火床面は床

より5 cm程低い。

第141図 第4390442号住居跡

SJ436

IE

SJ439

柱穴は 4本の主柱穴が検出された。径34～3■m、 .深

さ18～40mを測り、 3本に柱痕が観察された。

貯蔵穴は検出されなかった。

図示した 2個体の甕はカマド中より出土した。
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第439号住居跡 カマ ド土層説明
a.5YR3/4 暗 赤 褐 色 土 焼土粒 。ブロック多く含む。
b.5YR3/1 にぶい赤褐色土 焼土粒 。地山粒含み、炭化物粒混入。
c.7.5YR4/2 灰 褐 色 土 b層に比べ焼土粒やや少ない。
d.7.5YR5/4 にぶ い褐 色 土 地山粒含む。袖崩落土。

第422号住居跡 土層説明
1.10YR6/4 にぶい黄橙褐色土 地山粒 。ブロックやや多 く含む。
2.註記欠落
3.註記欠落

第 58表 第 439号住居跡出土遺物観察表

第439号住居跡 土層説明 (柱穴含む)
1.10YR4/4 褐  色  土 焼土粒・焼土ブロックやや多 く、炭化物粒 。地山粒含む。
2.10YR5/4 にぶい黄褐色土 地山粒・炭化物粒若干含み、地山ブロック混入。
3.10YR3/1 黒 褐 色 土 焼土粒 。地山粒含む。柱根。
4.10YR3/2 黒 褐 色 土 地山ブロック多 く含む。充填土。
5.10YR4/4 褐  色  土 地山ブロック多 く含む。

種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼 成 色 調 残存率 考
1

2

甕

甕

(20.5)

(22.9)

(10。4)

(24.4)

粗 (W,B,R)
細 (B) 良

灰   褐
に ぶ い 橙

破片

破片

-136-

sJ442



第142図 第439号住居跡出土遺物
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床までの深さは15cm前後、覆土は自然堆積を示す。

床面はおおよそ平坦で、壁溝は見られない。

カマドは北東壁のやや東寄りに付設される。煙道は

長さ102cm、 幅39cmで緩やかに立ち上がる。燃焼部は

38cm× 47cmの方形で、灰層や焼土ブロックなどはほと

んど見られない。火床面は平坦で、焼けた様子はあま

り窺えない。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径40cm× 3■mの不

整円形で、深さは12cmと浅い。

遺物は土師器の甕や須恵器の蓋・甕が、カマドの覆

土などから数点出土した。いずれも細かい破片であ

り、 3点を図示し得たにすぎない。

第441号住居跡 (第 9・ 10・ 145・ 146)

AJ-22グ リッドを中心に位置する。他住居跡との

重複はないが、中央部を第111号溝跡に掘り抜かれる。

全体は軸長4.45m× 4。 34mの方形で、面積は19。 31イを

測る。主軸方向はおよそN-48° ―Eを指す。

床までの深さは最大15cm、 覆土は自然堆積である。

壁の立ち上がりは緩やかであり、床面はゴレ らヽ南へわ

ずかに傾斜する。壁溝はほぼ全周し、幅16～32m、 深

さ6～ 10cmを沢」る。

カマドは北東壁のほぼ中央に設けられる。右袖は撹

乱を受け明瞭ではないが、燃焼部は38cm× 28cmの長方

形で、火床面はほぼ平坦である。

柱穴は 4本の主柱穴が検出された。径29～35m、 深

さ42～44mで、柱痕は観察できなかった。また南東の

壁際でも、土羨状の浅い掘り込み(P5)が検出された。

径約60cm、 深さ約20cmである。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径6■mの方形を呈

し、深さは42mを測る。

遺物は貯蔵穴からカマド周辺にかけ、多量に出土し

ている。いずれも床面から貯蔵穴上層に見出された

が、すべて押し潰されたような状態であった。
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第440号住居跡 (第 10・ 144図 )

AK-21グ リッドに位置する。カマドの煙道で第
418号住居跡を切 り、南隅部を第112号溝跡に切られ

る。第

“

2・ 446号住居跡、知 44・ 4距 486号土羨、第

445号井戸跡との重複関係は確認できなかった。全体

は軸長3.∞ m× 3。 30mの方形を呈し、面積は12。 87イを

測る。主軸方向はおよそN-53° 一Eを指す。

第143図 第440号住居跡出土遺物
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第 59表 第 440号住居跡出土遺物観察表
番 号 器   種 口 径 器 高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考
須 恵 器 蓋

須 恵 器 蓋

須 恵 器 甕

(13.7)

(17.7)

(2.4)

(2.2)

(4.4)

糸田 (F)

細 (W,F)
細 (F,針 )

良

良

良

白

白

灰

灰

灰

破片

破片

破片

自然釉付着

南比企

-137-



第144図 第440号住居跡
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第145図 第441号住居跡カマド・貯蔵穴
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sJ402

SK434

Э

第440号住居跡 土層説明
1.10YR4/1 褐灰色土

2.10YR4/1 褐灰色土
3.10YR4/1 褐灰色土
4.10YR4/1 褐灰色土

10YR4/1 褐灰色土
10YR4/1 褐灰色土
10YR4/1 褐灰色土

(カ マ ド含む)

地山多少、焼土・炭化物

少量含む。

1層 より地山多い。

1層 より地山少ない。

1層 より最も地山少なく

炭化物多い。

4層 より炭化物少ない。

1層 より地山最も多い。

地山・焼土少量含む。

SJ540

第440号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山・焼土少量含む。
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第146図 第441号住居跡
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第 60表 第 441号住居跡出土遺物観察表 (1)

|

第441号住居跡 土層説明
1.10YR3/4暗 褐 色 土
2.10YR5/6黄 褐 色 土
3.10YR6/6 明黄褐色土
4.10YR5/6黄 褐 色 土

E _r6.ooom

P`

F  16.∝ Юm

焼土粒・炭化物粒含む。

地山粒含む。

地山粒やや多く含む。

地山ブロック含む。

赳艤辟錢
鯰 魃 嬌 :嬌:聰多錮

第441号住居跡

a.2.5YR5/6
b.10YR6/2
c.7.5YR5/4
d.10YR4/3

カマ ド土層説明

明 黄 褐 色 土

灰 黄 褐 色 土

にぶ い褐 色 土

にぶい黄褐色土

貯蔵穴

貯蔵穴土層説明

にぶい黄褐色土

褐  色  土
にぶい黄褐色土

黄 褐 色 土
明 黄 褐 色 土

明 黄 褐 色 土

焼土粒・プロック多 く含む。

粘土ブロック含む。

黄白色粘土プロック含む。

炭化物粒・焼土粒含む。

焼土粒 。地山粒含む。

地山粒含む。

砂質地山主体で、焼土粒含む。

砂質地主体。

きめやや粗 く、しまりあり。

5層 に近似。ややしまりあり。

地山粒多 く含む。

地山粒・焼土粒・炭化物粒含む。

地山土・砂質土含む。

地山粒含む。

砂質地山土含む。

第41号住居跡
1.10YR4/3
2.10YR4/4
3.10YR5/4
4.10YR5/6
5.10YR6/6
6.10YR6/6

第441号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR5/3 にぶい黄褐色土
2.10YR5/4 にぶい黄褐色土
3.10YR5/6黄 褐 色 土
4.10YR4/4 褐  色  土
5.10YR4/2灰 黄 褐 色 土

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

杯

杯

不

不

杯

不

不

甕

鉢

鉢

甕

甕

不

脚

局

支

12.0

12.2

(12.4)

12.2

(12.8)

(13.6)

(16.4)

17.3

(12■ )

(15.0)

(4.3)

5.3

5。0

5。 1

(4.9)

5。 1

(4.4)

11.6

5。 1

(10.4)

(8.0)

(7.0)

(7.2)

(9■ )

(10.6)

9.5

7.1

7.9

8.0

細 (W,B)

粗 (W,B,R)

細 (W,B,R)

粗 (W,C,R)

細 (W,B,R,F)

微 (W,B)

細 (W,R)

礫 (W,片 )

粗 (W)

礫 (W,R,片 )

粗 (W,片 )

粗 (W,片 )

粗 (片 )

礫 (W,片 )

良

良

橙

橙

橙

橙

橙

橙

橙

に ぶ い 橙

にぶい黄橙

橙

橙

橙

橙

橙

40

100

55

90

破片

60

破片

90

脚部 75

40

70

破片

破片

破片

赤彩

赤彩 高不の転用
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第147図 第441号住居跡出土遺物 (1)
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第148図 第441号住居跡出土遺物 (2)
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第 61表 第 441号住居跡出土遺物観察表 (2)

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備    考
‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

甕

甕

甕

甕

EE

甑

甑

甑

堡E

霊 I

霊 I

(21.0)

(14.0)

15。4

(15。8)

17.6

27.4

(27.0)

(16.8)

22.2

(25■ )

(11.7)

(16.2)

(33.3)

22.8

21.3

23.4

29.7

(8.6)

(26.8)

29。 1

7.3

12.2

4.4

(8。 7)

9.0

9。 1

(6.5)

7.5

礫 (W,片 )

粗 (W,R,片 )

粗 (W,片 )

礫 (W,片 )

細 (W,B)

粗 (W,R,片 )

礫 (W,C,片 )

粗 (W,R,片 )

粗 (W,B,F)

細 (W,F)

礫 (W,R,片 )

劣

劣

劣

劣

劣

良

明 赤 褐
橙

橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

橙

橙

に ぶ い 橙

明 赤 褐
に ぶ い 橙

40

破片

破片

90

90

70

100

70

破片

40

85
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第442号住居跡 (第 10・ 142図 )

AJ-24グ リッドを中心に位置する。西隅部のごく

一部が検出されたのみで、大部分は第436・ 439・ 443

号住居跡に切られる。このため、全体の規模や形状、

施設等についてはまったく不明である。

床までの深さは 6 cm程度で、覆土は故意に埋め戻さ

れたもののようである。壁溝は幅約16cm、 深さ約 3m

を測る。

遺物は覆土中より、甕や杯の破片を 8点出土したの

第 62表 第 443号住居跡出土遺物観察表

第150図 第443号住居跡出土遺物

T
＼

第 63表 第 443号住居跡出土遺物観察表

みである。微細な破片がほとんどで、図示できたもの

は少ない。

第149図 第442号住居跡出土遺物

2

m

6
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番 号 器   種 口 径 器  高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考
杯

甕

(16.0) ４

３
．

6.7

Ｆ

片

Ｒ

Ｒ
，

師
＜Ｗ，

礫
礫

並日
並
日

に ぶ い 橙

にぶい黄橙

60

破 片

こ=♪ 】ミFく
「

′
―

番号 器   種 口 径 器  高 底径 月台 土 焼成 色 調 残存率 備    考
1

2

3

4

5

6

7

8

9

不

不

不

杯

杯

須 恵 器 不

甕

甕

甕

(14.4)

(14.0)

(15.6)

(17.2)

(13.5)

(17.0)

(14.5)

(18.7)

3.8

(3.7)

(4.5)

(4.2)

4.4

(3.4)

15.8

(15。9)

(6.6)

7.8

5.0

微 (R)

細 (R)

微 (W,B)
微 (W,B)
粗 (W,B,R)
粗 (W)
粗 (W,片 )
粗 (W,C,R)
粗 (W,片 )

良

良

良

良

にぶい黄橙

橙

橙

橙

にぶい黄橙

褐灰

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 褐

45

破片

35

破片

65

破片

70

20

破片

金井窯
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第443号住居跡 (第 10・ 151図 )

AK-24グ リッドを中心に位置する。北側で第

439・ 442号住居跡を東側で第444・ 445号住居跡をそれ

ぞれ切る。全体は軸長5.44m× 5。 66mの方形を呈し、

面積は約30.ηイを測る。主軸方向はおよそ S-54° ―

Wを指す。

床までの深さは15～ 25cm、 覆土は単一ながら自然堆

積である。床は第445号住居跡の覆上部分のみに貼 り

床を施している。床面は南から北へ向けて傾斜する。

壁溝は北東壁以外はほぼ全周し、幅20～25cm、 深さ約

第151図 第443号住居跡

9 
-rs.ooo-

D r6.0fi)m

3 cmを測る。

カマドは南西壁の南寄りに設けられる。燃焼部は96

釧×44cmの楕円形で、火床面は床からわずかに窪む。

貯蔵穴は南隅部に備わる。上面は径86cmの方形だ

が、内部は径50cm程の円形となる。床面からの深さは

52cmを測る。

柱穴は検出されなかった。

遺物はカマドより土師器の甕、貯蔵穴脇より然と小

型甕、覆土より滑石製の有孔円板未製品(第425図 11)ご
ヨ

砥石0自420図 6)などが出土している。

SJ“ 2

SJ445

SJ439

第443号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR4/4 褐色土 焼土粒多 く含む。
b.5YR2/1 黒色土 灰・炭多 く含む。
c.註記欠落

第443号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山粒多く含む。
2.10YR4/4 褐 色 土 地山ブロック多 く含む。

第443号住居跡 土層説明
1.10YR4/4 褐 色 土 砂粒・地山粒混入。焼土粒含む。
2.10YR6/6 明黄褐色土 地山粒・プロック主体。貼 り床。
3.10YR4/6 褐 色 土 地山粒含む。焼土粒・炭化物粒若干混入。

"む9

Ｅ
Ｒ
３
．Ｏ
ｒ
　

ｍ

Ｅ
目

．９

‐

く。

E- t6.000-

蒻燒鱚蒻緻
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第444号住居跡 (第 10・ 152図 )

AK-25グ リッドを中心に位置する。ほぼ第445号

住居跡の上に、その覆土(自然堆積)を掘り込んで構築

される。西隅部は第443号住居跡に切られるが、北隅

の第178号井戸跡との重複関係は確認できなかった。

全体は軸長4。 mm× 5。 %mの長方形で、面積は27。 07ピ

を測る。主軸方向はおよそN-29° 一Wを指す。

床までの深さは10～ 15cm程で、覆土は人為的な埋め

戻しと考えられる。壁の立ち上がりは緩やかで、壁溝

は見られない。床面はほぼ平坦で、貝占り床は観察でき

第152図 第444号住居跡

なかった。

カマドは北西壁の中央部、やや北寄 りに設けられ

る。煙道は長さ50cm、 幅40cmではぼ垂直に立ち上が

り、燃焼部は二段になり、焚き口部は足場状の窪みと

なる。手前の楕円形の部分は92cm× 58cmで、床からの

深さ7。 5cmを測る。

柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は覆土中より、土師器の外や甕、須恵器の不や

蓋、鉄製の不明製品09428図 33)などが出土している。

第444号住居跡 土層説明
1.10YR3/4 暗褐色土 焼土粒・炭化物粒含む。

第444号住居跡 カマ ド土層説明
a.5YR5/6 明 赤 褐 色 土 焼土ブロック多い。天丼崩落

による残片焼土塊か。

b.5YR2/1 黒 褐 色 土 灰及び炭化物を含む灰層。
c.5YR4/2 灰 褐 色 土 焼土粒 。粘土ブロック含む。
d.5YR5/4 にぶい赤褐色土 きめ細かい焼土粒含む。

腑
，
マ
つ
の

sJ444

絋
c r6.ofltm

田 4“
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第153図 第444号住居跡出土遺物

「

諏肇

2

5 6 7

11 12

つ

第 64表 第 444号住居跡出土遺物観察表

第445号住居跡 (第 10・ 154図 )

AK-24グ リッドを中心に位置する。埋没後、第

443・ 444号住居跡に大きく切られる他、南東部も第

121号掘立柱建物跡に切り込まれる。」躙呂の第1器号井

戸跡との重複関係は確認できなかった。全体は軸長

6。 58m× 6.60mの方形で、面積は43.43どを測る。主軸

方向はおよそN-62° 一Eを指す。

床までの深さは15m前後で、覆土は自然堆積であ

る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は中央部がいく

ぶん高まる。壁溝は幅25～30m、 深さ約 7mを測り、

部分的に途切れる。

カマドは北東壁をかなり南に寄った、東隅部の近く

|こ設けられる。燃焼部は104錮×38cmの細長いもので、

火床面は床よりわずかに低く、灰層が形成されていチ島

柱穴は主柱穴 4本が検出された。径38～mcm、 深さ

Ю～60cmで、 2本で柱痕が観察された。

貯蔵穴は東隅部でカマドに隣接して備わる。上面は

径%cmの円形を呈し、深さは58cmを測る。

遺物はカマド中より土師器の杯が出土した他、貯蔵

穴や東隅部の壁際より小型甕や壷などが見出されてい

る。

第446号住居跡 (第 10・ 156図 )

AK-21グ リッドに位置する。そのほとんどを第

418・ 421・ 440号住居跡、第445号井戸跡に掘り抜かれ

ており、南壁と床のごく一部が検出されたに過ぎな

い。このため、全体の規模や形状、施設等については

明らかとし得ない。

床までの深さは1■m程で、壁溝は見られない。床面

はほぼ平坦である。

遺物は覆土より、 ミニチュアの容器(甕 ?)と手捏ね

(第426図12・ 15)が出土している。

10

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

不

不

不

須 恵 器 不

須 恵 器 蓋

須 恵 器 蓋

須 恵 器 蓋

須 恵 器 蓋

甕

甕

台  付  甕
台  付  甕

(12.8)

(14.8)

(12.7)

(14.5)

4。0

(18.8)

(11.0)

17.9

(3。 0)

(2.5)

(4.3)

(4。 0)

4.3

1.3

(1.3)

(1.7)

(1.5)

(6.4)

(5。 7)

(11.9)

(3.4)

(6■ )

(17.0)

(16.9)

(10。9)

細 (W,B)

粗 (W,B,R)

粗 (W,R,F)

糸田(B,F)

微 (F)

微 (F)

微 (F)

微 (F)

礫 (W,B,R,片 )

粗 (W,B,R)

粗 (W,B,R)

粗 (W,B,R)

良

良

良

良

良
亜ユ

良

良

橙

に ぶ い 橙

にぶい黄橙

黄   灰
灰   白
灰

灰   白
灰   白
にぶい黄橙

橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

破片

50

破片

40

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

湖西 胎土分析 ヽ 14

群馬 ?

湖西

群馬
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第154図 第445号住居跡

SJ444

Ｅ
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０
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１
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SJ445

P=

&●

P2

SBl12

10YR4/4

10YR5/4

10YR4/6

5YR5/8

10YR6/6

褐  色  土
にぶい黄褐色土

褐  色  土
明 赤 褐 色 土

明 黄 褐 色 土

島

S゛

“

Ю

f 
-te.ooo-

!-to.ooo-

?-to.ooo-

B'第 445号住居跡 土層説明
地山粒。炭化物粒含。

地山粒。ブロック含。

地山粒。ブロック多い。

焼土粒多い。

地山粒。ブロック多い。

第445号住居跡 カマド土層説明
C′ a.10YR5/1 褐灰色土 焼土粒を多く含む灰層。
b.10YR3/3 暗褐色土 地山ブロック多く

焼土粒微量。

第445号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 地山ブロック・焼土粒含む。
2.10YR2/2 黒褐色土 地山プロック少量、

焼土粒含。

3.10YR4/2 灰黄褐色土 地山ブロック・焼土粒少量。
4.10YR3/1 黒褐色土 焼土粒微量。

第45号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/4 暗褐色土 地山プロック多く、焼土粒含。
2.10YR2/1 黒 色 土 炭多く、地山ブロック含。
3.10YR3/2 黒褐色土 地山ブロック多い。柱痕。
4.10YR3/3 暗褐色土 地山粒多い。
5.10YR3/1 黒褐色土 地山プロック多い。

SE178

-146-
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第155図 第445号住居跡出土遺物

3

第 65表 第 445号住居跡出土遺物観察表

第156図 第446号住居跡

SJ410・像 1

SJ440

SK“

A _ ts.Soom

%,m SE“ 5

第447・ 448・ 449号住居跡 (第 10・ 157図 )

AJ-25グ リッドを中心に位置する。 3軒は同一方

向に入れ籠状の重複となっており、1日住居を順次埋め

戻して構築されている。このことから推して、 3軒は

第447号住居跡→第448号住居跡→第449号住居跡へと、

次第に拡張を行なった過程を示すものと判断される。

5

m

南西部では第449・ 450号住居跡を切るが、第115号掘

立柱建物跡、第176・ 177号井戸跡との重複関係は確認

できなかった。また、東側の大部分は調査区外にな

り、 3軒ともに全体の規模や形状、施設等については

明らかとし得ない。長軸方向はおよそN-40° ―Wで

一致する。

(第447号住居跡)

床までの深さは確認面より約20cmで、覆土は混合土

による埋め戻しである。壁溝は検出範囲で全周し、幅

約28cm、 深さ約10cmを測る。床面はほぼ平坦である。

柱穴は主柱穴が 1本検出された。径%cm、 深さ貿cm

である。

カマド●貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は埋め土より、土師器の甕や杯が数片出土して

いる。いずれも微細な破片で、図示できたものは 3点

のみである。

(第448号住居跡)

拡張に際し、第447号住居跡を10cm程埋め戻して床

としている。覆土は第449号住居跡構築時の貝占り床の

みである。壁溝は幅10～20m、 深さ約 8 cmで、一部で

途切れる。

柱穴は主柱穴が 2本検出された。第449号住居跡も

SJ●00

SJ402

SJ● 06

_J

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

杯

不

lⅡ l

甕

甕

(12.8)

16.2

(18。0)

(13.8)

(12.3)

4。 1

(5.2)

(8.5)

(5。 6)

15。 1 7.0

微 (W,B)
細 (W,B,R)
粗 (W,B,R)
粗 (W,R)
礫 (W,片 )

良

良

良

良

橙

に ぶ い 橙

橙

橙

に ぶ い 橙

30

90

破片

破片

95
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SE177

第157図 第447044804490450号 住居跡

SJ“ 8・

“

9P,

B_ls.Eoo-

C 15.000m

SJ448・ 449    Pi

SJ447

SJ448・ 449

P3

第447号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山粒・焼土粒含む。
2.10YR4/4 褐 色 土 地山ブロック多く含む。
3.10YR3/2 黒褐色土 地山ブロック多 く含む。

第447号住居跡 土層説明
1.10YR4/3 暗褐色土 地山ブロック多く含む。埋め戻 し。
2.10YR4/4 褐 色 土 地山ブロック多く含む。埋め戻し。

第448号住居跡 土層説明
1.10YR4/4 褐色土 地山ブロック多く含む。埋め戻し。

第449号住居跡 土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 地山粒含む。
2.10YR3/4 暗褐色土 地山ブロック多く含む。

第448・ 449号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 焼土粒含む。
2.10YR3/1 黒褐色土 地山ブロック多く含む。
3.10YR3/4 暗褐色土 地山ブロック多く含む。
4.10YR4/4 褐 色 土 地山ブロック多く含む。

第450号住居跡 土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 地山粒含む。

第158図 第447号住居跡出土遺物

調査区外

SJ如・

“
9R

SJ451

主柱ごと、これをそのまま利用したと思われる。径58

～86cm、 深さ52～ηmである。

カマド●貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は埋め土より、土師器の不、須恵器の長頸瓶

(?)などが数片出土している。いずれも微細な破片

で、図示できたものは 1点のみである。

(第449号住居跡)

第448号住居跡の床に 3m程土を貝占り、拡張を行

なっている。但し、貝占り床は全面には及ばず、南側で

は第448号住居跡の床をそのまま利用している。

確認面からの深さは 7 cm前後で、覆土は自然堆積で

ある。壁溝は幅10～20m、 深さ約 5 cmで、北西壁は第

448号住居跡のままである。

主柱穴は位置的に見て、第448号住居跡と同じもの

第159図 第448号住居跡出土遺物

ヽ

ヽ

ハ
■
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第 66表 第 447号住居跡出土遺物観察表

第 67表 第 448号住居跡出土遺物観察表

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

1

2

3

不

甕

甑

(11.0)

(23.9)

(3.2)

(6.6)

(9。 9)

(7.8)

細 (W,R)
礫 (W,R)
礫 (W,R)

良

良

に ぶ い 橙

橙

にぶい黄橙

破片

破片

破片

番 号 器   種 口  径 器  高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

須 恵 器 壺 (1.7) (8。 7) 細 (F) 良 灰 白 破 片 湖 西

と考えられる。

こうした点からすれば、ここでの拡張は完全な建て

換えではなく、床や壁などの補修程度であったと推測

される。

カマド●貯蔵穴、および遺物は検出されなかった。

第450号住居跡 (第 10・ 157図 )

AK-25グ リッドを中心に位置する。南の隅部が検

出できたのみで、大部分は次第に拡張される第447・

448・ 449号住居跡に切り取られる。そのため、全体の

規模や形状、施設等については明らかとし得ない。第

115号掘立柱建物跡、第446号土羨との重複関係は確認

できなかった。

床までの深さは 5 cm程で、検出部の床面は平坦であ

る。壁溝は幅15～
"釧
、深さ約 5mを測る。

遺物の出土は認められなかった。

第451号住居跡 (第 10・ 160図 )

AK-26グ リッドを中心に位置する。東半部は調査

区外になり、北壁を第448号住居跡が切り、住居跡内

を第540号土娠が掘り抜く。北辺で重複する、第115号

掘立柱建物跡との新旧関係は確認できなかった。南北

の軸長はおよそ5。 00mで、長軸方向はほぼN-25° 一

Wを指す。

床までの深さは 2～ 6 cm程度で、覆土は自然堆積の

ようである。床面は中央部がやや高まるものの、全体

的に見れば、西から東へわずかに傾斜している。壁溝

は検出範囲内で全周し、幅約10～ 15cm、 深さ約 6mを

沢」る。

第160図 第451号住居跡
Sコ

“

3

調査区外

SJ451

①

B _t5.8oom

第451号住居跡 土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 地山粒 。ブロック含む。

カマド、柱穴、貯蔵穴などは検出されなかった。

遺物は覆土より数点の土師器片を出土した。古墳時

代末の外や甕であるが、いずれも微小な破片であり、

図示するには至らなかった。

―

一
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第161図 第452号住居跡

SJ498

B   16000m

F」●ぃ生 :・

  G_1●mm H _r6.000-

焼土粒 。地山粒若干含む。

地山粒多く、焼土粒・炭化物粒含む。 3層 に近似。
焼土粒・灰 。炭化物含む。

地山ブロック主体。天丼の崩落土。

灰主体。

炭化物主体。

a層 に近似。

被熱の弱い天丼崩落土と考えられる。粘土。

焼土粒・炭化物粒含む。

被熱した貼 りつけ粘土。

‐
‐
ノ
／
１
１
ヽ

一

Ｅ
Ｒ
●
ｏ
”
　

く

瓢國鯰
⑭晰匁贄
:%イ .:|||`‐‐‐‐| ‐‐彩な

第452号住居跡
a.10YR5/2
b.10YR5/4
c.10YR3/4
d.2.5YR5/8
e.2.5YR5/1
f.2.5YR2/1
g。 10YR5/2

h.10YR6/4
i.10YR4/1
j.2.5YR4/8

カマ ド土層説明

灰 黄 褐 色 土

にぶ い黄褐色土

暗  褐  色  土
明 赤 褐 色 土

黄 灰 色 土

黒   色   土
灰 黄 褐 色 土

にぶい黄橙褐色土

褐  灰  色  土
赤 褐 色 土

餞,m
夕浴晰輪やり

第452号住居跡 土層説明
1.10YR4/2灰 黄 褐 色 土
2.10YR5/4 にぶい黄褐色土
3.10YR4/4 褐  色  土
4.10YR5/4 にぶい黄褐色土
5.10YR4/4 褐  色  土
6.10YR6/6明 黄 褐 色 土

焼土粒・粘土粒含む。

粘質地山土含む。焼土ブロック若干含む。

地山ブロック含む。 2層 とは異なる。
やや粗雑。地山粒 。ブロック含む。

3層 に近似するがやや粗雑。地山ブロック含む。
4層 より粘質。地山土主体。

第452号住居跡 土層説明
1.10YR3/4 暗褐色土 焼土粒・炭化物粒若干・粘質ブロック含む。
2.10YR4/4 黒褐色土 地山粒 。ブロック多 く含む。
3.10YR4/6 黒褐色±  2層に近似。地山ブロックやや多く含む。
4.10YR2/3 暗褐色土 炭化物粒・灰・焼土粒含む。
5.10YR5/4 黒褐色土 地山粒・ブロック主体。
6.10YR5/4 黒褐色土 きめ細かく、地山粒含む。
7.10YR3/3 暗褐色土 きめ細かく、焼土 。地山粒若干含む。
8.10YR4/4 黒褐色±  3層に近似。地山粒含む。

第452号住居跡 柱穴 (Pit l～ 8)土層説明
1.10YR3/2 黒 褐 色 土 地山粒多く、地山ブロック含む。
2.10YR3/3 暗 褐 色 土 地山粒・炭化物粒 。焼土粒混入。
3.10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山粒を含む。
4.10YR5/4 にぶい黄褐色土 炭化物・炭化物粒多く含む。
5.10YR5/6 黄 褐 色 土 地山土多く混入。
6.10YR3/2 黒 褐 色 土 炭化物・炭化物粒混入。
7.10YR3/3 暗 褐 色 土 地山粒多く含む。
8.10YR5/4 にぶい黄褐色土 砂質地山粒混入。
9.10YR5/3 にぶい黄褐色土 地山粒多く含む。炭化物粒混入。

第452号住居跡 Pit 9。 10土層説明
1.10YR4/1 褐灰色土 灰主体。
2.10YR4/4 褐 色 土 焼土粒 。炭化物粒含む。
3.10YR4/1 褐灰色土 灰少量含む。
4.10YR4/4 褐 色 土 地山土主体。
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第452号住居跡 (第 10・ 161図 )

AK-24グ リッドを中心に位置する。西半部で第

498・ 499号住居跡を大きく切る。住居跡内の第269号

井戸跡も本跡が切るが、第182号井戸跡との新旧関係

は確認できなかった。全体は軸長6。 26m× 6。 44mの方

形を呈し、面積は40.31ピを測る。主軸方向はおよそ

N-59° 一Eを指す。

床までの深さは20～30cm程で、覆土は自然堆積を示

す。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面はほぼ平坦であ

る。壁溝は全周し、幅約15～30cm、 深さ約1%mを測る。

第 68表 第 452号住居跡出土遺物観察表

カマドは北東壁の中央部、やや南東寄りに設けられ

る。煙道は長さ64m、 幅24側の溝状で、底面は緩やか

に立ち上がる。燃焼部は84× 50cmのきれいな長方形に

造られ、火床面には厚く灰が堆積していた。その左壁

の際には、土師器の甕が伏せ置かれていた。

柱穴は主柱穴 4本、支柱穴 4本が検出された。主柱

穴は径35～60cm、 深さ46～η釧で、かなり隅部寄りに

配される。支柱穴は径30～40m、 深さ27cmで、各主柱

穴の中間に穿たれる。主柱穴に比して規模は小さく、

掘 り込みも浅い。さらに、カマド焚き口部の両脇に

D_l6.ooom

E _16.000-

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備    考
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

１３

１４

１５

１６

１７

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

甕

甑

甕

甕

甕

(13.2)

(14.7)

(15.6)

15。2

(17.2)

16.0

15。3

15.0

(14.4)

(16■ )

17.1

(17.8)

17.4

(25。0)

19。2

(18■ )

4.3

4.6

4.9

4.6

5。0

5.0

4.8

(4.7)

4.3

4.9

(4.6)

6.1

17.7

(8.9)

(26.0)

(11.6)

(18.2)

6。9

6.6

粗

粗

糸田

微

微

粗

粗

微

粗

微

微

微

礫

粗

粗

礫

礫

(W,

(R)

(W,

(W,

(W,

(R)

(R)

(W,

(R)

(W,

(W,

(W,

(W,

(W,

(W,

(W,

(W)

C)

B)

B)

B)

B)

B)

B)

B)

C)

片 )

片 )

R,片 )

良

良

良

良

良

良

良

良

橙

橙

橙

橙

に ぶ い 橙

橙

橙

橙

に ぶ い 橙

橙

橙

黄

橙

橙

橙

橙

橙

橙

浅

40

45

65

80

破片

80

65

60

50

60

50

45

100

破片

70

破片

30

比企型 赤彩

小針型

赤彩
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第162図 第452号住居跡出土遺物

も、小さなピットが穿たれていた。柱穴か否かは判然

としないが、カマドにかかわるものであろう。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径85cmの円形を呈

し、深さは6生mを測る。

遺物はカマドを中心に、土師器の外や甕、日玉(第

424図 14)、 鉄製の不明製品(第428図18)などが出土して

いる。

第453号住居跡 欠番

ヽ

‐

―

一

ヽ

ヽ

．
●

11

15

12

/

7
17

1  16
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卜
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て=要≡F=計二

、
ヽ＼ヽ
）
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第454号住居跡 (第 10・ 163図 )

AL-25グ リッドを中心に位置する。南半部を第

455・ 456・ 467号住居跡に切られる。全体は軸長5。 40m

×5.20mの 四辺の張る方形で、面積は28。 08イを測る。

長軸方向はおよそN-61° 一Wを指す。

床までの深さは10cm前後で、覆土は自然堆積と思わ

れる。床面は西から東へやや傾斜する上、全体に凹凸

が激しい。壁溝はほぼ全周し、幅約20m、 深さ約 8 cm

を測る。

柱穴は 3本検出された。位置的に見て主柱穴と考え

第163図 第454号住居跡

られる。大きさは、径田～5%m、 深さZ～3%mである。

貯蔵穴は東隅部に備わる。径83× 54m、 深さ58cmの

円筒状である。

カマドは検出されなかったものの、北東で壁溝の途

切れる部分では、焼土や炭化物を多く含む土層が観察

された。あるいは、カマドは故意に破壊されたものか

もしれない。

遺物は貯蔵穴の肩部より土師器の外・小型甕・壷な

どが出土lしている。

|ぃ

SJ455・ 456・ 487

Q

⌒ |

`ド

SJ457

! 
-ts.soo-

P」5mm

第454号住居跡 土層説明
1.10YR3/4 暗褐色土 溶化進行小地山粒多 く、焼土粒微量含む。
2.10YR3/4 暗褐色土 溶化進行地山粒 。プロック多く含む。
3.10YR4/4 褐 色 土 ほとんど地山。床の溶軟化層。
4.10YR3/2 黒褐色土 全体に地山溶混。
5.10YR2/3 黒褐色±  1層 基本。焼土 。炭化物多 く含む。

| _rs.soo-

第454号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR2/2 黒褐色土 黄褐色土粒・焼土粒 。炭化物粒微量含む。柱痕。
2.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土ブロック・粒多 く含む。充填土。

第454号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 黄褐色土ブロック多く、焼土粒 。炭化物粒少量含む。
2.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土ブロック・焼土ブロック少量含む。
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第164図 第454号住居跡出土遺物
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第 69表 第 454号住居跡出土遺物観察表

第455号住居跡 (第 10・ 165図 )

AL-25グ リッドに位置する。第454・ 456・ 467号

住居跡埋没後に構築される。大部分はそれらの覆土中

となるため、平面上検出できたのはごく一部である。

土層の断面観察より推定される軸長は、5。 50m× 3。Ю

m、 面積はおよそ20.35ピ となる。全体は長方形を呈

するようで、長軸方向はおよそN-45° 一Eを指す。

床までの深さは 6 cm程で、覆土は自然堆積である。

床面はほぼ平坦で、部分的に貼り床が観察された。壁

溝は検出範囲内で幅約18cm、 深さは 3 cm程度である。

カマド●柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は第456号住居跡と一括で取 り上げてしまった

ため、識別ができなかった。

第456号住居跡 (第 10・ 167図 )

AL-25グ リッドに位置する。北西部で第454・ 457

9

m

号住居跡を切り、埋め戻されて第467号住居跡が、さ

らに第455号住居跡が構築される。全体は軸長4.50m

×5。 15mの方形となり、南東壁に張り出し部を持つ。

面積はこの入り口状施設を含め、おおよそ24.80イを

測る。主軸方向は概ねN-3ぴ ―Wを指す。

床までの深さは 5～ 10cm程で、覆土は第467号住居

跡構築に伴う、人為的埋め戻しと考えられる。壁の立

ち上がりはいくぶん緩やかで、床面は南から北へわず

かに傾斜する。壁溝は検出範囲内ではほぼ全周し、幅

約15～20cm、 深さは約 5mを測る。

入り口状施設はちょうどカマドの対面、南東壁のや

や西寄りに備わる。1.20m× 1。 35mの台形で、床より

一段高く、壁溝を備える。

カマドは北西壁中央、わずかに西寄 りに付設され

る。煙道は長さおよそ92cm、 幅50cmでほぼ垂直に立ち

＼

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 残存率 備 考

不

不

不

不

甕

甕

甕

甕

甑

12.2

13.5

12.0

(13.6)

(12.8)

(12.6)

13.6

(16.8)

(16.4)

3.6

4.3

3.9

3.4

(8。 3)

(7.0)

10。7

(11.7)

(16.1)

(6.8)

(7.5)

粗 (W,B,R)
細 (W,C,R)
粗 (W,B,R)
微 (W,B)
粗 (W,R)
微 (W,B)
微 (W,B)
細 (W,R,針 )

微 (W,針 )

良

良

良

良

良

良

にぶい赤褐

橙

橙

にぶい黄橙

橙

にぶい黄橙

橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

50

100

100

25

破片

25

90

破片

50

内外黒色処理

赤彩

南比企

南比企
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第165図 第455号住居跡
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第166図 第456号住居跡出土遺物

′ 4

第 70表 第 456号住居跡出土遺物観察表

SJ454

Ｏ

Ｑ

SJ456

〇

Ｅ
●
３
６
一　
　
く

第455号住居跡 土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土

黄褐色土粒微量。

2.10YR2/3 黒褐色土
黄褐色土粒多い。貼 り床。

m

0           10c
L=====ヒ=====」

m

SJ450

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

不

杯

須 恵 器 醒

甕

甕

13.4

(12.3)

18.4

(23.7)

3.4

(4■ )

(5.6)

8.6

(7.3)

細 (W,R)
粗 (R)

細 (F)

細 (W,B,R)
粗 (Wo R)

良

良

良

明 赤 褐
にぶい黄橙

灰

橙

に ぶ い 橙

破片

40

破片

破片

破片

群馬 胎土分析 ヽ 15
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第167図 第456号住居跡

SJ455

B l5.9oo-

D_ ls.9oom

SJ457

住居内土墳B

Ｑ拳

SJ454

SJ456

住居内土墳A P4

Ｏ

Ｑ

り
０
■
つ
∽

L

0

Ｅ
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●
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く

E  150∞ m

SJ454
住居内土墳 B

第456号住居跡 土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 黄褐色土粒 。ブロックを多く含む。人為的堆積層。
2.10YR3/1 黒褐色土 黄褐色土の混入は少い。人為的堆積層。
3.10YR3/1 黒褐色±  2層に近似。
4.10YR3/1 黒褐色±  1層に近似。

第456号住居跡 住居内土墳土層説明
1.10YR2/2 黒褐色土 炭化物少量含む。
2.10YR4/6 褐 色 土 黄褐色土ブロック多 く含む。

第456号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR2/3 黒褐色土 カマ ド天丼部の崩落か。
b.10YR2/3 黒褐色土 焼土多く含む。カマ ド煙道部への流入土。
c.10YR3/2 黒褐色土 カマ ド掘 り方。

第456号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR2/2 黒褐色土 黄褐色土粒。柱痕。
2.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土ブロック多 く含む。充填土。
3.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土粒多 く含む。柱抜き取 り後の流入土。
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上がる。燃焼部は第467号住居跡構築時に破壊された

ようで、袖などは検出されなかった。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径34～42cm、 深さ

26～37cmを測る。P2では柱痕が観察されたものの、

他は主柱を抜き取られたようである。

また、住居跡内には2基の土羨が存在する。土羨B

は貯蔵穴の可能性もあるが、土羨Aについては性格不

明である。

遺物は土師器の杯・甕、須恵器の砿などが少量出土

第168図 第457号住居跡出土遺物

11

している。但し、第455号住居跡と混じってしまって

おり、識別はできなかった。

第457号住居跡 (第 10・ 169図 )

AL-25グ リッドを中心に位置する。東隅部を第

455・ 456号住居跡に、南隅部を第465号住居跡に、南

西壁の一部を第450号土羨、第14号性格不明遺構にそ

れぞれ掘 り抜かれる。第200号井戸跡埋没後の構築で

あるが、第467号住居跡、第206号井戸跡との重複関係

は確認できなかった。全体は軸長8。 60m× 8.54mの 方

5

8
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17
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第169図 第457号住居跡
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第457号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 未溶化地山粒含む。

柱痕。

2.10YR3/3 暗褐色土 溶化進行地山粒
ブロック少量含む。

3.10YR2/3 黒褐色土 焼土・炭化物・
灰少量含む。

地山溶化未進行。

4.10YR4/4 褐 色 土 砂質地山プロック。
壁の崩落及び溶流入土。

形を呈し、面積は73。 44イを測る。長軸方向はほぼS

-30° ―Eを指す。

床までの深さは10～ 15cm程で、覆土は自然堆積を示

す。壁の立ち上がりは概ね垂直であり、床面は中央部

がわずかに高まる。壁溝は全周し、幅約10～ 30cm、 深

さ約 8mを測る。 2箇所に間仕切り状の浅い溝が取り

付く。

カマドは南東壁の南隅寄りに設けられる。燃焼部は

径86cm× 42cmの楕円形で、火床面は壁に向けてやや傾

斜する。床面からの深さは、3。 5cm程ある。

柱穴は 8本検出された。径35～66cm、 深さ22～80cm

を測る。四隅のものに比べ、中間になるものは規模が

小さい。

貯蔵穴は東の隅部ではなく、一つ分西に寄った壁際

に備わる。おそらく、主柱穴との兼ね合いからと思わ

れる。上面は径11■m× 150cmの長方形で、深さは51cm

を測る。

遺物はカマド右袖脇の床面、および貯蔵穴と壁の間

を中心に、土師器の不・小型甕・甕・台付甕・壷・

甑、須恵器の蓋・然などが出土している。

０
一
，
つ
の

第457号住居跡 土層説明 (柱穴含む)
1.10YR2/3 黒 褐 色 土 溶化進行
地山粒多く、焼土。炭化物少量含む。

2.10YR2/2 黒 褐 色 土 未溶化地山
粒ブロックで主構成に1層土入る。

3 10YR2/3 黒 褐 色 土 地山粒少量、
焼土。炭化物粒微量含む。

4 10YR3/2 黒 褐 色 土 壁の溶化
流入した地山よりなる。

5.10YR3/2 黒 褐 色 土 未溶化地山
粒含む。柱痕。

6.10YR3/3 暗 褐 色 土 溶化進行
地山粒多い。

7.10YR3/3 暗 褐 色 土 1容化進行
地山粒。ブロック少量含む。

8.10YR4/6 にぶい黄褐色土 ほとんど
地山。壁。底の溶軟化層。

9.10YR3/2 黒 褐 色 土 地山粒極少。
本来の充墳土。

第457号住居跡

a  10YR3/3

b. 10YRl.7/1

c. 10YR3/4

d. 10YR4/4

カマド土層説明

暗褐色土 焼土ブロック多い。
天丼構築粘質±。

黒 色 土 炭化物少量含む。
灰層。

暗褐色土 aに準ずるが、
焼土少ない。

褐 色 土 ほとんど地山。
炉床として貼る。

Ｅ
８

●
‘
”
　

・

!-rs.soo-

!-rs.soo-
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番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

‐１

‐２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

不

不

不

不

不

不

不

不

不

須 恵 器 不 蓋

須 恵 器 不

鉢

lⅡ l

甕

甕

甕

甑

台  付  甕

15.4

12.7

15。 7

16.4

(17.0)

17.9

17.4

(18.4)

(19.0)

14.9

13.1

(12.7)

(18.0)

(21.2)

22.0

4.7

4。4

4.7

4.5

4.6

4.3

4.9

4.7

4.7

(3.7)

4。4

9.8

(4.6)

(10.4)

(13.1)

(10.0)

17.4

(12.0)

(6.6)

(6.0)

6.1

(13.6)

(C)

(W)

(C)

(W,

(W,

(W,

(W,

(W,

(W,

(W)

(W)

(W,

(W,

(W,

(W,

(W,

(W,

(W,

B)

B,R)

B)

B)

B)

B)

B,R)

C)

片 )

片 )

B)

片 )

C,片 )

礫

細

粗

微

糸田

微

微

微

微

粗

粗

細

粗

礫

礫

粗

礫

粗

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

橙

橙

に ぶ い 橙

橙

橙

橙

浅 黄 橙
浅 黄 橙
にぶい黄橙

灰

灰

橙

に ぶ い 橙

橙

にぶい黄橙

明 赤 褐
にぶい黄橙

明 赤 褐

95

70

65

100

40

75

90

35

30

破片

100

65

破片

破片

破片

破片

50

脚音570

赤彩

外面黒色処理

小針型

小針型

小針型

小針型

小針型

小針型

15と 同一個体か

14と 同一個体か

第 71表 第 457号住居跡出土遺物観察表

第458号住居跡 (第 10・ 171図 )

AL-26グ リッドに位置する。東壁部分は調査区外

となる。このため、軸長は一方向が約2.56mを測れる

に過ぎない。ただ、検出状態からすれば、全体は横長

の長方形となろう。主軸方向はおよそN-26° 一Wを

指す。

床までの深さは10cm前後で、覆土は自然堆積であ

る。壁は垂直に立ち上がり、床面はほぼ平坦である。

壁溝は幅約15cm、 深さ7 cmで全周する。

カマドは北壁の東隅部付近に位置する。燃焼部は径

77cm× 49cmの楕円形で、火床面は床より5 cm程深くな

る。煙道は燃焼部から段をなして設けられ、長さ62

第170図 第458号住居跡カマド

第458号住居跡 カマ ド土層説明
a。 10YR3/2 黒褐色土 カマ ド陥没部に流入。
b.10YR3/2 黒褐色土 黄褐色土粒少量含む。

カマ ド天丼部の崩落。

cm、 幅24mを測る。両袖には芯材として、甕が逆位に

据え置かれていた。

貯蔵穴は二箇所検出されている。いずれも土娠状で

あり、貯蔵穴と断定するにはやや心許ない。貯蔵穴A

は東側壁の中央付近に穿たれ、上面は径63mの円形

で、深さは約10cmを測る。貯蔵穴Bは南隅部に掘り込

まれ、上面は径61cmの円形で、深さは約20cmを測る。

柱穴は検出されなかった。

遺物はカマドや貯蔵穴A、 および南東の壁際に土師

器の不・甕・甑などがまとまって検出された。また、

東側の床面には、滑石製の剣形模造品 4点 (第452図 5

～8)が散在していた。

A_ ts.Soom

B t5.8oo-

c.10YR3/1 黒褐色土 焼土粒・炭化物含む。
d.10YR2/1 黒 色 土 白色粘土粒少量含む。
e.10YR2/1 黒 色 土 黄褐色土粒多 く含む。
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貯蔵穴B

貯蔵穴A

SJ458◎

3ヽ0

2 心

第171図 第458号住居跡

第458号 住居跡 土層説明
1.10YR4/2 灰黄褐色土

2.10YR3/1黒 褐 色 土
3.10YR3/1黒 褐 色 土

第172図 第459号住居跡

S● 113

第459号住居跡 土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 黄褐色土粒多く含む。

灰褐色粘質土をブロック状に

含む。

黄褐色土粒少量含む。

黄褐色土粒微量含む。

m

調査区外

第458号 住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色± 10YR5/6黄 褐色土との混合。
2.10YR2/2 黒褐色土 炭化物粒・黄褐色土粒微量。
3.10YR2/2 黒褐色土 炭化物粒微量、黄褐色土粒少量

含む。

4.10YR3/2 黒褐色土 黄褐色土粒・ブロック多く含む。

m

E
8

B _ts.8oo-

第459号住居跡 (第 10・ 172図 )

AM-26グ リッドに位置する。南側を第113・ 114号

溝跡に、また床面の西半部を第449号土羨に切られる。

軸長を測れるのは一方向のみで、長さ約3。 14mであ

る。全体は方形を呈するものと思われ、主軸方向はお

よそN-33° ―Wを指す。

床までの深さは 2 cm程度で、わずかに観察し得た覆

土は自然堆積のようである。床面の状態は良くない

が、遺存部分は概ね平坦である。壁溝は検出部分では

全周しており、幅約13cm、 深さ約 3mを測る。

カマド●柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は覆土中より、土師器の不と甕片が各 1片出土

したのみである。ともに微細な破片であるため、図示

するには至らなかった。

SK449

SJ459
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第173図 第458号住居跡出土遺物
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第 72表 第 458号住居跡出土遺物観察表

第460号住居跡 (第 10・ 174図 )

AM-25グ リッドを中心に位置する。南西の壁を第

113号溝跡に切られる。一方の軸長を柱穴の位置から

想定すると、全体は4.34m× 4。 08mの方形で、面積は

およそ17.71ど となる。主軸方向はほぼS-60° ―Wで

ある。

7

ヽヽ 」

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備 考
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

不

不

不

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

11.7

(12.0)

(13.5)

(13.9)

(20.0)

18.5

19。 7

19.7

3.7

(4■ )

4.5

16.6

(17.5)

10。6

(25.3)

35。 9

(17.4)

(10.0)

(8.8)

6.8

5.4

11.8

粗

微

微

礫

糸田

粗

粗

粗

礫

粗

(W,

(W,

(W,

(W,

(W)

(W,

(W,

(W,

(W,

(W,

C)

B)

B)

C)

C)

C)

C)

C)

R)

良

良

に ぶ い 橙

橙

赤   灰
橙

にぶい黄橙

橙

明 赤 褐
橙

橙

に ぶ い 橙

100

30

55

50

破片

30

50

95

60

30

比企型 赤彩

北総地域 ?
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第174図 第460号住居跡

SDl13

第460号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/3暗 褐 色 土
2.10YR3/3暗 褐 色 土
3.10YR4/3 にぶい黄褐色土
4.10YR4/4 褐  色  土

F _ls.8oo-

G _t5.8oom

SDl13

地山粒・焼土粒若干含む。柱痕。

地山ブロック混入。充填土。

地山ブロック多く混入。充填土。

地山を非常に多く混入。充填土。

B_ t5.8oom

SD:13

c ls.Soom

SDl:3

D rS.Eoom

SDl13

ヽ
ノ

ー
ー
ー
ー
√
」ヽ

//  ξ
(    需
＼ ~|

第460号住居跡 土層説明 (カ マ ドを含む)
1.10YR2/3 黒 褐 色 土 地山ブロック少量混入。埋め戻し。
2.10YR3/3 暗 褐 色 土 地山ブロック少量混入。埋め戻し。
3.10YR3/3 暗 褐 色 土 焼土プロック多く含む。カマ ド天丼か。
4.10YR4/2 灰黄褐色土 焼土粒少量、灰まばらに含む。
5.10YR4/1 褐 灰 色 土 灰多量、焼土粒少量含む。灰層。
6.10YR3/2 黒 褐 色 土 地山プロック少量混入。
7.10YR4/2 灰黄褐色土 地山ブロック多く混入。

第460号住居跡 貯蔵穴A土層説明
1.10YR3/3 暗 褐 色 土 地山ブロック若干含む。
2.10YR3/3 暗 褐 色 土 地山ブロック多く含む。
3.10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山ブロック多く含む。

第460号住居跡 貯蔵穴B土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 地山ブロック若干含む。
2.10YR3/3 暗褐色土 地山プロック多く含む。
3.10YR3/3 暗褐色土 地山プロック少量含む。埋め戻 し。

床までの深さは16cm程で、覆土は人為的な埋め戻し

を示している。壁の立ち上がりは急で、床面は緩やか

な凹凸を生じている。壁溝は検出部分において全周

し、幅約15～

“

cm、 深さ約 6mを測る。

カマドは南西壁の中央、やや南隅寄 りに設けられ

る。燃焼部は径74cm× 47cmの楕円形で、火床面は床よ

りわずかに窪む。中央部の奥壁寄りには、地山土を用

いた支脚が造り付けられていた。

柱穴は 4本の主柱穴が検出されている。径30～40

m

cm、 深され～mcmを測り、いずれも柱痕が観察されま島

貯蔵穴は 2基検出した。南隅部に備わる貯蔵穴A

は、上面が径60mの楕円形で、深さは44cm、 西隅部に

備わる貯蔵穴Bは、上面が径50mの円形で、深さは25

cmを測る。相互の関係は不明ながら、住居跡とともに

埋め戻されている。

遺物は貯蔵穴Aの周辺床面上より、土師器の杯や甕

がまとまって出上している。
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第175図 第460号住居跡出土遺物

第 73表 第 460号住居跡出土遺物観察表

第 74表 第 461号住居跡出土遺物観察表

イ ＼
＼＼ ヽ
＼
｀
＼
てヽ

」
い
―

4

番号 器   種 口 径 器 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備    考

1

2

3

4

5

不

不

不

甕

甕

14.2

14.8

15.8

(16.6)

(17.8)

4.3

4.4

4.3

(12.2)

(9。 7)

微 (W,B)
微 (W)
微 (W,B)
礫 (W,C,片 )

粗 (W,C)

良 明 赤 褐
橙

橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

90

100

90

破片

破片

色処理

備土 焼成局 底径器   種 口

２０
９５
６５
８５
５０
Ⅱ
５０
３０
７０
Ⅱ
４５
３０
Ⅱ
鮮́
３５
３０
Ⅱ
７０
９０
９５
３０
４５
６０
５０
７０
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第176図 第461号住居跡出土遺物 (1)
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第177図 第461号住居跡
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C  15'∞m

土層説明

にぶい黄褐色土 地山ブロック多く含む。
暗 褐 色 土 地山ブロック若干、焼土粒・炭化物粒多く含む。

焼土ブロック・焼土粒 。炭化物粒少量。

地山ブロック帯状に多く含む。

地山ブロック少量含む。

焼土ブロック多く、焼土粒・炭化物粒少量含む。

炭化物帯状に含む。焼土粒少量。

灰多量・焼土粒・地山ブロック少量含む。

第461号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR4/2灰 黄 褐 色 土
2.10YR3/2黒 褐 色 土
3.10YR4/2灰 黄 褐 色 土
4.10YR4/3 にぶい黄褐色土
5.10YR4/4 褐  色  土
6.10YR4/2灰 黄 褐 色 土
7 10YR4/3 にぶい黄褐色土
8.10YR4/4 褐  色  土

地山ブロック多く、炭化物粒・焼土粒少量含む。

地山ブロック・炭化物粒少量含む。

地山ブロック・炭化物粒・焼土粒少量含む。

地山ブロック多く、炭化物少量含む。

地山ブロック多く含む。地山よりふかふかしている。

焼土ブロック混入。充填土。

焼土ブロック多く混入。充填土。

地山構成。焼土粒・炭化物粒若干混入。充填土。

第461号 住居跡

1.10YR4/3
2.10YR3/3
3.10YR2/2
4.10YR3/3
5.10YR3/3
6.10YR3/4
7.10YR3/2
8.10YR3/3

里

暗

暗

日音

暗

土

土

土

土

土

土

色

色

色

色

色

色

褐

褐

褐

褐

褐

褐

第458号 住居跡

a.7.5YR4/2
b.7.5YR4/2
c.7.5YR4/2
d.7.5YR4/1
e.7.5YR4/1

f。 10YR3/3

g.10YR3/3

カマ ド土層説明

灰褐色土 焼土粒・炭化物粒多く含む。
灰褐色土 焼土粒・炭化物粒若干、灰まばらに少量含む。
灰褐色土 焼土ブロック帯状に多く含む。天丼部。
褐灰色土 焼土粒若干含む。灰層。
褐灰色土 焼土粒少量、炭化物少しとけた感じで含む。

d層 より純度高い灰層。

暗褐色土 焼土粒・地山ブロック少量含む。
暗褐色土 地山ブロック多 く含む。掘 り方。

第461号 住居跡 住居内土墳 2土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 地山ブロック・焼土粒・炭化物粒少量含む。
2.10YR2/3 黒褐色土 地山ブロック多く、焼土粒・炭化物粒若干含む。
3.10YR3/1 黒褐色土 地山ブロック若干含む。
4.10YR3/3 暗褐色土 地山ブロック多く含む。
5.10YR4/4 褐 色 土 地山ブロック非常に多 く含む。

m

カマドは南東壁の中央に付設される。燃焼部は径95

cm× 43cmの長方形を呈し、火床面はほぼ平坦である。

中央部には地山土を用いた支脚が造り付けられ、焚き

口部はわずかに足場状の窪みが認められる。

柱穴は 6本の主柱穴が検出された。径43～63m、 深

さ22～48cmを測り、柱痕は観察できなかった。

貯蔵穴は明確にできなかったものの、 2基の住居跡

内土疲が壁際の対象位置に検出された。東壁際の土羨

1は径82cm× 62側の方形で、深さは54c島 西壁際の上

羨 2は径105mの円形で、深さは62cmである。覆土は

ともに住居廃絶以前の埋め戻しである。

遺物は特段集中するような傾向はなく、床面全体に

第461号住居跡 住居内土墳 1土層説明
1.10YR5/3 にぶい黄褐色土 地山ブロック非常に多く含む。埋め戻しか。
2.10YR5/3 にぶい黄褐色土 地山ブロック多く、焼土粒若干含む。

炭化物が少量とけ込む。

第461号住居跡 (第 10・ 177図 )

AL-24グ リッドを中心に位置する。第462号住居

跡を切り、東隅部を第465・ 466号住居跡に、東壁の一

部を第14号性格不明遺構に各 切々られる。また、住居

跡内に第499・ 500・ 501・ 502号土羨、第205号井戸跡が

掘り込まれているが、重複関係は不明である。全体は

軸長8。 25m× 8。 15mの方形で、面積は67。 24ピを測る。

主軸方向はおよそS-32° 一Eを指す。

床までの深さは20～25m程、覆土は自然堆積を示

す。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は東から西へ向

けていくぶん傾斜する。全周する壁溝は幅 6～30cm、

深さ4～18cmである。

SJ462

-167-



第178図 第461号住居跡出土遺物 (2)

散在していた。カマドの焚き田部に杯・甕・甑が見出

されたほか、鉄製の刀子 (第427図 12)も 1点出土して

いる。

本住居跡で特筆されることは、北東の第457号住居

跡とはほぼ同一規模で、しかも主軸方向を揃えて隣接

すると言うことである。出土遺物の時期もほぼ一致す

るようであることから、極めて密接な関係を持つもの

と考えられる。同時に使用されていた住居とした場

合、両者の間隔が lmにも満たないことは、その上屋

の構造が問題となろう。壁立ち、あるいは棟割りで

あったのだろうか。

第462号住居跡 (第 10・ 180図 )

AM-23グ リッドを中心に位置する。東側の半分近

くを第461号住居跡に掘 り抜かれる。また、北隅部に

は第473号住居跡が重複するが、新旧関係は明らかに

できなかった。東西の軸長を主柱穴の位置から想定す

ると、全体は約5。 80m× 5。 80mの方形で、面積は約

器。64イ となる。主軸方向はおよそN-32° ―Wを指す。

床までの深さは15cm前後、覆土は自然堆積を示す。

ほぼ垂直に立ち上がる壁には、壁溝が伴う。検出部分

では全周し、幅約15～ 30cm、 深さ5～10mを測る。床

面は硬く締まっており、多少の凹凸があるがほぼ平坦

である。床面上には焼土ブロックや炭化材が散乱して

おり、住居が火災で焼失したことを窺わせている。

カマドは北東壁の中央に設けられる。燃焼部は径

104釧 ×50mと細長く、火床面は床よりわずかに高ま

る。

柱穴は主柱穴 4本が検出された。径33～55cm、 深さ

24～74錮を測る。 3本には柱痕が観察できたが、いず

れも10cm未満の細いものである。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径112cm× 80mの

不整な円形で、床からの深さは56cmを測る。さらに、

貯蔵穴の南側には浅い土羨が隣接して穿たれる。径45

m× mcmの楕円形で、深さは18cmである。

また、南東壁の中央部には、三日月状の突堤と二つ

の小穴が検出された。ちょうどカマドの対面となり、

入り口にかかわる施設と考えられる。突堤は地山主体

土を床に貼ったもので、 3 cm程の高さ有する。小穴に

は柱痕は観察されなかったが、覆土は良く締まった人

為的な充填である。

カマド焚き口部に土師器の甕 2個体が押し潰された

状態で見出されたほかは、遺物の出土は少なかった。
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第179図 第462号住居跡出土遺物
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第 75表 第 462号住居跡出土遺物観察表

12

14

13

0           10cm
L=====ヒ====劃

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

不

不

不

不

不

椀

台  付  甕
高    不
甕

甕

甕

甕

甕

甕

(11.9)

(12■ )

(13。9)

(17.9)

(18.7)

(10。7)

(5■ )

(14.5)

(14.7)

18。0

17.5

(4.0)

(4.6)

(4.7)

(3.9)

(4.5)

(5。 8)

(4.7)

(8.5)

(7.0)

(6.3)

31.8

34.2

(3.9)

(2.9)

(13.0)

5.8

5.8

5.5

5.5

粗 (W,C,R)
礫 (W,R)
細 (B,R)

糸田 (B,R)

粗 (B,R)

細 (W,B,R)
粗 (B,R)

糸田 (B,R)

礫 (W,R)

礫 (W,R)

礫 (W,C)
粗 (R)

礫 (W,B,R)
礫 (W,R)

良

良

良

良

良

良

良

良

褐灰

にぶい橙

橙

浅黄橙

橙

にぶい黄橙

橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

に ぶ い 褐

25

40

40

20

25

20

音Б

20

脚 30

破片

破片

80

90

破片

破片

赤彩
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第180図 第462号住居跡
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第462号住居跡 土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土
2.10YR3/3 暗褐色土
3.10YR3/3 暗褐色土
4.10YR4/1 褐灰色土
5 7.5YR4/2 灰褐色土

地山ブロック少量、焼土粒・炭化物粒多く含む。

地山ブロック多 く含む。

焼土ブロック・焼土粒・炭化物粒少量含む。

灰・炭化物多く含む。火災時の崩落。

焼土ブロック・炭化物粒多く含む。火災時の崩落。

SJ461

第462号住居跡

1.10YR3/3
2.10YR4/3
3.10YR3/3
4.10YR4/2
5.10YR4/2
6.7.5YR4/2
7.10YR4/2

貯蔵穴土層説明

暗 褐 色 土

にぶい黄褐色土

暗 褐 色 土
灰 黄 褐 色 土

灰 黄 褐 色 土

灰 褐 色 土

灰 黄 褐 色 土

柱穴土層説明

暗 褐 色 土

にぶい黄褐色土

にぶい黄褐色土

褐  色  土
にぶい黄褐色土

暗 褐 色 土
にぶい黄褐色土

第462号住居跡 住居内土墳土層説明
1.10YR3/3 暗 褐 色 土 地山ブロック・焼土粒非常に多く、

炭化物少量含む。

2.10YR5/3 にぶい黄褐色土 地山ブロック非常に多 く、焼土粒 (

炭化物若干含む。

焼土粒・焼土ブロック少量含む。

地山ブロック多 く含む。

焼土粒・地山ブロック少量含む。

地山ブロック・焼土粒若干含む。

3層 と同じだがしまりわるい。

焼土粒・炭化物粒多く含む。

地山ブロック・炭化物多く含む。

地山粒・焼土粒少量含む。柱痕。

地山ブロック・焼土粒・炭化物粒少量含む。

地山ブロック多く混入。充填土。

地山非常に多 く含む。充墳土。

地山非常に多 く含む。充填土。

地山粒・焼土粒少量含む。

地山ブロック多く含む。

第462号住居跡

1.10YR3/3
2.10YR4/3
3.10YR5/3
4.10YR4/4
5。 10YR5/4

6.10YR3/3
7.10YR5/3

第462号住居跡 カマ ド土層説明
a.7.5YR3/2 黒 褐 色 土 焼土ブロック多 く含む。天丼の崩落。
b.7.5YR4/1 褐 灰 色 土 炭化物が灰層にとけ込む。焼土粒多 く含む。灰層。
c.10YR4/2 灰黄褐色土 地山ブロック多 く混入。掘 り方。

_ゝ_5 ノ
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第181図 第463号住居跡
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第463号住居跡 (第 11・ 181図 )

AN-27グ リッドを中心に位置する。壁や床を第

122号掘立柱建物跡に広く切られる。確認時、南西の

床を削平してしまったため、全体の規模は明らかとし

得ない。軸長の一方向は約4.器 mであり、平面は方形

を呈すものと思われる。長軸方向はおよそN-35° 一

Eを指す。

床までの深さは最大 7 cm程で、覆土は自然堆積のよ

うである。床面はほぼ平坦であるが、第122号掘立柱

建物跡の柱穴や、多くの小穴に掘り抜かれている。南

第463号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/3暗 褐 色 土
2.10YR4/3黒 褐 色 土

3.10YR3/3暗 褐 色 土
4.10YR4/2 にぶい黄褐色土

5.10YR4/2灰 黄 褐 色 土

第182図 第463号住居跡出土遺物

E

|

第463号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR4/6 褐 色 土 粘質土。
2.10YR3/2 黒褐色土 粘質土。

焼土ブロック含む。粘質土。

焼土ブロック・地山ブロック

多 く含む。粘質土。

焼土ブロック含む。粘質土。

暗褐色土ブロック含む。

粘質土。

焼土ブロック含む。粘質土。
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第 76表 第 463号住居跡出土遺物観察表
番 号 器   種 口  径 器 高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

甑 (22.0) (17.1) 礫 (W,B,C,R,片 ) 良 に ぶ い 橙 破 片

東の壁下に検出された壁溝は、幅約15cm、 深さ約 5 cm

を測る。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径80mの円形で、

床からの深さは33cmを測る。

カマド、柱穴は検出されなかった。

遺物は少なく、床より土師器の甑 1点が出土したに

とどまる。

第464号住居跡 (第 11・ 183図 )

AN-26グ リッドに位置する。東隅に第577号土羨

が掘り込まれているが、ほとんど床面での検出であっ

たため、新旧関係は確認できなかった。全体は軸長

3.45m× 3。 60mの方形で、面積は12.42イを測る。長軸

方向はおおよそN-50° ―Wを指す。

わずかに観察できた覆土は、自然堆積のようであ

第183図 第464号住居跡

る。住居跡の北寄りには地震に伴う亀裂が走り、床面

はこれを境に段差を生じている。壁溝は西半部におい

て検出された。幅約13cm、 深さは約 5 cmである。

貯蔵穴は南隅部に備わる。上面は径65×∞cmの不整

円形で、深さは2艶mを測る。底面は平坦で、壁の立ち

上がりは急である。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径21～32cm、 深さ

8～39cmである。北東側の 2本に対し、南西側の 2本

は極めて浅い。また、地震の影響からか、 4本の配置

はやや不規則である。

カマドは検出されなかった。

遺物は南西の壁際より上師器の小型甕が検出された

以外は、微細な破片ばかりであった。

第464号住居跡 土層説明 (貯蔵穴含む)
1.10YR3/2 黒 褐 色 土 粘質土。
2.10YR2/3 黒 褐 色 土 粘質土。
3.10YR2/3 黒 褐 色 土 炭化物粒混入。粘質土。
4.10YR4/6 褐  色  土 粘質土。
5.10YR2/3 黒 褐 色 土 焼土ブロック・暗褐色土

ブロック混入。粘質土。

6.10YR3/2 黒 褐 色 土 粘質土。
7.10YR4/3 にぶい黄褐色土 粘質土。

第464号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR2/3黒 褐 色 土
2.10YR2/3黒 褐 色 土
3.10YR4/4 褐  色  土
4.10YR4/3 にぶい黄褐色土
5.10YR4/3 にぶい黄褐色土

粘質土。柱痕。

粘質土。柱痕。

粘質土。

粘質土。

粘質土。

D _t5.6oom

貯蔵穴

c 
_t5.6oom
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第 77表 第 464号住居跡出土遺物観察表
番 号 器   種 口 径 器  高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

甕 (9。 1) 粗 (B,R) 良 に ぶ い 橙 40

宅 _|―

、ゝ、

第184図 第464号住居跡出土遺物

第465号住居跡 (第 10・ 186図 )

AM-24グ リッドを中心に位置する。全体で第466

号住居跡を、北西壁で第457・ 461号住居跡をそれぞれ

切る。東側で第117号掘立柱建物跡と重複するが、新

旧関係は明らかとし得なかった。平面は軸長4.17m×

第185図 第465号住居跡出土遺物

第 78表 第 465号住居跡出土遺物観察表

第 79表 第 466号住居跡出土遺物観察表

4。 50mの方形で、面積は18。 77どを測る。長軸方向は

ほぼN-20° ―Wを指す。

床までの深さは10～ 18cm程で、覆土は自然堆積であ

る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は大半を第466

号住居跡に掘り抜かれる。壁溝はおおよそ全周してお

り、幅約13～ 1&m、 深さ約 6 cmを測る。

貯蔵穴は西隅部に備わる。上面は径6■mの不整円形

で、床からの深さは23cmを測る。

カマド、1柱穴は検出されなかった。

遺物は貯蔵穴の下層より、土師器の不や小型甕など

が出土lしている。

十
~~~ヽ __|

|

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

不

不

不

鉢

甑

甑

甑

(15。8)

(13.9)

(16.0)

13.8

(15。6)

4.0

(4.0)

(3.7)

10.0

(9。 0)

(25。9)

(8.6)

7.9

9.7

9。7

糸田(B,R)

糸田(B,R)

糸田(B,R)

粗 (W,B,R)

礫 (W,C,R,片 )

細 (B,R)

細 (B,R)

良

良

良

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

橙

に ぶ い 橙

にぶい赤褐

にぶい黄橙

にぶい黄橙

60

20

破片

70

20

破片

破片

器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

甕

不

不

不

(15。9)

(15■ )

13.3

(13.9)

(11.6)

(3.5)

3.7

(3.8)

粗 (W,B,R)
糸田 (W,R)
粗 (W,R)
細 (W,B,R)

iは 橙

橙

橙

にぶい黄橙

破片

20

90

20
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第186図 第4650466号住居跡

SJ457

|

|

ヽ

10YR4/2

10YR3/2

10YR4/3

10YR3/1

10YR3/2 黒
10YR3/1 黒
10YR2/2 黒
10YR3/3 暗

m

SK453

ｎ
一
０
「
●

SJ461

B   15.300m

D_ ts.Eoom

第465号住居跡 土層説明
1.10YR2/3黒 褐 色 土
2.10YR3/4暗 褐 色 土
3.10YR2/3黒 褐 色 土

4.10YR3/3暗 褐 色 土
5.10YR4/3 にぶい黄褐色土
6.10YR2/3黒 褐 色 土

第466号住居跡 土層説明 (カ マ ドAB含 む)

SJ465

SJ466

SJ466

炭化物・焼土ブロック少量含む。

焼土粒多く含む。炭化物の薄い層がある。

黄褐色・褐灰色粘土縞状に入る。焼土粒少量含む、

一部炭化物のまとまりあり。

黄褐色土ブロック状に入る。

地山の崩れ。

3層 にほぼ同じ。

第465号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 炭化物含み、焼土ブロック少量含む。
2.10YR3/2 黒褐色土 炭化物・焼土ブロック含む。
3.10YR2/2 黒褐色土 焼土粒少量含む。
4.10YR2/3 黒褐色土 褐色土縞状に含む。
5.10YR3/3 暗褐色土 褐色土多く含む。
6.10YR4/4 褐 色 土 砂っぽい褐色土ブロック。

第466号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/4 暗褐色土 溶化した地山を全体に含み、焼土微量含む。
2.10YR4/6 褐 色 土 ほとんど地山。充填土。
3.10YR4/6 褐 色 土 壁の溶軟化層。
4.10YR3/3 暗褐色土 焼土微量含み、全体に地山溶混する。柱痕。

第466号 住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 未溶化地山粒・焼土・炭化物粒多く含む。
2.10YR3/4 暗褐色土 溶け込んだ地山の影響で黄色味帯びる。
3.10YR3/4 暗褐色± 2層基本。砂質大型地山ブロック多 く含む。
4.10YR4/6 褐 色 土 ほとんど地山。壁・底の溶軟化層。

カ マ

5「
~

Ｅ
８

一
‘
一‐

‐
く．

SJ400

灰 黄 褐 色 土

黒 褐 色 土

にぶい黄褐色土

黒 褐 色 土

黄褐色土縞状に入る。炭化物少量含む。

黄褐色土ブロック含み、炭化物少量含む。

地山の崩れ。

黒色土ベースに焼土ブロック多 く、炭化物少量含む。

炭化物粒少量含む。

炭化物粒少量含む。

焼土ブロック・炭化物少量含む。

焼土ブロック・炭化物少量含む。

土

土

土

土

色

色

色

色

褐

褐

褐

褐

-174-



ヽ

_」 _三

第187図 第466号住居跡出土遺物

第466号住居跡 (第 10・ 186図 )

AM-24グ リッドを中心に位置する。第465号住居

跡に大部分を切られる。東側で第117号掘立柱建物跡

と重複するが、新旧関係は確認できなかった。全体は

軸長4。 %m× 4。 05mの方形を呈し、面積は19。 24イを測

る。後設のカマドAを基準にすれば、主軸方向はおよ

そN-34° 一Wとなる。

床までの深さは10～ 18cmで、覆土は自然堆積を示

す。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面はゴレ らヽ南へ向

けて傾斜する。壁溝は南と西の隅部に検出した。幅約

10～20cm、 深さ約 4 cmである。

カマドは 2基検出された。カマドAは北西壁中央に

設けられる。燃焼部は径63cm× 48cmと 細長く、袖は検

出されなかった。カマドBは北東壁中央に付設され

第188図 第467号住居跡出土遺物

(壬≡:≡:≡:≡:≡:≡:≡:董:菫:董:董:≡:翌:ヽ

第 80表 第 467号住居跡出土遺物観察表

る。第461号住居跡の覆土に掘 り込まれていたため、

燃焼部の一部が確認できたにすぎない。その燃焼部は

径120cm× 44cmで、火床面はほぼ平坦で、床よりわず

かに高い。袖は検出できず、覆土も焼土や炭化物が特

に多い訳ではない。両者の状態からすれば、カマドB

が本来的なもので、カマドAは後に付け替えられたも

のと判断される。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径20～40m、 深さ

18～55mを測る。細いながらも、明瞭な柱痕が観察さ

れた。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径mcm× 52cmの円

形で、深さ24mを測る。

遺物の出土は少なく、貯蔵穴周辺の床面より土師器

の壷や界の破片が出土したのみである。

Ocm

0           10cm
L====士=====」

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考
須 恵 器 不

須 恵 器 不

須 恵 器 蓋

須 恵 器 蓋

須 恵 器 蓋

須 恵 器 壺

17.7

(17.8)

15。4

(16.5)

(20.9)

(10.3)

4。 1

(3.0)

(3.0)

(1.4)

(2.3)

(7.2)

14.2 粗 (W,C)
細 (F)

微 (F)

微 (F)

粗 (W,F)
細 (W,F)

劣

良

良

良

良

にぶい黄橙

灰   白
灰   白
灰   白
灰

灰

ツ 欠

80

破片

マミ

破片

破片

破片

末野

東海

秋間か湖西 転用硯 胎土分析ヽ 16
湖西

南比企

秋間
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第467号住居跡 (第 10・ 189図 )

AL-25グ リッドを中心に位置する。第456号住居

跡(第454号住居跡を切る。)を埋め戻して構築される住

居跡で、埋没後、覆上を第455号住居跡が掘り込む。

第457号住居跡、第116号掘立柱建物跡との重複関係は

確認できなかった。平面的には南西の壁沿いを検出し

たにすぎないが、断面観察により、軸長約4。 35m×

4。 37m、 面積19。 01ピ程の方形住居跡が想定できる。

主軸方向はおよそN-3ぴ 一Wを指す。

床までの深さは約13mで、覆土は自然堆積のようで

第189図 第467号住居跡

ある。断面に見る床面はほぼ平坦で、第456号住居跡

の床を嵩上げするように土を貝占って(埋め戻して)い

る。検出した壁溝は幅約17cm、 深さ約 2 cmである。

カマドは煙道部のみの検出にとどまる。位置的には

北西壁のゴ躙呂部付近になるものと考えられるが、袖や

燃焼部は判然としなかった。煙道は長さおよそ83cm、

幅37cmである。

柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

遺物はいずれも覆土中からの出上で、須恵器の不・

蓋・壷などがある。

SJ457

土層説明 (カ マ ドを含む)

黒 色 土 焼土粒・炭化物粒・黄褐色土粒少量含む。
黒 色 ±  1層基本。SJ456カ マ ド影響の焼土混入。
黒褐色土 壁溝への流入土。
黒褐色土 焼土粒・ブロック含む。天丼部土層と捉えられない。
黒 色 土 灰化物層。
黒褐色土 カマ ド掘 り方。

第467号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR2/1 黒 色 土 黄褐色土粒少量含む。
2.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土ブロック・粒多い。
3.10YR3/4 暗褐色土 黒褐色土ブロックと黄褐色土の混合層。

SJ455

C  15000m

第467号住居跡

1.10YR2/1
2.10YR2/1
3.10YR2/2
4.10YR3/1
5.10YR2/1
6.10YR3/1

E
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第468号住居跡 (第 11・ 190図 )

AN-24グ リッドを中心に位置する。そのほとんど

を第469号住居跡に掘り抜かれるため、西側の壁を一

部確認したにすぎない。さらに、残存部も第117号溝

跡に大きく切られるため、全体の規模や形状、施設な

どはまったく不明である。

第190図 第4680469号住居跡

床までの深さは約 6mを測れるものの、覆土や床面

の状態などは観察することも困難であった。

遺物も何ら出土していない。

第469号住居跡 (第 11・ 190・ 192図 )

AN-25グ リッドを中心に位置する。第468号住居

跡の大部分を破壊して構築される。全体は軸長3.80m

! 
-rs.aoo-

pls.aoom f'

第468号住居跡 土層説明
1.10YR4/4 褐 色 土 層が薄く、内容物わからない。

SJ400

鍮
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第469号住居跡
1.10YR3/3

2.10YR2/3

3.10YR2/2
4.10YR3/3

5.10YR2/3

6.10YR2/2
7.10YR4/6
8.10YR2/2
9.10YR4/3

10.10YR4/6
11.10YR3/2
12 10YR2/1
13.10YR3/3

14.10YR4/4
15.10YR3/3

土層説明 (カ マ ドを含む)

暗 褐 色 土 炭化物少量、褐色土
縞状に含む。

黒 褐 色 土 炭化物・焼土ブロック・
褐色土縞状少量含む。

黒 褐 色 土 炭化物粒少量含む。
暗 褐 色 土 褐色土ブロック含み、

褐色土縞状に含む。

黒 褐 色 土 褐色土少量縞状含み、
焼土ブロック少量含む。

黒 褐 色 土 炭化物・焼土粒含む。
褐  色  土 地山ブロック状に入る。
黒 褐 色 ± 3層 に近い。炭化物多い。
にぶい黄褐色±  5層 ベースに褐色土 。

焼土多 く含む。

褐  色  土 褐色土を多 く含む。
黒 褐 色 土 焼土ブロック含む。
黒  色  土 炭化物層。
暗 褐 色 土 暗褐色土ベースに焼土

ブロック多 く含む。

褐  色  土 カマ ド軸の崩れたもの。
暗 褐 色 ± 13層 にほぼ同じ。

焼土ブロック少ない。

第469号住居跡 P-5土 層説明
1.10YR4/4 褐色土 上層に炭化物少量含む。

第469号 住居跡 柱穴土層説明             第469号 住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR2/2 黒褐色土 褐色土少量含む。       1.10YR3/3 暗褐色土 褐色土ブロック多 く含む。
2.10YR2/2 黒褐色土 焼土ブロック多く含む。柱痕。 2.10YR3/2 黒褐色土 褐色土ブロック少量含む。。
3.10YR4/4 黒 色 土 充填土。           3.10YR2/2 黒褐色土 焼土ブロック含む。大型土器片出土。
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第191図 第469号住居跡出土遺物
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第 81表 第 469号住居跡出土遺物観察表
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番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備 考
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

不

不

不

不

台  付  甕
甑

甕

甕

甕

甕

15.0

14.3

15。0

15.3

25。3

14.8

18.2

(15.4)

14.5

5。 1

4.1

5。7

(3.8)

24.8

27.6

(27.3)

35。 4

(5■ )

22.0

8.4

6.4

6.5

糸田 (VV,F)

微 (W,B)
細 (W,B)
粗 (R)

粗 (W,片 )
礫 (W,C,片 )

礫 (W,片 )
粗 (W,C)
粗 (W,片 )
礫 (W,R,片 )

良

良

良

良

良

良

橙

明 褐 灰
橙

橙

橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

にぶい黄橙

90

85

85

60

90

90

70

85

破片

60

比企型 赤彩
内外黒色処理

甕の転用
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第192図 第469号住居跡カマ ド・貯蔵穴
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×3。 75mの方形で、面積は14.25ピを測る。主軸方向

はおよそN―田
°
―Eを指す。

床までの深さは2艶m前後、覆土は自然堆積を示す。

壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は四壁より中央へ向

けてわずかに傾斜し、全体が浅い皿状の窪みとなる。

壁溝はほぼ全周しており、幅約20m、 深さ3～ 6 cmを

測る。

カマドは北東壁の中央に設けられる。燃焼部は径η

cm× 40cmの長方形で、火床面は床よりなだらかに立ち

上がっていく。中央部には土師器の甑が横転し、焚き

口部にも甕や杯が押し潰されたように出土している。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径25～60m、 深さ

30～4■mを測る。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径60cm× 40cmの方

形様で、深さは32cmを測る。底部より長胴甕が出土し

ている。また、北隅部にも楕円形の浅い窪みが見ら

れ、中には台付甕が横転していた。カマド全面の床面

上の遺物は土師器の杯・甕などである。

第470号住居跡 (第 10・ 11・ 193図 )

AN-25グ リッドに位置する。西側を第471・ 493号

住居跡に、また中央から北西壁の一部にかけて第547

号土羨に切られる。全体は軸長3.10m× 2。 60mの長方

餞餞 颯錢 錢

ヽ

、

０
　

　

ぼ ●

／

SJ469

c t5.8oo-c' 1_158∞ m

Z多彩尚山孵診孵孵
多夕:笏|●輪やけ

m

形で、面積は8.06イを測る。主軸方向はおよそN-64
°
一Eを指す。

床までの深さは20cm前後で、覆土は自然堆積であ

る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は概ね平坦であ

る。検出部分で全周する壁溝は、幅約10～ 20cm、 深さ

約 4mを測る。

カマドは北東壁の中央に設けられる。燃焼部は径91

cm× 46cmの楕円形で、火床面までの深さは床から3 cm

程である。

貯蔵穴はカマドの両脇に 2基検出された。東隅部に

備わる貯蔵穴Aは、上面が径5■m× 37cmの長方形で、

深さは約23cm、 カマド北側に隣接する貯蔵穴Bは、上

面が径35cmの不整円形で、深さは12cmである。

柱穴は検出されなかった。

遺物はカマド内より、土師器の高不・甕・甑が出土

している。

第471・ 493号住居跡 (第 10・ 11・ 193図 )

AN-25グ リッドを中心に位置する。第470号住居

跡埋没後、これを大きく切って構築される。形は崩れ

てしまうものの、第471号住居跡は、第493号住居跡の

北東壁を拡張したものと考えられる。なお、北東壁の

一部は第547号土羨に切断されている。
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第470号住居跡 貯蔵穴A・ B土層説明
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土 暗褐色土と褐色土斑に含む。
2.10YR4/4 褐  色  土
3.10YR3/2 黒 褐 色 土 焼土粒 。炭化物粒少量含む。
4.10YR4/4 褐  色  土
5.10YR3/3 暗 褐 色 ± 3層 と褐色土ブロック状に含む。炭化物粒少量含む。
6.10YR4/4 褐  色  土 黒褐色土少量縞状含む。
7.10YR4/4 褐  色  ±  4層 より色調は暗い。

第471号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/4 暗褐色土 炭化物粒・焼土粒少量含む。
2.10YR4/6 褐 色 土 褐色土ブロック。
3.10YR4/4 褐 色 土 褐色土縞状多 く含む。
4.10YR2/3 黒褐色土 焼土粒・炭化物粒少量含む。
5.10YR3/4 暗褐色土 褐色土縞状、炭化物粒少量含む。

第470号住居跡 土層説明 (カ マ ドを含む)
1.10YR3/2 黒褐色土 炭化物・褐色土縞状少量に含む。
2.10YR2/2 黒褐色土 炭化物・焼土粒少量含む。
3.10YR4/4 褐 色 土 褐色土ブロック。
4.10YR2/2 黒褐色土 炭化物少量含む。
5.10YR3/2 黒褐色±  1層に近いが、褐色土多 く含む。
6.10YR3/3 暗褐色土 褐色土縞状に、焼土・炭化物少量含む。
7.10YR2/2 黒褐色土 焼土ブロック多く、褐色土ブロック少量含む。

下部に炭化物の薄い層。
8.10YR2/2 黒褐色土 焼土ブロック・炭化物少量含む。
9.10YR4/4 褐 色 土 褐色土ブロック。袖の崩れと考えられる。

第493号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 上面に焼土多く含む。
2.10YR3/3 暗褐色土 炭化物粒少量含む。
3.10YR4/4 褐 色 土 褐色土ブロック。

第471号住居跡 土層説明 (カ マ ドを含む)
1.10YR3/2 暗 褐 色 土 炭化物・焼土粒を少量含む。
2.10YR3/2 黒 褐 色 土 焼土ブロック・炭化物少量・褐色土縞状含む。
3.10YR3/2 黒 褐 色 土 褐色土ブロック含む。
4.10YR3/3 暗 褐 色 土 褐色土ブロック多 く含む。
5.10YR4/4黒 褐 色 土
6.10YR2/2 黒 褐 色 土 焼土ブロック含む。
7.10YR3/3 褐 色 土 焼土ブロック多く含む。
8.10YR2/1 黒 褐 色 土 焼土ブロック・炭化物少量含む。
9.10YR4/4 褐 色 土 褐色土がブロック状に入る。
10.10YR3/3暗 褐 色 土
11.10YR2/2 黒 褐 色 土 焼土ブロック含む。
12.10YR2/2 黒 褐 色 土 焼土ブロック多 く含む。
13.2.5YR3/3暗 赤褐色土 焼土粒のかたまり。
14.10YR4/4 褐 色 土 焼土粒少量含む。
15.2.5YR4/8赤 褐 色 土 焼土大型ブロック。
16.10YR4/4 褐 色 土 褐色土ブロック。

第493号住居跡 カマ ド土層説明
a。 10YR3/2 黒褐色土 焼土ブロック多 く含み、炭化物を含む。
b.10YR3/4 暗褐色土 褐色土・焼土ブロック、炭化物多 く含む。
c.10YR3/4 暗褐色土 褐色土ブロック含む。
d.10YR3/4 暗褐色±  3層 とほぼ同じ。
e.10YR3/4 褐 色 土 褐色土ブロック。

颯 颯颯 椋颯 颯
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第194図 第470号住居跡出土遺物
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第 82表 第 470号住居跡出土遺物観察表

(第471号住居跡)

平面は軸長3.45m× 3。 80mの方形となり、面積は

13.11ピに増加する。主軸方向はおよそ S-64° 一Wで

ある。

床までの深さは20cm程で、覆土は自然堆積である。

壁は垂直に立ち上がり、床面はほぼ平坦である。壁お

よび壁溝は、第493号住居跡のものをほぼ踏襲する。

カマドは南西壁の中央部、やや南寄 りに付設され

る。燃焼部は径62m× 58cmで、床から続く火床面は、

なだらかに立ち上がっていく。

小穴は幾つか検出されたが、柱穴と断定するには至

らなかった。

貯蔵穴は南隅部に備わる。上面は径∞cm× 54cmの方

形で、深さは31mを測る。

遺物は貯蔵穴とその周辺より、赤彩された土師器の

外 4点などが出土しているほか、砥石(第420図 13)が

1点見出されている。

(第493号住居跡)

全体は軸長2.55m× 3。 68mの長方形で、面積は9.38

イを測る。主軸方向はおよそN-64° 一Eを指す。

第471号住居跡構築時、床面は一段掘り下げられた

ようである。壁溝は検出部分ではほぼ全周しており、

拡張時に掘り直された可能性がある。幅約20m、 深さ

3～ 6釧である。

カマドは第471号住居跡とは反対側、北東壁に設け

られていたようである。拡張時に除去されたため、燃

焼部のわずかな窪みを検出したのみである。

貯蔵穴は東隅部、カマドに隣接して備わる。上面は

番 号 器   種 口  径 器 高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

局 不

不

甕

甑

(16.8)

15.1

26。1

(9.8)

6.1

(23.0)

(29.6)

(8.7)

6.3

9.0

粗 (W,C,片 )
微 (W)
礫 (W,C,片 )
粗 (W,C,R)

普

普

に ぶ い 橙

明 赤  褐
橙

橙

65

60

40

50

赤彩
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第195図 第471号住居跡出土遺物
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第 83表 第 471号住居跡出土遺物観察表

径60cm× 46cmの楕円形で、第471号住居跡床面からの

深さは 5 cmである。

遺物は砥石0自4加図12)1点が出土したのみである。

第472号住居跡 (第 11・ 196図 )

AN-26グ リッドを中心に位置する。床の一部を第

225号井戸跡に掘 り抜かれるが、第204・ 226号井戸跡

との重複関係は確認できなかった。全体は軸長4。 60m

×4.70mの方形を呈し、面積は21.62どを測る。主軸

方向はおよそS-62° ―Wを指す。

床までの深さは25～30cm程で、覆土は上～中層は自

然堆積、下層は人為的埋め戻しと考えられる。

壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面はやや凹凸を生じ

ている。全周する壁溝の幅は約12～22m、 深さは 7～

12cmを測る。

カマドは南西壁の南寄りに設けられる。燃焼部は径

90cm× 42側の楕円形で、火床面は床より2 cm程高ま

る。右袖の脇には浅い窪みがあり、多量の灰が詰まっ

ていた。おそらくは、カマド内の灰を掻き出し、ここ

へ貯めたものと思われる。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。柱痕は不明確であ

り、径14～ 35cm、 深さ22～ 42cmを測る。

貯蔵穴は南隅部に備わる。上面は径Z釧×6%mの楕

円形、床からの深さは38cmを測る。

遺物はカマドや貯蔵穴周辺、さらに覆土下層からも

数多く出土している。土師器の不・壷・甕・甑、ミニ

チュアの壷 (第426図 8)な どが見られるが、その大半
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番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備    考
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

杯

不

不

不

不

不

杯

鉢

甕

甕

12.0

10.6

10。9

11.5

11.7

11.8

11.5

10。9

(20■ )

(18.0)

3.3

3.2

3.3

3.8

3.1

4.4

5.6

8。 1

(11.5)

20.3 6.1

細 (W,F)
糸田 (W,C,R)
粗 (W,C,R)
粗 (W,C,R)
粗 (C)

粗 (W,C)
粗 (C,R)

粗 (W,C,R)
粗 (W,C)
細 (W,片 )

良

良

良

良

良

良

良

橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

75

95

100

100

65

100

100

100

破片

50

比企型

比企型

比企型

比企型

比企型

比企型

赤彩

赤彩

赤彩

赤彩

赤彩

赤彩

赤彩
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第196図 第472号住居跡

自然堆積層。

一部に粘土層が入る。

土器片含む。

しまり、粘性強い。

焼土ブロック含む。

カマ ド天丼部の崩落土。

焼土ブロック含む。

しまり、粘性強。

ブロック状。自然堆積層。

壁の崩落に伴う堆積。

焼土ブロック含む。

焼土含む。

壁の崩落に伴う堆積。
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一

c _ t 5.700-

第472号 住居跡 柱穴土層説明
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性弱。
2.10YR2/2 黒褐色土 黄褐色土ブロック含む。
3.10YR3/2 黒褐色土 黄褐色土層混入層。
4.10YR4/4 褐 色 土 ほとんど地山からなる。

灰土堆積

第472号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR2/2 黒 褐 色 土 焼土粒含む。
2.10YR3/3 黒 褐 色 土 焼土粒含む。黄褐色土含む。
3.10YR3/2 黒 褐 色 土 焼土粒含む。
4.10YR3/3暗 褐 色 土 粘性かなり強い。
5.10YR4/3 にぶい黄褐色土 粘性かなり強い。
6.10YR2/1 黒  色  土 焼土粒含む。底部に土器片。

第472号住居跡

1。  10YR2/2
2.10YR3/2
3.10YR3/4
4.10YR3/2
5.10YR3/3
6.10YR3/1
7.10YRl.7/1
8.10YR2/1
9。 10YR3/2

10.10YR2/2
11.10YR2/2
12.10YR5/6
13.10YR4/6
14.10YR2/2
15.10YR2/2
16.10YR3/2
17.10YR2/1

土層説明

黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土

黒褐色土

暗褐色土

黒褐色土

黒 色 土

黒 色 土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黄褐色土

褐 色 土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒 色 土

第472号 住居跡

1.10YRl.7/1
2.10YRl.7/1
3.10YRl.7/1
4.10YR4/4

土層説明 (灰土堆積部分 )

黒色土 焼土粒含む。灰。
黒色土 焼土ブロック含む。灰。
黒色土 褐色土粒少量含む。灰。
褐色土 床面の溶軟化層。
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は破片となって散在していた。これらの上器は、覆土

下層の埋め戻しに伴い、一括して投棄されたものと判

断される。このほか、覆土からは日玉(第424図 15)、

第197図 第472号住居跡カマド・貯蔵穴

擦痕のある棒状礫 (第417図 5)が各 1点見出されてい

る。

⌒
ゴヽ′ち

〉

≫
・よ

／
↑
ヽ
、
、 ′年｀

第 84表 第 472号住居跡出土遺物観察表

番号 器   種 口 径 器 高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備    考
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

不

不

不

不

不

不

不

杯

不

EE

霊:

霊I

=Ⅱ

l

=菫

=■

1

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甑

甑

土 製 支 脚

(15。8)

(17.8)

(16.0)

(14.2)

(14。0)

(15.4)

(15.8)

(15■ )

(13.6)

10.5

(12.8)

(16.8)

(16.0)

(15.8)

24.6

(16.0)

(16.0)

(14.6)

(17.6)

18.1

(17.5)

(17.0)

(20.0)

(15.8)

21.3

23.2

4.8

(3.6)

(3.5)

(3.6)

4.8

(3■ )

(4。 2)

(4.4)

(4.2)

4.4

19.2

23.6

(7.8)

(11■ )

15。 7

33.5

(7■ )

(9.0)

(17.8)

(20.4)

35.0

(34.5)

(5。 2)

(8.0)

(8.0)

(29.6)

(29.4)

28.4

(9。 2)

6.7

6.6

(6.6)

5。8

6.2

8.1

8.1

8.2

微 (W,B)

微 (W)

細 (W,B)

細 (W,B)

粗 (W,B,R)

微 (W,B)

微 (W,B)

微 (W)

微 (W,B)

細 (W,R)

粗 (W,C,片 )

粗 (W,C,R)

粗 (W,C,片 )

粗 (C,R)

粗 (W,C,R)

細 (W,C,R)

細 (W,B,C)

礫 (W,片 )

粗 (W,C)

粗 (W,R)

粗 (W,C)

細 (B,R)

礫 (W,C)

礫 (W,片 )

礫 (W,C,片 )

粗 (W)

粗 (W,片 )

微 (W)

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

にぶい黄褐

に ぶ い 橙

褐

黒   褐
に ぶ い 橙

橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

橙

橙

橙

橙

に ぶ い 橙

明 赤 褐
明 赤 褐
に ぶ い 橙

褐   灰
に ぶ い 橙

にぶい黄橙

明 赤 褐
橙

褐   灰
にぶい黄橙

にぶい黄橙

橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

50

35

10

50

10

25

50

30

30

80

55

破片

破片

破片

65

破片

破片

破片

40

60

80

破片

破片

破片

40

90

95

破片

内外黒色処理

内外黒色処理

内外黒色処理

内外黒色処理

24と 同一個体

18と 同一個体
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第198図 第472号住居跡出土遺物 (1)
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第199図 第472号住居跡出土遺物 (2)
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第473・ 474号住居跡 (第 10・ 201図 )

AM-23グ リッドを中心に位置する。南西部で第

475・ 476・ 478号住居跡を切ることは確認できたが、

北隅で重複する第462号住居跡との関係は、これを明

らかとし得なかった。調査当初は 1軒の住居跡と思わ

れたが、南東壁と西隅部の内側に、平行するもう1条

第200図  第4730474号住居跡出土遺物

の壁溝らしき溝を検出するにおよび、拡張の行なわれ

たものと判断した。

平面的には長方形の第473号住居跡から、方形の第

474号住居跡への拡張であり、主軸方向はおよそN一

35° 一Wを指す。

6

、、ミ
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_二 鋤
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第 85表 第 4730474号住居跡出土遺物観察表

」
一Ｊ

′
′

12

ヽ
I

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

・１

・２

須 恵 器 不 蓋

不

不

不

不

不

不

:玉1

甕

甕

甕

昌 不

(13.4)

(14.9)

(17.0)

(16.2)

(14.6)

(15。9)

11.8

16.3

13.4

(18。0)

3.3

(4。 3)

4.7

5。2

3.9

(2.9)

4.1

(5。 2)

(20.5)

(13.7)

(2.3)

(10。9)

(7■ )

糸田 (F)

糸田 (W,B,R)
糸田 (B,R)

糸田 (B,R)

細 (W,B,R)
細 (W,R)
糸田 (W,B,R)
糸田 (B,R)

礫 (W,片 )
粗 (W,R)
礫 (W,B,R)
礫 (W,R,片 )

良

良

良

良

良

良

灰

橙

灰   黄
橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

橙

に ぶ い 橙

橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

40

50

40

50

70

破片

75

破片

60

80

破片

破片
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第201図  第4730474号住居跡
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SJ475・ 476
“

■l   SJ“ 6

第473号住居跡 土層説明
1.10YR2/1 黒色土 黄褐色土粒多 く含む。SJ474拡張時の人為的埋め戻 し

SJ462

F 15'∞ m

住居内土墳

第474号住居跡 貯蔵穴・柱穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 貯蔵穴。黄褐色土プロック・焼土ブロック少量含む。
2.10YR2/2 黒褐色土 柱穴柱痕。
3.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土ブロック・粒多く含む。充填土。

第474号住居跡 住居内土墳土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土ブロック多く含む。

⌒  ○

15,∞ m

2m

第474号住居跡
1.10YR3/2
2.10YR3/2
3.10YR3/2
4.10YR3/3
5.10YR2/1

土層説明

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土

黒 色 土

(カ マ ドを含む)

黄褐色土粒・焼土粒・炭化物粒少量含む。自然堆積層。

1層 と近似。地割れ落ち込み部に 1層流入か。

2層 と近似。黄褐色土ブロック多 く含む。

黄褐色土粒 。焼土粒・炭化物粒少量。カマ ドヘの流入土。

カマ ド炭化物層。焼土粒微量。

-188-
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(第473号住居跡)

規模は軸長4。 60m× 6。 00m、 面積27。 60ピである。

床面は拡張に際し、特に削られたり張られたりした

様子は窺えない。壁溝は拡張に伴う埋め戻しはある

が、壁溝自体の規模はあまり変わらないようである。

カマドは拡張後もそのまま使用されたと思われる。

しかし、主柱穴は拡張後のもののようで、見合う位置

での検出はなかった。また貯蔵穴については、拡張前

からの付設か否かを確認できなかった。

(第4Z号住居跡)

北東と南西の壁はそのままに、北西と南東の壁を拡

張する。拡張後の規模は軸長5.70m× 6。 00m、 面積

34.20どである。

東側に地震による段差が生じているため、床までの

深さは 5～ 15cmと一定しない。覆土は自然堆積で、地

震の段差を除けば、産面は概ね平坦である。全周する

壁溝は幅約10～ 1%m、 深さ5～10cmを測る。

カマドは住居の拡張前、北西壁中央に設けられたも

のを利用している。燃焼部は径50cm× 44cmの楕円形

で、火床面は床面と同一高である。

柱穴は 3本の主柱穴を検出した。その位置から見

て、拡張後に掘られたものと思われる。大きさは、径

33～44cm、 深さ22～40cmである。いずれも柱痕が観察

された。

貯蔵穴は北隅部に備わる。上面は重複により不明瞭

となるが、おおよそ径55cmの楕円形と思われる。深さ

は31釧を測る。

遺物は土師器の不・甕・壷、須恵器の|バ蓋、鉄製の

不明製品(第428図 19・ 22)な どが、床面に散在してい

た。

第475・ 476号住居跡 (第 10・ 202図 )

AN-23グ リッドを中心に位置する。南部で第477

号住居跡を切る他、全体で第478号住居跡の大部分を

掘り抜く。反対に、北隅付近は第473・ 474号住居跡に

大きく切り込まれる。また、住居跡内には第503号土

疲が存在するが、新旧関係は確認できなかった。

これも当初は 1軒の住居跡と思われたが、北西の壁

溝が二重になり、その内側は埋め戻されていることか

ら、拡張(壁と床の改修程度)が行なわれたものと判断

した。ともに全体は方形を呈し、主軸方向はおよそN

-51° ―Eを指す。

(第4Ъ号住居跡)

拡張前の第475号住居跡は、北西の壁溝が確認でき

たにとどまり、全体の規模は明らかとし得ない。その

壁長は約6.円 mである。床は拡張時、北半部を中心に

掘り下げられている。カマドや主柱穴、貯蔵穴も独自

には検出されなかった。拡張が改修程度のものであっ

たとすれば、これらは引き続き使用されたと考えられ

る。

(第4%号住居跡)

拡張後の第476号住居跡は、軸長7.10m× 7。 00m、

面積49。 mイを測る。

床までの深さは10mttu後、覆土はほとんど遺存しな

いが、自然堆積と思われる。床面は一旦掘り下げた第

475号住居跡の床に、黄褐色土主体の貝占り床を施して

いる。おおよそ平坦で、硬く締まっている。壁溝はほ

ぼ全周しており、幅約10～踊Ⅲ、深さは約 4 cmを測る。

カマドは北東壁の東隅近くに設けられるが、左側は

第474号住居跡に壊されていた。おそらく、燃焼部は

長方形のものであったと推定される。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。大きさは径27～35

cm、 深さ17～43cmを測る。

貯蔵穴は東隅部、カマドに隣接して備わる。径5&m

×102cmの 円形で、深さは32cmを測る。

遺物は貯蔵穴周囲の床面より、土師器の外・壷・甕

・甑、ミニチュアの壷(第426図 9)などが出上してい

る。いずれも押し潰されたような状態で、細かい破片

となっていた。
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第202図  第47504760478号住居跡
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第476号住居跡 土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 黄褐色土粒・焼土粒・炭化物粒微量含む。
2.10YR3/2 黒褐色土 黄褐色土ブロック多 く含む。貼 り床状。
3.10YR3/2 黒褐色土 焼土粒多 く含む。

第476号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 炭化物ブロック・黄褐色土ブロック多 く、焼土粒少量含む。
2.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土ブロック多く含む。

第476号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR2/2 黒褐色土 炭化物層。焼土粒プロック多く含む。

第476号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR2/2 黒褐色土 黄褐色土粒少量含む。柱痕。

第478号住居跡 土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 黄褐色土粒・ブロック多 く含む。人為的埋め戻 し。
2.10YR3/2 黒褐色土 黄褐色土ブロック含む。貼 り床。

調査区外

獣 颯 颯 颯 颯 颯 颯

＼
‐
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第203図  第476号住居跡出土遺物
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第 86表 第 476号住居跡出土遺物観察表
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番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

不

不

不

椀

[ⅡI

霊I

甑

甕

甕

(15.0)

16.8

(14.4)

14.3

(22.6)

(25.6)

17.1

(4.5)

5。 1

5。3

(6.3)

(12.0)

(8.3)

27.2

(13.5)

34.3

(3.9)

8.6

5。3

5。4

微 (W)
微 (W)
微 (W,B)
微 (W,B)
粗 (W)
粗 (W)

礫 (W,C,片

礫 (W,片 )
粗 (W,片 )

良

良

良

良

橙

橙

橙

浅 黄 橙
橙

にぶい黄橙

に ぶ い 橙

にぶい黄橙

に ぶ い 橙

30

95

65

30

破片

破片

60

20

80

内面煤ける

6と 同一個体

5と 同一個体
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住居内土墳A

第204図  第477号住居跡

SDl13

SK504

住居内土墳A

P-5。 住居内土墳B土層説明
焼土粒・炭化物粒・黄褐色土粒多 く含む。

焼土粒・炭化物粒・黄褐色土粒ブロック少量含む。

黄褐色土ブロック多 く含む。

黄褐色土粒 。ブロック少量、焼土塊含む。

黄褐色土粒多 く含む。

焼土粒 。炭化物粒多く含む。

カマ ドの灰をかきだしたもの。

焼土粒 。炭化物粒 。黄褐色土粒少量含む。

焼土粒・炭化物粒少量、黄褐色土粒多い。

SJ471

SJ475・ 476

f _ rs.omm

l-ts.om-

SJ477

S

― 一 ― ― ― __l_____

調査区外

Ｅ
〓
‘
「
ｏ．　

　

“
Ｅ
８
０
．ロ
ー
‐
↑

診魏巫⑮魏 |

多琲魃琲薇魃笏薇⑪

H_t5.6oom

ピ

°
_15000m

第477号住居跡 土層説明 (土墳 A含む)
1.10YR3/2 黒褐色土 黄褐色土粒微量含む。
2.10YR3/2 黒褐色土 黄褐色土ブロック多 く含む。

人為的埋め戻し。

3.10YR2/1 黒 色 土 炭化物多く含む。

第477号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR2/1 黒色土 炭化物層。焼土粒多 く含む。
b.10YR4/6 褐色土 黄褐色土粒多く含む。掘 り方。

第477号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 柱痕。
2.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土粒・焼土粒少量含む。
3.10YR4/6 褐 色 土 黄褐色土ブロック多 く含む。

第477号住居跡
1.10YR2/2
2.10YR2/2
3.10YR2/2
4.10YR2/3
5.10YR4/6
6.10YR2/3

貯蔵穴 `

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

褐 色 土

黒褐色土

Ｅ
８

墨

―

。．

7.10YR2/2 黒褐色土
8.10YR2/3 黒褐色土
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第477号住居跡 (第 10・ 204図 )

AN-23グ リッドを中心に位置する。南側を第113

号溝跡と第504号土羨に、北側を第475・ 476号住居跡

にそれぞれ切られる。また、西部は調査区外となるた

め、規模などについては明らかとし得ない。全体はや

や形が歪むものの、おおよそ方形になるものと考えら

れる。柱穴の位置から推定される東西の軸長は、およ

そ6.20mで、主軸方向はN-68° ―Eとなる。

床までの深さは10mttu後であり、覆土は自然堆積と

考えられる。床面は東から西へ向け、わずかに傾斜す

る。壁溝は幅約15～20m、 深さ約 5mであるが、北西

壁では幅が 3倍に拡大する。

主柱穴の位置から見ると、カマドは東壁の中央より

やや南に寄るようである。燃焼部は径60m× 38cmの楕

第205図  第477号住居跡出土遺物

第 87表 第 477号住居跡出土遺物観察表

円形で、火床面は床から10cm程掘り込まれる。

柱穴は主柱穴が 3本検出された。径27～41m、 深さ

15～29cmで、ともに柱痕が観察された。

貯蔵穴は 2基検出した。カマド北側に隣接する貯蔵

穴Aは、径55cmで深さは20cm、 北東隅部に備わる貯蔵

穴Bは、径11■m×∞cmで深さは45cmをそれぞれ測る。

この他、床には 2基の上羨が穿たれている。南側の

上疲Aは、径約∞cmで深さは12cm、 カマド北側に隣接

する土羨Bは、径82cmで深さは20mである。覆土には

人為的な埋め戻しが窺えることから、住居使用時には

開口していなかったものと判断される。

遺物は貯蔵穴Aよ り上師器の外、貯蔵穴Bよ り不 2

点と甑が出土している。

__」 一一
~~~´
、
~´

＼｀
＼

ヽ
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番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

局

不

不

不

杯

甑

不

(13.5)

12.8

(14.9)

(17.4)

13.9

23.5

3.6

4。2

(4.2)

(3。 9)

10。3

37.8

12.1

(8。 9)

糸田 (B,R)

粗 (W,B,R)
糸田 (W,B,R)
糸田 (B,R)
礫 (W,C,R)
粗 (W。 片)

良

良

良

にぶい黄橙

橙

に ぶ い 橙

灰   白
に ぶ い 橙

橙

30

100

20

25

90

75
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第478号住居跡 (第 10・ 202図 )

AM-23グ リッドを中心に位置する。そのほとんど

を第473・ 474・ 475・ 476号住居跡に切られており、わ

ずかに北西壁の一部が確認できたにすぎない。このた

め、全体の規模や形状、施設等についてはまったく不

明である。

床までの深さは約 7 cm、 覆土は人為的な埋め戻しと

考えられる。壁溝は検出部分で、幅約18cm、 深さ約 6

mである。

遺物の出土は認められなかった。

第479号住居跡 (第 10・ 207図 )

AN-23グ リッドを中心に位置する。第480・ 489号

住居跡を大きく掘 り抜き、北西壁を第114号溝跡に切

り取られる。南西は調査区外になり、全体の規模や形

状については明らかでない。主柱穴の位置から想定さ

第206図  第479号住居跡出土遺物

れる東西の軸長は約4.25mで、主軸方向はおよそN一

45° ―Eを指す。

床までの深さは10cm前後で、覆土は自然堆積を示

す。床面はほぼ平坦で、壁溝は幅15～ 20cm、 深さは約

7 cmを測る。

カマドは北東壁に付設される。主柱穴の位置から見

ると、中央部からはやや北に寄っているようである。

燃焼部は径70cm× 43cmの長方形で、火床面は床とほぼ

同一高である。

柱穴は 2本の主柱穴を確認した。大きさは、径17～

24cm、 深さ15～2■mである。

貯蔵穴は図中で貯蔵穴Aと したものが該当する。上

面は径%cm× ∞mの円形で、深さは43cmを測る。

遺物は貯蔵穴周辺の床面上より、土師器の不や甕な

どが出土している。

4
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第88表 第 479号住居跡出土遺物観察表

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備    考
不

不

不

不

不

[EI

甕

甕

(13。0)

(13.0)

17.0

(17.6)

(16.4)

17.3

(4.0)

(3.6)

(4.6)

(3.8)

(4.7)

(12.3)

(8.4)

(18.6)

(6.0)

5.4

微 (W,B)
微 (W,B)
細 (W,C)
微 (W,B)
糸田 (B,R)

微 (W,B)
粗 (W,片 )
粗 (W,片 )

良

良

良

良

良

浅 黄 橙
橙

橙

橙

に ぶ い 橙

浅 黄 橙
にぶい赤褐

橙

破片

破片

30

40

40

45

破片

50

比企型 赤彩 2と 同一個体か
赤彩 1と 同一個体か

8と 同一個体か

7と 同一個体か
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第207図  第47904800489号住居跡
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調査区外

褐色土少量縞状に、焼土粒・炭化物少量含む。

褐色土多 く含む。

褐色土ブロック多く、焼土粒少量含む。

褐色土ブロック含む。

`

F 
_ts.goom

第479号住居跡 貯蔵穴B土層説明
1.10YR2/2 黒褐色土 地山ブロック非常に多く含む。
2.10YR2/2 黒褐色土 地山ブロック若干含む。
3.10YR3/2 黒褐色土 地山ブロック・炭化物粒・焼土粒少量含む。
4.10YR3/2 黒褐色土 地山ブロック多 く含む。

第4790480号 住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/4 暗 褐 色 土 地山粒少量含む。柱痕。
2.10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山ブロック少量含む。充填土。
3.10YR5/4 にぶい黄褐色土 地山ブロック非常に多く含む。充填土。

第480号住居跡 土層説明
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土 黄褐色土縞状に入る。SJ479構築時の埋め戻 しと

思われる。

第480号 住居跡 土層説明
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山粒多 く含む。

は認められない。

カマドと柱穴は検出されなかった。

貯蔵穴は、図中に貯蔵穴Bと したものが該当しよ

う。確証は得られなかったが、重複する2軒の住居跡

それぞれには位置的な無理があり、覆土には故意の埋

め戻しが窺えた。よって、第480号住居跡に伴うもの

と判断した。この場合、位置は北隅部と言うことにな

る。上面は径約%釧の円形で、深さは36cmである。

遺物の出土は見られなかった。

／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ
‐
・■
■

ｍ

澳
澳
瞑
濱
Ｌ

第479号住居跡 土層説明
1.10YR2/2黒 褐 色 土
2.10YR4/3 にぶい黄褐色土
3.10YR4/4 褐  色  土
4.10YR4/4 褐  色  土

第479号 住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR3/3 暗褐色土 焼土 。炭化物多 く含む。
b.10YR3/3 暗褐色土 焼土粒多く含む。砂質土。
c.10YR4/4 褐 色 土 褐色土ブロック。

第479号住居跡 貯蔵穴A土層説明
1.10YR2/2 黒 褐 色 土 地山粒少量含む。
2.10YR3/3 暗 褐 色 土 地山粒・ブロック多 く含む。
3.10YR2/2 黒 褐 色 土 地山ブロック若干含む。
4.10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山ブロック多く含む。

第480号住居跡 (第 10・ 207図 )

AO-23グ リッドを中心に位置する。北側を第479

号住居跡に掘り抜かれ、南西は調査区外となる。東の

隅部が確認できたに過ぎず、全体の規模や形状、施設

などについては明らかとし得ない。なお、第489号住

居跡と第507号―L娠との重複関係は、確認することが

できなかった。

床までの深さは 6釧前後で、覆土は第4つ号住居跡

構築時の埋め戻しと考えられる。床面は平坦で、壁溝

Ｐ‐◎

じ

`1き

f:｀ )14

SJ471

貯蔵穴B

「
　

Ｐ
２
魚
）

一　
　
　
′
‥、

貯蔵穴B
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第481号住居跡 (第 11・ 208図 )

AN一 Zグ リッドに位置する。壁溝での検出であり、

床面やカマドは表土除去時に削平してしまった。全体

は軸長3.05m× 2。 73mの隅丸長方形で、面積はおよそ

8。 33ピである。主軸方向はほぼN-56° 一Eを指す。

壁溝は本来、全周したものと思われる。幅は15～25

cm、 深さは約 6 cmである。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径53m× 46cmの円

形で、深さは31mを測る。カマドは壁溝と貯蔵穴の状

態から見て、北東壁の中央部に備わっていたようであ

る。

遺物は検出できなかった。

第208図  第481号住居跡

0

○

第482号住居跡 (第 11・ 210図 )

AO-24グ リッドを中心に位置する。西側を第

483・ 485号住居跡に大きく切られ、南隅で第456号土

羨を切る。ほとんど壁溝での検出であるため、第484

号住居跡、第506号土疲との重複関係は確認できな

かった。主柱穴の配置から想定される規模は、軸長

5。 05m× 5。 10m、 面積25。 %ピである。

壁溝は幅約10～20m、 深さ約 3mを測る。

柱穴は主柱が 4本検出された。径32～49m、 深さ20

～54mで、ともに柱痕が観察された。

カマド、貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は壁溝より、古墳時代後期の土師器片が少量出

土した。いずれも微細な破片であり、図示するには至

らなかった。

第483号住居跡 (第 11・ 210図 )

AO-24グ リッドを中心に位置する。第482・ 484・

485号住居跡を切り、北隅付近を第455号三L羨に切られ

る。また、住居跡内に第506号土疲が掘り込まれてい

るが、新旧関係は確認できなかった。西側は第485号

住居跡の覆土(人為的埋め戻しだが、本跡構築に伴う

か否かは判然としない。)上となるため、平面での検出

は困難であった。断面観察から得られた知見を補え

ば、全体は軸長約2.95m× 3.10mの方形で、北を指準

とする軸方向はおよそN-3ぴ ―Wとなる。

床までの深さは10cm馴後、覆土は自然堆積のようで

ある。壁の立ち上がりは緩やかで、床面はほぼ平坦で

ある。埋め戻し部分にも、特に貼り床の施された形跡

は窺えなかった。検出部分の壁溝は幅約20cm、 深さは

2 cmを測る。

カマド、柱穴、貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は土師器の細片を少量出土したが、図示するに

は至らなかった。

第484号住居跡 (第 11・ 210図 )

AO-24グ リッドを中心に位置する。第483・ 485号

住居跡にそのほとんどを掘り抜かれており、北東壁の

一部を確認したにすぎない。よって、全体の規模や形

状、1施設等についてはまったく不明である。

割

“

1

○

○

颯颯 2m

第481号住居跡 土層説明
1.10YR3/4 暗 褐 色 土 溶化進行地山粒多 く含む。
2.10YR4/6 にぶい黄褐色土 ほとんど地山。壁の溶軟化層。

第481号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR2/3 黒 褐 色 土 溶化進行地山粒多 く含む。
2.10YR2/3 黒 褐 色 ±  1層に準ずる。地山混入少なく色調暗い。
3.10YR2/2 黒 褐 色 土 多量の焼土、被加熱地山粒・ブロック、若干の

炭化物含む。カマ ドからの流入だろう。

4.10YR4/6 にぶい黄褐色土 ほとんど地山。壁の崩落土ブロック。
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壁溝は東隅部にごく一部を確認した。幅約20m、 深

さは約 3mである。

カマド、柱穴、貯蔵穴などは検出されなかった。

遺物の出土も一切認められなかった。

第485号住居跡 (第 11・ 209・ 210図 )

AO-24グ リッドを中心に位置する。第482・ 484・

491号住居跡を切り、第483・ 486号住居跡、第456号土

娠に切られる。第115・ 116号溝跡、第506号土羨との

重複関係は確認できなかった。全体は軸長5。 45m×

5.55mの方形を呈し、面積は30.25イを測る。主軸方

向はおよそN-3r一Wを指す。

床までの深さは20cm馴後、覆土は人為的な埋め戻し

である。おそらくは、第483・ 486号住居跡の構築に伴

うものであろう。

壁の立ち上がりは急で、床面は中央がやや高まる。

壁溝はほぼ全周し、幅約20～40m、 深さ約 5～ 10cmを

測る。

カマドは北西壁のほぼ中央に設けられる。燃焼部は

径約86釧×4艶mの長方形で、火床面は壁に向かってわ

ずかに傾斜する。中央壁寄りには、地山を用いた支脚

が造り付けられる。その奥からは、支脚から転落した

と思われる甕が出土している。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径29～44m、 深さ

第209図  第485号住居跡カマ ド0貯蔵穴

22～4生mである。

貯蔵穴はカマドの右脇に備わる。上面は径62cm程の

円形で、深さは53cmを測る。

遺物はカマドの他、貯蔵穴の肩部から底部にかけ、

土師器の不・小型甕・長胴甕・甑、日玉 (第424図 16)

などが出土している。

第486号住居跡 (第 11・ 210図 )

AO-24グ リッドを中心に位置する。人為的に埋め

戻された第485号住居跡の覆土を切る。但し、この埋

め戻しは本跡に伴うものなのか、第483号住居跡の構

築の際のものなのかは判然としない。大部分は調査区

外になるため、全体の規模や形状、またカマドなどの

施設は不明である。断面観察から想定される軸長は、

南北が約4.43mである。

床までの深さは約12cmで、覆土は自然堆積である。

床面は概ね平坦で、貝占り床が施されている。壁溝は幅

約18cm、 深さ5mを測る。

柱穴は 1本のみ検出された。大きさは径50cm、 深さ

30cmで、位置的に見て主柱穴と思われる。

カマドと貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は覆土中より上師器の破片が検出されたが、図

示できたものは 3点のみである。

辟
／

１

ヽ
ヽ
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貯蔵穴

SK500

l』

SJ485◎

SJ485

SJ401

SJ485 住居内土墳 SJ485
ヽ

SJ486

第210図  第 482・ 4830484・ 4850486・ 491号住居跡

SJ400 SD:15

SJ481

ヽ

|―

調査区外

SJ482

L 15.3∞ m ビ

SJ485

SJ482

SK455

第482号 住居跡 土層説明 (柱穴含む)
1.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土粒少量。
2.10YR3/1 黒褐色土 炭化物を含む。柱痕。
3.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土粒少量含む。柱痕。
4.10YR3/4 黒褐色土 黄褐色土粒 。ブロツク含む。

第483号 住居跡 土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土粒多く含む。

第484号 住居跡 土層説明
1.10YR2/2 黒褐色土 黄褐色土ブロック多く含む。壁の崩落か

人為的埋め戻しか不明。

第486号 住居跡 土層説明
1.10YR2/2 黒褐色土 黄褐色土粒・焼土粒 。炭化物粒少量。自然堆積層。

2.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土粒多く含む。貼 り床。

第486号住居跡 柱穴土層説明
1 10YR3/1 黒褐色土 黄褐色土粒多く含む。

第491号住居跡 埋蔵穴土層説明 (土色観察欠落)
1.黄褐色土粒・炭化物粒 。焼土粒 少量含む。遺物混入層。
2.黄褐色土粒多く含む。
3.黄褐色土粒・ 焼土粒 微量含む。灰混じりの層

H・   1  15 800rn
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SJ485

SJ485

SJ482

SJ402

第485号住居跡 土層説明
1 10YR2/2 黒褐色土
2.10YR2/3 黒褐色土
3.10YR2/2 黒褐色土
4.10YR2/2 黒褐色土
5.10YR2/2 黒褐色土

10YR2/2 黒褐色土
10YR2/3 黒褐色土
10YR4/6褐 色 土

第 89表 第 485号住居跡出土遺物観察表

(住居内土墳含む)

黄褐色土粒少量含む。人為的埋め戻し。

黄褐色土粒・ブロック多く含む。人為的埋め戻し。

黄褐色土粒多く含む。人為的埋め戻し。

黄褐色土ブロック多く含む。人為的埋め戻し。

黄褐色土粒・焼土粒 。炭化物粒少量含む。

間仕切り部だが、堆積状況不合理。人為的埋め戻し。

カマド脇施設。焼土粒・炭化物多く含む。

カマド脇施設。黄褐色土粒 。ブロック多く含む。

黄褐色ブロック多く含む。住居内土墳覆土。

第485号住居跡 埋蔵穴土層説明
1.10YR2/2 黒褐色土 黄褐色土ブロック・粒多く含む。
2.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土ブロック多く含む。

第485号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土・焼土・炭化物粒含む。
2.10YR4/6褐 色 土 よくしまる。

第485号住居跡 カマド土層説明
a。 10YR2/2 黒褐色土 焼土粒・黄褐色土粒少量。

崩落後陥没部への流入土。

b.10YR2/2 黒褐色土 天丼部残欠の焼土塊多く含む。
c.10YR2/2 黒褐色土 焼土粒・炭化物粒少量含む。

カマドヘの流入土。

１
８

ｏ
●
一
　

く

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

不

不

不

杯

不

不

不

不

不

不

不

不

甕

甕

甕

甕

甑

16.0

(15。4)

16.1

15。3

15.8

(14.4)

(14。4)

(16.0)

16.6

15.0

16.6

17.0

(14.4)

(14.0)

17.6

(14.9)

28.5

4.1

(3■ )

3.5

4.3

3.6

4.8

(4.4)

(3.7)

(4.4)

(4.5)

4.2

(4.2)

(20.5)

(15.5)

(15.0)

(32.0)

29.7

7.5

4.6

(9.2)

微 (W,B)
微 (W,B)
細 (W)

微 (W,B)
微 (W,B)
糸田 (W,B,R)
微 (W,B)
微 (W,B)
微 (W)

微 (W,B)
微 (W,B)
微 (W,B,R)
粗 (W,片 )
細 (W,C)
礫 (W,片 )
粗 (W,C)
礫 (W,C,片 )

良

良

良

良

良

良

良

良

良

明 赤 褐
明 赤 褐
赤   褐
明 赤 褐
赤   褐
橙

明 赤 褐
にぶい赤褐

にぶい黄橙

橙

橙

橙

橙

に ぶ い 褐

橙

橙

橙

100

50

90

100

90

60

30

35

75

破片

90

75

75

20

40

60

95

内外黒色処理

内外黒色処理

内外黒色処理

内外黒色処理

内外黒色処理

内外黒色処理

内外黒色処理

小針型

小針型

小針型

小針型
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第211図  第485号住居跡出土遺物
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第 90表 第 486号住居跡出土遺物観察表

第212図  第486号住居跡出土遺物

第487号住居跡 (第 11・ 213図 )

AO-26グ リッドを中心に位置する。南西壁で第

488号住居跡を切る。全体は軸長4.16m× 4。 12mの方

形で、面積は17e14イを測る。主軸方向はおよそN―

44° ―Eを指す。

床までの深さは10cm前後、覆土は自然堆積である。

壁の立ち上がりは急で、床面はおおよそ平坦である。

壁溝は全周し、幅13～ 20cm、 深さ5～10mを測る。

カマドは北東壁の中央に付設される。燃焼部は100

cm× 42cmの長方形で、火床面は床より3 cm程深い。左

袖の脇には、焼土を多く含む浅いピットが検出され

た。このP5は径45cm、 深さ1&mである。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径30～39cm、 深さ

30～34cmである。いずれも柱痕は観察できず、覆土も

乱れていた。抜き取り後の埋め戻しのようである。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径65cm× 49cmの楕

第 91表 第 4870488号住居跡出土遺物観察表

円形を呈し、深さは42mを測る。

遺物は貯蔵穴の周辺に、ややまとまって出土した。

土師器の外・椀・甑などが見られるが、ともに破片で

ある。

第488号住居跡 (第 11・ 213図 )

AO-25グ リッドを中心に位置する。北東壁を第

487号住居跡に切られる。全体は軸長6。 25m× 6.25m

の方形を呈し、面積は39。 06イを測る。主軸方向はお

よそN-5r― Eを指す。

床までの深さは 5～20m、 覆土は自然堆積を示す。

床面はやや凹凸が見られ、炭化物の薄層で覆われてい

た。垂直に立ち上がる壁には、全周する壁溝が伴う。

幅は15～ 30cm、 深さは 5～15cmを測る。

カマドは北東壁の中央に設けられる。燃焼部は∞cm

×42cmと糸田長く、火床:面iはメL底気:未で、床から約 4 cm

窪まる。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径57～ηcm、 深さ

約30cmである。柱痕は認められず、覆土も乱れてい

る。柱の抜き取りが行なわれ、故意に埋め戻されたも

のと推測される。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径88cm× 68cmの楕

円形で、横断面は「U」字形を呈する。床から底面まで

は∞mとかなり深い。

ヽ
ヽ

‐

３
　

ｍ

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

不

甕

甕

(11.3)

(16.0)

(4.0)

(2.3)

(7.1)

9.2

細 (W,B,R)

礫 (W,B,R,片 )

粗 (B,R) i伝

灰   褐
に ぶ い 橙

明 赤 褐

20

破片

破片

番号 器   種 口 径 器 高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

不

不

不

不

不

椀

甑

甑

不

不

不

鉢

?

(15。2)

(16.0)

(12.2)

(15。2)

(14.0)

(12.4)

(20.3)

(22.6)

(10.5)

(17.4)

17.8

(12.3)

3.7

(3.9)

(3.4)

(3.6)

(4。 0)

(4.9)

(11.3)

(13.8)

(4.8)

(5。 4)

5。4

10.5 (5■ )

粗 (C,R)

微 (W,B)
細 (W)

細 (W,B,R)

細 (W)

微 (W)

礫 (片 )

粗 (W,C)
微 (B,R)

微 (B,R)

細 (B,R)

礫 (W,C,R)

良

良

良

橙

にぶい黄橙

に ぶ い 橙

にぶい黄橙

橙

灰   白
にぶい赤褐

橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

にぶい黄橙

橙

25

破片

破片

30

破片

破片

30

20

25

20

50

50

内外黒色処理
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第213図  第4870488号住居跡
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第487号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 焼土粒・炭化物粒含む。土器片含む。
2.10YR3/2 黒褐色土 焼土粒・炭化物粒。土器片含む。
3.10YR2/3 黒褐色土 焼土粒・炭化物粒。土器片含む。
4.10YR3/3 暗褐色土 黄褐色土ブロック・焼土・炭化物粒粗に含む。
5.10YR3/3 暗褐色土 黄褐色土ブロック多 。焼土・炭化物含む。

第487号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR4/6 褐色土 住居覆土。
2.10YR4/6 褐色±  1層 より明。埋め戻 し土か。
3.10YR4/6 褐色±  2層 よりよくしまる。

第487号住居跡 カマ ド土層説明
a。 10YR4/4 褐  色  土
b.10YR4/6 褐  色  土
c.10YR2/2暗 褐 色 土
d.10YR3/3暗 褐 色 土
e.10YR4/3 にぶい黄褐色土
f.10YR4/1褐 灰 色 土
g。 10YR4/4 褐  色  土

焼土粒含む。

焼土粒含む。

少量の焼土・炭化物粒含む。

焼土粒・炭化物含む。

炭化物粒多く含む。

焼土・炭化物粒含む。

焼土・炭化物粒含む。

第487号住居跡 P-5土 層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 焼土粒・土器片含む。
2.10YR4/4 褐 色 土 焼土粒含む。
3.10YR3/1 黒褐色土 焼土粒 。炭化物含む。
4.10YR4/4 褐 色 土 焼土 。炭化物粒含む。
5.10YR3/4 暗褐色土 焼土粒少量含む。

第487号住居跡 土層説明
1.10YR3/4 暗褐色土
2.10YR4/6褐 色 土
3.10YR4/6褐 色 土
4.10YR4/6褐 色 土
5.10YR3/3 暗褐色土

G′ |

カマ ド土層説明

灰黄褐色土 焼土粒含む。
黒 色 土 焼土粒・炭化物含む。
黒 褐 色 土 焼土粒・炭化物含む。
暗 褐 色 土 焼土粒・炭化物含む。
暗 褐 色 土 焼土・炭化物含む。
暗 褐 色 土 焼土・炭化物含む。焼土溜まり。
黒 色 土 炭化物と焼土の混合。焼土溜まり。

貯蔵穴土層説明

暗 褐 色 土 住居覆土。
暗 褐 色 土 住居覆土。
灰黄褐色土 焼土・炭化物粒含む。灰層帯状に堆積。
灰黄褐色± 3層に褐色土ブロック含む。
暗 褐 色 土 焼土・炭化物粒まだらに含む。
暗 褐 色 土 堆積土中に隙間あり。

m

第488号住居跡

a.10YR4/2
b.10YR2/1
c  10YR2/2
d.10YR3/3
e.10YR3/4
f  10YR3/3
g.10YR2/1

第488号住居跡

1.10YR3/4
2.10YR3/4
3.10YR4/2
4.10YR4/2
5.10YR3/4
6.10YR3/4

第488号住居跡 土層説明
1.10YR3/4 暗 褐 色 土 SJ487-1層 に近似。
2.10YR3/4 1層 より明。埋め戻し土か。褐色土粒含む。
3.10YR3/4 2層 より暗い。
4.10YR3/3 焼土粒含む。
5.10YR3/1 黒 褐 色 土 焼土粒・炭化物が帯状に堆積。
6.10YR5/8 黄 褐 色 土 床面の」土と 5層が少量混じる。
7.10YR3/3 暗 褐 色 土 焼土・炭化物粒含む。
8.10YR3/2 黒 褐 色 土 焼土粒含む。
9。 10YR3/3 暗 褐 色 土 焼土粒・炭化物含む。
10.10YR3/4暗 褐 色 土
11.10YR4/2 灰黄褐色土 地山ブロック含む。
12.10YR3/3 暗 褐 色 ± 4層 より焼土粒多 く含む。
13.10YR3/4 暗 褐 色 ±  2層 と 5層 の混合層。
14.10YR3/3暗 褐 色 土
15.10YR4/6褐 色 土

第488号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/4 暗褐色土 住居覆土。
2.10YR5/8 黄褐色土 住居覆土。
3.10YR3/4 暗褐色土 褐色土ブロック含む。埋め戻しか。
4.10YR3/4 暗褐色±  3層 よりしまる。
5.10YR3/4 暗褐色土 焼土・炭化物粒含む。
6.10YR5/6 黄褐色土
7.10YR3/1 黒褐色土 褐色土ブロック含む。
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第214図  第4870488号住居跡出土遺物
SJ487

遺物の出土は少量で、しかも細かい破片であった。

床に散在する程度で、集中する様子は窺えなかった。

土器のほかに、砥石(第420図 11)が 1点見出されてい

る。

第489号住居跡 (第 10・ 207図 )

AN-23グ リッドを中心に位置する。壁溝のみの検

出である上、その大半は第479号住居跡に掘り抜かれ、

北西部も第114号溝に切断されている。さらに南西は

調査区外となるため、全体の規模や形態は明らかとし

得ない。わずかに残存する北隅の形状から推定すれ

ば、東西の軸長は約4.10mとなる。

壁溝は幅15～20cm、 深さは約 6釧である。

カマド●柱穴・貯蔵穴、および遺物は検出されな

かった。

第490号住居跡 (第 11・ 215図 )

AN-25グ リッドを中心に位置する。表土除去時に

その大半を削平してしまったため、壁溝の一部を検出

SJ488
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第215図  第490号住居跡
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第490号住居跡 土層説明
1.10YR3/3 暗 褐 色 土 地山粒多く含む。
2.10YR5/3 にぶい黄褐色土 地山粒非常に多 く含む。
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できたにすぎない。壁溝から想定される規模は、軸長

2。 86m× 3.30mの方形で、面積は9.44ど となる。全体

は長方形で、長軸方向はほぼN一∞
°
―Wである。

壁溝は幅約1■m、 深さは約 4 cmを測る。

カマド●柱穴・貯蔵穴は検出できなかった。

遺物は壁溝より、土師器の破片が数点出土した。し

かし、いずれも微細であるため、図示するには至らな

かっテこ。

第491号住居跡 (第 11・ 210図 )

AO-24グ リッドを中心に位置する。第485・ 486号

住居跡に切られる上、大部分は調査区外となる。この

ため、全体の規模や形状については明らかとし得な

い。検出できたのは、ゴ躙呂部と南東壁のごく
二部のみ

である。ここから得られる軸長は、約3.52mと なる。

壁や床面は第485号住居跡構築時に、ほぼ削り取ら

れてしまっていた。検出した壁溝は幅約20m、 深さ約

第 92表 第 491号住居跡出土遺物観察表

第217図  第492号住居跡

4 cmである。

貯蔵穴はゴ躙呂部に備わる。上面は径86釧×55mの楕

円形を呈し、床からの深さは34cmを測る。

カマド、柱穴は検出されなかった。

遺物は貯蔵穴中より、土師器のパや甕などが出土し

ている。

第216図 第491号住居跡出土遺物

B _ts.ooom

C  15.0007n

P' SK{60

第492号住居跡 土層説明
1.10YR3/3 暗 褐 色 土 地山粒 。焼土粒少し含む。
2.10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山ブロック多く含む。
3.10YR5/4 にぶい黄褐色土 地山ブロック非常に多く含む。

調査区外

Ｅ
８

ｏ
６
一　
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第492号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/2黒 褐 色 土
2.10YR3/2黒 褐 色 土
3.10YR4/3 にぶい黄褐色土
4.10YR5/3 にぶい黄褐色土

地山粒少量含む。柱痕。

地山ブロック少量含む。充填土。

地山ブロック含む。充填土。

地山ブロック多く含む。充填土。
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第492号住居跡 (第 11・ 217図 )

AO-27グ リッドを中心に位置する。東側の大半は

調査区外になるため、西辺部が確認できたにとどま

る。南北の軸長は約4.53mで、主軸方向はおよそN―

34° 一Wを指す。

床までの深さは 8 cm前後、覆土は人為的な埋め戻し

と思われる。床面はほぼ平坦で、一部を第460号土羨

に掘り抜かれる。壁溝は西隅部で途切れる。幅は14～

22m、 深さは 4～ 7 cmである。

カマドは検出されなかったが、調査区の壁に焼土や

炭化物を多量に含む土層が観察された。その位置は北

壁の延長部であることから、カマドはその付近 (図中

に破線で示した部分)に備わるものと推定される。

柱穴は 2本の主柱穴を検出した。大きさは、径50～

53m、 深さ38cmである。ともに明瞭な柱痕が観察され

第 93表 第 493号住居跡出土遺物観察表

第219図  第494号住居跡

た。

貯蔵穴は検出されなかった。

覆土中より上師器の高界が 1点出土しているが、細

片のため図示し得なかった。

第218図  第493号住居跡出土遺物

調査区外

第488号 住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR3/3 暗 褐 色 土 焼土粒 。ブロック含む。
b.10YR3/3 暗 褐 色 土 褐色土ブロック含む。
c.10YR2/2 にぶい黄褐色土 焼土粒 。ブロック・黄褐色土ブロック含む。
d.10YR3/3 黒 褐 色 土 焼土ブロック含む。
e.10YR4/4 褐  色  土 床面と同色。粘質土含む。
f.10YR3/3 暗 褐 色 土 黄褐色土粒・黒褐色土粒含む。
g。 10YR2/1 黒  色  土 灰土と考えられる。

? 

-rs.am''.
D 15 800rn

c_ts.Boo-

第494号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 表土層。
2.10YR3/3 暗褐色土 黒色土粒含む。
3.10YR3/3 暗褐色土 黄褐色土ブロック含む。
4.10YR3/4 暗褐色土 黄褐色土粒含む。
5.10YR3/4 暗褐色土 しまりが弱い。
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番 号 器   種 口 径 器  高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考
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第494号住居跡 (第 11・ 219図 )

AO-24グ リッドを中心に位置する。大部分は調査

区外となるため、カマドから東隅部付近が検出できた

にすぎない。故に、全体の規模は明らかとし得ない。

カマドから見た主軸方向は、およそN-21° ―Eであ

る。

床までの深さは約30cm、 覆土は自然堆積である。壁

の立ち上がりは緩やかで、壁溝は検出されなかった。

カマドは北東壁に設けられる。煙道は長さ112m、

幅39cmの溝状で、平坦な底面は先端で垂直に立ち上が

る。燃焼部は80m× 49cmの長方形で、火床面は平坦

で、床よりわずかに低い。覆土の上層は焼土ブロック

を多く含んでいることから、天丼部や壁の崩落土と考

えられる。また、火床面には灰の薄層が形成されてい

た。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径64cm× 40cmの楕

円形を呈し、深さは32cmを測る。全体は箱型であり、

壁は平坦な底面から急角度で立ち上がる。

柱穴は検出されなかった。

遺物の出土は認められなかった。

第495・ 496号住居跡 (第 11・ 221図 )

AO-27グ リッドを中心に位置する。 2軒は入れ籠

状に重複し、カマドと主柱穴も共用している。このこ

とから、第495号住居跡は第496号住居跡を、一回り縮

小したものと判断した。先行する第496号住居跡は、

東壁で第497号住居跡を切り、中心部の第5円号土疲を

第220図  第495号住居跡出土遺物

第 94表 第 495号住居跡出土遺物観察表

埋め戻して構築される。そして、第495号住居跡埋没

後、床を第464・ 465・ 466号土娠に掘 り抜かれる。な

お、北隅部で重複する第467・ 468・ 469号土娠との新

旧関係は、これを確認することが叶わなかった。

全体はともに方形で、主軸方向はおよそN-24° 一

Eを指す。

(第495号住居跡)

軸長4。 65m× 4。 20m、 面積19。 53ピに縮小される。

床までの深さは10mttu後、覆土は人為的な埋め戻し

のようである。床面は概ね平坦なものの、南から北へ

わずかに傾斜する。埋め戻した第578号土疲部分のみ、

貼り床が施される。壁溝は第496号住居跡を含め、幅

約15～ 25cm、 深さは 3～ 6 cmである。

カマドは北壁の中央に設けられる。ほとんど削平し́

てしまい、かろうじて燃焼部を確認したにとどまる。

その大きさは、推定で径9髄m× 55cmである。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径49～61m、 深さ

39～51cmである。いずれからも明瞭な柱痕が観察され

た。

貯蔵穴は検出されなかった。

図示した甕を含め、遺物は細かい破片ばかりであっ

た。古墳時代後期の甕や不、赤彩の不、日玉(第424図

17)などが認められるが、量はごくわずかである。

(第496号住居跡)

全体は軸1長5。 25m× 5。 20m、 面積は27。 30ピを測る。

床までの深さは10m前後であるが、第495号住居跡

構築に際し、薄く漉き取られたようである。また、壁

際の覆土も、縮小に伴う故意の埋め戻しである。

カマドと主柱穴は付け替えられた様子がなく、縮小

後もそのまま使用されたと考えられる。

遺物は第495号住居跡と一括して取り上げたが、図

不できるものは出土しなかった。

m
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第221図  第49504960497号住居跡

SJ528

SJ529

B t5.7oo-

SK466

? 
- 

ts.roo-

第495号住居跡 土層説明
1.10YR3/3 暗 褐 色 土 地山ブロック・焼土粒少量含む。埋め戻 し。
2.10YR5/3 にぶい黄褐色土 地山ブロック非常に多く含む。張 り床。

第495号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR3/3 暗 褐 色 土 地山ブロック・焼土粒多く含む。
b.10YR2/1 暗 褐 色 土 地山ブロック・炭化物粒少量、灰全体的に含む。灰層。
c.10YR2/2 にぶい黄褐色土 地山ブロック多 く含む。

第496号住居跡 土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 地山ブロック若干含む。
2.10YR3/3 暗褐色土 地山ブロック多く含む。

第495・ 496号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/3 暗 褐 色 土 地山粒多 く、焼土粒少量含む。柱痕。
2.10YR3/2 黒 褐 色 土 地山ブロック少量含む。充填土。
3.10YR3/3 暗 褐 色 土 地山ブロック含む。充填土。
4.10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山ブロック多く含む。充填土。
5.10YR5/3 にぶい黄褐色土 地山ブロック多く含む。充填土。

第497号 住居跡 土層説明
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山ブロック非常に多 く含む。

SJ132
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SK404
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第497号住居跡 (第 11・ 221図 )

AO-26グ リッドを中心に位置する。北東辺を第

495・ 496号住居跡に、南隅を第528～531号住居跡に、

それぞれ切られる。全体は軸長3.mm× 3.50mの方形

を呈し、面積は12。 95イを測る。長軸方向はおよそN

-2ぴ ―Wを指す。

床までの深さは 5 cm程度で、覆土は人為的な埋め戻

しと思われる。床面は微かに東へ向け下がるが、ほぼ

平坦である。検出範囲での壁溝はほぼ全周し、幅約15

cm、 深さ約 4錮を測る。

カマド●貯蔵穴・柱穴等は検出されなかった。壁溝

の状況からすれば、カマドは北東壁にあったものと思

われる。

遺物の出土は認められなかった。

第498号住居跡 (第 10・ 223図 )

AK-23グ リッドを中心に位置する。北西の大部分

を第452号住居跡に、南西壁付近を第500・ 501号住居

跡に切られる。その後、第499号住居跡の構築の際、

埋め戻される。また、南西部中央の第477号土羨は、

本跡がこれを切る。主柱穴の位置から想定される規模

は、軸長約4。 50m× 4。 05m、 面積はおよそ18.23ピであ

る。北を指準とした時の軸方向は、ほぼN-50° ―E

となる。

覆土は第499号住居跡の貼 り床で、主に地山の砂質

土ブロックで構成される。床面は遺存が少ないもの

の、概ね平坦である。壁溝は幅約10～ 20cm、 深さ約 3

mを測る。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径30～43m、 深さ

40～5■mである。柱痕が観察されたが、柱は折り取ら

れたようである。

カマドと貯蔵穴は検出されなかった。位置的には第

583号土羨が貯蔵穴のようだが、第498・ 499号住居跡

の覆土を掘り抜いている。

遺物の出土は見られなかった。

第222図  第499号住居跡出土遺物

m

第 95表 第 499号住居跡出土遺物観察表
番 号 器   種 口  径 器  高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

杯 12.9 4.6 糸田 (W,B,R) 褐 灰 75 暗 文

第499号住居跡 (第 10・ 223図 )

AK-23グ リッドを中心に位置する。北西の大半を

第452号住居跡に、南西壁付近を第500・ 501号住居跡

に切られる。第498号住居跡を埋め戻しての構築であ

る。主柱穴の位置から想定される規模は、軸長6。 26m

×6。 20m、 面積38。 81ピである。北を指準とした時の

軸方向は、およそN-4r― Eとなる。

床までの深さは10cm程であるが、床面はほとんど遺

存していない。覆土は人為的な埋め戻しのようであ

る。壁溝は幅約20cm、 深さ約 4 cmを測る。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径50～58cm、 深さ

40～Zcmである。柱痕が観察されたが、主柱自体は折

り取られたものと考えられる。

カマド●貯蔵穴は検出されなかった。

遺物の出土はわずかで、図示した土師器の外以外

は、いずれも微細な破片である。
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第223図  第4980499号住居跡
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第499号住居跡 土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 砂質地山粒多く
焼土微量含む。

第499号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR2/3黒 褐 色 土
砂質地山小型ブロック多く、焼土 。

炭化物微量。

2.10YR4/4 褐  色  土
主に砂質地山大型ブロックからなる。

充填土。

3.10YR3/2 褐  色  土
地山ブロックで構成。充填土。

10YR3/3暗 褐 色 土
粘質地山ブロック多い。柱痕。

10YR4/3 にぶい黄褐色土
ほとんど砂質地山。底の溶軟化層。

E′ 4

5

SJ498

SJ400

SJ501

第498号住居跡 土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 砂質地山ブロックで主構成。SJ499構築時の貼 り床。

_P′ 第498号住居跡 柱穴土層説明
10YR2/3 黒褐色土 大型砂質ブロック多 く含む。柱の抜き取 り後。
10YR3/3 暗褐色土 砂質地山ブロックよく含む。焼土粒微量含む。

充填土。

10YR4/4 褐 色 土 砂質地山主体。充填土。
10YR3/2 黒褐色土 褐色土主体。柱痕。
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第500号住居跡 (第 10・ 225図 )

AK-23グ リッドを中心に位置する。その大部分は

第501・ 502・ 506号住居跡に切られており、わずかに

北隅部を検出できたにすぎない。このため、全体の規

模や形状、施設等については明らかとし得ない。構築

は第498・ 499号住居跡、第232号井戸跡を切 り込んで

行なわれる。

床までの深さは10cm馴後、覆土は人為的な埋め戻し

のようである。壁溝は幅約18cm、 深さ約 4釧を測る。

遺物は図示したものを含め、土師器の小片を数点出

土したのみである。

第501号住居跡 (第 10・ 225図 )

AL-23グ リッドを中心に位置する。北部で第

4%・ 4"・ 500・ 506号住居跡を切り、床を第4器・ 4田・

481号土疲に掘り抜かれる。第4つ号土羨との重複関係

第224図  第500号住居跡出土遺物

は、確認できなかった。軸長の測れるのは一方向のみ

であるが、柱穴の位置から想定すると、全体は5。 80m

×5。 80mの方形で、面積は33.64ど となる。主軸方向

はおよそN-3プ ーWを指す。

床までの深さは20cm程で、覆土は自然堆積である。

壁の立ち上がりは緩やかで、軟質な床面はゴレ らヽ南へ

やや傾斜する。壁溝は検出範囲では全周し、幅約25

cm、 深さ3～ 6鋼を測る。

カマドは、北西壁のゴ躙呂部近くに設けられる。煙道

は長さ118cm、 幅35mで、底面は緩やかに立ち上がる。

燃焼部は8髄m× 72釧の円形で、火床面は床より約 7m

掘り込まれる。なお、袖は検出されなかった。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径44～72cm、 深さ

32～40cmである。ともに柱痕が観察された。

貯蔵穴はゴ躙呂部に備わる。上面は径87cm× 38cmの楕

円形を呈し、深さは1■mを測る。周囲の床は、ここへ

向けてだらだらと下がっていく。

遺物はカマドと貯蔵穴を中心に、土師器の不・皿・

甕、須恵器の高台付外、ガラス玉(422図 13)、 鉄製の

刀子(第427図 13)な どが出土している。このうち、高

台付杯 5点は群馬県の金井窯産と思われ、高台がわず

かに削り出されている。

第 96表 第 500号住居跡出土遺物観察表
番号 器   種 口  径 器 高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

甕 (7.1) (5.0) 細 (W,C) 良 に ぶ い 橙 破 片

第 97表 第 501号住居跡出土遺物観察表

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備    考
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

‐１

‐２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

不

不

不

皿

皿

須恵器高台付不

須恵器高台付不

須恵器高台付不

須恵器高台付不

須恵器高台付不

須恵器高台付不

須 恵 器 杯

須 恵 器 壺

須 恵 器 蓋

須 恵 器 甕

甕

甕

(12.0)

(12.0)

(12.8)

17.8

(18.8)

16.7

(17.2)

(18.1)

(18.0)

(16.2)

(19。4)

22.1

(25.0)

3.4

3.7

(3.1)

4.5

(2.8)

(2.8)

3.7

4.5

4.4

(3.7)

(2.8)

(1.9)

(3.7)

(1.4)

(25。7)

(3.3)

(10.8)

11.3

10。7

(10。9)

(4.0)

糸田

微

細

微

微

糸田

粗

粗

粗

粗

粗

細

粗

糸田

粗

粗

微

(W,

(W,

(W,

(W,

(W,

(W,

(W)

(W)

(W)

(W)

(W)

(W,

(F)

(W,

(W,

(W,

(W)

B)

B)

B,C)
B)

B)

R,F)

F)

F)

F)

R)

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

橙

橙

橙

橙

橙

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

橙

橙

灰 白

灰 白

60

50

20

100

破片

破片

80

40

20

破片

破片

破片

破片

破片

破片

65

破片

湖西

金井窯

金井窯

金井窯

金井窯

金井窯

胎土分析 ヽ 17

胎土分析 ヽ 18

胎土分析 ヽ 19

胎土分析 m20

湖西

末野

末野 表面摩耗
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SK477

貯蔵穴

SK4,9

第225図  第5000501号住居跡

SJ510

SJ506

B t5.9oo-
SJ500

SJ506

第500号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 溶化進行地山粒少量含む。
2.10YR2/3 黒褐色±  1層 に準ずる。溶化粘質地山ブロック

多く含む。

F t5.9oom

カマ ド土層説明

黒褐色土 溶化進行地山粒 。焼土粒・小型ブロック
多 く含む。天丼崩落土。

黒褐色土 焼土・炭化物少量含む。灰層。
暗褐色土 ほとんど被加熱の地山。壁の崩落土。

貯蔵穴土層説明

暗 褐 色 土 微細地山粒、多量の焼土粒を含む。
暗 褐 色 土 溶化進行砂質地山粒・小型ブロック多 く、焼土粒少量含む。
暗 褐 色 土 溶化進行粘質地山ブロック多く、焼土粒微量含む。
暗 褐 色 ±  1層 に近似。焼土少なく炭化物含む。
にぶい黄褐色土 ほとんど砂質地山。底の溶軟化層。

Ｋ

Ｄ

SJ499

○

E
8

E r5.goo- E

SJ501

:|||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||:::||||||||:|||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

第501号 住居跡

a.10YR2/3

b.10YR2/2
c.10YR3/3

第501号住居跡 土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土
2.10YR3/4 暗褐色土
3.10YR3/3 暗褐色土

4.10YR2/3 黒褐色土
5.10YR4/4 褐 色 土

焼土微量、灰色粘質土混有。

1層 に準ずる。焼土粒多 く含む。
2層基本、溶化進行粘質地山ブロック

多 く含む。

未溶化砂質地山粒多く、焼土粒少量含む。

ほとんど地山。壁の溶流入土。

第501号 住居跡

1.10YR3/3
2.10YR3/4
3.10YR3/4
4.10YR3/3
5.10YR5/4
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D r5.9oom

SK479

第501号 住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 粘質地山粒・焼土粒多 く、

炭化物少量含む。

2.10YR2/4 黒褐色土 粘質地山粒 。大型プロック
多 く含む。充填土。

3.10YR2/3 黒褐色土 粘質地山小型ブロック少量
含む。充填土。

4.10YR4/4 褐 色 土 砂質地山。壁の溶軟化層。
5.10YR2/3 黒褐色土 地山粒・焼土粒多く含む。

柱痕。

m

第226図  第501号住居跡出土遺物
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第227図  第5020503号住居跡

SJ500

SK480

SJ506

SJ498

SJ508

B_t5.9oom
SJ502

c _ t 5.9oom

第502号住居跡 土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 溶化進行地山粒・焼土粒微量含む。
2.10YR3/3 暗褐色土 溶化進行砂質地山粒・ブロック多く含む。貝占り床状。

m

第503号 住居跡 土層説明 (土色観察欠落 )
1.溶化進行砂質地山粒多く含む。
2.地 山ほとんど含まない。
3.溶化進行粘質地山粒 。小ブロックで主構成。故意の投入。埋め戻 し。
4.2層 に準ずる。地山粒少量含む。

第503号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 未溶化粘質地山ブロック多く含む。SJ505貼 り床。
2.10YR2/3 黒褐色土 溶化進行砂質地山プロック多く含む。
3.10YR2/3 黒褐色土 ほとんど砂質地山。壁の崩壊流入土。
4.10YR3/3 暗褐色土 溶化進行粘質地山粒多く、焼土若干含む。
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第502号住居跡 (第 10・ 227図 )

AK-23グ リッドを中心に位置する。第500・ 503号

住居跡を掘り抜いての構築だが、埋没後、その大半を

第506・ 510号住居跡に切り取られる。検出し得たのは

ゴ躙呂のごく―
二部分であるため、全体の規模や形状、施

設などについては一切不明である。

床までの深さは23cm程で、覆土は自然堆積のようで

ある。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁溝は幅約20cm、

深さ約 5 cmを測る。

遺物の出土はなかった。

第503号住居跡 (第 10・ 227図 )

AK-23グ リッドを中心に位置する。第502・ 505・

508・ 509・ 510号住居跡に大半を切られており、北隅

部と主柱穴を確認したにとどまる。また、住居跡内に

は第476・ 480号土羨、第209・ 210号井戸跡が掘り込ま

れている。その関係は第210号井戸跡を切り、 2基の

土羨に切られるものである。柱穴の位置から想定され

る規模は、軸長6。 10m× 6.60m、 面積40。 26ど となる。

全体は長方形を呈し、北を指準とした時の軸方向は、

およそN-52° ―Eである。

床までの深さは10～ 20cm、 覆土は人為的な埋め戻し

である。

壁の立ち上がりは急で、床面は凹凸を生じている。

壁溝は幅約
"～
3髄m、 深さ3～10mを測る。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径32～48cmで、想

定される床からの深さは45～56mである。覆土は乱れ

ており、柱痕も根固めのための充填土も確認できな

かった。後出の住居跡が構築される際、抜き取られた

ものと思われる。

カマド●貯蔵穴は検出されなかった。

遺物の確実な伴出は認められなかった。

第504号住居跡 欠番

第505号住居跡 (第 10・ 228図 )

AL-22グ リッドを中心に位置する。第503・ 506号

住居跡を切り、埋没後に第510号住居跡が構築され、

その後、西隅部を第508号住居跡に掘り抜かれる。全

体は軸長3。 45m× 2。 45mの長方形を呈し、面積は8.45

ピを測る。主軸方向はおよそN-2ぴ 一Wを指す。

床までの深さは約28cm、 覆土は自然堆積である。

壁はやや緩やかに立ち上がり、床面は凹凸が目立

つ。壁溝は検出範囲で全周し、幅約16cm、 深さ約 6 cm

を測る。

カマドは北壁の西寄 りに付設されるが、左側は第

508号住居跡に切り取られている。燃焼部は64cm× 48

m程の楕円形に復元され、火床面は床より約 5 cm深い。

柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は第510号住居跡と混在してしまい、確実に伴

うものは識別できなかった。但し、カマドや床面上か

らの出土は見られなかった。鉄製の棒状品(第428図

29)な どが図示できた。

第506号住居跡 (第 10・ 229図 )

AL-23グ リッドを中心に位置する。埋没後、第

501・ 505・ 510・ 511・ 512号住居跡に切られる。また、

壁や床を第4%・ 4つ・ 4∞・ 481号土羨に掘り抜かれる。

全体は軸長7。 08m× 6。 68mの方形を呈し、面積は47。 29

イを測る。長軸方向はおよそN-34° 一Wを指す。

床までの深さは30cm前後で、覆土は自然堆積を示

す。壁は垂直に立ち上がり、床面はほぼ平坦である。

壁溝は北東壁を除いて全周する。幅10～ 50cm、 深さ約

5mを測る。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径39～50cm、 深さ

24～4たmで、 3本で柱痕が観察された。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径|∞cm× 2側の楕

円形を呈し、深さは53cmを測る。

カマドは検出されなかった。壁溝や貯蔵穴の状況か

らすると、土娠に切られた北東、北西壁の中央に想定

できるかもしれない。

遺物は床面上に土師器の不・甕・甑などが散財して

いた。砥石(第420図10)が 1点見出されている。
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第505号 住居跡 土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 溶化進行粘質地山多 く、焼土・炭化物少量含む。
2.10YR3/2 黒褐色±  1層に準ずる。灰色を帯び、混有物なく単一的。
3.10YR3/4 暗褐色土 溶化進行粘質地山粒多 く含む。
4.10YR3/3 暗褐色±  3層に極似。地山減少。

第505号 住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR2/3 黒褐色土 溶化進行地山粒 。焼土粒 。小型プロック多く含む。

天丼崩落土。

b.10YR2/2 黒褐色土 焼土・炭化物少量含む。灰層。
c.10YR3/3 暗褐色土 ほとんど被加熱の地山。壁の崩落土。

第510号住居跡 土層説明 (貼 り床 )
I.10YR2/3 黒褐色土 褐色土中に砂質地山プロック多く含む床面構築土。
Ⅱ.10YR/34 暗褐色土 溶化進行粘質地山粒多く含む。

第510号 住居跡 カマ ド土層説明
a。 10YR2/3 黒褐色土 焼土と被加熱地山の粒 。ブロックからなる天丼崩落土。

下に灰層は形成されていない。

m

第510号住居跡 土層説明 (貯蔵穴含む)
1.10YR3/3 暗褐色土 未溶化砂質地山粘土少量、焼土・炭化物微量含む。
2.10YR2/3 黒褐色土 地山の混入微か。
3.10YR2/3 黒褐色土 未溶化砂質地山粒・小型ブロック・焼土・炭化物多く含む。
4.10YR3/2 黒褐色± 3層に準ずる。地山粒より多く、溶化進行。
5.10YR4/4 褐 色 土 ほとんど粘質地山。 6層堆積後、壁の崩落土が流入したもの。
6.10YR3/3 暗褐色土 溶化進行粘質地山粒多く含む。
7.10YR4/4 褐 色 土 ほとんど地山。壁の溶軟化層。

第510号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 未溶化地山粒・焼土粒 。炭化物多く含む。
2.10YR3/2 黒褐色土 焼土・炭化物ほとんど含まず。溶化進行地山小型ブロック多く

含む。

3.10YR3/2 黒褐色土 溶化進行粘質地山粒多 く含む。
4.10YR4/4 褐 色 土 粘質地山ブロック主体。充填土。
5.10YR2/2 黒褐色土 溶化進行粘質地山ブロック多く含む。根固め充填土の残存。

第 98表 第 506号住居跡出土遺物観察表

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備    考
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

不

不

不

不

不

杯

杯

杯

不

不

不

不

杯

不

lⅡl

甕

甑

甑

甑

霊ヨ

甕

甕

(11.9)

(13.0)

13.2

14.5

(15.3)

(15.3)

(15.2)

(15.8)

(17.2)

(15。2)

(15。9)

(15.0)

18.8

(15。9)

(6.2)

(17.8)

(16.3)

(21.4)

(8.6)

(10.0)

(3.8)

(3.2)

(3.8)

4.5

5。3

3.7

(3.9)

4.2

(4.3)

(4.9)

(5.0)

(5■ )

(4.3)

4.9

(4.9)

(7.2)

(10.1)

(21.5)

(29.2)

(8。 7)

(7■ )

(4.0)

(6■ )

(6.2)

(5.6)

礫 (W,C,R)

細 (W,C)

粗 (B,R)

粗 (B,R)

粗 (W,B,R)

粗 (W,B,R)

礫 (W,B,F)

礫 (W,B,F)

微 (W)

細 (B,R)

細 (W,B,R)

細 (W,R,F)

細 (B,R)

糸田(B,R)

礫 (W,R,片 )

礫 (W,B,R)

細 (W,F)

細 (W,C,片 )

礫 (W,R,片 )

礫 (W,B,R片 )

細 (W,B,R)

礫 (W,B,R)

良

良

良

良

良

良

良

に ぶ い 橙

橙

橙

に ぶ い 橙

灰 黄 褐
にぶい黄橙

橙

橙

淡   橙
橙

橙

橙

に ぶ い 橙

にぶい赤褐

灰   褐
橙

明 赤 褐
に ぶ い 橙

にぶい黄橙

橙

に ぶ い 橙

にぶい黄橙

20

20

75

90

70

20

30

30

破片

50

20

20

75

30

破片

破片

35

40

破片

破片

破片

破片

比企型 赤彩

赤彩

8と 同一個体か

7と 同一個体か
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第229図  第506号住居跡

SK431

|

|

SJ501

SJ502

SJ510

SJ505

?- t s.goo-

9 
-ts.goo-

一３

つ
∽

SJ511

第506号住居跡

1.10YR3/3
2.10YR3/4
3.10YR2/2
4.10YR4/3
5.10YR2/3

第506号住居跡

1.10YR2/3
2.10YR3/4
3.10YR4/4
4.10YR2/3
5.10YR2/3
6.10YR2/3

土層説明

黒褐色土

暗褐色土

褐 色 土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

Ｅ
８
墨

―
↑

SK476 S●510

SJ510

I 
- 

t s.goo-

第506号住居跡 土層説明
1.10YR3/1黒 褐 色 土
2.10YR2/3黒 褐 色 土
3.10YR3/2暗 褐 色 土
4.10YR4/3 にぶい黄褐色土

m

焼土粒・灰を含む。

溶化進行した粘質地山粒多 く焼土粒少量含む。

ほとんど粘質地山。壁の崩落土層。

砂質地山ブロック。

溶化進行地山粒多く、焼土・炭化物少量含む。

溶化進行地山粒・ブロックで主構成。焼土粒微量含む。

壁・底の溶軟化流入土。

1層基本。焼土・炭化物多い。

地山粒 。小型ブロック・焼土ブロック多い。

焼土少なく、地山ブロック大型化。

柱穴土層説明

暗褐色土 粘質地山粒・焼土粒・炭化物多く含む。主体折 り取 り後の堆積。
暗褐色土 主に粘質大型地山ブロックからなる。充填土。
黒褐色土 焼土・炭化物多 く含む。柱部分に堆積したもの。
暗褐色土 粘質地山小型ブロック多 く含む。充填土。
黒褐色土 粘質地山粒多く含む。柱根。

SJ501
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第507号住居跡 (第 10・ 232図 )

AK-22グ リッドに位置する。第509号住居跡を掘

り抜いて構築され、埋没後は南西部を第508号住居跡

に切られる。全体は軸長3.60m× 5。 10mの長方形を呈

し、面積は18.36ピを測る。主軸方向はおよそN-5°

―Wを指す。

床までの深さは20～ 25cmで、覆土は自然堆積であ

る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、貝占り床の施された床

面はおおよそ平坦である。壁溝は検出範囲で全周し、

幅約15～ 30cm、 深さは約 8mを測る。

カマドは北壁の中央、やや西寄りに設けられる。燃

第230図 第507号住居跡出土遺物

第 99表 第 507号住居跡出土遺物観察表

焼部は71m× 44側の長方形で、火床面は床と同一高に

設定される。煙道は燃焼部よリー段高く、長さ89cm、

幅32cmで、底面は緩やかに立ち上がる。

貯蔵穴は北東隅部に備わる。上面は径52釧×87cmの

楕円形を呈し、深さは30cmを測る。

柱穴は検出されなかった。

遺物はカマドや貯蔵穴を中心に、土師器の不・甕・

支脚などが出土している。また、土製の丸玉を図示し

た(第423図 2)が、第507・ 508・ 509号住居跡いずれに

伴うのかは、明らかにできなかった。

SK480

/´ ＼/

/ゝ/

「
―
′

6

m

「

~~~

番 号 器   種 口  径 器 高 底径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

不

杯

杯

土 製 支 脚

甕

甕

11.0

(11。9)

(12.4)

4.3

(19.8)

(18。7)

4.1

4.6

(4。 4)

11.3

(6.5)

(14.3)

11.0

礫 (B,C,R)
細 (W,B,R)
研こ(W,R)
礫 (W,R)
細 (B,R)

粗 (W,B,R)

良

良

良

良

良

良

に ぶ い 橙

淡    黄
橙

橙

橙

にぶい黄橙

95

70

20

80

破片

破片

赤彩

-219-



第231図  第506号住居跡出土遺物
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SJ509

第232図  第5070509号住居跡

／
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SJ508

_ヽ___

SJ50,

溶化進行地山粒 。ブロック多く、焼土粒少量含む。

微量の溶化進行地山粒含むが、概ね単一的。

溶化進行砂質地山粒 。ブロック多く、焼土少量含む。

3層基本。地山粒・焼土含まず。

1層 に準ずる。地山粒少なく、焼土微量含む。

1層 に準ずる。焼土多く含む。

ほとんど地山。底の溶軟化層。

焼土・炭化物多 く含む。

m

第507号 住居跡 カマ ド土層説明
暗褐色土 溶化粘質地山粒・焼土粒 。ブロック多く含む。天丼の崩落土。
暗褐色土 a層 に準ずる。焼土少なく、ボソつく。
黒褐色土 焼土・炭化物微量含む。灰層。
褐 色 土 ほとんど地山。底面の溶軟化層。

SJ431

一
●
０
「
∽

SJ503

SJ510

D _t5.9oo- _?

クみ,多多,多多,,'li;;:;;,,,7/
聰晰麒 颯け/
多多:′ :′ ;′ :′ :′ :夕 :′ :′ :夕 :′ :′:′ |′ :′ :夕 :′ :′:′|′ |′ :′ :′:;:′ :′|′ :夕′1/

SJ500 E _ts.goom

瓶徊趾鶉
鶉晰晰薇多錮晰

c t5.9oom

第507号 住居跡 土層説明
1.10YR3/4 暗褐色土
2.10YR3/2 黒褐色土
3.10YR2/3 黒褐色土
4.10YR3/2 黒褐色土
5.10YR2/3 黒褐色土
6.10YR3/3 暗褐色土
7.10YR4/4褐 色 土
8.10YR3/2 黒褐色土

b

d

10YR3/3

10YR3/3

10YR3/1

10YR4/4

第507号 住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/4 暗褐色土 溶化進行地山粒・ブロック多く、焼土粒少量含む。
2.10YR3/3 暗褐色土 溶化進行大型地山ブロック多く含む。
3.10YR3/2 黒褐色土 ほとんど地山。壁・底の溶軟化層。

第507号 住居跡 土層説明 (充填土・貼 り床 )
I.10YR4/4 褐色土 粘質地山小型ブロックと褐色土からなる。貼 り床 c
Ⅱ。 10YR4/4 褐色土  I層に準ずるが、ブロック少なく、褐色土主体。
Ⅲ。 10YR4/4 褐色土 ほとんど地山ブロック。

第509号 住居跡 土層説明
1.10YR2/3黒 褐 色 土

10YR2/2黒 褐 色 土
10YR4/3 にぶい黄褐色土
10YR2/3黒 褐 色 土
10YR4/4 褐  色  土

焼土粒 。小型ブロック・炭化物・茶褐色土ブロック

多く含む。

1層 に準ずる。茶褐色土・炭化物増す。

粘質地山粒主体。焼土・炭化物微量。

粘質地山粒多く含む。上層との境界は明瞭。

ほとんど地山。壁の溶軟化層。
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第233図  第508号住居跡

SJ507

SJ523

B _ ts.goo-

c _ts.9oo-

SJ518 SJ510

SJ509

SJ505

SJ505

| _ts.soo-

第508号住居跡 土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 溶化進行砂質地山粒多く、焼土・炭化物微量含む。
2.10YR3/2 黒褐色土 溶化進行砂質地山粒 。ブロック多 く、焼土粒少量含む。
3.10YR2/3 黒褐色土 未溶化粘質地山粒 。ブロック少量含む。
4.10YR3/4 暗褐色土 溶化進行粘質地山ブロック多 く含む。
5.10YR3/3 暗褐色土 溶化進行粘質地山ブロック多 く含む。壁の崩落土。
6.10YR4/4 褐 色 土 ほとんど地山。底の溶軟化流入土。

2m

第508号住居跡 カマ ド土層説明
a.2.5YR4/6 赤褐色土 焼土と粘質土ブロックからなる。天丼崩落土。

b層 との境は完全焼土帯 (火 を直接受けた面)c
b.10YR3/1 黒褐色土 炭化物微量含む完全灰層。
c.10YR3/3 暗褐色土 粘質地山ブロックからなる火床面堆積土。

第508号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 未溶化粘質地山粒 。ブロック少量含む。
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第508号住居跡 (第 10・ 223図 )

AL-22グ リッドを中心に位置する。周囲に分布す

る、第503・ 505・ 507・ 509・ 510・ 523号住居跡を切る。

全体は軸長5。 35m× 5。 08mの方形を呈し、面積は27。 18

どを測る。主軸方向はほぼN-25° ―Wを指す。

床までの深さは20～35cmで、覆土は部分的に故意の

埋め戻しが窺える。壁はやや緩やかに立ち上がり、床

面は東から西へわずかながら傾く。壁溝は全周し、幅

15～ 30cm、 深さ約10mを測る。

カマドは北西壁の中央、西寄りに付設される。煙道

は長さ110m、 幅31mで、底面は燃焼部から緩やかに

第234図  第508号住居跡出土遺物

4

立ち上がる。燃焼部は約62cmの円形で、火床面は床か

ら深さ5 cm程深くなる。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径32～53m、 深さ

8～ 12cmである。いずれもごく浅いもので、柱痕など

は観察できない。主柱は掘り込みのない、置き柱のよ

うなものであろうか。

貯蔵穴は検出されなかった。

遺物の出土は少なく、しかも小さな破片ばかりで

あった。土師器の不や甕、須恵器の高台付杯・蓋・高

不、日玉(第424図 18)などがある。

2

5

6

Ｊ
一

｀
注==量董董璽F

凸 L
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`夢撃|じ
l ll,ゼ)・=ダ

:ゝヂ|′
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第 100表 第 508号住居跡出土遺物観察表

||

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

不

不

不

不

不

不

不

須恵器高台付不

須恵器高台付不

須 恵 器 蓋

須 恵 器 高 不

甕

(11.2)

(13.7)

(13.6)

(12.8)

(11.7)

12.7

(17.4)

(14.6)

(18.5)

(23■ )

(3.0)

(3.3)

3.5

(2.4)

(2.4)

3.8

(2.5)

(4.2)

(1.3)

(2■ )

(6.9)

5。7

(10.5)

(9.0)

粗 (Wo R)

細 (W,B,R)
細 (W.B.R)
細 (W.Bo R)

細 (W,Bo R)

細 (W9Bo R)

細 (W.Bo R)

細 (F)

細 (Wo R)

礫 (W,B.F)
細 (W,B)
細 (B,R)

良

良

良

良

良

良

良

良

に ぶ い 橙

橙

橙

に ぶ い 橙

橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

灰

灰   白
灰

灰   黄
橙

破片

破片

30

破片

25

90

破片

40

破片

破片

破片

破片

赤彩

湖西 胎上分析 No。 22
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第509号住居跡 (第 10・ 232図 )

AK-22グ リッドを中心に位置する。第503号住居

跡を切って構築されるが、大半を第507・ 508号住居跡

に切られるため、検出できたのは東西の隅部のみであ

る。これより推定される全体の規模は、軸長5。 00m×

4。 55m、 面積22。 75ピである。全体は長方形となり、

北を指準とした時の長軸方向は、およそN-45° ―W

を指す。

第235図  第509号住居跡出土遺物

第 101表  第 509号住居跡出土遺物観察表

第510号住居跡 (第 10・ 228図 )

AK-23グ リッドを中心に位置する。第501～ 503・

505・ 506・ 511・ 518号住居跡を切り、西隅部を第508号

住居跡に切られる。南隅部で重複する第512号住居跡

との関係は確認できなかった。また、住居跡内を第

480号土羨に切られる。大部分が他住居跡の覆土上に

乗るため、平面での確認は困難であった。断面観察や

柱穴の位置から想定すると、全体は軸長7。 90m× 7.60

mの方形で、面積はおよそ60.04イに復元できる。主

軸方向はほぼN-50° ―Wを指す。

床までの深さは10～2■mで、覆土は自然堆積である。

床面は他住居跡の覆土に貼り床を施したもので、概ね

平坦である。壁溝は幅20～25cm、 深さ約10cmを測る。

カマドは土層の断面観察によって確認された。北東

壁のほぼ中央に位置すると思われるが、左側を第476

号土羨に切られていることもあり、規模や袖の有無な

どは明らかとし得なかった。

柱穴は主柱穴 4本が検出されている。径67～90cm、

床までの深さは20～30cm程で、覆土は人為的な埋め

戻しのようである。わずかに確認し得た壁溝は、幅約

"cm、

深さ3～ 6釧を測る。

カマド●柱穴・貯蔵穴等は検出されなかった。東隅

に円形の浅い掘り込みが見られたが、貯蔵穴とは判断

できなかった。

遺物は覆土中より土師器の杯や高不片が少量出上し

ている。

4

床からの深さ64～78cmである。柱は抜き取られたよう

で、覆土は乱れ、柱痕も観察できなかった。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径80cm× 63cmの円

形で、想定される床からの深さは約65cmを測る。

遺物は覆土中より、土師器の杯や甕、須恵器の不・

蓋・甕、臼玉 (第424図 20～23)な どが出土している。

但し、重複する他住居跡との識別が困難であったた

め、それらの遺物と混交してしまった可能性が高い。

第511号住居跡 (第 10・ 236図 )

AL-22グ リッドを中心に位置する。第506号住居

跡を切 り、第510・ 512・ 518号住居跡に大半を掘り抜

かれる。壁溝の位置から推定される規模は、軸長5。 10

m× 4.70m、 面積23。 97ピである。北を指準とした時

の長軸方向は、ほぼN-15° ―Wとなる。

床までの深さは約24cmで、覆土は人為的な埋め戻し

のようである。壁溝は検出範囲で幅約25cm、 深さ約 2

cmである。残存する床面は、概ね平坦である。

カマド●柱穴・貯蔵穴・遺物は検出されなかった。

、コ

器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備 考

局 不

不

不

不

(16.9)

(10。9)

(13.9)

(13.5)

(4。9)

(4.7)

(3.6)

(3,7)

糸田 (B)

糸田 (B)

粗 (W,R)
細 (B,R)

良

良

良

良

に ぶ い 橙

にぶい黄橙

橙

にぶい黄橙

破片

破片

破片

破片
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第236図  第5110518号住居跡
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第511号住居跡 土層説明
1 10YR3/4 暗褐色土 粘質地山大型ブロックで主構成。
2.10YR3/3 暗褐色±  2層に近似。地山少ない。

第518号住居跡 土層説明 (貼 り床 )
1 10YR4/4 褐 色 土 砂質地山ブロックで主構成。
Ⅱ.10YR3/3 暗褐色土 粘質地山ブロックと微量の焼土含む。

●                         ′

SJ512

SJ519

第518号 住居跡 土層説明
1 10YR2 3 黒褐色土 地山粒多く、焼土若干含む。
2.10YR2 3 黒褐色土 地山粒・プロ ノク多く含む。
3 10YR4 4 褐 色 土 |ま とんど地山c底の溶軟化層。

m

第518号 住居跡 カマ ド土層説明
a。 10YR3/3 暗褐色土 被加熱地山粒

・焼土粒含む。天丼崩落土。

b。 10YR3/2 黒褐色土 地山粒少量。
灰層に相当。

c 10YR3/3 暗褐色土 粘質地山から
なる。床の溶軟化層。

d.10YR4/4 褐 色 土 ほとんど地山。
底の溶軟化層。

第518号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR2/2 黒褐色土 粘質地山粒多

く焼土微量含む。主柱折取か倒

折後の堆積。

2 10YR3/3 暗褐色土 地山ブロック
の多い充填土。

3.10YR4/4 褐 色 土 主に粘質地山
からなる充填土。

4.10YR2/3 黒褐色土 地焼 く粒多い
柱痕。

漱麒讚琥瓶錢
1晰晰 饂 ク晰饂 颯

R
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第237図  第512号住居跡
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第512号 住居跡 土層説明
10YR3/1黒 褐 色 土
10YR2/2 黒
10YR2/2 黒
10YR2/3 黒
10YR3/3 暗
10YR2/2 1黒

10YR3/4 暗
10YR2/3 黒
10YR3/3 暗
10.10YR2/3 黒

r_15.800m _t G_15.8fl)m

焼土ブロック含む。土器片含む。

焼土ブロック・炭化物少量含む。

焼土ブロック・炭化物少量含む。

焼土粒・炭化物粒少量含む。

褐色土ブロック多く、焼土粒・炭化物粒少量含む。

炭化物の大型ブロック含む。

褐色土ブロック多く含む。

焼土粒・炭化物粒少量含む。

焼土ブロック・炭化物少量、褐色土含む。

炭化物粒 。土器片含む。

褐色土多く、焼土粒少量含む。

焼土粒少量含む。

焼土粒・炭化物粒少量、褐色土ブロック含む。

焼土ブロック・炭化物少量、褐色土大型プロック多い。

焼土粒・炭化物粒少量、褐色土含む。

焼土ブロック・褐色土 。少量の炭化物粒含む。

焼土粒・炭化物粒多い。

第512号 住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR2/3黒 褐 色 土
b.10YR4/3 にぶい黄褐色土
c.10YR3/3暗 褐 色 土
d.5YR3/6 暗 赤 褐 色 土
e.10YR2/1 黒  色  土
f.10YR4/3 にぶい黄褐色土
g.10YR4/4 褐  色  土
h.10YR4/1褐 灰 色 土
i。 10YR3/4暗 褐 色 土

第512号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR2/3暗 褐 色 土

10YR4/3 にぶい黄褐色土
10YR3/4暗 褐 色 土
10YR3/3暗 褐 色 土

2m

焼土ブロック少量含む。

焼土ブロック少量含む。

焼土・炭化物含む。

焼土大型ブロック多い。煙道の崩れか。

焼土ブロック含む。炭化物層。

焼土粒少量含む。砂質。

褐色土ブロック。

焼土プロック含む。粘土層。

焼土粒・炭化物含む。

溶化進行砂質地山粒・ブロック・焼土粒多 く含む。

柱が折れた跡への堆積。

粘質地山を主体とする充填土。

粘質地山ブロックと褐色土の混合層。充填土。

溶化進行地山小型ブロック少量含む。柱痕。

11.10YR4/3
12.10YR3/3
13.10YR4/1
14.10YR3/3
15.10YR2/2
16.10YR3/3
17.10YR3/4

にぶい黄褐色土

暗 褐 色 土
褐

暗

暗

暗

土

土

土

土

土

土

土

土

土

色

色

色

色

色

色

色

色

色

土

土

土

土

土

色

色

色

色

色

灰

褐

褐

褐

褐

第512号 住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/3 暗 褐 色 土 溶化地山粒多く含む。焼土は含まない。
2.10YR3/3 暗 褐 色 ±  1層 基本。地山は大型ブロックで多く含む3
3.10YR4/2 灰黄褐色土 ほとんど褐灰色の粘質土。砂質地山含む。

第238図  第510号住居跡出土遺物
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第 102表 第 510号住居跡出土遺物観察表
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香 号 器   種 口 径 器  高 底径 胎 土   焼成   色 調 残存率 備 考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

不

不

須 恵 器 杯

須恵器高台付不

須 恵 器 蓋

須 恵 器 蓋

須 恵 器 蓋

須 恵 器 壺

甕

甕

須 恵 器 甕

(11■ )

(13.6)

(10.5)

(11.0)

(10.9)

(11.8)

(21.5)

(2.7)

(3。 9)

(1.7)

(1.5)

(1■ )

(1.4)

(2.3)

(2■ )

(9.5)

(4。 9)

(8.8)

(7.8)

細 (W.Bo R,

細 (W.Bo R)

粗 (ヽV)

微 (F)

細 (W.F)

細 (F)

微 (W.F}

微 (W.F)

礫 (WoR F
粗 (下.R)

細 (F)

良

良

良

良

良

良

良

良

良

淡

灰

黄

橙

灰

橙

灰

灰

橙

白

灰 白

橙

褐灰

し

25

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

暗文
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第512号住居跡 (第 10・ 237図 )

AM-23グ リッドを中心に位置する。ゴレ らヽ西側に

分布する第506・ 511・ 513・ 518号住居跡を、切り込ん

で構築される。全体は軸長4。 97m× 7.80mの長方形

で、その西南辺に2.00m× 7。 80mの張 り出し部を持

つ。この部分を含めた面積は44。 37ピ となり、主軸方

向はおよそN-52° ―Eを指す。

床までの深さは25～30mで、覆土は自然堆積であ

る。壁は垂直に立ち上がり、床面はほぼ平坦である。

壁溝は、張り出し部の端辺を除いて全周する。幅25～

40m、 深さは 6～ 10cmである。

第239図  第512号住居跡出土遺物

カマドは北東壁の中央に設けられる。煙道は長さ2

cm、 幅4“mで、先端はビット状に掘り込まれる。燃焼

部は約142× 72cmで、焚き口部付近は床から6 cm程深

くなる。

柱穴は主柱穴 4本と、張り出し部先端に 2本が検出

された。主柱穴は径38～46m、 深さ34～39cm、 張り出

し部のものは径24cm、 深さ8～16cmである。主柱穴で

は柱痕が観察された。

貯蔵穴はカマドの東側、壁溝の一部を切るようにし

て備わる。上面は径60mの円形を呈し、深さ約34mを

測る。
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第 103表 第 512号住居跡出土遺物観察表

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備    考
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

不

不

不

杯

不

須 恵 器 蓋

須 恵 器 蓋

須 恵 器 蓋

須 恵 器 不

甕

甕

甕

(11.2)

(10.8)

(12.1)

(12.5)

(21。9)

(8.5)

(16.7)

(19.8)

(14.8)

(23.9)

(23.8)

(22.0)

(3.5)

(3.4)

(2.9)

(3.0)

(2.3)

(2.6)

(2。 0)

(1.6)

(3.0)

(7.1)

(7.2)

(17.2)

細 (R)

微 (B)

細 (W,B)
細 (W,B,R)
糸田 (W,B,R)
微 (F)

微 (F)

粗 (W,F)
糸田 (F)

糸田 (B,R)

糸田 (W,B,R)
細 (W,B,R)

良

良

良

良

良

良

良

にぶい黄橙

灰 黄 褐
橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

灰

灰

灰   白
灰

橙

にぶい黄橙

に ぶ い 橙

50

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

赤彩

暗文

暗文
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張り出し部は南西壁から逆台形に突出し、端部の両

隅には柱穴が備わる。床面は住居内から段差なく続

き、壁溝も延長されている。おそらくこの張り出し

は、住居の入り口にかかわる施設であろう。

遺物は覆土中より、土師器の不・甕、須恵器の不・

蓋、ミニチュアの不 (第426図 1)、 鉄製の鎌 2点 (第

427図 2・ 6)などが図示できたのみである。

第513号住居跡 (第 10・ 241図 )

AM-22グ リッドを中心に位置する。第512・ 514・

518号住居跡に大きく切られる他、南西壁を地震の亀

裂によって破壊される。全体は軸長4.24m× 4。 Mmの

方形を呈し、面積は約18.40どを測る。北を指準とし

た場合の軸方向は、およそN一器
°
一Wとなる。

床までの深さは20～25mで、覆土は人為的な埋め戻

しと考えられる。

壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面はおおよそのとこ

ろ平坦である。壁溝は検出範囲で全周し、幅15～40

m、 深さ5～10cmを測る。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径18～Юcm、 深さ

"～
2&mである。

第 104表 第 513号住居跡出土遺物観察表

第514号住居跡 (第 10・ 241図 )

AM-22グ リッドを中心に位置する。第513・ 525号

住居跡を切り、第515・ 517号住居跡に切られる。西側

は調査区外になり、半分ほどが検出されたにすぎな

い。軸長の測れるのは一方向のみで、長さは約4.“ m

である。全体は方形を呈すものと思われ、北を指準と

した時の軸方向は、N-30° ―Wとなる。

床までの深さは15～ 18mで、覆土は自然堆積であ

る。壁の立ち上がりは急で、床面はほぼ平坦である。

南壁部に確認された壁溝は、幅約25cm、 深さ約 8mを

沢jる。

第240図  第513号住居跡出土遺物

0

3

4

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径68cmの円形を呈

し、深さはM(cmを測る。

カマドは検出されなかった。

遺物は壁溝中より、土師器の外、石製紡錘車(第421

図 8)、 鉄製の鎌と刀子(第427図 3・ 8)が出土してい

る。

貯蔵穴は 2基検出された。北東隅部に備わる貯蔵穴

Aは径∞m、 床からの深さ15cmを測る。南東隅部に備

わる貯蔵穴Bは4蜀12cm、 深さ5髄mを測る。

カマド●柱穴は検出されなかった。

遺物は床面、および第515号住居跡に落ち込んだ状

態で、碧玉製の管玉10点 (第422図 2～ 11)、 ガラス製

の小玉14点 (第422図 14～27)、 日玉(第424図 19)がまと

まって出土している。土器はいずれも破片で、土師器

の不や高不、須恵器の杯などが覆土中より見出されて

いる。

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎 土   焼成  色 調 残存率 備 考

不

不

不

不

(14.9)

(13。9)

(16.8)

(19.8)

(4.8)

4。0

(3.7)

(4.3)

礫 (Wo R)

細 (B.R)

細 (Bo R)

微 (Bo R)

良    橙
良    橙
良  浅 黄 橙
良  に ぶ い 橙

40

30

破片

破片

赤彩
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貯蔵穴A

貯蔵穴B

貯蔵穴

第241図  第5130514号住居跡

/
SJ518

SJ525

排水側溝

マ/

B   15 000nn

SJ514 SJ513

貯蔵穴

第514号住居跡 土層説明 (貯蔵穴A含む)
1.10YR2/2 黒褐色土 炭化物・少量の焼土粒含む。
2.10YR3/3 暗褐色土 褐色土ブロック多く、焼土粒少量含む。
3.10YR2/3 黒褐色土 炭化物・焼土ブロック含む。
4.10YR2/3 黒褐色土 焼土ブロック少量含む。砂質に近い。
5.10YR2/3 黒褐色土 焼土ブロック少量含む。 4層 より砂質。
6.10YR2/2 黒褐色土 焼土ブロック・少量の炭化物粒含む。

⑩ P2

〇

SJ512

SJ512

7.10YR2/3
8.10YR3/3
9.10YR3/2
10.10YR3/3
11.10YR4/3
12.10YR3/3

4.10YR2/2
5。 10YR4/3

6.10YR2/3
7.10YR4/4

黒 褐 色 土

にぶい黄褐色土

黒 褐 色 土
褐  色  土

，ｔ

／

0

第513号住居跡 土層説明
1 10YR2/2黒 褐 色 土
2.10YR3/3暗 褐 色 土
3.10YR3/4暗 褐 色 土

焼土粒・炭化物粒含む。

焼土粒・炭化物粒・褐色土粒含む。

地山ブロック状に多く含む。埋め戻 し

あるいは貼 り床か。

焼土ブロック含む。

褐色土ブロック多く含む。

焼土ブロック・炭化物含む。

褐色土ブロック。

P4

第513号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 少量の焼土 。炭化物含む。柱痕。
2.10YR4/4 褐 色 土 砂質地山主体。崩壊土のよう。充填土。
3.10YR4/6 褐 色 土 ほとんど粘質地山。充填土。
4.10YR3/3 暗褐色土 全体に地山溶混。Pit2、 焼土・灰含む。充填土。

黒 褐 色 土

暗 褐 色 土

黒 褐 色 土

暗 褐 色 土

にぶい黄褐色土

暗 褐 色 土

焼土粒 。炭化物粒 。褐色土粒含む。

焼土粒 。炭化物粒 。多量の褐色土ブロック含む。

焼土粒・炭化物粒少量含む。

焼土ブロック・少量の炭化物粒・褐色土ブロック含む。

褐色土ブロック多 く含む。

11層 とほぼ同じ。
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SJ512

F lぅ0∞m

第242図  第514号住居跡出土遺物

第513号住居跡

1.10YR2/3
2.10YR2/2
3.10YR2/3
4  10YR3/4
5.10YR4/4

第514号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/4 暗褐色土 溶化・未溶化地山粒多く含む。
2.10YR2/3 黒褐色土 地山微量混入。単一的。
3.10YR3/4 暗褐色土 粘質地山基本。焼土ブロック・灰多く含む。
4.10YR3/3 暗褐色土 ほとんど差質地山。壁の崩落土と思われる。

貯蔵穴土層説明

黒褐色土 未溶化地山粒 。小型ブロック・焼土粒多く含む。SJ512構築時の貼 り床充填土。
黒褐色土 溶化進行地山ブロック多く含む。
黒褐色±  2層に準ずる。炭化物多く含む。
暗褐色土 溶化進行大型地山ブロック多く含む。
褐 色 土 ほとんど粘質地山。壁・底の溶流入土層。

m

/ヽ

＼ヽ

＼

第 105表 第 514号住居跡出土遺物観察表

第515号住居跡 (第 10・ 243図 )

AM-22グ リッドを中心に位置する。第514・ 516号

住居跡を切り込んで構築されるが、大部分は調査区外

となる。検出し得たのは北東辺のみであるため、全体

の規模や施設などは明らかでない。一方の軸長は約

5.26mで、平面は方形を呈すものと思われる。北を指

準とした時の軸方向は、およそN-41° ―Wである。

1Ocm

床までの深さは20～2■m、 覆土は自然堆積を示す。

壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は中央部がいくぶん

窪む。壁溝は検出範囲で全周し、幅10～ 25cm、 深さ約

4釧を測る。

カマド●柱穴・貯蔵穴等は検出されなかった。

遺物は床面より、土師器の杯や甕、鉄器の鎌(第427

図7)などが出土している。

6

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎 土   焼成  色 調 残存率 備 考

不

須 恵 器 不

高    杯
甕

鉢

甑

甑

11.0

16。 1

(24.7)

(22■ )

(19.7)

4.7

(3.5)

(6.6)

(3.4)

(5。 7)

(7.5)

(4.2)

(8.4)

粗

細

礫

粗

粗

W.Bo R)

Vヽ.F)

Vヽ.B)

Vヽo R)

Vヽ.R)

良  にぶい黄橙
良    灰
普    橙
良  にぶい黄橙
普    橙
普  に ぶ い 橙
良  に ぶ い 褐

粗 (下.B.R}
粗 (Wo R)

80

50

杯部 100

破片

破片

破片

破片

外面自然釉付着
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第243図  第5150516号住居跡
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1

SJ515

@

③
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第515号 住居跡 土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 溶化進行砂質地山細粒多く含む。微量の焼土 。炭化物含む。
2.10YR2/3 黒褐色土 溶化進行粘質地山粒微量 。焼土粒多 く含む。上層との境界明瞭。
3.10YR3/3 暗褐色土 溶化進行小型ブロック多く含む。
4.10YR2/3 黒褐色±  2層に準ずる。焼土少なく、炭化物多 く含む。
5.10YR2/3 黒褐色土 底面に溶化進行粘質地山小型ブロックを僅かに含む。単一。

第516号住居跡 土層説明 (土色観察欠落 )
1.溶化進行砂質地山粒多く、焼土若干含む。
2.溶化進行粘質地山小型ブロックで主構成。

第516号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR3/3 暗褐色土 被加熱砂質地山粒・焼土粒 。ブロックで主構成。

天丼崩落土。

b.10YR4/1 褐灰色土 炭化物・焼土粒少量含む灰層。

第516号 住居跡 柱穴土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 未溶化地山ブロック多 く含む。主柱抜去後、充填。
2.10YR2/3 黒褐色土 溶化進行地山全体に溶混。同質化し単一的。
3.10YR4/4 褐 色 土 ほとんど地山。壁の崩落土。

P4

m
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第244図  第515号住居跡出土遺物

 `  ヽ ＼`、

1 4

第 106表 第 515号住居跡出土遺物観察表

第516号住居跡 (第 10・ 243図 )

AM-22グ リッドを中心に位置する。第517・ 518号

住居跡埋没後の構築で、大半を後出の第514・ 515号住

居跡、および第118号溝跡に切られる。また中央部に

は、北西から南東にかけて地割れが走っている。主柱

穴の位置から想定される規模は、軸長約5.25m× 6。 05

m、 面積31.76どである。全体は方形を呈すものと思

われ、主軸方向はほぼN一 Sと なる。

床までの深さは約12cm、 覆土は自然堆積のようであ

る。床面は特に貼り床なども施されず、壁溝も確認で

きなかった。

カマドは北壁中央、わずかに東寄りに設けられる。

煙道は長さ102cm、 幅30mの溝状で、底面は緩やかに

立ち上がっていく。燃焼部は約50cm× 44cmの方形で、

火床面は床面と同一高である。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径25～ 52m、 深さ

43～52cmである。主柱は抜き取られたようで、覆土は

乱れていた。

貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は覆土中より上師器が少量出土しているが、い

ずれも細片のため図示し得なかっテ島

第517号住居跡 (第 10・ 245図 )

AL-22グ リッドを中心に位置する。第514・ 5%号

住居跡の覆土を掘り込んで構築され、埋没後、その大

半を第518・ 519号住居跡に切られる。表土除去で覆土

をほとんど削平してしまったこともあり、検出はカマ

ド周辺に限られた。このため、全体の規模や形状等に

ついては明らかとし得なかった。なお、西側で重複す

る第520・ 526号住居跡との関係は、地震の亀裂により

確認できなかった。カマドから見た主軸方向は、おお

よそS―
"°

―Wである。

床までの深さは10cm以下で、覆土は自然堆積のよう

である。壁溝はごく部分的な検出であるが、幅約20

m、 深さ約1セmを測る。

カマドは北西壁に位置する。燃焼部は136cm× 44cm

の長方形で、火床面は床よりわずかに窪む。袖は痕跡

程度ながら、削り出された基底部を確認した。

柱穴・貯蔵穴、遺物は検出されなかった。

第518号住居跡 (第 10・ 236図 )

AL-22グ リッドを中心に位置する。四周の第
511・ 513・ 517・ 5%号住居跡、および第584号土羨を切

り込んで構築される。埋没後、第510・ 512・ 516・ 519

号住居跡に切られるため、検出し得たのは北西の半分

ほどである。主柱穴の位置から復元される規模は、軸

長6.00m× 6.Ю m、 面積38。 40ピである。全体は方形を

呈し、主軸方向はおよそN-36° ―Wとなる。

｀`
＼
｀
＼ ＼ ＼＼

__ノ
シ

、、＼

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備 考

1

2

3

4

5

不

不

甕

甕

甕

(14.8)

(12.3)

(17.9)

(19。7)

(5■ )

4.2

(7.7)

(9。 8)

(8.6)

6.3

細 (B.R)

細 (W・ Bo R)

礫 (I BoR片 |

礫 (I BoR}

礫 (I BoR)

良

良

良

良

|

|

ぶ い 橙

ぶ い 橙

橙

ぶい黄橙

ぶい黄橙

|

|

20

30

破片

破片

破片

暗文
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SJ525

第245図  第5170525号住居跡

SJ516

SJ515

SJ518

第517号住居跡 土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 被加熱地山・焼土粒 。灰多く含む。
2.10YR3/3 暗褐色土 未溶化地山粒・焼土粒微量含む。
3.10YR3/3 暗褐色± 2層に準ずる。地山粒多 く含む。
4.10YR3/4 暗褐色土 溶化進行粘質地山粒多く。灰化物微量含む。

床までの深さは 7 cm程で、覆土は自然堆積と思われ

る。床面は平坦で、第511号住居跡と重複する部分は、

貝占り床が施されている。壁溝は全周し、幅15～ 30cm、

深さ約10cmを測る。

カマドは北西壁の中央に設けられる。燃焼部は約

133m× 42cmの細長い楕円形で、火床面は床から3 cm

程度低い。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径25～37cm、 深さ

SJ526

SJ520

SJ519

C  15 000wi     C・

第517号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR3/3 暗褐色土 未溶化砂質地山粒多 く含む。
b.10YR3/2 黒褐色土 粒 。小型ブロック焼土からなる天丼崩落土。
c.10YR3/1 黒褐色土 被加熱地山・焼土小型ブロック少量含む灰層。
d.10YR3/3 暗褐色土 溶化進行粘質地山ブロック多く含む。崩落前の流入土。

第246図  第518号住居跡出土遺物

ｏ

＼
ミ≪≪冬ミ
0澤巡

SJ517

鉤
聰
艤
薇
・

浙
荀笏

ｂ筍
魏

〃
〃●
多
笏

第517号 住居跡 貝占り床土層説明                         第525号住居跡 土層説明
I.10YR3/3 暗褐色土 未溶化砂質 。粘質地山ブロック混合土による貼 り床構築土。 1.10YR3/3 暗褐色土 溶化進行砂質地山粒 。小型ブロック多く、焼土粒若干含む。
Ⅱ.10YR3/4 暗褐色土 溶化進行粘質地山ブロックで主構成。充填土。                   自然堆積土。
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番号 器   種 口 径 器 高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

椀

杯

(9。 8)

(13.0)

Ｂ
Ｂ
Ｗ
Ｗ

細
細

良

普

に ぶ い 橙

橙

第 107表 第 518号住居跡出土遺物観察表

33～52cmである。いずれも、柱痕と根固めの充填上が

観察された。

貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は覆土中より、土師器の不や甕を出土している

が、大半力沫田片であるため、図示できたものは少ない。

第247図  第519号住居跡

SJ519

SК482

第519号住居跡 (第 10・ 247図 )

AL-22グ リッドに位置する。第511・ 517・ 518号

住居跡を切り、第512号住居跡、第482号土娠に切られ

る。重複が激しく平面的な確認は取れなかったが、主

柱穴の位置から想定される規模は、軸長約5.85m×

6。 20m、 面積36.27どである。全体は方形を呈するも

のと思われ、北を指準とした時の軸方向は、およそN

SJ508

/“
/

SJ518

〔
）

ヽ

ノ

Ｐ

バ０ 一
　

　

　

ＳＪ

S●512

l

SJ510
第519号住居跡 土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 粘質地山粒多く含む。

第519号 住居跡

1.10YR2/3

2.10YR3/3

3.10YR3/4

4.10YR4/4
5.10YR2/3

柱穴土層説明

黒褐色土 砂質地山粒少量、焼土粒
・炭化物多い。

暗褐色土 地山粒・ブロック多い。
充填土。

暗褐色土 主に地山ブロックから
なる充填土。

褐 色 土 壁の崩落土層。
黒褐色± 2層に近似。柱痕。

/

P=
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-35° 一Wとなる。

床までの深さは約 7c臥 覆土は自然堆積のようであ

る。床面はほぼ平坦で、貝占り床の施された様子は窺え

なかった。壁溝は幅約30cm、 深さ約 3 cmを測る。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径36～64cm、 深さ

は33～50mである。いずれも柱痕が観察された。

カマド●貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は壁溝中より上師器片を少量出土しているが、

細片のため図示し得なかった。

第248図  第 520・ 526号住居跡

第520号住居跡 (第 10・ 248図 )

AL-22グ リッドを中心に位置する。大半を第

520・ 526号住居跡に切られるため、全体の規模や形

状、施設などについては明らかとし得ない。また、地

震の亀裂を境に、南壁の西側は検出されなかった。

床までの深さは10c血馴後で、覆土は人為的な埋め戻

しと考えられる。壁の立ち上がりは緩やかで、床面は

ほぼ平坦である。検出された壁溝は幅20～30cm、 深さ

は 2釧を測る。遺物の出土は見られなかった。

SDl18
SJ522

SB120

SJ521

SJ526

第520号住居跡 土層説明
1.10YR3/4暗 褐 色 土

全体に地山溶混、砂質的。

2.10YR4/3 にぶい黄褐色土
未溶化地山粒多 く含む。

第526号 住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR4/4 褐 色 土

砂質からなる天丼崩落土。

下半は赤焼。

b.10YR3/1 黒褐色土
焼土ブロック・炭化物少量。

灰層。

c.10YR3/4 暗褐色土
4層 に準ずる。地山は全体
へ溶混。天丼崩落後。

B_ t5.9oo-

SB120

c _ 15.9oom

SDl18

第526号 住居跡 土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 未溶化地山粒多く、焼土 。炭化物粒少量含む。
2.10YR2/3 黒褐色±  1層に準ずる。未溶化砂質地山・焼土より多い。
3.10YR3/3 暗褐色±  1層 に準ずる。地山大きくブロック化。

焼土僅か。

4.10YR2/3 黒褐色土 地山ほとんど含まず、単一的。
5.10YR3/3 暗褐色±  1層 基本。非常に大型の粘質地山ブロック多 く

含む。

6.10YR2/3 黒褐色土 溶化進行地山粒・炭化物多 く含む。
7.10YR3/3 暗褐色±  6層に準ずる。より地山溶混多い。
8.10YR3/4 暗褐色土 ほとんど地山。床の溶軟化層。
9.          地山ブロック。

SJ520

排水側溝

SDl18

SJ526
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SJ521

第249図  第5210523号住居跡
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第521号 住居跡 土層説明
1 10YR2/3 黒褐色土 砂質地山全体に溶混。
2.10YR2/3 黒褐色土 溶化進行地山粒 。小型ブロック多く

焼土・炭化物少量。

3 10YR4/6 褐 色 土 ほとんど粘質地山。床の溶軟化層。
4.10YR2/3 黒褐色±  2層に準ずる。未溶化地山粒少量。

第523号 住居跡 土層説明 (土色観察欠落 )
1.溶化進行砂質地山粒多く、焼土粒少量含む。
2.未溶化砂質地山ブロック主体。
3.2層 に準ずる。周溝への充填土か。
4 溶化地山粒少量含む。

SJ521 SJ623

ヽ自腱

SJ503

ヽ

第523号 住居跡 柱穴土層説明
1 10YR2 3 黒褐色土 砂質地山粒多、焼土粒微量含む。
2 10YR3 2 黒褐色土 褐色土ブロックと砂質地山ブロック

の混合土。充填±。

_了 3.10YR4 4 褐 色 土 主に砂質地山からなる。充填土。
4 10YR3 3 暗褐色土 地山ブロック多く含む。柱痕。

SJ508
SJ522 貯蔵穴
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第521号住居跡 (第 10・ 249図 )

AL-22グ リッドを中心に位置する。第523・ 526号

住居跡を切る小型の住居跡である。西側で重複する第

522号住居跡との関係は、確認できなかった。断面観

察の知見を補うと、全体は軸長2.50m× 2.50mの方形

で、面積は6.25ど となる。ゴヒを指準とした場合の軸方

向は、ほぼN-20° ―Wである。

第250図  第521号住居跡出土遺物

｀`――下=ヨ
ー
…・lllIllllllll顧百■■fプ

床までの深さは10～18cmで、覆土は自然堆積のよう

である。壁は垂直に立ち上がり、床面は中央部がやや

窪む。壁溝は検出範囲で全周し、幅 9～ 1%m、 深さ2

～ 6釧を測る。

カマド●柱穴・貯蔵穴等は検出されなかった。

遺物の出土は少なく、かつ小片ばかりである。須恵

器の蓋・不・甕、土師器の赤彩不・甕などが見られる。

ない。壁溝は検出範囲で全周し、幅約15～ 25cm、 深さ

約10cmを測る。

貯蔵穴は東隅部に備わるが、第485号―L羨に大きく

掘 り抜かれる。深さは約30cmで、上面は径70m× 110

mの楕円形に復元される。

カマド●柱穴は検出されなかった。

遺物の出土はごく少量で、しかも小さな破片ばかり

である。須恵器の蓋・杯・甕、土師器の杯・甕などが

見られるが、図示し得たものはわずかである。

〒奪躙莉

第 108表  第 521号住居跡出土遺物観察表

第522号住居跡 (第 10・ 253図 )

AL-21グ リッドを中心に位置する。第523・ 540・

541号住居跡を切り、第542号住居跡、第118号溝跡に

切られる。南東壁を検出できなかったため、第521・

526号住居跡、第120号掘立柱建物跡との重複関係は確

認できなかった。全体は方形を呈するものと思われる

が、1規模については明らかとし得ない。

床までの深さは最大 5 cm程で、覆土は自然堆積であ

る。床面は南へ向けわずかに傾斜し、貝占り床は施され

第 109表 第 522号住居跡出土遺物観察表

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 色  調 残存率 備 考

不

杯

須 恵 器 杯

須 恵 器 蓋

須 恵 器 蓋

(11.8)

(12.8)

(17.9)

(2.7)

(2.6)

(0。8)

(2.3)

(2.3)

粗 (W,R)
細 (R)

粗 (W,F)
細 (W,B,F)
粗 (W,F)

良

良

良

橙

に ぶ い 橙

灰   白
灰   白
灰   黄

破片

破片

破片

20

破片

赤彩

湖西

湖西

末野

転用硯

器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備 考

杯

不

不

不

不

杯

須 恵 器 蓋

(11.9)

(10.8)

(14.9)

(15。8)

(18。7)

(17.8)

(15。8)

(2.2)

(2.2)

(2.5)

(3.4)

(2.0)

(2.6)

(1.4)

細 (R)

糸田(W,B,R)
細 (B,R)

糸田 (W,R)
粗 (B,R)

細 (W,R)
微 (F)

良

良

良

良

良

に ぶ い 橙

褐   灰
橙

灰   褐
に ぶ い 橙

にぶい黄橙

灰   白

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

赤彩

湖西
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第251図  第522号住居跡出土遺物

第523号住居跡 (第 10・ 249図 )

AL-22グ リッドを中心に位置する。西壁を第522

号住居跡、東壁を第508号住居跡、南壁を第521号住居

跡にそれぞれ切られる。北壁に重複する第418号住居

跡との新旧関係は、これを確認できなかった。全体は

は軸長5.30m× 5.30mの方形を呈し、面積は困.09ピを

測る。長軸方向はおよそN-19° ―Wを指す。

床までの深さは 5 cm程度で、覆土は自然堆積であ

る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は中央がわずか

第252図  第523号住居跡出土遺物

に高まる。壁溝は検出範囲で全周し、幅10～ 20cm、 深

さ約 8mを測る。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径40～68cm、 深さ

は29～64cmである。ともに明瞭な柱痕が観察された。

カマド●貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は少量の破片が出土したにとどまる。土師器の

不・甕・甑の把手などであるが、図示し得たものはわ

ずかである。

―ぜこニイ

_=2_」

m

第 110表 第 523号住居跡出土遺物観察表

~~~~~~′

器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備 考

不

不

甕

甑

甕

甕

(11.9)

(12.5)

(16.3)

(22.0)

(13.3)

(4.4)

(4.4)

(6.0)

(5。 9)

(5.5)

(2.6) 4.8

細 (W,R)
細 (W,B)
礫 (W,B)
礫 (W,R.F)
礫 (W,B)
礫 (W,片 )

良

良

良

良

良

橙

灰   白
にぶい黄橙

に ぶ い 橙

橙

破片

20

破片

破片

破片

破片
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貯蔵穴

90

SJ541

SJ542

貯蔵穴
SJ547

貯蔵穴

/// ヽ

SB120

SK485

SK488

第253図  第5220540・ 541・ 5460547・ 548号住居跡

排水側溝

SJ526

”
●
０
「
∽

SJ521

第541号住居跡 土層説明
1.10YR2/3黒 褐 色 土
2.10YR2/3黒 褐 色 土
3.10YR3/3暗 褐 色 土
4.10YR4/3 にぶい黄褐色土

溶化進行砂質地山粒多く、焼土粒少量含む。

1層 に準ずる。地山粒粘質化し少ない。

粘質地山粒 。ブロックよく含む。

砂質地山ブロック主体。床の溶軟化層。

易%%%茶―――
やり薇毀
|::′ :|||14`||タククク1,多夕|:ウ%ヘ

第522号 住居跡 土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 溶化進行砂質地山粒多く含む。
2.10YR3/2 黒褐色±  1層の基本層。
3 10YR2/2 黒褐色土 溶化進行砂質地山粒少量・焼土粒微量含む。
4.10YR4/4 褐 色 土 ほとんど砂質地山。壁・底の溶軟化流入土層。

第540号 住居跡 土層説明
1 10YR3/2 黒褐色土 溶化進行砂質地山粒多く含む。貼 り床。
2 10YR3/3 暗褐色土 溶化進行砂質・粘質地山粒多 く含む。自然堆積。
3 10YR4/4 褐 色 土 主に粘質地山からなる壁の溶流入土層。

第540号 住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR2/3 黒 褐 色 土 溶化進行砂質地山粒・焼土粒多 く含む。
2 10YR3/3 暗 褐 色 土 粘質地山粒多く、焼土粒・ブロック少量含む。

3層 との境に炭化物多 く含む。

3.10YR4/2 灰黄褐色土 ほとんど砂質地山からなる壁の溶流入土。

第541号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 溶化進行粘質地山粒多 く、焼土粒若干含む。
2.10YR3/3 暗褐色±  1層 基本。全体に砂質地山溶混。
3.10YR3/4 暗褐色土 ほとんど砂質地山。壁・底の溶軟化流入土層。

-240-
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第546号住居跡

1.10YR2/3
2.10YR3/4
3.10YR2/3
4.10YR4/3
5.10YR3/4
6.10YR2/3
7.10YR4/2
8.10YR4/4

土層説明

黒 褐 色 土

暗 褐 色 土

黒 褐 色 土

にぶい黄褐色土

暗 褐 色 土
黒 褐 色 土

灰 黄 褐 色 土

褐  色  土

第547号住居跡 土層説明
炭化物少量含む。                    1.10YR3/4 暗褐色土 砂質地山多く、焼土粒・炭化物微量含む。
砂質地山粒・小型ブロック多い。             2.10YR3/3 暗褐色土 ほとんど砂質地山。床の溶軟化層。
暗灰色粘質土粒多 く、焼土粒 。炭化物微量含む。      3.10YR2/3 黒褐色± 1層 に準ずる。地山多く含む。
ほとんど砂質地山からなる。床面の溶軟化層。

砂質地山粒多く含む。                  第548号 住居跡 土層説明
焼き締まった焼土塊と炭化物多く含む。          1.10YR2/3 黒 褐 色 土 砂質地山粒・焼土粒多い。
ほとんど灰黄色シル ト質地山。故意の埋め戻し。      2.10YR3/3 暗 褐 色 土 砂質地山粒 。小型ブロック、焼土粒
ほとんど砂質地山。故意の埋め戻し。                          炭化物多 く含む。

3.10YR4/3 にぶい黄褐色±  2層基本。地山粒 。ブロック多い。
4.10YR3/3 暗 褐 色 ±  2層に準ずる。焼土・炭化物含まず

浅間A軽石を多量に含む。水田耕作土。
I層 との境はFeo Mnの 集中で明瞭。浅間A軽石多いしまり強い床土。
暗色土帯。河川 (元荒川)氾濫堆積土。
シル ト状。氾濫土。黄色味強。

シル ト状ではあるが、河川性堆積の砂層。氾濫土。

Ⅳ層と同様黄色味強。砂のブロックが多く含む。氾濫土。

Ⅵ層に近似。より砂っぼく色調暗い。

Ⅸ層基本。Ⅶ層が混合。ほぼ14世紀代までの地表面。腐植土。

焼土粒子・炭化物微量含む。本層直下から遺構が掘 り込まれる。腐植土。

Ⅸ層に近似。Ⅸ層の堆積前に上層は幾分流失したと思われる。腐植土。

ほぼ砂質地山。 X層 ブロック混有、漸移層的。

基本土層 (西壁 )

I.10YR4/2灰 黄 褐 色 土
Ⅱ.10YR4/3 にぶい黄褐色土
Ⅲ。 10YR4/3 にぶい黄褐色土
Ⅳ.10YR4/3 にぶい黄褐色土
V.10YR3/4暗 褐 色 土
Ⅵ.10YR4/3 にぶい黄褐色土
Ⅶ。 10YR3/4暗 褐 色 土
Ⅷ.10YR3/3暗 褐 色 土
Ⅸ.10YR2/3黒 褐 色 土
X.10YR2/3黒 褐 色 土
Ⅲ.10YR4/4 褐  色  土

第524号住居跡 (第 11・ 254図 )

AP-25グ リッドを中心に位置する。南東壁で第

534・ 535号住居跡を切る。全体は軸長4.76m× 4。
"m

の方形で、面積は22。 85ピを測る。主軸方向はおよそ

N-4r― Eを指す。

床までの深さは15cm馴後、覆土は自然堆積である。

壁の立ち上がりは急で、床面はほぼ平坦である。全周

する壁溝は幅約20m、 深さは 3～ 5mを測る。南東壁

には、間仕切り状の溝が取り付く。

カマドは北東壁の中央部、やや東寄りに付設され

る。燃焼部は96cm× 46cmの倒卵形を呈し、火床面は平

坦で、床より7 cm程度掘り込まれる。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径37～42cm、 深さ

は30～44mである。ともに太目の柱痕が観察された。

また貯蔵穴に隣接して、小穴が 1本検出された。覆土

全体に焼上が見られることから、カマドの上を投棄し

たものではないかと思われる。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径∞cmの円形を呈

し、深さは5%mを測る。周囲には幅30cm、 高さ約 5 cm

の半円状の突堤が巡る。

遺物は東半部の床面を中心に、土師器の杯・椀・壷

・甕などが出土している。

第525号住居跡 (第 10・ 245図 )

AL-22グ リッドを中心に位置する。北西壁の一部

が検出されたのみで、大部分は第514～ 518号住居跡、

および第118号溝跡に切り取られている。故に、全体

の規模や形状、その他の施設等については明らかとし

得ない。

床までの深さは23cmを測れるが、覆土はほとんど掘

り取られていた。残存したものを見る限り、埋め戻さ

れた様子は窺えない。壁溝はごく一部での確認である

が、幅約10cm、 深さ約 6 cmを測る。

遺物は覆土中より、少量の赤彩の不や甕(古墳時代

後期)などを出土している。
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第254図  第524号住居跡
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SJ534・ 535

第524号 住居跡

1.10YR3/3
2.10YR2/3
3.10YR5/6
4.10YR4/6
5.10YR4/6
6.10YR4/6
7.10YR2/3

土層説明

暗褐色土

黒褐色土

黄褐色土

褐 色 土

褐 色 土

褐 色 土

黒褐色土

焼土・炭化物粒多く含む。

床面土と2層 の混合。

焼土粒含む。

混入物なし。

5層 と地山の混合。

2層 とa層 の混合。

第524号住居跡 カマ ド土層説明
a.7.5YR6/8 橙 色 土 焼土粒多く含む。
b.10YR3/3 暗褐色土 焼土粒・炭化物粒含む。
c.10YR3/3 暗褐色土 b層 とd層の混合土層。
d.5YR4/8 赤褐色土 焼土層に炭化物粒含む。
e.10YR4/4 褐 色 土 しまり弱 く、サラサラ。
f.10YR4/4 褐 色 土 焼土粒含む。

第524号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 焼土ブロック・褐色土含む。
2.10YR3/2 黒褐色土 褐色土・粘土ブロック含む。
3.10YR3/4 暗褐色土 炭化物粒含む。
4.10YR3/4 暗褐色土 粘性が強い。
5.10YR3/3 暗褐色土 粘性が強い。焼土粒微量含む。
6.10YR4/4 褐 色 土 底面の溶軟化層。

第524号住居跡 P-5土 層説明
1.10YR4/1 褐 灰 色 土 焼土ブロック多 く含む。全体的に

広がる。

2.10YR4/2 灰黄褐色土 焼土粒・黄褐色土粒少し含む。
3.10YR4/4 褐 色 土 焼土ブロック多 く。黒色土粒少し

含む。

第524号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/3 暗 褐 色 土 柱痕と思われる。Pit3は 焼土粒少量含む。
2.10YR4/3 にぶい黄褐色土
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第255図  第524号住居跡出土遺物
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第 111表 第 524号住居跡出土遺物観察表

第256図  第525号住居跡出土遺物

m

第526号住居跡 (第 10・ 248図 )

AL-22グ リッドを中心に位置する。第520号住居

跡を大きく掘り抜いて構築され、故意に埋め戻された

後、東壁を第521号住居跡、北壁を第120号掘立柱建物

跡、南壁を第118号溝跡にそれぞれ切られる。西壁は

排水用の側溝で掘り抜いてしまったため、軸長を測れ

るのは一方向のみである。それは約3。 30mで、主軸方

向はおよそN-33° ―Wを指す。

床までの深さは50cm前後、覆土は地山ブロックを主

体とする人為的な埋め戻しである。壁は急角度で立ち

上がるものの、南壁は大きく崩落している。床面は地

震の影響からか、東側は軟質で一段下がっている。壁

溝は幅15～25cm、 深さ3～ 6 cmを測る。

第 112表 第 525号住居跡出土遺物観察表

第257図  第526号住居跡出土遺物

|

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備    考
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

不

杯

不

杯

不

杯

不

不

不

杯

椀

鉢

鉢

鉢

甕

甕

甕

[E

甕

甕

甕

[E

霊I

昌 不

(10。7)

(11.7)

(11.2)

(12.4)

12.2

(11.5)

(12.0)

11.8

(12.0)

(11.8)

(12.2)

16。 7

(11.6)

(17.6)

(18.3)

(19.4)

(19.0)

(19。7)

(19.5)

(4。 2)

(4.7)

4.5

(4.0)

4.7

(4.6)

(4.5)

3。9

(3.3)

(4。 9)

(4.4)

(8.0)

(7.5)

(6.6)

(5。 7)

33.5

(20。2)

(17.3)

(3.5)

(3.0)

(4■ )

(4。 7)

(10.0)

(8.8)

(6.2)

6.5

(6.3)

7.0

5。2

4.5

粗 (W,C)
粗 (W,C)
粗 (W)

粗 (W,C)
微 (W)

微 (W,B)
微 (W,R)
微 (W,B)
粗 (W,R)
微 (W)

糸田 (W,R)
礫 (W,C)
礫 (W,C,片 )
粗 (W,C,R)
細 (W)

礫 (W,C,片 )
礫 (W,片 )
粗 (W)

細 (W,C)
粗 (W)

礫 (W,片 )
礫 (W,C)
細 (W,R)
粗 (W,片 )

良

良

良

良

良

良

良

劣

良

良

良

良

良

良

良

良

赤   褐
橙

明 赤 褐
橙

明 赤 褐
橙

浅 黄 橙
浅 黄 橙
明 赤 褐
浅 黄 橙
橙

赤   褐
灰   黄
橙

橙

に ぶ い 橙

にぶい黄橙

橙

橙

橙

に ぶ い 橙

橙

橙

に ぶ い 橙

50

95

90

20

100

55

40

90

破片

70

40

70

40

破片

破片

80

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

比企型

比企型

比企型

比企型

赤彩

赤彩

赤彩

赤彩

赤彩

番号 器   種 口  径 器  高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

杯 (12.9) 3.9) 糸田 (W,B,R) 良 に ぶ い 橙 25
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第 113表 第 526号住居跡出土遺物観察表

カマドは北西壁ほぼ中央に付設される。煙道は長さ

113cm、 幅69釧で、底面は燃焼部よリー段高い。先端

部はビット状の掘り込みとなる。燃焼部は約97cm× 55

mで、火床面は床より4 cm程深い。

柱穴・貯蔵穴等は検出されなかった。

遺物はカマドから土師器の甕、覆土から須恵器の甕

や不の破片が見出されている。いずれも微細で図示し

得たのはわずかである。

第527号住居跡 (第 10・ 259図 )

AM-22グ リッドを中心に位置する。表土除去時に

削平してしまったため、主柱穴と貯蔵穴、壁溝の一部

を確認したにすぎない。さらに、南西側は調査区外と

なるため、全体の規模などについては明らかとし得な

い。

壁溝は幅約18cm、 深さ最大 3mで、北隅近辺は地割

れで破壊されている。

第 114表 第 527号住居跡出土遺物観察表

第259図  第527号住居跡

柱穴は主柱穴が 2本検出された。径52～66m、 深さ

は50～55cmである。

貯蔵穴は北隅部に備わる。上面は径90m× 106側の

楕円形を呈し、深さは40cmを測る。覆土は自然堆積で

ある。

カマドは検出されなかった。

遺物は貯蔵穴より、土師器の杯・高不・甕の破片が

出土している。また、床面から大型の凹石 (第417図

9)が見出されたが、縄文時代の遺物のようである。

第258図  第527号住居跡出土遺物

m

SJ476

m

排水側溝

′ヽ
こヽノ

第527号 住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/4 暗 褐 色 土 砂質地山粒 。小型ブロック

多く、焼土・炭化物微量含

む。

2.10YR3/3 暗 褐 色 土 砂質地山大型ブロック多 く
含む。

3.10YR4/2 灰黄褐色土 ほとんどシル ト質地山。壁
の崩落流入土層。

番 号 器   種 口  径 器 高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

杯

甕

12.5 4.2

(24.1)

微 (W
粗 (W

Ｂ

Ｃ

普

良

橙

褐
ぶに
赤

番 号 器   種 口  径 器  高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備 考

杯

局 杯

(13.7) (4.0)

(8.0) (11.7) Ｂ

Ｄ

Ｗ

細
微

良

良

浅  黄  橙
橙

破片

脚音650
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貯蔵穴

第260図  第 528・ 529・ 5300531号住居跡

SJ524

SJ528

B 15.9∞ m
SJ528

第528号住居跡 土層説明
1.10YR3/4 暗褐色土 炭化物粒・焼土粒少量含む。
2.10YR4/6 褐 色 土 灰化粘土縞状に含む。
3.10YR3/4 暗褐色土 炭化物粒少量含む。
4.10YR4/6 褐 色 土 褐色土ブロック。
5.10YR3/3 暗褐色土

第529号住居跡 土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 埋め戻したものと思われる。
2.10YR3/2 黒褐色土 粘土層。

第530号住居跡 土層説明
1.10YR2/1 黒 色 土 粘土層。
2.10YR4/6 褐 色 土 褐色土ブロック。
3.10YR3/2 黒褐色土 粘土層。

SJ497

_1■

SJ532

SJ49フ

SJ531

第531号住居跡 土層説明
1.10YR4/6褐 色 土
2.10YR3/4 暗褐色土
3.10YR4/6 褐 色 土
4.10YR3/4 暗褐色土

%甦吻艤
魏鶉鰊鶉鶉

5.10YR4/6
6.10YR3/2
7.10YR3/4
8.10YR2/2

褐 色 土

黒褐色土

暗褐色土

黒褐色土

暗褐色土との混合。黄橙色土ブロック含む。

炭化物粒少量含む。

1層 に近似。焼土粒少量含む。
2層 に近似。焼土ブロック・多量の炭化物

含む。

1層 に近似。暗褐色土少量含む。

焼土ブロック・少量の炭化物粒含む。

2層 に近似。焼土ブロック少量含む。

焼土ブロック含む。

第531号住居跡 貯蔵穴土層説明
1。 10YR4/3 にぶい黄褐色土 焼土粒・炭化物粒含む。
2.10YR2/1 黒  色  土 炭化物層。
3.10YR5/3 にぶい黄褐色土 炭化物粒少量含む。砂質。
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SJ528

D ts.goom

SJ528

E_ ts.9oo-

F _ ts.9oo-

G _ts.9oo-

H _ ts.goom
SJ531

第528号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 焼土粒・炭化物粒少量含む。柱痕。
2.10YR4/4 褐 色 土 地山土が一気に埋まる。
3.10YR3/4 暗褐色土 焼土粒・炭化物粒少量含む。柱痕の崩れ。
4.10YR6/1 褐灰色土 粘土のブロック層。
5.10YR5/6 黄褐色土 砂質。

第530号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 地山ブロック、焼土粒・炭化物粒少量含む。
2.10YR4/4 褐 色 土 地山ブロック多 く含む。

第531号住居跡 柱穴土層説明
1。 10YR3/3 暗褐色土 褐色土ブロック、焼土粒・炭化物含む。柱痕。
2.10YR4/6 褐 色 土 褐色土ブロック多 く、焼土・炭化物粒少量含む。

第531号 住居跡 カマ ド土層説明
a。 10YR3/4 暗 褐 色 土 焼土粒を少量含む。
b.10YR3/2 黒 褐 色 土 大形の焼土ブロックを多く含む。
c.10YR2/1 黒 色 土 底面の炭層。
d.10YR3/3 暗 褐 色 土 暗褐色土をベースに大形の焼土ブロックを多く含む。
e.5YR5/6 明赤褐色土 焼土ブロック。

′
´´‐

SJ529・ 530

第528号 住居跡

1.10YR3/3
2.10YR2/3
3.10YR2/2
4.10YR4/1
5.10YR4/6
6.10YR3/1
7.10YR4/6

貯蔵穴土層説明

暗褐色土 焼土粒 。炭化物少量含む。
黒褐色土 焼土粒 。炭化物粒少量含む。
黒褐色土 炭化物粒少量含む。
褐灰色土 粘性がある。
褐 色 土 褐色土ブロック。
黒褐色土 焼土粒・炭化物粒少量含む。
褐 色 土 褐色土ブロック。
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第528号住居跡 (第 11・ 260図 )

AP-26グ リッドを中心に位置する。内部に第
529・ 530・ 531号住居跡が構築される。同一方向に、

しかも入れ籠状の重複であるが、覆土は自然堆積であ

るため、後三者と一連のものとは判断できなかった。

仮に 4軒が一続きの建て替えであったとすれば、一旦

縮小し、その後 2度の拡張を行なったことになる。そ

れもやや不自然な感を拭えないため、ここでは先行す

る単独の住居跡と捉えておく。

全体は軸長7.10m× 7.35mの方形を呈し、面積は

52.19イ を測る。長軸方向はおよそN一開
°
―Wを指す。

床までの深さは15cm程で、覆土には人為的に埋め戻

された様子は窺えない。壁溝は西壁を中心に検出され

た。幅約20cm、 深さは約 7釧である。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径45～65cm、 深さ

は40～70cmである。いずれも柱痕が観察された。

貯蔵穴は北隅部に備わる。上面は径75cm× 84cmの方

形で、床からの深さは20cmを測る。

カマドは検出されなかった。

遺物の出土はごくわずかで、かつ小片のため図示で

きなかった。

第261図  第52905300531号住居跡出土遺物

第529・ 530・ 531号住居跡 (第 11・ 260図 )

AP-26グ リッドを中心に位置する。第497・ 528号

住居跡を切る。 3軒はカマドを共有したまま、南側へ

次第に拡張していった一連の住居跡と判断される。拡

張は第529号住居跡→第530号住居跡→第531号住居跡

の順になる。また、住居跡内に掘 り込まれる第580号

土羨は第530・ 531号住居跡より古い。

全体はともに方形で、主軸方向はおよそN-33° 一

Wを指す。第531号住居跡は、床までの深さが10m前

後である。しかし、拡張に際して、先行する住居の床

を掘り下げたか否かは不明である。壁溝はそれぞれほ

ぼ全周し、幅約10～ 25cm、 深さは 3～10cmを測る。

(第529号住居跡)

規模は軸長4.35m× 5.10m、 面積22.19イである。

柱穴は主柱穴を 2本検出した。径約20～50m、 深さ

は約30～60cmである。柱は抜き取られており、覆土は

埋め戻しであった。南東に予想される2本は、これを

確認できなかった。

(第530号住居跡)

規模は軸長5.10m× 5。 10m、 面積は26.10イである。

主柱穴は南東部に 2本を検出した。拡張が南東壁の

みであることから見て、北西の 2本はそのまま利用さ

れ、拡張部の 2本のみを付け替えたものと考えられ

る。これも次の拡張に際し、柱は抜き取られている。

4

性==±==」
OCm

輻魃靱l蒻餞莉 ,

5
7

6

第 115表  第5290530・ 531号住居跡出土遺物観察表

番号 器   種 口 径 器 高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備 考

不

不

不

不

不

椀

甕

(11.9)

(10。7)

(11.7)

(13.8)

(12.8)

(9.4)

(2.3)

(2.7)

(2.5)

(3.0)

(3.5)

(5。 4)

(3.7) 7.9

細 (R)

細 (B,

細 (B,

細 (W
細 (W

粗 (B,

粗 (W

R)

R)

B,R,F)

B,R)

R,F)

R)

良

良

良

良

にぶい黄橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

灰 黄 褐
褐   灰
に ぶ い 橙

破片

破片

破片

20

破片

25

破片

赤彩

赤彩
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カマドや貯蔵穴は第529号住居跡のものをそのまま

利用したと思われ、独自の検出はなかった。

(第531号住居跡)

規模は軸長5.∞ m× 6.20m、 面積は36。 58どである。

覆土は層序が乱れており、故意に埋め戻されたようで

ある。床面は南から北へやや傾斜する。

カマドは北西壁の中央、やや北寄りに位置する。先

行する住居跡に見られず、造り替えられた様子もない

ことから、カマドは拡張時もそのまま残されたものと

考えられる。煙道は長さ78cm、 幅31mで、底面は燃焼

部より緩やかに立ち上がる。燃焼部は約131cm× 4■m

と細長く、火床面はほぼ平坦である。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径29～61cm、 深さ

は43～56cmで、こちらは柱痕が確認された。

貯蔵穴は北隅部で検出された。上面は径55cm× 72cm

の不整な円形で、深さは37cmを測る。

遺物の出土は少なく、かつ小片ばかりであった。一

括して取り上げたため、各々の所属住居跡は明らかで

ない。

第532号住居跡 (第 11・ 262図 )

AP-27グ リッドを中心に位置する。北東壁を第

533号住居跡に切られる。西隅で重複する第528・ 530・

531号住居跡、および床を掘 り抜く第496号土羨、第

237号井戸跡との関係は確認できなかった。全体は軸

第 116表 第 532号住居跡出土遺物観察表

長8。 84m× 9.13mの方形を呈し、面積は80.71ピを測

る。主軸方向はおよそN-61° ―Eを指す。

床までの深さは10cm前後、覆土は自然堆積である。

床面は貼り床が施されており、西から東へわずかに傾

斜する。壁溝はほぼ全周し、幅約14～25m、 深さ8～

13cmを測る。南東壁には間仕切り状の浅い溝が 1条取

り付く。

カマドは検出できなかったが、第533号住居跡に切

られる北東壁の中央部に焼上の分布が見られた。この

部分に壁溝の検出されなかったことを考え合わせれ

ば、ここにカマドが設けられていた可能性は高いとい

える。

柱穴は主柱穴が 4本と、その間に支柱穴 3本が検出

された。主柱穴は径57～mm、 深さ56～Юm、 支柱穴

は径30～42m、 深さ49～55mである。いずれも覆土は

乱れており、柱痕は観察されなかった。

位置的には特異ではあるが、貯蔵穴状の掘り込みが

南西の壁際中央で検出された。これは径130cm× 90cm

の長方形で、深さは約∞mを測る。

遺物の出土は少なかった。いずれも床からは浮いて

おり、投棄されたような状態であった。土師器の甕な

どは数個体分あるものの、まったく接合できなかっ

た。このほか、滑石製の剣形模造品 1点 (第425図 3)

が見出されている。

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備    考
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

不

不

不

杯

不

不

不

不

不

甑

甕

甕

甕

甕

甕

局 不

(13.8)

(15.0)

(14.8)

(14。0)

(11.3)

(19。0)

(18.0)

(17.0)

(18.0)

(19。0)

18.6

(15。0)

(18.0)

(4.6)

(4。 8)

(4.3)

(4■ )

3.5

(4.2)

(4.4)

(4.9)

(4.5)

(3.5)

(4.2)

(5.0)

(10.0)

(6.2)

(4■ )

(3.8)

5。4

7.1

(12.0)

粗 (W,C,R)
糸田 (W,R)
糸田 (W,C)
粗 (W,R)
微 (W)

微 (W)

微 (W,B)
粗 (R)

粗 (W,R)
粗 (W,片 )
細 (W,R)
粗 (W,R,F)
粗 (W,C,R)
粗 (W,C,R)
粗 (W,C,R)
粗 (W,片 )

良

良

良

良

良

良

良

良

良

赤   褐
明 褐 灰
橙

橙

橙

橙

橙

橙

橙

橙

に ぶ い 橙

橙

明 赤 褐
橙

橙

に ぶ い 橙

30

破片

55

45

70

破片

35

95

30

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

比企型 赤彩

内外黒色処理
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第262図  第532号住居跡

SJ533

住居内土墳

Ｃ
一

SJ530 SJ531
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第263図  第532号住居跡出土遺物

第532号住居跡 土層説明 (柱穴含む)
1.10YR2/2 黒褐色土 黄褐色土粒・炭化物多く含む。
2.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土粒多 く含む。
3.10YR3/2 黒褐色土 焼土粒・炭化物多 く含む。
4.10YR5/6 黄褐色土 貝占り床。
5.10YR2/2 黒褐色土 焼土ブロック・炭化物多 く含む。
6.10YR3/4 暗褐色土
7.10YR4/4褐 色 土
8.10YR3/3 暗褐色±  2層に近似。砂質。

第532号住居跡 住居内土墳土層説明
1.10YR3/3 暗 褐 色 土 褐色土ブロック含む。
2.10YR2/3 黒 褐 色 土 焼土粒 。炭化物粒・褐色土少量含む。
3.10YR4/3 にぶい黄褐色土 褐色土と暗褐色土の混合土。
4.10YR4/4 褐  色  土 地山褐色土プロック。壁の崩落土。
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第264図  第533号住居跡

SJ532
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第533号住居跡 土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 焼土粒多 く含む。
2 10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土粒・ブロック少量含む。
3.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土多量に含む。
4.10YR2/2 黒褐色± 2層 に近似。焼土粒含む。

P`

E _t5.zoo-

第533号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR3/2 黒 褐 色 土 焼土粒多 く含む。天丼部の崩落土。
b.10YR5/2 灰黄褐色土 灰層。
c。 5YR4/8 赤 褐 色 土 火床面。地山の焼土化。

第533号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/3 暗 褐 色 土 焼土粒・炭化物粒含む。
2.10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山ブロック含む。
3.10YR3/3 暗 褐 色 土 褐灰色粘土含む。
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第533号住居跡 (第 11・ 264図 )

AP-27グ リッドを中心に位置する。南西辺で第

532号住居跡を切る。全体は軸長5。 25m× 5。 40mの方

形を呈し、面積は28。 35イを測る。主軸方向はおよそ

N-34° 一Wを指す。

床までの深さは15cm程で、覆土は自然堆積である。

壁の立ち上がりは緩やかで、床面はほぼ平坦である。

壁溝は南西壁の一部と、南東壁に検出された。幅15～

加cm、 深さは 3～ 9mである。

カマドは北東壁の中央部、わずかに東寄りに設けら

第265図  第533号住居跡出土遺物

=Ⅳ

2

第 117表 第 533号住居跡出土遺物観察表

第534・ 535号住居跡 (第 11・ 266図 )

AP-25グ リッドを中心に位置する。西半部に二重

の壁溝が巡り、カマドが 2基検出されたことから、拡

張の行なわれた住居跡であると判断した。構築は第

535号住居跡→第534号住居跡の順である。他遺構との

重複関係は、第536号住居跡を切り、第524号住居跡、

第4Ю号土疲、第117号溝跡に切られる。また、住居跡

内には南西壁と平行して地割れが走っている。

(第534号住居跡)

全体は軸長6.40m× 6。 50mの方形を呈し、面積は

41.60イを測る。主軸方向は180度移動し、N-43° ―

Wとなる。

床までの深さは25～40m、 覆土は基本的に自然堆積

である。

れる。燃焼部は約46cm× 55cmの方形で、火床面は平坦

で、床とおおよそ同じ高さである。煙道は長さ31cm、

幅38cmで、底面は火床面よリー段高くなっている。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径35～49cm、 深さ

28～40cmである。北側の2本には柱痕が見られたが、

南側のものは覆土が舌Lれていた。

貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は覆土中より、土師器の杯や甕が少量出土して

いる。大半は細かい破片であり、図示できたものはわ

ずかである。

3

|ヽ

10cm

壁の立ち上がりは急で、床面は中央部が高まる。第

535号住居跡の床をわずかに掘 り下げ、その一部に貼

り床を施している。壁溝はほぼ全周しており、幅約10

～
"cm、

深さは 6～1%mを測る。

カマドは北西壁の中央部、やや北寄 りに新設され

る。燃焼部は径78cm× 52側の長方形で、火床面は床よ

り3 cm程深くなる。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径60～67cm、 深さ

16～48cmである。主柱は抜き取られており、覆土はと

もに乱れていた。

貯蔵穴は北隅部に穿たれる。上面は径88cm× 134釧

の不整な楕円形で、深さは44cmを測る。また、東隅部

には土娠Cが検出された。径57cm× 92cmの長方形で、

深さは8mと浅い。覆土は人為的な埋め戻しである。

 ゝ 、多 -ゝ4≧運

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備 考

1

2

3

4

5

不

不

不

不

甕

(12.9)

(11.7)

(11.8)

(16.8)

(21.6)

(3.7)

3.8

3.9

(3.4)

(7■ )

礫 (W,C,R,F)

細 (W,B,R)

細 (W,B,R)

粗 (W,R)

粗 (W,B)

良

良

良

良

良

にぶい黄橙

橙

に ぶ い 橙

橙

橙

20

破片

50

破片

破片

赤彩
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第266図  第53405350536号住居跡
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第534号住居跡 土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土ブロック・粒多い。SDl17掘削時人為的埋め戻し。
2.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土粒・炭化物粒多く含む。
3.10YR2/3 黒褐色±  2層 に近似。炭化物多 く含む。
4.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土粒・炭化物粒・焼土粒含む。自然堆積層。
5.10YR5/8 黄褐色土 貝占り床。

第534号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 人為的埋積層。黒褐色土ブロック・黄褐色土ブロック不規

則に含む。

2.10YR3/3 暗褐色±  1層 と近似。黒褐色土ブロック含まない。
3.10YR3/3 暗褐色土 壁付近に黄褐色土ブロック多く、上端肩部の崩落と底部の

自然堆積土。

第534号住居跡 カマ ド土層説明
a.2.5Y5/4 黄褐色土 天丼部崩落土層。粘質土。
b.5YR4/6 赤褐色土 天丼部内壁の焼土化したもの。
c.10YR2/1 黒 色 土 焼土粒多く含む。灰層。

この他、カマド対面の壁下には、U字形の突堤が備

わる。突堤は幅47～76cm、 高さ約 7 cmで、地山土を床

に貼っている。内部に柱穴は見られないが、入り口に

かかわる施設であろう。

遺物はカマドの右脇や床面より、土師器の外・壷・

甕などが出土している。

(第535号住居跡)

北隅と南東辺が検出されなかったが、北東辺はP2

とP4を結ぶ壁溝である。全体は6。 00m× 4.75mの長

方形で、面積は28。 60どを測る。主軸方向はおよそS

_r. J _ts.9oom

m

第534号住居跡 柱穴土層説明 (P-5含 む)
1.10YR2/3 黒褐色土 柱抜き取 り後の流入土。
2.10YR3/3 暗褐色土 黄褐色土ブロック含む。掘 り方への充填土。
3.10YR3/3 暗褐色±  2層 と近似。掘 り込みが浅い。

第534号住居跡 住居内土墳土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 人為的埋め戻 し。黄褐色土ブロック不規則に含む。
2.10YR3/2 黒褐色土 炭化物・焼土を人為的に投げ入れた層。
3.10YR3/2 黒褐色土 底面に流れ込んだ自然堆積層。
4.10YR3/2 黒褐色土 埋め戻し。黄褐色土粒多く、炭化物粒微量含む。

第535号住居跡 土層説明
1.10YR2/2 黒褐色土 黄褐色土粒多い。SJ534拡張時、人為的埋め戻し。

第535号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR2/3 黒褐色土 焼土粒・炭化物粒少量含む。

第536号住居跡 土層説明
1.10YR2/2 黒褐色土 黄褐色土ブロック多く含む。人為的埋め戻 し。

-43°一Eを指す。

床面は拡張に際して掘り下げられたようで、壁溝は

途切れている。

カマドは南東壁の中央、やや南寄りに設けられる。

煙道はトンネル状に掘り抜かれたもので、天丼部がき

れいに残っていた。横断面は長方形で、長さ102cm、

幅29mである。燃焼部は拡張に際し、完全に取り壊さ

れている。

貯蔵穴は明確ではないものの、東と南の隅部に検出

された土羨A・ Bにその可能性を窺える。ともに覆土

瘍眈蒻栃鰈瘍勿
多魏聰聰薇晰鰺鰊鶉

颯ノ颯
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第267図  第534号住居跡出土遺物
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第 118表 第 534号住居跡出土遺物観察表

は人為的な埋め戻しであり、拡張に伴う廃棄と考えら

れる。土羨Aは径55cm× 94cmの楕円形で、深さ41m、

土羨Bは径63cmの円形で、深さ13cmをそれぞれ測る。

柱穴と遺物の検出はなかった。

第536号住居跡 (第 11・ 266図 )

AP-25グ リッドを中心に位置する。大半を第
534・ 535号住居跡に切られており、北西壁・南東壁の

一部を検出できたにとどまる。さらに、北隅部は第

117号溝跡に、西側は第123号溝跡に切られる。軸長の

測れるのは南北の一方向のみで、それは約8.35mであ

る。長軸方向はおよそN-32° ―Wを指す。

床までの深さは20cm前後、覆土は第535号住居跡構

築に伴う、人為的な埋め戻しである。壁は不明瞭であ

り、壁溝は見られない。

カマド●柱穴・貯蔵穴等は検出されなかった。

遺物は覆土中より、古墳時代後期の外や甕などが微

量出土している。但し、いずれも小さな破片であるた

め、図示するには至らなかった。

11 12

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備    考
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

不

不

杯

不

不

不

甕

甕

甕

甕

甕

EE

(14.0)

(16■ )

(15.0)

(16.6)

(19.0)

(14.0)

(13.5)

(21.5)

10.6

(14.9)

(4.0)

(3.9)

(3.9)

(4.4)

(4.4)

(4.0)

(6.7)

(6.5)

(9.8)

(8.5)

(3.2)

(18.5)

5。6

6.5

微 (W)

細 (W,R)
微 (W)

微 (W,B)
微 (W,B)
細 (W,B)
細 (W,B)
粗 (W,R)
細 (R)

粗 (W,C,R)
礫 (W,片 )
礫 (W,片 )

良

良

良

良

良

良

橙

にぶい黄橙

橙

にぶい黄橙

浅 黄 橙
に ぶ い 橙

褐

に ぶ い 橙

橙

明 黄 褐
橙

灰   褐

破片

55

破片

25

破片

破片

破片

破片

40

破片

破片

40

赤彩
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第537・ 538号住居跡 (第 11・ 12・ 269図 )

AQ-28グ リッドを中心に位置する。第539号住居

跡を切って構築され、その後に拡張(第538号住居跡→

第537号住居跡)が行われた住居跡である。改築は北側

2辺の拡張と床の嵩上げ、およびカマドと主柱の付け

替えである。全体はともに方形で、カマドが同一部分

に付くため、主軸方向はおよそN-46° 一Eで一致す

る。

(第537号住居跡)

拡張後の規模は軸長9。 05m× 9。 02m、 面積は81。 63ピ

となる。

床までの深さは20～25cmで、覆土は大部分が人為的

な埋め戻しである。床面はほぼ平坦で、拡張の際、貝占

り床で嵩上げしている。壁溝はほぼ全周しており、幅

約15m、 深さは 6～ 12cmを測る。南半の 2辺は拡張前

のものと共有すると判断される。南東と北西の壁に

は、間仕切り状の浅い溝が取り付いている。

カマドは北東壁の東隅部寄りに付け替えられる。燃

焼部は径100m× 52cmの長方形で、火床面はほぼ平坦

である。このため、全体的には箱型となっている。そ

の中央部やや奥寄りには、地山を用いた支脚が造り付

けられる。

柱穴は主柱穴 4本と、その間に配置される支柱穴 4

本が検出された。拡張に伴って建て替えられたもの

で、径40～65m、 深さ43～66mである。いずれも覆土

は乱れ、柱痕は観察されなかった。

貯蔵穴は拡張前と同様、東隅部に備わる。上面は径

88cm× 100cmの不整な円形で、深さは38cmを測る。さ

らに北隅部でも、浅い土羨状の掘 り込みが検出され

た。上面は径82cmの円形で、深さは
"mを
測る。

この他、南東壁の中央部には、入り口状の施設が見

られた。U字形の突堤は幅約50cm、 高さ7mで、地山

の黄褐色土を床に貼りつけたものである。中央部には

浅い小穴が穿たれるが、柱痕は観察できなかった。

第 119表 第 538号住居跡出土遺物観察表

遺物は床面に破片が散乱したような状態で、土師器

の杯・高不・鉢・甕、須恵器の不・砿、縄文時代のも

のと思われる凹石0自417図 8)などが出土している。

(第538号住居跡)

拡張前の規模は軸長7。
"m×

7。 84m、 面積61。 94ピで

ある。

覆土は第538号住居跡構築時の埋め戻し(ほとんどは

貼り床)で、本来の床面は 3 cm程低い。壁溝は全周し

ていたものと思われるが、北半は拡張に際して埋めら

れている。

カマドは北東壁の中央付近に、燃焼部の遺存が認め

られた。径82m× 56cmで、床からの深さは約10cmであ

る。拡張での削平で、袖はまったく残っていない。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径35～66m、 深さ

14～ 50cmである。上面は貝占り床で覆われており、覆土

は乱れていた。おそらく、拡張の際に柱が抜き取ら

れ、その痕が埋め戻されたと考えられる。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径貿cm× 82mの不

整な円形で、深さは44cmを測る。覆土は拡張時の埋め

戻しで、開口部は貼り床で覆われている。

遺物は壁溝より、土師器の甕片が 1点見出されたの

みである。

第268図  第538号住居跡出土遺物
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第269図  第 537・ 538号住居跡
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第537号住居跡 土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土
2.10YR2/3 黒褐色土
3.10YR3/3 暗褐色土
4.10YR2/1 黒 色 土
5.10YR3/4 暗褐色土
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人為的埋め戻 し。

焼土・炭化物多く含む。

焼土・炭化物・黄褐色土粒多 く含む。

炭化物層。床面直上ほぼ全面に散布。

黄褐色土粒多 く含む。

第538号住居跡 土層説明 (貯蔵穴含む)
1.10YR4/6 褐 色 土 SJ537の貼 り床。
2.10YR3/4 暗褐色土 黄褐色土粒多い。人為的埋め戻し。
3。 10YR3/2 黒褐色土 黄褐色土ブロック多 く含む。SJ537構築時に埋め戻 し。
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第537号住居跡 カマ ド土層説明
a。 10YR5/4 にぶい黄褐色土 天丼部崩落土。一部焼土化著しい。
b.10YR2/1 黒  色  土 炭化物・少量の焼土粒含む。灰層。

第537号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR2/2 黒褐色土 黄褐色土粒・焼土粒・炭化物粒少量含む。
2.10YR2/2 黒褐色土 黄褐色土粒多 く。焼土粒少量含む。
3.10YR2/2 黒褐色土 焼土粒少量、黄褐色土ブロック多 く含む。

第537号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 黄褐色土粒・焼土粒少量。
2.10YR3/3 暗褐色土 柱抜き取 り後、住居 4層 が流入。
3.10YR3/3 暗褐色土 黄褐色土ブロック少量含む。
4.10YR3/3 暗褐色±  3層 と同様の黄褐色土ブロック多 く含む。

第537号住居跡 住居内土墳土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 焼土粒・炭化物粒・黄褐色土粒少量含む。

第538号 住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR2/2 黒 褐 色 土 焼土粒・炭化物粒多 く含む。
b.10YR4/3 にぶい黄褐色土 カマ ド掘 り方への充填土。

第538号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 黄褐色土粒 。焼土粒少量含む。
2.10YR3/4 暗褐色土 黄褐色土粒・ブロック多 く含む。

SJ537

SJ538

鯰滸瘍麒尚
錮鰊魏晰薇

J _r5.7oom I 
- 

r 5.7oom
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第270図  第537号住居跡出土遺物
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第 120表 第 537号住居跡出土遺物観察表

第539号住居跡 (第 11・ 272図 )

AQ-28グ リッドを中心に位置する。大部分を第

537・ 538号住居跡に切られており、検出し得たのは北

西の隅部近辺と主柱穴のみである。このため、全体の

規模や計上は明らかでないが、主柱穴の位置から想定

すれば、軸長約6.05m× 6。 00mの方形で、面積は約

36.30どの住居跡となる。北を指準とした時の軸方向

は、ほぼN-30° ―Wである。

床までの深さは約15cmで、覆土は故意の埋め戻しの

ようである。壁溝は幅約14cm、 深さ約10mを測る。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径35～47cm、 深さ

14～50mである。覆土は乱れ、柱痕は観察されなかっ

ア島 埋め戻しに際ヒ 柱は抜き取られたと判断される。

カマドは検出されなかったが、北西隅部で貯蔵穴ら

しき掘り込みが検出された。上面は径田cm× 76cmの楕

円形で、深さは21mを測る。

遺物は床面より、土師器の甕などが出土している。

第271図  第539号住居跡出土遺物

番号 器   種 口 径 器 高  底径   胎 土 焼成 色 調 残存率 備    考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

須 恵 器 不

鉢

須 恵 器 魅

高    不
高    不
高    不
甕

甑

甕

甕

=E
甕

甑

(12.3)

(12.6)

(12.8)

(12.6)

(14.6)

(15。0)

(16.0)

(17.0)

(16.0)

(17.0)

(16.0)

(18。0)

(18。4)

(17.0)

(12.8)

(16.8)

(20。2)

18。0

(21.9)

(20.2)

(16。9)

(3.5)

(4.1)

4.3

(2.9)

4.4

(4.5)

(5.6)

(4.9)

4.3

5.1

(4.2)

(4■ )

4.5

4.1

(2.6)

(6■ )

(1.3)

(4■ )

(11.6)

14.3

(9.6)

(4。 0)

(2.6)

(4.8)

(3.0)

(21.8)

(13.3)

細

細

微

微

微

粗

粗

微

粗

微

微

細

粗

微

(針

粗

細

微

細

粗

粗

粗

粗

粗

礫

礫

粗

W
R
W
W
W
R)

W
W
W
下

(下 .

(lV.

(R)

(W)

)

(W.

(W,

(W,

(W,

(W,

(W,

(W,

(W,

(W,

(W)

(W,

(W,

Bo R

B)

R)

B)

B)

R)

片 )

片 )

B)

C)

C,R)

C)

R)

C)

片 )

片 )

R)

R
C)

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

橙

明 赤 褐
赤   褐
褐   灰
赤   橙
橙

橙

に ぶ い 橙

赤   橙
明 赤 褐
明 赤 褐
明 赤 橙
橙

赤   橙
灰

橙

灰

明 赤 褐
赤   褐
赤   褐
灰   褐
にぶい黄橙

橙

橙

明 赤 褐
橙

にぶい黄橙

13.4)

4.5

5。8

8.4

6.2

(7.9)

(

破片

破片

70

破片

40

破片

40

破片

35

40

30

破片

25

55

破片

破片

破片

破片

70

50

破片

破片

破片

破片

破片

60

破片

比企型 赤彩
比企型 赤彩

南比企

末野 ?

赤彩

赤彩

ヽ

くヒ
=>

ヽ

|

ヽ

-261-

m

~ 
人ヽ た べく 虫

|

｀ tミ■ヽ



第 121表 第 539号住居跡出土遺物観察表
番 号 器   種 口  径 器 高 底 径 胎  土 焼 成 色  調 残存率 備    考

甕 (15.8) 34.9 5。4 礫 (W,C) 良 に ぶ い 橙 50

3

SJ539

住居内土墳

第272図  第539号住居跡

sJ537

S、,538

R

第539号住居跡 土層説明
1。 10YR2/3 黒褐色土

焼土粒・炭化物粒少量含む。

2.10YR2/3 黒褐色土
壁の崩落土。

第539号住居跡 住居内土墳土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土
焼土粒・炭化物粒少量含む。

2.10YR2/3 黒褐色土
黄褐色土粒

。ブロツク多 く含む。

壁の崩落土。

第539号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土
黄褐色土粒・焼土粒少量。柱抜

き取 り後の埋め戻し。

2.10YR3/4 暗褐色土
黄褐色土粒・プロツクやや多い。

充填土。

⌒

r  ヽ

B  15'007n
P=

SJ537 Pl

第540号住居跡 (第 10・ 253図 )

AL-21グ リッドを中心に位置する。大部分を第

522・ 541号住居跡、第118号溝跡に切られため、三方

の壁と貯蔵穴が検出されたにとどまる。第546・ 547・

___」

548号住居跡、第120号掘立柱建物跡、第444号
―L疲と

の重複関係は確認できなかった。南北の軸長は約5.η

mで、北を指準とした時の軸方向はぉよそN-30° 一

Wとなる。

P4
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床までの深さは10cm前後、覆土は自然堆積である。

ゴ躙呂部に見られる壁溝は、幅約15～bm、 深さは約 6

cmを測る。

貯蔵穴は南東隅部に備わる。上面は径約mmの円形

を呈し、深さは25cmを測る。

カマド●柱穴は検出されなかっテ島

遺物は覆土中より須恵器の甕、土師器の甕や不など

が出土している。但し、いずれも小さな破片であり、

図示するには至らなかった。

第541号住居跡 (第 10・ 253図 )

AL-21グ リッドを中心に位置する。第MO号住居

跡を掘り抜いて構築され、埋没後、第522・ 542号住居

跡、第118号溝跡に切り込まれる。第M6・ 547・ M8号

住居跡、第120号掘立柱建物跡との重複関係は確認で

第273図  第541号住居跡出土遺物

きなかった。全体は軸長4.05m× 4.10mの方形を呈

し、面積16.61ピを測る。長軸方向はおよそN-36° ―

Wを指す。

床までの深さは30cm程で、覆土は自然堆積である。

壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は概ね平坦である。

壁溝は検出範囲で全周し、幅約10～20m、 深さは 3～

5 cmを測る。

貯蔵穴は北隅部に備わる。上面は径65cm× 2側の円

形で、床からの深さは12cmと浅い。

カマド●柱穴は検出されなかった。

遺物は土師器の甕 2個体が、貯蔵穴の肩部より出土

している。図示した他の不などは、いずれも覆土中か

らの出土である。

氣鯰獨鰈獨 冬翡了縣要が R屹之藝可

、、■¬_

第 122表 第 541号住居跡出土遺物観察表

種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

1
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3

4

5

6

7

8
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第274図  第542号住居跡

A 
_t5.8oom
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SDl10

排水側溝

第542号住居跡 (第 10・ 274図 )

AL-21グ リッドを中心に位置する。第541号住居

跡の埋没後、その覆土を掘り込んで構築される。北壁

を第118号溝跡に切られるが、第522号住居跡、第120

号掘立柱建物跡との関係は確認できなかった。ほぼ覆

土中に構築されていたため、平面での確認は困難で、

カマドを検出するに至ってその存在力半」明した。この

ため、全体の規模や形状については、明らかとし得な

い。カマドから見た主軸方向は、およそN-28° 一W

である。

第540号住居跡の床に検出した壁溝は、幅約10～ 15

cm、 深さは約 3 cmを測る。

カマドは北壁に位置する。燃焼部は112m× 37cmで、

底面は平坦である。

柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

遺物はカマドより、甕の胴部破片が出土したが、図

示するには至らなかった。

第543号住居跡 (第 12・ 275図 )

AR-29グ リッドを中心に位置する。南東壁の一部

を第544・ 545号住居跡に切 り取られる。全体は軸長

5.∞ m× 5.53mの方形を呈し、面積は30。 97イを測る。

淵餞 釉絋颯颯釉
SJ540 SJ522

鉤錢 m

第542号住居跡 カマ ド土層説明
a。 10YR3/3 暗褐色土 微細砂質地山粒多 く、焼土微量含む。
b.10YR3/2 黒褐色土 焼土プロック主体。天丼崩落土。
c.10YR3/1 黒褐色土 焼土粒・炭化物少量含む。灰層。
d.10YR2/2 黒褐色土 暗褐色粘質土主体。カマ ド構築時の貼土。

主軸方向はほぼN-50° 一Eを指す。

床までの深さは35cm程で、覆土は地山のブロックを

主体とする、人為的な埋め戻しである。壁は垂直に立

ち上がり、床面は概ね平坦である。全周する壁溝は幅

20～2詭m、 深さ約10mを測る。また、北西と南東の壁

からは、各主柱穴に向かって間仕切り状の溝が延びて

いる。

カマドは北東壁の中央、わずかに東に寄って付設さ

れる。煙道は長さ67cm、 幅33mで、底面は火床面より

緩やかに立ち上がる。燃焼部は約116釧 ×46mと細長

く、火床面は床から5 cm程窪まる。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径53～67cm、 深さ

19～46mである。柱は折り取られたようで、柱痕は下

半部のみに見られた。

貯蔵穴は東隅部に備わる。第212号井戸跡と重複す

るが関係は不明である。上面は径46釧 ×60cmの方形

で、深さは42cmを測る。住居跡とともに埋め戻された

らしく、覆土は地山ブロックを主体としている。

遺物はカマドを中心に、土師器の杯・甕、須恵器の

不、砥石(第420図 8)、 土製丸玉(第423図 3)な どが出

―Lしている。
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第275図  第543号住居跡

調査区外

SD120

SJ544

第543号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR3/4 暗褐色土 地山ブロック多く、焼土粒・炭化物粒少量含む。天丼部の崩落。
b。 10YR4/1 褐灰色土 多量の灰 。少量の炭化物粒・焼土粒含む。灰層。

第543号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/3 暗 褐 色 土 地山ブロック若干含む。
2.10YR3/3 暗 褐 色 土 地山プロック・焼土粒若干含む。
3.10YR5/3 にぶい黄褐色土 地山ブロック多 く、焼土若干含む。
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第543号住居跡 土層説明 (柱穴含む)
1。 10YR2/2黒 褐 色 土
地山ブロック多 く含む。

2.10YR3/3暗 褐 色 土
地山プロック若干含む。

3.10YR3/4暗 褐 色 土
地山ブロック多 く含む。

4.10YR2/2黒 褐 色 土
地山ブロック非常に多い。

5.10YR3/3暗 褐 色 土
地山ブロック多く含む。

6.10YR4/2灰 黄 褐 色 土
地山粒・焼土粒・炭化物粒多い。灰層のよう。

7.10YR3/3暗 褐 色 土
地山ブロック・焼土粒・炭化物粒若干含む。

8.10YR5/3 にぶい黄褐色土
地山ブロック・焼土粒・炭化物粒多 く含む。

9。 10YR4/3 にぶい黄褐色土
地山ブロック・焼土粒・炭化物粒少量含む。

10.10YR3/3暗 褐 色 土
地山プロック多 く含む。

11.10YR5/3 にぶい黄褐色土
地山ブロック非常に多く、焼土粒少量含む。

12.10YR4/2灰 黄 褐 色 土
地山粒若干含む。柱痕。

13.10YR4/3 にぶい黄褐色土
地山ブロック多 く、焼土粒少量含む。充填土。

14.10YR3/3暗 褐 色 土
地山ブロック・焼土粒 。ブロック少量含む。

充填土。
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第276図  第544号住居跡

SJ543

SJ545

B _ rs.Eoom

第544号住居跡 土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 しまり強い。

SK487

SK487

第544号住居跡 カマ ド土層説明
a。 10YR3/3 暗 褐 色 土 焼土ブロック多く含む。
b。 10YR4/2 灰黄褐色土 灰層。

"_15300m        C・
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第544号住居跡 (第 12・ 276図 )

AS-29グ リッドを中心に位置する。第543・ 545号

住居跡を埋め戻して構築される。住居跡内を第487号

土羨に切られる。大部分が覆土中になるため、平面で

の観察は困難であった。このため、検出できたのはカ

マドと西側の両隅部の一部のみである。土層断面より

得られた南北の軸長は約3.85mで、平面は長方形を呈

すものと思われる。主軸方向はおよそN― Sを指す。

床までの深さは10～ 18cm、 覆土は人為的な埋め戻し

と思われる。断面で見る限り、床面は中央部がやや窪

んでいる。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁溝は見られ

ない。

カマドは北壁に設けられる。燃焼部は82cm× 50mの

長方形で、火床面は床からわずかに低くなる。

柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は北西隅部の床より、土師器の甕などが破片と

なって出土している。

第545号住居跡 (第 12・ 278図 )

AS-29グ リッドを中心に位置する。第543号住居

跡を埋め戻して構築され、その後、第544号住居跡の

構築に際して埋め戻される。住居跡内を第487号―L羨

に切られる。全体は軸長7.75m× 7.85mの方形を呈

し、面積は60.84イ を測る。主軸方向はおよそN-5r

―Eを指す。

床までの深さは15～35mで、覆土は人為的な埋め戻

しである。壁の立ち上がりは急で、床面は西から東へ

SJ545
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第277図  第5430544号住居跡出土遺物
SJ543

SJ5“

第 123表 第 543・ 544号住居跡出土遺物観察表

第 124表 第 545号住居跡出土遺物観察表
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番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

1

2

3

4

5

6

7

不

須 恵 器 不

壺  (対 )

甕

不

甕

甕

16.0

(12.4)

16.1

(13.6)

(22.0)

4.5

4.6

(8。 3)

29。2

2.5

(14.5)

(17.5)

5。7

5。2

微

細

微

礫

細

粗

粗

(W)

(W,

(W)

(W,

(C)

(W,

(W,

C)

片 )

C)

C,R)

良

良

良

橙

灰

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

赤   褐
橙

にぶい黄橙

95

50

50

80

破片

破片

30

二次被熱

比企型 赤彩

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備    考
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

‐１

・２

‐３

‐４

・５

不

杯

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

壺  (■ )

lE

高    不

(13.0)

15。 1

15。4

14.3

(18.4)

(18.4)

16.9

17.4

16.6

15。0

15.0

13.2

(12.7)

(4.3)

(3.8)

(4.0)

(4.4)

(5■ )

(5.2)

5。6

5.4

4.8

4.4

3.8

4.7

(8.9)

(9。 0)

(6.9) (9。 2)

(W,

(W)

(W,

(W)

(W,

(W)

(W,

(R)

(W,

(W)

(W)

(W,

(W,

(W,

(W,

糸田

微

細

微

微

微

細

粗

微

糸田

微

微

微

糸田

粗

C)

R)

B)

R)

B)

B)

B)

R)

片

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

赤   褐
に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

浅 黄 橙
橙

明 赤 褐
橙

浅 赤 橙
に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

橙

橙

橙

橙

20

70

85

80

30

45

100

70

100

100

95

90

35

破片

脚音Ь85

比企型 赤彩
内外黒色処理

内外黒色処理

内外煤ける
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第278図 第545号住居跡

貯蔵穴

SJ543

SJ544

B_ ts.aoo-

c_ ts.8oo-

D_t5.goo-

Ｅ
〓
Ｌ
Ｉ
↑
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E _ ts.Eoom F ti-rt

第545号 住居跡 土層説明
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土 黒褐色層 (10YR3 21を 多く含む :

SJ544構築のための埋め戻し[

2.10YR3/2 黒 褐 色 土 焼土プロック含む。SJ545の 壁面の崩落
3.10YR2/3 黒 褐 色 土 焼土プロック多く含むこ

第545号 住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR4/3 にぶい黄褐色土 焼土ブロック含む。天丼崩落土 :
b。 10YR5/1 褐 灰 色 土 灰層。

第279図  第545号住居跡出土遺物

第訓5号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR4 3 にぶい黄褐色土 黄褐色土層含む。主柱抜き取 り後埋め戻 し。
2.10YR3 3 暗 褐 色 土 粘土ブロック少量含む。充填土。
3.10YR4 3 1二ぶい黄褐色土 暗褐色土層含む。充填土。

第引5号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR2 2 黒褐色土 柱穴の埋め戻し時、 1層が多少くぼみを見せた事により堆積。
2.10YR3 3 暗褐色土 焼土粒少量、黒褐色土層含む。SJ544構築の際の埋め戻 し。

ll
10 12

15

13

わずかに傾斜する。壁溝はほぼ全周し、幅15～30m、

深さ約10cmを測る。

カマドは北東壁の東寄りに付設される。燃焼部は約

11lcm× 62cmの長方形で、火床面は床とほぼ同一高で

ある。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径器～95m、 深さ

0           10cm
t=========土=====」

~~~

35～∞mである。柱は抜き取られたようで、覆土は埋

め戻しの上であった。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径102cm× 105cmの

方形で、深さは37cmを測る。これも覆土は埋め戻しで

ある。

遺物は床に押し潰された状態で、土師器の杯・甕・

14
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鉢などが少量出土している。

第546・ 547・ 548号住居跡 (第 10・ 253図 )

AL-21グ リッドを中心に位置する。 3軒ともに、

調査区の壁面に確認された住居跡である。大半は調査

区外となるため、それぞれの規模や形状、施設等につ

いては明らかとし得ない。 3軒の重複関係は、第546

第280図  第549号住居跡出土遺物

号住居跡→第547号住居跡→第548号住居跡の順であ

る。また、第546号住居跡は第120号掘立柱建物跡に、

第M8号住居跡は第4器号土羨に切られる。

覆土はともに自然堆積を示し、後続住居による埋め

戻しは窺えなかった。

第546・ 547号住居跡の壁溝は幅約20cm、 深さ約 3

~｀
ヽ

金

三
ぶ

惚
一
一Ь
”
あ
一

ザヽ

ー
コ
旦
、お

い
、
、

一
ゝ
一＼
＼

ヽ

＼＼

11

ヽ

ヽ

Lう
~́´

_́九一

一
二

ど■1'4ζヽ

__ノ

_ノ_/_

_」

>、4
_」｀

イ

」 1-ヨ _

|    |
~~「

二J二こうで

-270-



番号 器   種 口 径 器 高  底径   胎 土 焼成 色 調 残存率 備    考

不

不

不

杯

仁E

霊 1

甕

甕

局 不

13.1

(15.6)

16.7

16.1

23.4

10。4

(18.4)

17.6

17.8

5.0

4.3

4.7

4.7

16.9

12.3

33.2

31.8

37.4

微 (W)

微 (ヽV)

微 |ヽV)

粗 iCo R)

粗 (Wo C)

微 tW.B)

粗 (Wo CI

粗 |ヽVo C.片 )

粗 (Wo C)

良

良

良

良

良

良

淡   橙
に ぶ い 橙

橙

赤   橙
橙

橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

14.0

63

72

5.3

100

50

100

70

90

100

80

90

100

赤彩

赤彩

第 125表 第 549号住居跡出土遺物観察表

釧、第548号住居跡のそれは幅約20cm、 深さ約10cmを

沢」る。

カマドなどは検出されなかったが、第M6号住居跡

では貯蔵穴状の掘り込みが見られた。径慇cm、 深さん

mである。

遺物は土師器の破片がわずかずつ出土したが、小片

のため図示できなかった。

第549号住居跡 (第 12・ 281図 )

AT-29グ リッドを中心に位置する。東隅部で第

492・ 493号土羨を切 り、南西辺を第123号溝跡、中央

を第122号溝跡、第244号井戸跡に切られる。軸長の測

れるのは一方向のみであるが、主柱穴の位置から想定

すると、全体は約6.70m× 6.25mの方形で、面積は

41。 88イ となる。主軸方向はおよそN一グ ーEである。

床までの深さは50c揃後で、覆土は人為的な埋め戻

しである。床面直上の12層は焼土を主体としており、

ドーナツ状に堆積している。但し、床面はまったく焼

けておらず、炭化材がほとんど見られない。このこと

から、この焼土層は火災に伴うものではなく、住居の

廃絶に際して投棄したものと考えられる。壁はほぼ垂

直に立ち上がり、床面はほぼ平坦である。壁溝は検出

範囲内で全周し、幅15～鰍3m、 深さは4～ 8 cmを測る。

カマドは北東壁の中央、やや東寄りに設けられる。

大半は第122号溝跡に掘り抜かれており、右袖と燃焼

部の一部が残存するのみである。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径52～Юcm、 深さ

43～60cmである。いずれも柱は抜き取られており、覆

土は乱れていた。

貯蔵穴は西隅部に備わる。上面は径70mの円形状を

呈し、深さは■釧を測る。やはり、故意に埋め戻され

ている。

遺物は床面に押し潰された状態で、土り器の外・ 局
不・甕・小型壷、 ミニチュアの外 (第426図 2)な どが

少量出上している。

第550号住居跡 (第 13・ 14・ 283図 )

AX-32グ リッドを中心に位置する。西壁を第126

号溝跡、カマド付近を第508号―L羨にそれぞれ切られ

る。全体は軸長4。 98m× 4。 80mの方形を呈し、面積は

四。∞ピを測る。主軸方向はおよそN-41° 一Wを指す。

床までの深さは30mttu後で、覆土は中層以下が自然

堆積、上層のみが故意の埋め戻しである。壁はほぼ垂

直に立ち上がり、床面は軟質でほぼ平坦である。壁溝

は幅15～ 30cm、 深さ約 5 cmを測る。

カマドは北西壁の中央に付設される。燃焼部は約47

cm× 41cmの長方形で、火床面は床から3 cm程深い。煙

道へは段をなして移行し、底面は緩やかに立ち上って

いく。煙道は長さ118cm、 幅24cmである。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径39～5&m、 深さ

16～20mである。ほとんど隅部に備わり、柱痕は観察

されなかった。位置的に特異であるが、「置き柱」のよ

うな構造であったのだろうか。

貯蔵穴は検出されなかった。

遺物はいずれも覆土中からの出土である。土師器の

不や甕、須恵器の不、土製丸玉(第423図 5)な どが見

られるが、大半は微細な破片であるため、甕 1点を図

示し得たにすぎない。

-271-

|



貯蔵穴

SE244

第281図  第549号住居跡 0貯蔵穴

r・

SK492

SJ549

Os暉

SD122

SD131

|

⑥

SD123
●
Ｎ
一
０
●

E
8

SDl

第549号住居跡 土層説明
10YR3/3暗 褐 色 土
10YR2/2 黒
10YR3/3 暗
10YR2/3 黒
10YR3/4 暗
10YR3/3 暗
10YR3/2 黒
10YR2/3 黒
10YR2/3 黒
10YR3/3 暗
10YR2/2 黒
10YR3/3 暗
10YR4/4 褐
10YR2/3黒 褐 色 土
10YR4/2 灰黄褐色土

SD134

SD122

SD122

地山粒 。焼土粒少量含む。

地山粒・焼土粒若干含む。

地山粒・ブロック多く含む。

地山ブロック・焼土粒少量含む。

地山ブロック非常に多 く含む。

地山ブロック非常に多 く含む。

地山ブロック非常に多 く、焼土粒・炭化物粒若干含む。

地山ブロック・焼土粒多く含む。

地山ブロック・炭化物少量含む。

焼土粒・炭化物多 く含む。

地山ブロック・焼土粒少量含む。

焼土ブロック・炭化物粒多く含む。

地山が多く溶け込んで形成。炭化物粒・焼土粒若干含む。

地山粒少量含む。

地山粒・焼土粒少量、灰まだらに多 く含む。

第549号 住居跡 カマ ド土層説明
a。 10YR3/2 黒褐色土 地山粒 。焼土粒若干含む。
b.10YR4/1 褐灰色土 焼土粒・炭化物粒多く、灰まだらに含む。灰層。
c.10YR3/2 黒褐色土 地山ブロック多く含む。掘 り方。

第549号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/2 黒 褐 色 土 地山ブロック非常に多く含む。
2.10YR3/2 黒 褐 色 土 地山ブロック多 く、焼土粒・炭化物粒少量含む。
3.10YR4/2 灰黄褐色土 地山ブロック・焼土粒・炭化物粒多 く含む。

第549号 住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/3 暗 褐 色 土 地山ブロック多く、焼土粒若干含む。
2.10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山ブロック非常に多 く含む。
3.10YR4/2 灰 黄 褐 色 土 地山ブロック・焼土粒・炭化物粒多く含む。
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第282図  第550号住居跡出土遺物
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第283図  第550号住居跡

SD126

SJ550

B_t5.7oom

c _rs.7oo-

第550号 住居跡 土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土ブロック多い。人為的埋め戻し。
2.10YR2/2 黒褐色土 黄褐色土粒少量含む。自然堆積層。
3.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土粒 。ブロック多い。壁の崩落土。

第550号 住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 黄褐色土粒多 く含む。主柱抜き取 り後の流入土。
2.10YR2/3 黒褐色土 柱掘 り方の充填土。
3.10YR3/2 黒褐色土 主柱抜き取 り後の流入土。焼土粒多 く含む。

E 

--ts.7oom

SK500

第550号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR2/1 黒 色 土 カマ ドヘの流入土。焼土粒 。炭化物粒少量。
b.10YR2/3 黒褐色土 流入土。焼土プロック・粒多 く、黄褐色土粒少量。
c。 10YR2/3 黒褐色土 炭化物・焼土粒多く含む。灰層。
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第 126表 第 550号住居跡出土遺物観察表
番 号 器   種 百 径  器 高

~底
径   1:: 土   焼成  色 調 残存率 備 考

甕 t165  a4 報  下 橙 破 片

第284図  第551号住居跡

SD123

B_rs.7oo-

第551号住居跡 (第 13・ 284図 )

AU-30グ リッドを中心に位置する。自然堤防の肩

部にあたる上、大部分は第123号溝跡によって切られ

ている。このため、検出し得たのは東辺部のみで、全

体の規模や形状は明らかでない。南北の軸長は約5。 20

m、 主軸方向はおよそN一∞
°
一Eである。

壁溝は部分的な検出で、幅10～ 1■m、 深さ約 3mを

沢jる。

カマドは南東隅部近くに設けられる。煙道は長さ51

釧、幅29cmで、燃焼部は不明瞭であった。袖もほとん

ど遺存せず、わずかにその基底部が確認できたにすぎ

ない。

柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

覆土からは、臼玉 (第424図 24)が 1点検出されたに

すぎない。

第552号住居跡 (第 12・ 286図 )

AS-28グ リッドを中心に位置する。北辺部で第

553・ 555号住居跡を掘 り抜く。全体は軸長5。 67m×

第 127表 第 552号住居跡出土遺物観察表

第551号住居跡 カマ ド土層説明
B′ a.10YR3/3 暗褐色土 小型の焼土プロック

含む。

b.10YR3/4 暗褐色土 焼土粒少量含む。

第285図  第552号住居跡出土遺物
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番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備    考
1

2

3

不

甑

1臣

(11■ )

16.2

(3.5)

(7.2)

(22.9)

(8.5)

粗 (W,C)
粗 (W,C)
粗 (W,C,R)

良

良

良

橙

橙

明 赤 褐

65

破片

45

比企型 赤彩
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E t5.9oom

F t5.9oom

第552号 住居跡 土層説明
1.10YR3/3 暗 褐 色 土 褐色土プロック・焼土粒少量含む :

2.10YR4/3 にぶい黄褐色±  1層 と 2層 間に赤掲色土の薄い層t:入る
3.10YR3/3暗 褐 色 土

第552号 住居跡 カマ ド土層説明
a。 10YR3/4 暗 褐 色 土 焼土粒・炭化物粒少量含む :

b。 10YR3/3 暗 褐 色 土 焼土粒・炭化物粒少量含むこ
c.10YR4/3 にぶい黄褐色土 焼土粒少量含むこ
d.10YR4/3 にぶい黄褐色土 焼土プロック多く含むこ
e.10YR4/4 褐  色  土
f.10YR4/4 褐  色  土 焼土粒少量含む 3

第552号 住居跡 柱穴土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土粒多く含む。主柱抜き取 :)後 の埋没 t
2.10YR2/2 黒褐色土 黄褐色土粒微量、Pit4は 焼土・炭化物含む ]

柱抜き取 り後の埋没± 3

3.10YR4/4 褐 色 土 黄褐色土粒 。プロック多く含む=充填土 :

6。 15mの方形を呈し、面積は34。 87ピを測る。主軸方

向はほぼN-55° 一Eを指す。

床までの深さは20～25mで、覆土は人為的な埋め戻

しと思われる。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は概

ね平坦である。壁溝は隅部付近で数箇所が途切れる。

幅は15～ 20cm、 深さは 2～ 6mである。

カマドは北東壁のやや東寄りに付設される。燃焼部

は約124釧 ×49側の長方形で、火床面は床面よりわず

かに窪まる。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径40～64釧、深さ

35～40cmである。柱は抜き取られたようで、覆土は乱

れており、柱痕も観察できなかった。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径95cm× 75cmの楕

円形を呈し、床からの深さは28cmを測る。

遺物はカマドや貯蔵穴周辺から出上しているが、い

ずれも小さな破片で量も少ない。土師器のパ・壷・甕

・甑や、日玉0自424図25)を図示し得たのみである。

=ヽ
2号住署跡 貯蔵穴土層説明
1 10YR4 6 褐 色 土 壁の崩落土。
2 10YR2 3 黒褐色土 黄褐色土粒・焼土粒・炭化物粒少量含む。

窮ユ部号住署跡  上層説明
1 10YR3 3暗 褐 色 土

2_10YR4 3 1二ぶい黄褐色土 焼土粒少量含む。
3 10YR3 3暗 褐 色 土

第■3号住居跡 貯蔵穴土層説明
1 10YR12 3 黒褐色土 黄褐色土粒・炭化物粒少量含む。
2_10YR3 3 暗褐色土 黄褐色土粒多く含む。

第ユ弼号住唇跡 カマ ド土層説明
a 10YR3 4 暗 褐 色 土 焼土ブロック少量含む。
b 10YR4 3 にぶい黄褐色土 焼土ブロック多 く含む。
c 10YR2 1 黒  色  土 焼土ブロック多く含む。砂質の灰層。

第287図  第553号住居跡出土遺物
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番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

不

甕

11.8

(16.3)

3.8

32.3 6.4

細 (W,C)
粗 (W,C)

良

良

に ぶ い 橙

赤   褐
95

70

比企型 赤彩

第 128表 第 553号住居跡出土遺物観察表

第553号住居跡 (第 12・ 286図 )

AR-28グ リッドを中心に位置する。南半部を第

552号住居跡に大きく切り取られる。よって、軸長は

南北約3.60mが測れるにすぎない。主軸方向はおよそ

N-7° ―Wを指す。

床までの深さは15cm前後で、覆土は自然堆積を示

す。壁はほぼ垂直に立ち上がり、遺存する床面は概ね

平坦である。壁溝は検出範囲内で全周し、幅10～25

m、 深さ約 5 cmを測る。

カマドは北壁の中央、わずかに西寄 りに設けられ

る。燃焼部は約104釧 ×51mの楕円形で、火床面は廉

より4 cm程掘 り込まれる。煙道は長さ80cm、 幅33cm

で、底面は燃焼部から緩やかに立ち上がっていく。

貯蔵穴は北東隅部に備わる。上面は4頚i3cmの方形を

呈し、深さは20cmを測る。

柱穴は検出されなかった。

遺物はカマド右脇の床より、土師器の不・甕、石製

紡錘車(第421図 9)な どが出土している。甕は長胴だ

が口縁はごく短く、器壁も厚い。

第 129表 第 554号住居跡出土遺物観察表

第554号住居跡 (第 13・ 288図 )

AV-31グ リッドを中心に位置する。北隅部を第

127号溝跡が微かに切り取るものの、ほぼ単独で検出

された。全体は軸長4.48m× 4。 10mの方形を呈し、面

積は18。 37どを測る。主軸方向はおよそN-42° 一Eを

指す。

床までの深さは40cm程で、覆土は自然堆積である。

壁は垂直に立ち上がり、床面は概ね平坦である。全周

する壁溝は幅15～30m、 深さ3～10mを測る。また、

南東壁中央の床面には、半円形の突堤が検出された。

その中央部には若干斜行するビット(径 15cm、 深さ15

m)があり、出入り口にかかわる施設と思われる。突

堤の規模は、長さ170m× 88cm、 幅30cm、 床面からの

高さ約 5 cmを測る。地山の黄褐色土を貝占り付けたもの

で、硬く締まっている。

カマドは北東壁の中央部、やや東寄 りに設けられ

る。燃焼部は約105釧 ×55cmの方形で、火床面は床よ

りわずかに窪んでいる。煙道は壁面中位から掘り抜か

れ、長さ114cm、 幅23cmの トンネル状を呈する。

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備 考
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

‐１

‐２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

・８

・９

２０

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

壺  (■ )

甑

(13.6)

13.6

(12■ )

13.8

(13.0)

(16.4)

(15。3)

14.5

13.8

15.0

15。7

15。9

(17.0)

16.8

(16.5)

16.5

(17.0)

(16.8)

11.3

(24.0)

5.0

4。9

5。3

4.6

(4.9)

(3.5)

(3.5)

4.9

4.9

4.4

4.7

5。 1

(5■ )

4.4

4.9

5.4

(4.8)

(5.0)

14.3

(21.3)

粗 (W,C)
微 (W)
細 (W,C)
細 (W,C)
細 (W,C)
細 (W,R)
細 (C,R)

粗 (R)

粗 (W,C,R)
粗 (R)

細 (R)

細 (W,R)
微 (W,B)
粗 (R)

細 (R)

粗 (R)

粗 (R)

粗 (R)

微 (W,B)
粗 (W,C,R)

良

良

良

良

良

良

良

赤   褐
に ぶ い 橙

橙

に ぶ い 橙

橙

浅 黄 橙
橙

橙

橙

橙

に ぶ い 橙

橙

明 赤 褐
橙

明 赤 褐
明 赤 褐
橙

橙

橙

に ぶ い 橙

50

100

70

90

30

20

30

85

100

80

75

100

60

95

50

100

35

45

95

50

比企型 赤彩
内外黒色処理

内外黒色処理

内外黒色処理

小針型
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10。 10YR3/3
11.10YR3/2
12.10YR3/1

13.10YR3/2
14.10YR6/1
15.10YR4/3
16。 10YR4/2

暗 褐 色 土

黒 褐 色 土

黒 褐 色 土

黒 褐 色 土

褐 灰 色 土

にぶい黄褐色土

灰 黄 褐 色 土

第554号住居跡 カマ ド土層説明
a。 10YR4/3 にぶい黄褐色土
b.10YR3/2黒 褐 色 土
c.10YR3/3暗 褐 色 土
d.10YR3/3暗 褐 色 土

e.10YR3/1黒 褐 色 土

第554号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/3暗 褐 色 土
2.10YR4/4 褐  色  土
3.10YR4/3 にぶい黄褐色土
4。 10YR5/3 にぶい黄褐色土

地山ブロック多く含む。天丼部。

地山粒・焼土粒・炭化物粒少量含む。

地山ブロック多く含む。構築部の崩落。

焼土ブロック非常に多い。天丼部の崩

落。

炭化物・灰非常に多く含む。灰層。

地山粒少量含む。柱痕。

地山ブロック非常に多く含む。貼 り床。

地山ブロック含む。充填土。

地山ブロック多く含む。充填土。

炭化物粒 。地山少量含む。

地山粒若干含む。

地山粒 。ブロック、焼土粒・炭化物粒

少量含む。

地山プロック・炭化物粒 。焼土粒多い。

非常に粘性高い。

地山ブロック非常に多い。埋め戻 し。

地山ブロック非常に多い。埋め戻 し。

第554号住居跡 土層説明 (貯蔵穴含む)
10YR3/2 黒 褐 色 土 地山粒若干含む。
10YR3/2 黒
10YR3/3 暗
10YR2/2 黒
10YR2/2 黒
10YR2/2 黒
10YR4/3 にぶい黄褐色土 炭化物粒若干、地山多 く含む。
10YR2/2 黒 褐 色 土 地山粒・焼土粒 。炭化物粒少量。
10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山ブロック多く含む。
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第289図  第554号住居跡出土遺物

邊爾冤璽勁 10
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16
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20

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径34～39cm、 深さ

63～83mである。いずれも明瞭な柱痕を有し、根固め

の充填土も確認された。上面は柱部分を除き、貝占り床

でふさがれている。

東隅部に備わる貯蔵穴は、付け替えが行なわれてい

る。新貯蔵穴は一旦旧貯蔵穴を埋め戻し、その後に掘

削し直したものである。新貯蔵穴の上面は径78cm× 47

cmの楕円形で、床からの深さは3詭mを測る。

遺物は床面に散在するものの、大半は小さな破片で

ある。土師器の外や甕、土製丸玉(第423図 7)な どが

見られるが、杯以外は図示できたものが少ない。

第555号住居跡 (第 12・ 290図 )

AR-28グ リッドを中心に位置する。北西隅部を第

557号住居跡、南東隅部を第552号住居跡に切られる

他、南西部を第123・ 124・ 136号溝跡に大きく掘 り抜

かれる。第544・ 545号土羨との重複関係は確認できな

17

18

5

6
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第290図  第555号住居跡

SJ557

第555号住居跡 土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土粒多 く含む。
2.10YR4/6 褐 色 土 黄褐色土粒多量に含む。

第555号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR5/8 黄 褐 色 土 焼土粒 。ブロック主体。黒褐色

土含む。天丼部崩落土。

b.10YR2/3 黒 褐 色 土 焼土粒・炭化物粒少ない。
c.5YR3/6 暗赤褐色土 焼土ブロック・炭化物・灰多 く

含む。

SK544

貯蔵穴

SJ552

SJ552

m

第555号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR2/1 黒 色 土 黄褐色土ブロック少量含む。
2.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土ブロック多 く含む。
3.10YR3/2 黒褐色土 黄褐色土ブロック多 く含む。充填土。

第555号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土ブロック多い。人為的埋め

戻し。

2.10YR3/2 黒褐色土 黄褐色土粒 。ブロック多い。壁の崩
落土。
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第291図  第555号住居跡出土遺物
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第 130表 第 555号住居跡出土遺物観察表

第292図  第556号住居跡出土遺物
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番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備 考

不

不

1菫

甕

甕

12.8

(11.8)

(18.6)

(15。0)

4.3

(4.3)

(4.3)

(19.6)

(16.2)

5。8

粗 (R)

微 (W,B)
粗 (W,片 )
細 (W,R)
細 (W,R)

劣

良

良

良

橙

灰   白
に ぶ い 橙

橙

橙

75

40

破片

35

破片

5と 同一個体
4と 同一個体

＼

/＼

｀
＼、

/

――一ヘノ＼

」

>
／

ヽ
　

ヽ

ヽ
　
ヽ

＼
＼

｀
■、
|

」

＼ 、 、

|

ヽ鋤

_」
＼
く

｀   |
｀ヽ
劇

-282-

m

|

ヽ`
 ヽ| キ |
Li_1_一 二

一ヨ「～「
「
．́
　
´

2

ヽ

｀
、Tて ヽ 、`

3

4

…

‥

．
‥

．
≡
〓
〓
．〓重
重
一一一一壌

一瑾

一一菫
一菫
一環
理

職
一一一一重

重

選

一瑾

壕

理

瑾

理

一一一一一一一一一一一一一一一一



器   種 口 径  署 高  寝径   1:: 土  焼成  色 調 残存率 備 考

甕

甕

甕

甕
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橙
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破

Ｉ
破

第 131表 第 556号住居跡出
…

妻

かった。主柱穴の位置より推測すると、全体は軸長

7。 10m× 7.00mの方形で、面積は■.mご となる.主軸

方向はおよそN-12° 一Wを指す。

床までの深さは10～mmで、覆土は人為的な埋め戻

しと考えられる。壁の立ち上がりは急で、床面はほぼ

第293図 第556号住居跡

SD123

B _ t5.8oo- c_ ts.8oo-

SD123

m

第556号住居跡 土層説明
10YR3/3 暗褐色土 焼土粒少量含む。
10YR3/4 暗褐色土 褐色土粒少量含む。
10YR2/3 黒褐色土 焼土ブロック含む。

第556号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/4 暗 褐 色 土 焼土粒・褐色土粒含む。
2.10YR3/3 暗 褐 色 土 褐色土ブロック少量。
3.10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山プロック。

平坦である。但し、地震によって段差を生じており、

北東部は一段高くなっている。壁溝は幅10～ 15cm、 深

さ約 5 cmを測る。

カマドは北壁の東寄 りに付設される。燃焼部は約

11■m× 57cmの楕円形で、火床面は平坦である。

柱穴は主柱穴が 3本検出された。径52～7髄m、 深さ

59～88cmで、覆土は乱れ柱痕は観察できなかった。南

西に予想される 1本は、第123号溝跡により削り取ら

れてしまったようである。

貯蔵穴は北東の隅部に備わる。上面は径126錮 ×80

mの不整形で、床からの深さは32cmを測る。

遺物は土師器の外や甕など、少量の破片が覆土中よ

り出土している。

第556号住居跡 (第 12・ 293図 )

AS-28グ リッドを中心に位置する。自然堤防の肩

部に存在する上、大半は第123号溝跡に切り取られて

いる。このため、検出できたのは北東辺のみで、全体

の規模や形状、カマドなどは明らかとし得なかった。

測り得る一方の軸長は約5.20mで、北を指準とした時

の軸方向は、おおよそN-30° 一Wとなる。

わずかに残る覆土は、自然堆積のようである。壁溝

は検出範囲で全周し、幅約20cm、 深さ約 6 cmを測る。

貯蔵穴は北隅部に備わる。上面は径55m× 65mの楕

円形で、床からの深さは18cmを測る。

カマド●柱穴は検出されなかった。

遺物は貯蔵穴周辺の床面より、土師器の壷や甕など

が出±1している。

第557号住居跡 (第 12・ 294図 )

AR-27グ リッドを中心に位置する。南隅で第555

号住居跡を切り、北隅を第559号住居跡に切られる。

全体は軸長6。 15m× 6。 20mの方形を呈し、面積は38.13

イを測る。主軸方向はおおよそN―Ю
°
一Eを指す。

貯蔵穴

SJ556
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貯蔵穴

第294図  第557号住居跡

SJ559

C  15900m

SJ537・ 530

P:

SJ559

P=

第557号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/1 黒褐色土 焼土粒微量含む。人為的埋め戻 し。
2.10YR3/2 黒褐色土 黄褐色土ブロック・粒多く含む。人為的埋め戻し。

SJ555

SD123

第557号 住居跡 カマ ド土層説明
a。 10YR2/1 黒色土 天丼部焼土の崩落土。
b.10YRl.7/1 黒色土 炭化物層。焼土粒少量。

第557号 住居跡 土層説明 (柱穴含む)
1.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土ブロック多 く含む。埋め戻し。
2.10YR2/2 黒褐色土 焼土粒多 く含む。壁際の自然堆積層。
3.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土粒多 く含む。壁溝への流入土か。
4.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土粒多 く、炭化物少量含む。主柱

抜き取 り後の人為的埋め戻し。

5。 10YR3/2 黒褐色土 黄褐色土粒 。ブロック多い。主柱抜き取
り後の人為的埋め戻し。

6.10YR3/1 黒褐色土 黄褐色土ブロック多 く含む。充填土。

Ｅ
８
６
●

　̈

　

く

P`

m
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第295図  第557号住居跡出土遺色
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番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備 考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ю

Ｈ

ｌ２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

杯

不

甑

甑

甕

甕

EE

霊1

15.8

14.4

14.7

15.0

14。9

(14.8)

(13.6)

(13.4)

12.9

13.7

13.6

13.4

(13.2)

(21.6)

25.0

14.8

(15。0)

(13■ )

19.0

4.8

(4.3)

4.0

4.4

3.9

(4.6)

4.9

(4.4)

4.1

4.4

4。2

4.5

(4.3)

22.3

29.6

(18.4)

(10.3)

17.5

(11。9)

(7.2)

7.8

6.1

微 (W)

微 (W)

微 (W)

微 (W)

粗 (R)

微 (W)

微 (W)

微 (W)

細 (W,C)
細 (W,C,R)
微 (W)

微 (W,B)
細 (W,C)
細 (W,R)
粗 (R)

礫 (W,C,片 )
礫 (W,C)
礫 (W,C)
糸田 (C,R)

良

良

良

良

良

良

良

良

劣

良

良

劣

劣

良

橙

橙

明 赤 褐
橙

橙

明 赤 褐
明 赤 橙
橙

橙

橙

橙

橙

明 赤 褐
橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

橙

明   褐
橙

95

75

70

95

100

40

60

50

100

60

95

100

45

30

95

70

破片

75

破片

内外黒色処理

内外黒色処理

第 132表 第 557号住居跡出土遺物観察表

床までの深さは 5～15cmと一定せず、覆土は人為的

な埋め戻しを示す。壁は垂直に立ち上がり、凹凸のあ

る床面は、中央部がやや高まる。壁溝はほぼ全周し、

幅15～ 20cm、 深さ約10cmを測る。

カマドは北東壁の中央部、いくぶん東に寄って付設

される。燃焼部は約6%m× 48cm、 火床面は床から3 cm

程窪む。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径65～7■m、 深さ

34～68cmである。柱は抜き取られ、その後埋め戻され

ている。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径78釧×102mの

長方形を呈し、深さは64cmを測る。これも人為的に埋

め戻されている。

遺物は貯蔵穴周辺の床面を中心に、土師器の不・壷

・甕・甑などが出土している。

第558号住居跡 (第 11・ 298図 )

AQ-27グ リッドを中心に位置する。周囲に分布す

る第559・ 560・ 561・ 562・ 563・ 564号住居跡を切り、

第543号土娠に切られる。なお、第532・ 566号住居跡、

第542号土羨、第133号溝跡との新旧関係は確認できな

かった。全体は軸長9.65m× 7。 95mの長方形で、面積

は%.72イ を測る。主軸方向はおよそN-51° ―Wを指

す。

床までの深さは20～30cm、 覆土は人為的な埋め戻し

である。壁は垂直に立ち上がり、床面はほぼ平坦であ

る。壁溝はほぼ全周し、幅約1■m、 深さ約1%mを測る。

カマドは北西壁の西寄りに設けられる。燃焼部は約

132釧×52cmと 細長く、火床面は床面より5 cm程深い。

その中央部には、地山を用いた支脚が造り付けられて

いた。煙道は長さ7髄m、 幅44mで、底面は緩やかに立

ち上がっていく。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径40～65m、 深さ

36～∞mである。柱痕は観察されず、覆土は乱れてい

た。柱は抜き取られたものと思われる。

貯蔵穴は西隅部に備わる。上面は径∞側の円形を呈

し、深さは床から4%mを測る。また、カマドの右脇に

は 2基の小型土娠が存在する。土羨Aは径54側の円形

で、深さ13c恥 土羨Bは径80m× 30cmの楕円形で、深

さは7mである。ともに浅い掘り込みで、遺物を含ん

でいた。

遺物は少量ながら、土師器の不・甕、石製紡錘車

(第421図 11)、 滑石製の小玉(第422図 29)、 土製の丸玉

り契23図 6)などの出土があった。
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第296図  第558号住居跡出土遺範
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第 133表 第 558号住居跡出土遺物観察表

第559号住居跡 (第 11・ 299図 )

AQ-27グ リッドを中心に位置する。第557号住居

跡を掘 り込んで構築され、その後埋め戻されて、第

558・ 560・ 562号住居跡、および第543号土療に切られ

る。第561・ 563・ 564・ 565号住居跡との新旧関係は確

認できなかった。全体は軸長6。 40m× 6。 45mの方形を

呈し、面積は41。 28イを測る。長軸方向はおよそN―

23° ―Wを指す。

床までの深さは約12釧、覆土は人為的な埋め戻しで

ある。壁の立ち上がりは急で、床面はほぼ平坦であ

る。壁溝は検出範囲でほぼ全周し、幅15～ 30cm、 深さ

5～10cmを測る。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径63～85cm、 深さ

58～100mである。柱は抜き取られており、覆土は乱

第 134表 第 559号住居跡出土遺物観察表

れていた。

カマド●貯蔵穴は検出されなかった。

遺物の出土は主柱穴P3な どから、土師器の不や甕、

日玉OF424図26)が出土している。

第297図  第559号住居跡出土遺物

Ocm

番号 器   種 口 径 器 高  豪径   賠 土   焼成  色 調 残存率 備 考

不

不

不

不

甕

甕

霊I

(16.0)

(15。5)

21.2

15。5

(13.6)

11.8

(42)

(4.ア )

(4.4)

(7.0)

(4.4)

(9.0)

粗 R
微 W
微 W.B
粗 R

粗 W.片 |

58 1豊 ‐ .Co R
■9 粗 IW.R

良

劣

良

良

明

橙

橙

赤

橙

橙

橙

褐

に い 橙

35

30

70

95

破片

破片

破片

器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

不

不

甕

(11.9)

(11.8)

(19。7)

3.8

(3.2)

(9.2)

細 (W,B,R)
糸田 (W,B,R)
細 (W,R)

良

良

橙

に ぶ い 橙

に ぶ い 橙

50

20

破片

赤彩
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第298図  第558号住居跡

住居内土墳 B

SJ558

SJ560

F′
第558号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR6/4 にぶい黄橙色土
b.10YR2/1黒 色 土

c.10YR2/1黒 色 土

d.10YRl.7/1 黒  色  土

第558号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/4 暗褐色土 地山小ブロック含む。
2.10YR2/1 黒 色 土 炭化物多 く含む。

,2

SJ563

SJ504

SJ561

天丼部粘土の残欠。

焼土ブロック・焼土粒主体。天丼部内面焼土化部の崩落土。

焼土粒少量、炭化物やや多 く含む。カマ ド内への流入土。

炭化物層。

Q

~~~~~＼

Sillノ

リD

SJ565

SJ559
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貯蔵穴
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零
2

第558号住居跡 土層説明
1.10YR3/4 暗褐色土 黄褐色土ブロック多 く含む。人為的埋め戻し。
2.10YR2/2 黒褐色土 黄褐色土粒多く、焼土粒少量。人為的埋め戻 し。
3.10YR2/2 黒褐色土 基本的に 2層 と同じ。やや黄褐色土粒の量が多い。

第558号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/4 暗褐色土 地山ブロック、少量の焼土粒含む。
2.10YR3/3 暗褐色土 地山小ブロック含む。
3.10YR4/4 褐 色 土 地山の崩れ。

4r―Wとなる。

床までの深さは10mttu後、覆土は人為

的な埋め戻しかと思われる。床面は概

ね平坦で、第559号住居跡の床を嵩上げ

するよう、貝占り床を施している。壁溝

は検出範囲で全周し、幅約15cm、 深さ約

6釧を測る。

貯蔵穴は東隅部に備わる。上面は径88

cmの方形を呈し、床面からの深さは約50

mを測る。覆土の上半は、やはり埋め

戻しである。

カマド●柱穴は検出されなかった。

遺物は貯蔵穴より、土師器の外・高

杯・甕が出土したのみである。

第561号住居跡 (第 11・ 302図 )

AQ-27グ リッドに位置する。大部分

を第558号住居跡、第543号土羨に切られ

るため、東壁と主柱穴を検出したにと

どまる。故に、第560・ 562・ 563・ 564号

住居跡、第246号井戸跡との新旧関係は

確認できなかった。軸長は南北約4。 50m

で、北を指準とした時の軸方向は、お

よそN-54° 一Eとなる。

東隅部に見られる壁溝は幅約12cm、 深

さ約 3 cmである。床面はほとんど残っ

ていない。

柱穴は主柱穴が 4本検出された。径34

～43cm、 深さ20～33mである。いずれも

覆土は乱れており、充填の様子や柱痕

も観察されなかった。

ヨ
ら
Ｙ
∽

第560号住居跡 (第 11・ 300図 )

AQ=27グ リッドを中心に位置する。埋め戻された

第559号住居跡を大きく切り込み、埋没(埋め戻し?)

後、第558・ 562号住居跡に切られる。東西の軸長は約

4.00mで、北を指準とした時の軸方向は、およそN―

0         2m カマド●貯蔵穴、および遺物は検出
|                |

されなかった。

第562号住居跡 (第 11・ 300図 )

AQ-27グ リッドを中心に位置する。第559・ 560号

住居跡を切り、第558号住居跡、第543号土羨に切られ

る。第561・ 563・ 564号住居跡との新旧関係は確認で

きなかった。全体は軸長5。 88m× 4.55mの方形を呈

|
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SJ559
P4

第299図  第559号住居跡

SJ565

SK543
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P2

SJ558

第559号住居跡 土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土
黄褐色土ブロック多く含む。

人為的埋め戻し。

第559号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/3暗 褐 色 土
地山ブロック含む。

2.10YR2/3黒 褐 色 土
地山ブロック・少量の焼土粒

含む。

3.10YR4/4 褐  色  土
地山の崩れ。

4.10YR4/3 にぶい黄褐色土
地山ブロック多 く、焼土粒少

量含む。

０
３

つ
の

SJ557
Ｅ
８
９
口
‥―
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SJ560
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貯蔵穴

第300図  第5600562・ 56305“ 号住居跡

9- ts.goo-

し、面積は26.75ピ を測る。長軸方向はおよそN-53°

一Wを指す。

床までの深さは10～20mで、覆土は人為的な埋め戻

しと思われる。床面のほとんどは、第588号住居跡に

削り取られている。検出された壁溝は幅約1生m、 深さ

SJ503

墨

約 3mを測る。

カマド●柱穴・貯蔵穴等は検出されなかった。

遺物は土師器の小片を数点出土したのみで、図示す

るには至らなかった。

、ィ/■

ヽ日貶

劇 ヨ

“

SK543

第560号住居跡 土層説明
1。 10YR2/3 黒褐色土 焼土粒・黄褐色土粒少量含む。堆積状況は判断できない。

第560号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/3 暗 褐 色 土    焼土プロック含む。
2.10YR2/1 黒色土 +10R4/6赤 色土 炭化物と焼土の層。
3.10YR5/3 にぶい黄褐色土    地山褐色土ブロック多く含む。砂質。

＼

、

＼
一

／

ｆ

／
／

／
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第 135表 第 560号住居跡出土遺物観察表

第301図  第560号住居跡出土遺物

第302図  第561号住居跡

A 
_t5.9oom

B t5.9oo-

第563号住居跡 (第 11・ 300図 )

AQ-27グ リッドを中心に位置する。大部分を第

558号住居跡に削り取られるため、北隅部の壁溝を確

認したにすぎない。よって、全体の規模や形状などに

ついては明らかとし得ない。

壁溝は幅約15cm、 深さ約 2 cmを測る。

カマド●貯蔵穴・柱穴・遺物は検出されなかった。

第564号住居跡 (第 11・ 300図 )

AQ-27グ リッドを中心に位置する。

第563号住居跡同様、そのほとんどを第

558号住居跡に削り取られているため、

ゴ躙呂のごく一部を検出したにとどまる。

主柱穴などの施設も不明であり、全体の

規模や形状などについては明らかとし得

ない。

壁溝・ カマド●貯蔵穴・柱穴、および

遺物の検出ははなかった。

第565号住居跡 (第 11・ 303図 )

AR-27グ リッドを中心に位置する。

自然堤防の肩部に構築されている上、南

西部は第123号溝に大きく切 り取られて

◎
Ｐ２

SK543

SE246

P3 P4

いる。このため、検出は壁溝のごく
二部

―↑  に限られ、全体の規模や形状、第559号

住居跡との新旧関係などについては明ら

かとし得なかった。

検出された壁溝は幅約17cm、 深さ約 2

cmを測る。

カマド●柱穴・貯蔵穴等は検出されな

かっまこ。

遺物は甕と思われる土師器の破片が 1

点出土しているが、微細なため図示でき

なかった。

第561号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/4暗 褐 色 土
2.10YR4/3 にぶい黄褐色土
3.10YR5/4 にぶい黄褐色土
4.10YR3/3暗 褐 色 土
5.10YR3/3暗 褐 色 土

焼土粒少量含む。

地山ブロック。

地山ブロック多 く含む。

地山褐色土小ブロック多 く含む。

炭化物粒少量含む。

器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

不

一局 杯

12.1

(5。 7) 10.8 Ｒ

Ｒ

Ｃ

粗

粗

良

普

橙

灰 白

100

脚部 90

-292-



第303図  第565号住居跡 第566号住居跡 (第 11・ 304図 )

AQ-26グ リッドを中心に位置する。北西壁で第

567号住居跡を切り、埋め戻された後、南西部の大半

を第123・ 124号溝跡に切り取られる。このため、全体

の規模や形状などは明らかでないが、軸長の一方は約

5。 95mで、北を指準とした時の軸方向はおよそN-32
°
一Wとなる。

床までの深さは最大35cm程で、覆土は人為的な埋め

戻しである。壁の立ち上がりは急で、床面は中央部が

やや高まるようである。壁溝は検出範囲で全周し、幅

約Юcm、 深さ約 5mを測る。

貯蔵穴はゴ躙呂部に備わる。上面は径225cm× 103mの

不整形で、床からの深さは25～60cmを測る。これも覆

土は埋め戻されたものである。

カマド●柱穴は検出されなかった。

遺物は貯蔵穴より、土師器の不・甕・甑、床面上よ

り須恵器の無蓋高杯・蓋などが出土している。

B-r5.9oo-

~こ

SJ550

m

第304図  第566号住居跡

! 
-ts.soo-

第566号住居跡 土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 焼土ブロック・炭化物含む。
2.10YR2/3 黒褐色土 地山褐色土ブロック、少量の褐色土粒含む。
3.10YR2/2 黒褐色土 炭化物粒少量含む。
4.10YR4/4 褐 色 土 地山ブロック。

第566号住居跡 住居内土墳土層説明
1.10YR2/3 黒褐色土 焼土粒・炭化物粒少量含む。
2.10YR3/2 黒褐色土 黄褐色土粒 。ブロック多く含む。
3.10YR2/3 黒褐色土 黄褐色土ブロック多く含む。

SJ567

S● 123・ :24 口

'3

SJ506

SJ550

-293-
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第305図  第566号住居跡出土遺物
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第 136表 第 566号住居跡出土遺物観察表

第567号住居跡 (第 11・ 306図 )

AQ-26グ リッドを中心に位置する。南西辺で第

568号住居跡を掘 り抜き、埋め戻された後、東隅部を

第535号住居跡のカマドに、南東壁を第566住居跡と第

133号溝跡に切られる。全体は軸長5。 44m× 5。 47mの

方形を呈し、面積は29.76イを測る。主軸方向はおよ

そN-32° ―Wを指す。

床までの深さは20～25cm、 覆土は人為的な埋め戻し

である。壁の立ち上がりは急で、床面はほぼ平坦であ

る。部分的に途切れる壁溝は、幅約20m、 深さ約 4錮

を測る。

4本検出された主柱穴は、位置的にはかなり隅部へ

寄っている。径55～75m、 深さ50～67cmである。いず

れも柱は抜き取られたらしく、覆土は乱れていた。

カマドや貯蔵穴は確認できなかったが、南隅部に 2

基の土羨を検出した。土羨Aは径60cmの円形で、床か

らの深さはZcmを測る。隣接する土羨Bは径45cm× 60

cmの楕円形で、深さは17cmと浅い。

遺物は住居跡の中央部、および南西の壁際に集中し

て見出された。多くは小さな破片であり、床面からは

浮いた状態であった。

第568号住居跡 (第 11・ 306図 )

AQ-25グ リッドを中心に位置する。大半を第567

号住居跡、第123・ 124号溝跡に掘り抜かれ、北西壁と

床の一部が検出されたにすぎない。このため、全体の

規模や形状、施設等については明らかとし得ない。

床までの深さは約17cmで、覆土は故意の埋め戻しと

判断される。

壁溝 ●カマド●貯蔵穴・柱穴、および遺物は検出さ

れなかった。

種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼 成 色 調 残存率 考

不

須恵器無蓋高不?

須 恵 器 蓋

甕

甕

甑

(11.6)

(17.0)

(11.8)

16.9

22.2

(4。 3)

(5.2)

4.3

(6.6)

(15.5)

23.6

(15。6)

8.0

細 (C,R)

細 (W)

(針 )

微 (W,B)
粗 (W)

粗 (W,C,片 )

良

良

灰 黄 褐
灰   白
灰

にぶい黄橙

明 赤 褐
橙

50

破片

35

破片

60

100

末野 ?

南比企
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第306図  第5670568号住居跡

s● 117

SJ568

Q6

SD123

SD124 03

SJ567

10。熟 t3°フ‐
1ぷ

R

べ作
´
」ツ

０

住居内土墳 B

SJ566
SD133

口  15,00m

0 15.0∞m

第567号 住居跡 土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 地山褐色土ブロック含む。下部に土器片多 く含む。
2.10YR2/3 黒褐色土 地山褐色土ブロック含む。土器片 。焼土ブロック・焼土粒

多 く含む。

3.10YR2/1 黒 色 土 炭化物の薄い層。

第567号 住居跡 住居内土墳A土層説明
1.10YR3/2 黒褐色土 黄褐色土粒・黒褐色土粒を多く含む。
2.10YR2/2 黒褐色土 底部に黄褐色土粒少量含む。

R

第567号 住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/2黒 褐 色 土
2.10YR2/3黒 褐 色 土
3.10YR3/3暗 褐 色 土

4.10YR4/3 にぶい黄褐色土

第568号 住居跡 土層説明
1.10YR3/4 暗褐色土 灰色粘土少量含む。

m

黄褐色土粒少量含む。主柱抜き取 り後の堆積層。

黄褐色土ブロック・焼土ブロック多い。

黄褐色土ブロック多い。主柱抜き取 り後の人為的

埋め戻 し。

黄褐色土ブロック多い。充填土。

一
３

フ
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第307図  第567号住居跡出土遺物

8

10

12

13

14

lj

ll

18

7 15 17

第569号住居跡 (第 12・ 308図 )

AR-27グ リッドを中心に位置する。自然堤防の肩

部に構築されており、斜面方向は既に流失していた。

さらに、北東部はそのほとんどを第136号溝跡に切ら

れているため、全体の規模や形状、施設等については

明らかとし得ない。軸長の一方は約3.35mを測り、主

軸方向はおよそN-44° ―Wを指す。

床までの深さは 7～ 16cmで、覆土は自然堆積と考え

られる。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は南東から

ゴ晒 へわずかに傾斜する。壁溝は南:束の一―部が検:出さ

れた。幅約13cm、 深さ約 5mである。なお、床面には

炭化材の出土が見られたが、床自体は焼けておらず、

焼土の堆積も認められなかった。

カマドは南東壁に設けられる。燃焼部は約88cm× 42

|＼
、
　

―

―
―
―
―
―

ヽJ
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｀ J
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′
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第 137表 第 567号住居跡出土遺物観察表

第308図  第569号住居跡

調査区外 SD136

cmの長方形で、火床面は床よりわずかに窪む。

柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は覆土中より、土師器の赤彩不や甕などが出土

している。いずれも細かい破片のため、図示し得な

かった。

第570号住居跡 (第 7・ 310図 )

Y-20グ リッドを中心に位置する。本跡以降は、調

査区の拡張に伴って検出されたものである。位置的に

はC区の北辺、新幹線と悪水路の交差部付近である。

住居跡の東側は調査区外になり、壁や床は第125号

掘立柱建物跡に掘り抜かれる。このため、全体の規模

や形状は明らかでない。南北の軸長は約3.∞ mで、主

軸方向はおよそN-2ぴ 一Wを指す。

床までの深さは10cm前後、覆土は自然堆積のようで

ある。床面は中央部がわずかに高まるが、全体的には

北へ向けてやや傾斜する。壁溝は検出範囲で、幅約10

m、 深さ約 6釦を測る。

カマドは北壁に設けられる。燃焼部は約77cm× 52cm

の楕円形で、火床面は緩やかに立ち上がっていく。

柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は少量ながら、土師器の不や甕、須恵器の不や

蓋の破片を出土している。

Ｅ
８

ｏ
６
一
　

く

ｃ
　

ゆヽ
晰

ｎ̈
瓶
晰愉

５・６ｏｏｒ
ｍ

ｃ‐一
愈

第569号住居跡
1.10YR3/4
2.10YR3/3
3.10YR4/3
4.10YR3/3
5.10YR4/3

土層説明

暗 褐 色 土

暗 褐 色 土

にぶい黄褐色土

暗 褐 色 土
にぶい黄褐色土

地山粒若干・炭化材含む。

地山粒・炭化物粒・焼土粒多 く含む。

地山粒多く含む。

地山粒多 く含む。

焼土粒・炭化物粒少量含む。

第569号住居跡 カマ ド土層説明
a。 10YR4/3 にぶい黄褐色土 焼土粒・炭化物粒少量含む。
b.10YR2/3 黒 褐 色 土 焼土粒 。炭化物少量含む。

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

不

不

不

杯

不

甑

EE

生EI

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

局 不

(11.0)

(11。9)

11.7

(12.3)

(17.5)

20。 7

18.0

15。4

17.0

18.0

16.9

(15。7)

(6.2)

4.3

(4.0)

4.7

(3.8)

(5.6)

11.7

(5.6)

(8.5)

(4.5)

15.5

(14。 1)

(10。3)

(24.1)

(6.7)

(11.0)

(3.0)

(4.2)

(8.3)

4.0

(9。 9)

7.0

5.4

6.8

6.7

(7.7)

粗 (C,R)

糸田(B,R)

細 (B,R)

礫 (W,B,R)

微 (B,R)

粗 (W)

粗 (W,R)

糸田(C,R)

礫 (W,B,R)

粗 (W,R)

礫 (W,片 )

礫 (W,C,R)

粗 (W)

粗 (W,B,R)

粗 (W,C)

礫 (W,R)

礫 (W,B,R,片 )

礫 (W,B,R)

良

良

良

良

劣

良

良

良

良

良

橙

浅 黄 橙
に ぶ い 橙

にぶい黄橙

に ぶ い 橙

にぶい黄橙

橙

橙

に ぶ い 橙

橙

に ぶ い 橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

黒   褐
橙

褐

灰   褐

65

25

50

50

30

95

破片

破片

破片

75

25

20

30

破片

破片

破片

破片

破片

比企型 赤彩

赤彩

木葉痕
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第309図  第570号住居跡出土遺物
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第 138表 第 570号住居跡出土遺物観察表

第310図  第570号住居跡 第571号住居跡 (第 7・ 311図 )

Y-20グ リッドを中心に位置する。その大部分は第

198号住居跡、撹乱坑に切られる上、拡張前に設けた

排水側溝でも切断してしまった。このため、検出し得

たのは南西壁と西隅部、および床面の一部のみであ

る。残存部から推定される住居跡の全体は、軸長5。 95

m× 4。 08mの長方形で、面積は24.28ピ となる。また、

北を指準とした時の軸方向は、およそN-54° ―Eで

ある。

床までの深さは最大で約10m、 覆土は人為的な埋め

戻しと判断される。床も遺存状態が良くないが、概ね

平坦である。

カマド●柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は土師器の外や甕(古墳時代後期)が少量出土し

たが、いずれも微細な破片であるため、図示するには

至らなかった。

第572号住居跡 (第 7・ 313図 )

X-19グ リッドを中心に位置する。第574号住居跡

に掘り抜かれるが、壁と壁溝の一部を検出したに過ぎ

ず、第12号柵列跡、第554～ 557号土娠、第250・ 252・

253・ 263号井戸跡との新旧関係は確認できなかった。

主柱穴の位置から推測すれば、北西一南東の軸長は約

6.mmで、北を指準とした時の軸方向は、およそN一

3

s8,26

調査区外

SJ570

ヽ

B t6.ooom

第570号住居跡 土層説明
1.10YR3/3 暗 褐 色 土 焼土ブロック・炭化物粒を含む。
2.10YR4/3 にぶい黄褐色土 炭化物粒を少量含む。

第570号住居跡 カマ ド土層説明
a.10YR2/2 黒 褐 色 土 焼土ブロック多い。下底部に薄い炭化物層。
b.10YR4/3 にぶい黄褐色土 褐色土ブロック。

Ｅ
０
０
０
．０
一　
　
く，

m

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色 調 残存率 備 考

不

須 恵 器 杯

須 恵 器 蓋

甕

甕

(14.8)

(13.8)

(21.8)

(3.3)

(1.2)

(1.5)

(10■ )

(7.8)

(8.6)

5.5

細 (W,B)
細 (W,F,針 )
細 (W,片 )
細 (W,B,R)
細 (W.B)

良

良

良

良

橙

灰   黄
灰 黄 褐
橙

橙

破片

破片

破片

破片

破片

南比企
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第311図  第571号住居跡

排水側溝

SJ198

A_t6.toom

第571号 住居跡 土層説明
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土

地山に近似。

第312図  第572号住居跡出土遺物

第 139表 第 572号住居跡出土遺物観察表

44° ―Wとなる。

検出した壁溝は幅約20m、 深さ約 3mを測る。床面

は南東から北西へわずかに傾斜する。

検出された 2本の柱穴は、位置的に見て主柱穴と思

われる。大きさは径40～ 68cm、 深さ37～52cmである。

柱痕は観察されず、覆土は乱れていた。北東に予想さ

れる2本は、精査したが検出できなかった。カマド●

貯蔵穴についても同様である。

遺物は残存する覆土から、土師器の杯や須恵器の甕

・杯が出土している。

第573号住居跡 (第 7・ 314図 )

X-20グ リッドを中心に位置する。西隅部分を検出

したにとどまり、大半は東側の調査区外となる。この

ため、全体の規模や形状、施設などについては明らか

でない。北を指準とした時の軸方向は、ほぼN-30°

―Wとなる。

床までの深さは 7 cm程で、覆土は自然堆積と思われ

る。壁溝は検出範囲で全周し、幅15～ 1■m、 深さ7～

10cmを測る。床面は中央部がやや高まるようである。

カマド●貯蔵穴・柱穴は検出されなかった。

遺物の出土は微量で、かつ細片ばかりであった。須

恵器の蓋や土師器の甑などが見られる。

10cm

撹乱

SJ198

4

SJ198

番号 器   種 口 径 器 高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

1

2

3

4

5

杯

不

須 恵 器 不

須 恵 器 不

須 恵 器 甕

(10.4)

(12.6)

(11.9)

(12.0)

(2.9)

(3.2)

(3.6)

(2.9)

(8.2)

(6.3)

(5.0)

糸田 (W,B,R)
粗 (R)

微 (F,針 )
細 (W)
粗 (W)

良

良

良

橙

にぶい黄橙

灰

灰

灰

20

破片

25

破片

破片

南比企

-299-
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第313図  第5720574号住居跡

調査区外

調査区外

SD77

SJ193
SE254

B to.ooo'''

SK554

第572号住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/4 暗 褐 色 土 褐灰色土粘土 。多量の焼土ブロック含む。
2.10YR3/3 暗 褐 色 土 焼土ブロック少量含む。
3.10YR4/3 にぶい黄褐色土

SJ572

第574号住居跡 土層説明
1.10YR2/2 黒褐色土

SE250

濡≡ヽ
kにり

c 16.000m
sJ572

SK504

-300-

SK504
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第314図  第5730579号住居跡

第 140表 第 573号住居跡出土遺物観察表

第315図  第573号住居跡出土遺物

1- to.ooo-

SK552

| _te.ooom

第573号住居跡 土層説明
1.10YR3/3 黒 褐 色 土 焼土粒少量含む。
2.10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山ブロックを多 く含む。

第579号住居跡 土層説明
1.10YR2/2 暗 褐 色 土 焼土粒少量含む。
2.10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山ブロックを多く含む。

築であるが、その重複関係は不明である。第556・ 557

・ 564号三L羨との新旧関係は確認できなかった。軸長

は東西約4。 20m、 北を指準とした時の軸方向は、ほぼ

N-2ヂ ーWである。

床までの深さは約 5m、 覆土は自然堆積のようであ

る。床面は概ね平坦で、壁溝は南東辺に備わる。幅10

～20cm、 深さ約 6mである。

遺物は土師器が数片出土したのみである。いずれも

微細な破片であるため、図示するには至らなかった。

第575号住居跡 (第 7・ 8・ 316図 )

AA-21グ リッドを中心に位置する。北側を第578

号住居跡に切られ、東側は大半が調査区外となる。こ

のため、検出し得たのは南西辺のみであり、全体の規

模や形状、施設などについては明らかでない。南北方

向の軸長は約3.67mで、北を指準とする軸方向はおよ

そN-33° 一Wとなる。

壁溝は検出範囲で全周し、幅約15cm、 深さ約 7mを

SK551

¬

調査区外

/ 3

第574号住居跡 (第 7・ 313図 )

X-19グ リッドを中心に位置する。大半が調査区外

となるため、全体の規模や形状、施設などについては

明らかとし得ない。第572号住居跡を切り込んでの構

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎  土 焼成 色  調 残存率 備 考

須 恵 器 蓋

須 恵 器 蓋

甑

(14.7)

(16.7)

(23.7)

(2.2)

(■8)

(13.0)

粗 (W,B,F)
細 (F)

礫 (W,R,片 )

良 灰

橙

灰 白

破片

破片

破片

群馬 胎土分析 m23

-301-
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第316図  第575号住居跡

SJ570 SJ575

調査区外

測る。床面は南東から北西へやや傾斜する。

カマド●貯蔵穴・柱穴は検出されなかった。

遺物は甕の小片が数点出土したが、図示するには至

らなかった。

第576号住居跡 (第 8・ 317図 )

AA-21グ リッドを中心に位置する。南西辺が検出

できたのみで、大部分は東側の調査区外に延びてい

る。故に、全体の規模や形状、施設などについては明

らかでない。南北方向の軸長は約5.02m、 北を指準と

する軸方向はほぼN-20° 一Wとなる。

床までの深さは 5 cm前後で、覆土は自然堆積か、人

為的埋め戻しかの判断はつかなかった。検出部分の床

面は、南から北へわずかに傾斜する。壁溝は南西隅部

に限られ、幅約mm、 深さ約14cmを測る。

カマド●貯蔵穴・柱穴は検出されなかった。

第 141表 第 576号住居跡出土遺物観察表

魏颯蜀錢 L___」 |

第317図  第576号住居跡

SJ576 調査区外

m

第576号住居跡 土層説明
1.10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山褐色土ブロック多く含む。

遺物は少量の不や甕が出土している。微細な破片ば

かりで、図示し得たものはわずかである。

第318図  第576号住居跡出土遺物

0           1ocm
L=====ヒ====1 ~~

番号 器   種 口 径 器  高 底径 胎 土 色 調 残存率 備 考

不

甕

(16.9)

4.7

Ｂ

Ｒ

Ｗ

Ｗ

細

粗

普

良

橙

橙

20

破片

-302-



第577号住居跡 (第 7・ 319図 )

Z-20グ リッドを中心に位置する。南東を第578号

住居跡に切られ、南西辺は調査区排水側溝で切断して

しまった。このため、全体の規模は明らかとし得な

い。なお、第126号掘立柱建物跡との新旧関係は確認

できなかった。拡張前の調査区に西隅部が検出されな

かったことから、全体は長方形を呈するものと思われ

る。北西一南東方向の軸長は約5。 20m、 北を指準とす

る軸方向はほぼN-50° 一Wとなる。

床までの深さは10cm前後で、覆土は自然堆積と判断

される。壁の立ち上がりは急で、床面は西から東へや

第319図  第577号住居跡

排水側溝

SJ578

や傾斜する。壁溝は検出範囲で全周し、幅約20m、 深

さ10～ 5cmを測る。

柱穴は主柱穴が 2本検出された。径25～30m、 床か

らの深さは42cmである。ともに明瞭な柱痕が観察され

た。

貯蔵穴は北隅部に備わる。上面は径70m× 113mの

楕円形で、深さは28cmを測る。

カマドは検出されなかった。

遺物は覆土中より、古墳時代後期の甕や杯がわずか

に出土した。いずれも微細な破片であるため、図示す

ることは叶わなかった。

rn

Ｅ
８
０
．崎
Ｆ
　

い

Ｅ
Ｒ
３
●
一
　

く

縣
饉
邊
縣
恙
邊
厖

ー

第577号住居跡 土層説明
1。 10YR2/3黒 褐 色 土
2.10YR4/3 にぶい黄褐色土
3.10YR3/4暗 褐 色 土
4.10YR4/4 褐  色  土

焼土粒少量含む。

地山褐色土プロック多い。

地山褐色土プロック含む。

地山プロック。

第577号 住居跡 柱穴土層説明
1.10YR3/3暗 褐 色 土
2.10YR4/3 にぶい黄褐色土

3.10YR4/4 褐  色  土

炭化物粒少量含む。柱痕。

地山褐色土プロック多い。

柱痕。

地山褐色土プロック。充填

土。

第577号住居跡 貯蔵穴土層説明
1.10YR3/3 暗褐色土 褐色土プロック多い。
2.10YR2/2 黒褐色土 炭化物含む。
3.10YR4/4 褐 色 土 褐色土プロック。

貯蔵穴

/くバヽ
r υ′
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第320図  第578号住居跡

SJ575

B  15.“ Юm

排水側溝

C i5.000m

排水側溝 Sκ 50フ

0   15.000m

排水側溝

第578号住居跡 土層説明
1.10YR2/3 黒 褐 色 土 焼土粒・炭化物部分的に含む。
2.10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山褐色土ブロック多 く含む。SJ577を 埋めて床を貼る。
3.10YR4/4 褐  色  土 地山プロック。
4.10YR2/3 黒 褐 色 土 地山ブロック少量含む。

調査区外

第578号住居跡 柱穴土層説明
1。 10YR3/3 暗 褐 色 土 炭化物粒少量含む。柱痕。
2.10YR3/4 暗 褐 色 土 地山粒少量含む。充填土。
3.10YR4/3 にぶい黄褐色土 地山プロック含む。充填土。

排水側溝

一　

　

　

一

‘
』
０
一
●
り
一
　
　
　
く⌒

-304-
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第578号住居跡 (第 7・ 8・ 3η国 )

AA-21グ リッドを中・むこ位置する。東側は調査区

外になり、西辺は排水側溝で切断してしまった。第

575・ 577号住居跡を切って構築され、埋没後、第570

号土娠に床を掘 り抜かれる。第126号掘立柱建物跡・

第567号土娠との重複関係は確認できなかった。主柱

穴の位置から推定される規模は、軸長約6。 65m× 6.70

m、 面積約44.56イ となる。全体は方形を呈すると判

断され、北を指準とする軸方向はほぼN-45° 一Wを

指す。

床までの深さは 5～ 15mで、覆土は自然堆積であ

る。壁の立ち上がりは緩やかで、床面は西から東へわ

ずかに傾斜する。壁溝は検出範囲で全周し、幅20～30

第 142表 住居跡一覧表 (1)

m、 深さ約14cmを測る。

カマド●柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

遺物の出土はごく微量で、しかも細片ばかりであっ

た。古周時代後期の甕や:不が確認できるが、図示する

には至らなかった。

第579号住居跡 (第 7・ 314図 )

X-20グ リッドを中心に位置する。第551号土疲に

切られ、東側は調査区外となる。また、表土除去で大

部分を削平してしまったため、検出は北西の壁溝と付

近の床のみであった。

わずかに観察し得た覆土は、自然堆積のようであ

る。壁溝は幅約17cm、 床からの深さ約10cmを測る。

カマド●貯蔵穴・柱穴、および遺物の検出はなかっテ亀

番号 位 置 長軸 (m) 短軸(m) 面積 (ボ ) 深さ(m) 主軸方位 カマ ド 本遺構より新 (SJ) 本遺構より古 (SJ) 備  考

193

198

209

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

360

361

362

363

364

365

366

367

368

369

370

371

372

373

374

X-18

Y-19

Z-20

AF-21

AF-21

AF-21

AF-22

AF-21

AF-21

AE-22
AE-22

AE-22
AI-21

AI-21

AI-20

AI-20

AF-22

AF-22
AF-22

AF-22
AF-22
AF-23

AF-23

AI-20

AJ-21

AG-23
AG-22

AJ-20

AJ-20

AG-21

AG-21

AG-21

AH-23

4.56

4.15

5。 10

6.98

(4。 25)

5。40

5.34

6。70

3.60

5。 16

6.06

4.20

4.91

3。75

(4.80)

4.40

3.90

4。 4

(4.42)

(6。 18)

6。85

4.03

(9.00)

8.10

4.25

7.85

2.75

3.24

4.40

3.46

5。00

3.10

(5。 10)

6.50

2.75

(5。 22)

3.68

4.70

3.50

4.30

6.16

(3.83)

7.98

3。94

3.43

2.95

20.06

14.36

25.50

(13.18)

(27.54)

43.55

9。90

(31.63)

15。46

23.08

13.13

18.92

(38.07)

(15。43)

64.64

16。75

9.56

0.05

0。 15

0.10

0。07

0.05

0.02

0.30

0.08

0.08

0.04

0。 25

0.30

0.25

0。 10

0。40

0.50

0。 20

0.20

0.10

S-42°  一W
N-25°  一W

(N-45° 一W)

(N-7° 一W)

(N-42° 一E)

(N-58° 一W)

(N-53° 一W)

(N-7° 一W)

N-67° 一E

(N-26° 一W)

(N-30° 一W)

N-21° 一W

S-42° 一E

N-23°  一W

(N-30° 一W)

S-23° 一E

(N-18° 一W)

(N-36° 一W)

(N-36° 一W)

(N一 S)

(N-19° 一W)

(N-39° 一W)

N-23°  一W
N-39°  ―W

(N-59° 一E)

N-25°  一W

N-58° 一E

(N-50° 一E)

(N-28° 一W)

北東

北東

北

北東

北西

南

北西

西

(北 )

」ヒ

北西

北

北東

210

349

351

3550356

364

364

365

369

571

346

352

357

357

3620364

369

401

370

S13■の拡張乃至S1350へ縮小

S1345の縮小乃至S1345へ拡張

SJ 361へ 拡張か

SJ 360の 拡張か

-305-



第 143表 住居跡一覧表 (2)

番号 位置 長軸 (m) 短軸 (m) 面積 (だ ) 深さ(m) 主軸方位 カマ ド 本遺構より新 (SJ) 本遺構より古 (SJ) 備  考
375

382

384

386

388

390

394

396

398

400

401

402

403

404

405

406

407

408

421

424

426

AG-24

AG-20

AG-19

AH-19

AH-19

AH-19

AH-19

AG-20

AH-20

欠番

AH-20

AH-20

AI-20

AI-20

AI-20

欠番

AG-24

AH-23

AH-23

AH-23

AH-24

AH-23

AI-19

AI-19

AI-23

AI-24

AJ-21

AK-21

AI-23

AH-22

AH-22

AK-21

AI-24

AI-24

AH-22

AH-22

AI-22

AJ-23

AJ-23

AI-24

AH-22

AJ-21

AK-22

AK-21

AI-24

AH-22

AK-21

欠番

欠番

欠番

AI-22

AI-23

AJ-23

(4.63)

4。 10

7.04

(4.60)

3.67

4。65

6.50

7.00

3.10

3。80

4.05

4。 25

5。 10

5。90

5。23

6.17

4.80

4。38

4.40

5。25

(4。 20)

8.50

5.00

5。 10

(5。 80)

(4.80)

8.05

5。50

6。40

8.00

3.57

7.55

5。70

4.50

4.78

5。 73

6.40

3.87

3.54

4.65

3.45

7.25

5.85

4。30

6.37

8.00

(3.50)

7.40

5。62

(3.75)

５

　

５

4.36

5。22

4.25

4。38

5。22

7.95

5.44

3.46

4.26

6.40

7.00

5。73

4。 20

8。 16

3.82

4.30

(20。19)

46。 11

(20。70)

40。 77

64.00

(12.50)

55。 87

32.03

32.21

(18.00)

18.62

19。27

27.41

(17.22)

14.32

12.08

二

　

　

一

64.00

29。 92

12.70

19.81

41.60

50。 75

33.52

18.06

69。 36

19。 10

21.93

0。 20

0.08

0。20

0。25

0。 10

0.04

0.08

0.05

0.05

0.15

0.30

0.15

２５
　
”

Ｑ
　
Ｑ

0。 10

0.05

0。40

0.15

０
。
‐

０
．
‐

０
．
２

０
．
‐

４０

４５

２０

‐０

０
．

０
．

０
．

０
．

一　

　

二

　

　

二

　

　

一

０
．
２

０
。
２

０
．
０

0。40

0。35

(N-50° 一W)

(N-34° ―W)

N-60° 一E

N-30°  一W

(N-38° 一W)

(N-38° 一W)

N-30°  一W
N-61° 一E

(N-27° 一W)

(N-27° 一W)

(N-27° 一W)

N-20° 一W

(N-30° 一W)

(N-30° 一W)

S-65°  一W

(N― S)

(N-25° 一W)

S-51°  一W

(N-30° 一W)

N-21° 一W

(N-25° 一W)

(N-60° 一E)

N-30° 一W
N-30° 一W
N-65° 一E

N-25° 一W

(N-30° 一W)

S-61°  一W
S-61°  一W
N-52° 一E

N-25° 一W
N-38° 一W

(N-41° 一W)

N-47° 一E

N-30° 一W

(N-27° 一W)

N-61° ―E

(N-8° 一W)

(N-60° 一E)

(N-49°

N-50°

N-50°

N-49°

S-50°

一E)

一E

―E

一E

一W

(北東)

東

東

東

西

北

北

北

南

西

西

東

西

西

南

南

北

北

北

東

西

北東

北西

北西

南西

南西

北西

北東

北西

北東

北西

北西

北東

北西

416・ 4180421

421 0440

3770378

428´ヽ́430

402

３８７
観
　
　
　
３９２
３９２
　
　
　
３９７
　
４‐９
３６６

3860387

382・ 383

α
畑
　
４‐０
　
４‐０
４‐４
４‐２
　
期

４０７

４‐５

４０９

　

４‐３

　

４‐２

２８２
靱
３７９

398

446

3930394

401 0406

４６

　

　

　

　

　

‐８

４‐

　

　

　

４‐

　

４０

　

　

　

４‐

427´-429

425

３８６

　

　

　

　

　

　

３８８

３８６
槻
　
観
３８５
３８５
翻 SJ 389の拡張

SJ 389へ拡張

SJ 393か 394を縮ガヽ

SJ3%へ拡張乃至SJ394の縮小

SJ393の拡張乃至SJ393へ縮小

SJ 398の縮小

SJ 397へ縮小

SJ 408へ拡張

SJ 407の拡張

SJ 413の 改築

SJ 412へ 改築

SJ 428へ拡張
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第 144表 住居跡一覧表 3

番号 位置 長軸 (m) 短軸 m 面積 至 薇き 二  主軸 方位  |カ マ ド 本遺構より新 (SJ) 本遺構より古 (SJ) 備  考
４２８

４２９

４３０

４３‐

４３２

４３３

４３４

４３５

４３６

４３７

４３８

４３９

４４０

４４‐

４４２

４４３

４４４

４４５

４４６

４４７

４４８

４４９

４５０

４５‐

４５２

４５３

４５４

４５５

４５６

４５７

４５８

４５９

４６０

４６‐

４６２

４６３

４６４

４６５

４６６

４６７

４６８

４６９

４７０

４７‐

４７２

４７３

４７４

４７５

４７６

４７７

４７８

４７９

４８０

AJ-23

AJ-23

AJ-23

AK-24

AJ-25

AJ-25

AJ-20

AJ-24

AJ-24

AI-24

AI-25

AJ-24

AK-21

AJ-22

AJ-24

AK-24

AK-25

AK-24

AK-21

AJ-25

AJ-25

AJ-25

AK-25

AK-26

AK-24

欠番

AL-25

AL-25

AL-25

AL-25

AL-26

AR4-26

AM-25

AL-24

AM-23

AN-27

AN-26

Aλ4-24

AM-24

AL-25

AN-24

AN-25

AN-25

AN-25

AN-26

AM-23

AR江 -23

AN-23

AN-23

AN-23

AR江 -23

AN-23

AO-23

5.80

6.50

5。6

5.40

5。40

5。00

(3.23)

5.37

(5。 30)

4.00

5.24

3。90

4.45

5.66

5。 76

6.60

5.00

6.44

5。40

5。50

5。 15

8.60

2.56

3.14

4。 34

8。25

5.80

4.78

3.60

4.50

4.75

(4.37)

3.80

3.10

3.80

4.70

6.00

6.00

6.73

7.10

(6.20)

(4.25)

5鵬

6■0

5.00

5_08

3L90

41_60

31_64

27_43

N― ∞
‐一E

N― ∞
‐一EI

S-62‐ 一ヽヽ
‐

N―

“

‐一E

N-24 -ヽヽ
‐

N-24‐ 一ヽ
‐

1

N-33~一 ヽヽ
‐|

北東

(南西 )

南西

北東

北東

429

430

430

432

439

443

436

430

0.20

0■0

0_15

0_06

3.1   1027  0_06

4.95

5“

(4二狩

3.30

4.34

544

4.70

6.58

%“I)

28_00

0_15 N-29~ 一ヽヽ
‐

.N-24‐ 一ヽヽ
‐
)

IN-25‐ 一ヽヽ
‐
)

N-40・  一 Vヽ

N-53・ 一E

N-48° 一E

北 西

1".011

1237

1931

0.15

0_15

0。 15

0.06

025

0.15

0。 15

0。 17

0.20

0。 70

0.05

0.06

0。 30

北西

北東

北東

南西

北西

北東

4390443

30。 79

27.07

43.43

S-54°  一 Vヽ

N-29°  一W

N-62° 一E

443

4430444

4180421 0440

448・ 449

449

(N-40° 一W)

(N-40° 一W)

(N-40° 一W)

(N-25° 一W)

N-59° ―E

447～ 449

448

6.26 40。 31 北東

5.20

(3.70)

4.50

8.54

28.08

(20.35)

24.80

73。44

0。 10

0.06

0。 10

0。 15

0。 10

0。02

0.16

0。25

0。 15

0.07

(N-61° 一W)

(N-45° 一E)

N-38° 一W

S-30° 一E

N-26° 一W

(N-33° 一W)

S-60°  一W

S-32° 一E

N-32°  一W

(N-35° 一E)

N-50° 一W

(N-20° 一W)

N-34°  一W

(N-38° 一W)

45504560467

北西

南東

北

455

455

465

461

465

455

469

471

474

467

456

(4.08) (17.71)

67.24

(33.64)

南西

南東

北東

8。 15 466

(5。 80)

3.45

4。 17

4.05

(4.35)

12.42

18。77

19。24

(19.01)

0。 18

0。 18

0。 13

0.60

0。 28

0。20

0。20

0.30

0.15

0。 15

北西。北東

(北西 )

3.75

2.60

3.45

4.60

4.60

5。70

14.25

8.06

13.11

21.62

27.60

34。 20

N-58° 一E

N-64° 一E

S-64°  一W

S-62°  一W

N-35°  一W

N-35° 一W

(N-51° 一E)

N-51° 一E

N-68° 一E

北東

北東

南西

南西

北西

北西

(北東)

北東

東

493

7.00 0。 10

0。 10

0.07

0.10

0.06

47304740476

4730474

4750476

473ハー476

北東

49。 70

N-45° ―E

479

427

427 428

427⌒ツ4290431

433

442

436

418

442

439・ 44204440445

445

450

4470450

4470448・ 450

4980499

4540456・ 467

4540457

462

457・ 461 0466

461

454

468

470

456

493

475⌒-478

4730475ハー478

4770478

475・ 4770478

4800489

SJ 429へ拡張

SJ 428の拡張

SJ 433の拡張

SJ 432へ拡張

SJ 448へ拡張

SJ 449へ拡張

SJ 448の拡張

SJ 493の拡張

SJ 474へ拡張

SJ 473の拡張

SJ 476へ拡張

SJ 475の拡張
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第 145表 住居跡一覧表 (4)

番号 位置 長軸 (m) 短軸 (m) 面積 (ピ ) 深さ(m) 主軸方位 カマ ド 本遺構より新 (SJ) 本遺構より古 (SJ) 備  考
４８‐

４８２

４８３

４８４

４８５

４８６

４８７

４８８

４８９

４９０

４９‐

４９２

４９３

４９４

４９５

４９６

４９７

４９８

４９９

５００

５０‐

５０２

５０３

５０４

５０５

５０６

５０７

５０８

５０９

５‐０

５‐‐

５‐２

５‐３

５‐４

５‐５

５‐６

５‐７

５‐８

５． ９

５２０

５２‐

５２２

５２３

５２４

５２５

５２６

５２７

５２８

５２９

５３０

５３‐

５３２

５３３

AN-24

AO-24

AO-24

AO-24

AO-24

AO-24

AO-26

AO-25

AN-23

AN-25

AO-24

AO-27

AN-25

AO-24

AO-27

AO-27

AO-26

AK-23

AK-23

AK-23

AL-23

AK-23

AK-23

欠番

AL-22

AL-23

AK-22

AL-2

AK-22

AK-23

AL-22

AM-23

AM-22

AM-22

AR4-22

AR江 -22

AL-22

AL-22

AL-22

AL-22

AL-22

AL-21

AL-22

AP-25

AL-22

AL-21

AM-22

AP-26

AP-26

AP-26

AP-26

AP-27

AP-27

3.05

5。 10

(3。 10)

5。 55

(4。 43)

4.16

6.25

4.10

3.30

3.52

4.53

3.68

4.65

5。 25

3.70

4.50

6.26

5。80

6.60

3.45

7.08

5。 10

5。35

5。00

7.90

(5。 10)

7.80

4。 34

4.85

5。26

6.05

(6.40)

(6。 20)

2.50

5.30

4.80

3.30

7.35

5.10

5。 10

6.20

9。 13

5.40

2.73

5.05

(2.95)

5。45

4.12

6.25

2.86

2.55

4。 20

5。20

3.50

(4.05)

6.20

5.80

6。 10

2.45

6.68

3.60

5。08

(4.55)

(7.60)

4.70

4。 97

4.24

5。25

6.00

(5.85)

(2.50)

5。30

4.76

7.10

4.35

5。 10

5。90

8。84

5。25

8.33

25。 76

(9。 15)

30。 25

17.14

39.06

9.44

9。38

19.53

27.30

12.95

(18。23)

38.81

33.64

40。 26

8.45

47.29

18。 36

27.18

(22.75)

(60.04)

(23.97)

44.37

18。40

31.76

(38.40)

(36。27)

(6.25)

28.09

22.85

52.19

22.19

26.01

36.58

80.71

28.35

0。 10

0。 20

0。 12

0.10

0.20

0.08

0。30

0。 10

0。 10

0.05

0。 10

0.10

0。20

0。 23

0。20

0.28

0。 30

0。25

0。35

0。 30

0.25

0。30

0。 25

0。 18

0。25

0.12

0。 10

0。07

0.07

0。 10

0。 18

0.05

0.05

0.15

0.23

0.50

0.15

0。 10

0。 10

0。 15

(N-56° ―E)

(N-38° ―W)

(N-38° 一W)

N-37° 一W

N-44° 一E

N-57° 一E

(N-60° 一W)

(N-34° 一W)

N-64° 一E

N-21° 一E

N-24° 一W

N-24° ―W

(N-28° ―W)

(N-50° 一E)

(N-47° 一E)

N-37°  一W

(N-52° ―E)

N-28° 一W

(N-34° 一W)

N-5° 一W

N-25° 一W

(N-45° 一W)

N-50° ―W

(N-15° 一W)

N-52° 一E

(N-38° 一W)

(N-30° 一W)

(N-41° 一W)

N一 S

S-50°  一W

N-36°  一W

(N-35° 一W)

(N-20° 一W)

(N-19° 一W)

N-47° 一E

N-33° 一W

(N-33° 一W)

N-33° 一W

N-33° 一W

N-33° 一W

(N-61° ―E)

N-34° 一W

(北東)

北西

北東

北東

(北 )

北東

北東

北

北

北西

北

北

北西

北東

北東

北

北西

北西

北東

北西

北西

北西

北西

(北東 )

北東

483・ 485

4830485

4830486

487

479

4850486

471

495

49504960528～ 531

4520499～ 501

45205000501

501 05020506

510

506・ 510

5020505・ 508～ 510

5080510

501 05050510ハ V512

508

5070508

508

51005120518

51205140518

5150517

5140515

5180519

510・ 51205160519

512

5200526

524

5080521 0522

514^ツ 518

521

529ハツ531

5300531

531

533

482・ 4840485

48204840491

485

488

470

496

497

497

498

498・ 499

498ハー5000506

500・ 503

5030506

509

503・ 505・ 507・ 509・ 510'523

503

501″
ヽ́
503'505・ 506・ 511・ 518

506

5060511 05130518

5130525

5140516

5170518

514・ 525

511 ・51305170525

511 05170518

5230526

523・ 5400541

5340535

520

4970528

4970528・ 529

497052805290530

532

SJ 471へ拡張

SJ 496の1縮小

SJ 495へ縮月ヽ

SJ 530へ拡張

SJ 529の拡張

SJ 530の拡張
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第 146表 住居跡一覧表 (5)

番号 位置 長軸 (m) 短軸 (m) 面積 (ぶ ) 深さ(m) 主軸方位 カマ ド 本遺構より新 (SJ) 本遺構より古 (SJ) 備  考
534

535

536

537

538

539

540

541

542

543

544

545

546

547

548

549

550

551

552

553

554

555

556

557

558

559

560

561

562

563

564

565

566

567

568

569

570

571

572

573

574

575

576

577

578

579

AP-25

AP-25

AP-25

AQ-28

AQ-28

AQ-28

AL-21

AL-21

AL-21

AR-29

AS-29

AS-29

AL-21

AL-21

AL-21

AT-29

AX-32

AU-30

AS-28

AR-28

AV-31

AR-28

AS-28

AR-27

AQ-27

AQ-27

AQ-27

AQ-27

AQ-27

AQ-27

AQ-27

AR-27

AQ-26

AQ-26

AQ-25

AR-27

Y-20

Y-20

X-19

X-20

X-19

AA-21

AA-21

Z-20

AA-21

X-20

6.50

(6.00)

8。 35

9.05

7.90

(6.05)

5。70

4。 10

5。60

(3.85)

7.85

6.70

4。 98

5。20

6.15

3.60

4.48

7.10

5。20

6.20

9.65

6.45

4.00

4.50

5.88

5。95

5。47

3.35

(3.90)

(5。 95)

(6。 70)

4.20

3.67

5。02

5。20

(6.70)

6.40

4.75

9.02

7.84

(6.00)

4.05

5。 53

7.75

(6.25)

4.80

5。67

4。 10

(7.00)

6.15

7.95

6.40

4.55

5。44

(4.08)

6.65

41.60

(28.50)

81.63

61.94

(36.30)

16.61

30。 97

60.84

(41.88)

23.90

34.87

18.37

(49。70)

38。 13

76。 72

41.28

26。 75

29。 76

(24。28)

(44.56)

0。40

0.20

0。 25

0.15

0.10

0.30

0。 35

0.18

0。35

0。 30

0。 12

0。25

0。 50

0。30

0。25

0。 15

0.40

0。20

0.15

0。 30

0.12

0。 10

0.20

0。35

0。 25

0。 17

0。 16

0。 10

0。 10

0.07

0。05

0.05

0.10

0.15

N-43° 一W

S-43° 一E

(N-32° 一W)

N-46° 一E

N-46° 一E

(N-30° 一W)

(N-30° 一W)

(N-36° 一W)

N-28°  一W

N-50° 一E

N一 S

N-57° 一E

N-47° 一E

N-41° 一W

N-60° 一E

N-55° 一E

N- 7° 一W

N-42° 一E

N-12° 一W

(N-30° 一W)

N-50° 一E

N-51° ―W

(N-23° 一W)

(N-47° 一W)

(N-54° 一E)

(N-53° 一W)

(N-32° 一W)

(N-32° 一W)

N-44° 一W

N-28° 一W

(N-54° 一E)

(N-44° 一W)

(N-30° ―W)

(N-25° 一W)

(N-33° ―W)

(N-20° 一W)

(N-50° 一W)

(N-45° ―W)

北西

南東

北東

北東

北

北東

北

北東

北東

北西

南東

北東

北

北東

北

北東

北西

南東

北

524

524・ 534

5340535

537

537・ 538

5220541

5220542

544・ 545

544

5470548

548

552

5520557

559

55805600562

558・ 562

558

558

558

558

5350566

567

198

574

578

578

5350536

536

538

539

540

541

539

543・ 545

543

546

546 547

5530555

555

559ハツ564

557

559

559 560

567

568

5750577

SJ 535の拡張

SJ 534へ拡張

SJ 538の拡張

SJ 537へ拡張
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以上、埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第245集

『築道下遺跡Ⅲ』第 1分冊には、「Ⅳ 遺構と遺物 1.

住居跡」までを収録した。

「Ⅳ 遺構と遺物 2。 掘立柱建物跡」より付編ま

で、および写真図版は第 2分冊に収録する。
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市町村 遺跡番号

築道下遺跡 埼玉県行田市

大字野字高 畑

3744番地 5他

11 206 144 36005′ 31″ 139029′ 15″ 19970401ハー

19971013

19971215⌒ V

19980224

10,050 工 業 団 地

造成 に伴 う

事 前 調 査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

築 道 下 遺 跡 集 落 跡 奈良・平安時代

～ 中世

住居跡

堀立柱建物跡

土墳

井戸跡

溝跡

窯跡

墓跡

228

28

167

111

35

1

2

土師器

須恵器

土製品

金属製品

石製品

木製品

ガラス製品

陶磁器

元荒川左岸の 自

然堤防上 に展 開

する古墳時代後

期か ら中世 にか

けての大規模集

落



埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書 第245集

行 田 市

築道下遺跡 III

行田南部工業団地造成事業関係埋蔵文化財発掘調査報告

―Ⅳ一

平成12年 3月 15日  印刷
平成12年 3月 24日  発行

<第 1分冊>

発行/財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団
〒369-0108大 里郡大里村船木台 4丁 目4番地 1

電話 0493(39)3955

印刷/有限会社平電子印刷所


	埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第245集　築道下遺跡Ⅲ　行田南部工業団地造成事業関係埋蔵文化財発掘調査報告Ⅳ　〈第１分冊〉(2000)　1
	口絵
	口絵2
	口絵3
	口絵4
	口絵5
	口絵6
	序
	例言
	例則
	目次
	挿図目次
	表目次
	Ⅰ　発掘調査の概要
	1.調査に至るまでの経過
	2.調査の経過
	3.調査の組織
	(２)整理・報告書作成事業
	Ⅱ　遺跡の立地と環境
	Ⅲ　遺跡の概要
	Ⅳ　遺構と遺物
	１.住居跡

	報告書抄録
	奥付



